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本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
（
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）

に
お
い
て
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ａ
）「
核
不
拡
散
体
制
の
成
立
と
安
全
保

障
政
策
の
再
定
義
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
二
〇
一
七
～
二
〇
二
二
年
度
）
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
は
、『
数
原
孝
憲
オ
ー
ラ

ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』（
二
〇
二
一
年
）
と
『
沼
田
貞
昭
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』

（
二
〇
二
二
年
）
に
続
く
も
の
と
な
る
。
一
九
六
八
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
加
盟
、
並
び

に
一
九
七
五
年
の
そ
の
批
准
を
経
た
後
、
日
本
外
交
は
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
体

制
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
や
西
側
諸
国
と
協
調
し
つ
つ
、
独
自
に
国
際
の
平
和
と

安
定
に
貢
献
す
る
道
を
探
る
こ
と
に
な
る
。
宮
本
雄
二
氏
が
外
交
官
と
し
て
活

躍
さ
れ
た
時
代
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
時
代
と
重
な
る
。 

本
オ
ー
ラ
ル
は
、
宮
本
氏
の
長
い
外
交
官
人
生
の
中
で
、
特
に
軍
備
管
理
・

軍
縮
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
宮
本
氏
は
日
本
の
外
交
官

切
っ
て
の
中
国
通
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
ご
自
身
も
軍
備
管
理
・
軍
縮
問
題

を
、
対
中
国
関
係
と
並
ん
で
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
の
約
半
分
の
時
間
を
充
て
た

第
二
の
柱
と
語
っ
て
お
ら
れ
る
（
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
三
回
公
開
研
究
会

「
体
験
的
核
戦
略
論
（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
か
ら
ネ
オ
コ
ン
の
登
場
ま
で
）―

―

東
ア

ジ

ア

に

軍

備

管

理

・

軍

縮

を

！

」

二

〇

二

〇

年

九

月

一

九

日 
 

<
h
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）
。
本
オ
ー
ラ
ル
に
お
い

て
、
こ
の
問
題
に
お
け
る
宮
本
氏
の
知
見
に
改
め
て
光
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
研
究
者
の
立
場
か
ら
最
も
興
味
深
い
時
期
は
、
国

連
局
軍
縮
課
長
時
代
（
一
九
八
五
～
一
九
八
七
年
）
、
及
び
そ
れ
に
続
く
外
務
大

臣
秘
書
官
時
代
（
一
九
八
七
～
一
九
八
九
年
）
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
宮

本
氏
は
い
わ
ゆ
る
Ｉ
Ｎ
Ｆ
（
中
距
離
核
戦
力
全
廃
条
約
）
交
渉
を
は
じ
め
と
す

る
軍
縮
外
交
の
最
前
線
に
お
ら
れ
た
。
当
時
の
官
邸
や
外
務
省
に
関
す
る
、

数
々
の
貴
重
な
証
言
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
他
に
も
、
も
は
や
お
話
を

聞
く
こ
と
が
適
わ
な
い
、
丹
波
實
氏
を
は
じ
め
外
務
省
の
諸
先
輩
方
に
関
す
る

貴
重
な
証
言
も
得
ら
れ
た
と
思
う
。 

本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
お
い
て
は
、『
沼
田
貞
昭
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト

リ
ー
』
同
様
に
、
外
務
省
外
交
史
料
館
で
公
開
さ
れ
て
い
る
文
書
を
参
照
し
な

が
ら
聞
き
取
り
を
す
る
と
い
う
手
法
を
と
っ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
際
し
て
使

用
し
た
一
次
史
料
は
、
す
べ
て
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
レ
ポ
ジ
ト
リ
に
て
公
開
予
定
で
あ

り
、
併
せ
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
外
交
史
料
の
公
開
は
進
ん
で
い
る
も

の
の
、
外
務
省
外
交
史
料
館
の
利
用
は
、
利
便
性
の
点
で
は
ま
だ
向
上
の
余
地

が
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
史
料
を
利
用
可
能
に
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
日
本
外
交

史
研
究
の
進
展
を
期
待
し
た
い
。 

同
時
代
の
史
料
を
前
に
し
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
正
確

で
密
度
の
濃
い
歴
史
証
言
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
文
書
史
料
か
ら
は

読
み
取
り
に
く
い
、
文
書
の
背
景
や
関
係
者
の
認
識
、
外
務
省
内
や
主
管
課
内

で
の
役
割
分
担
、
首
相
官
邸
や
他
省
庁
と
の
関
係
な
ど
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
は
、
文
書
史
料
と
口
述
史
料
の
相
互
作
用



 

も
感
じ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
公

式
の
外
交
史
料
を
補
い
、
日
本
外
交
へ
の
理
解
を
深
め
、
今
後
の
外
交
議
論
に

つ
な
が
れ
ば
、
関
係
者
一
同
の
喜
び
で
あ
る
。 

 

岩
間
陽
子
（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
）  
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略 歴 

 

1946（昭和 21）年 7 月 福岡県に生まれる 

1965（昭和 40）年 4 月 京都大学法学部入学 

1968（昭和 43）年 9 月 外務公務員採用上級試験 

1969（昭和 44）年 3 月 京都大学法学部卒業 

 4 月 外務省入省、研修所 

 7 月 アジア局中国課 

1970（昭和 45）年 7 月 台湾（中華民国）にて在外研修 

1972（昭和 47）年 6 月 米国研修（ジョージタウン大学、ハーバード大学） 

1973（昭和 48）年 6 月 ハーバード大学歴史学修士 

 7 月 アジア局中国課 

1975（昭和 50）年 7 月 経済協力局開発協力課 

1976（昭和 51）年 7 月 経済協力局開発協力課 首席事務官 

1978（昭和 53）年 4 月 在国際連合日本政府代表部 一等書記官 

1981（昭和 56）年 1 月 在中華人民共和国日本国大使館 一等書記官 

1983（昭和 58）年 1 月 欧亜局ソヴィエト連邦課 首席事務官 

1985（昭和 60）年 8 月 国際連合局 軍縮課長 

1987（昭和 62）年 11 月 大臣官房 外務大臣秘書官 

1989（平成元）年 6 月 情報調査局 企画課長 

1990（平成 2）年 1 月 アジア局 中国課長 

1991（平成 3）年 8 月 英国国際戦略問題研究所（IISS）研究員 

1992（平成 4）年 10 月 外務省研修所 副所長等 

1994（平成 6）年 11 月 在アトランタ日本国総領事館 総領事 

1997（平成 9）年 6 月 在中華人民共和国日本国大使館 特命全権公使等 

2001（平成 13）年 1 月 軍備管理・科学審議官（大使） 

2002（平成 14）年 8 月 在ミャンマー連邦日本国大使館 特命全権大使 

2004（平成 16）年 12 月 特命全権大使（沖縄担当） 

2006（平成 18）年 3 月 在中華人民共和国日本国大使館 特命全権大使 

2010（平成 22）年 8 月 退官 

   



2010（平成 22）年 10 月 日中関係学会 会長（～現在） 

 12 月 外務省顧問（～2011（平成 23）年 3 月） 

2011（平成 23）年 7 月 宮本アジア研究所 代表（～現在） 

2012（平成 24）年 5 月 日中友好会館 副会長（～現在） 

2018（平成 30）年 7 月 日中友好会館 会長代行兼副会長（～現在） 

2019（令和元）年 10 月 日本アジア共同体文化協力機構 理事長（～現在） 
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〔出席者〕 （肩書きはインタビューの時点） 

宮本 雄⼆ (元駐中国⼤使、宮本アジア研究所代表) 

岩間 陽⼦ (政策研究⼤学院⼤学教授)  
合六 強 (⼆松学舎⼤学国際政治経済学部専任講師) 
武⽥ 悠  (広島市⽴⼤学国際学部講師) 

吉⽥ 真吾 (近畿⼤学法学部准教授) 
 
 
 

開 催 日： 2021 年 2 月 8 日 

開催場所： オンライン 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

質 問 票 
 

１． 大使は 1946 年に福岡でお生まれになり、69 年に京都大学法学部をご卒業されまし

た。大使がお育ちになった環境、学生生活、外交官を志したきっかけなど、外務省入

省に至るまでのことをお話しください。  

 

２． 69 年、大使は外務省に入省されます。入省当時の省内の雰囲気など、入省直後のこと

についてご印象に残っておられることをお話しください。また、国内研修ののち、70

年に台湾に留学され、その後 73 年にはハーバード大学大学院を修了されます。台湾

と米国での留学生活を含め、入省初期の時代のことについてもお聞かせください。 

 

３． 73 年から中国課で、75 年からは開発協力一課で勤務されます。本省でのご勤務中に

は、緊張緩和の進展と停滞、ベトナム戦争の終結、第四次中東戦争・石油危機の生起

など、国際環境に大きな変化がありました。こうした動きをめぐる外務省内の状況や

雰囲気はどのようなものだったのでしょうか。ご印象に残っていることをお話しくだ

さい。 

 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

■参考：当時のアジア局・中国課と経済局・開発協力課の陣容 

  アジア局長  1972 年 1 月～1973 年 8 月   吉田健三 

           1973 年 8 月～1975 年 9 月   高島益郎 

  次長・参事官 中江要介、大森誠一 

中国課長   1973 年 3 月～1974 年 8 月   國廣道彦 

          1974 年 8 月～1976 年 12 月   藤田公郎 

中国課    犬丸忠雄、伊藤利雄、有信宗、大畠和子、三島泰正、小倉和夫、 

小森利貞、柳瀬友彦、斎藤正樹、前原スミ子、阿南惟茂、 

赤倉亮、喜田修、岡崎清、上荒地修二 

 

経済協力局長 菊池清明 

  参事官    石井亨、梁井新一 → 大鷹正、三宅和助 

開発協力課長 1975 年 4 月～1977 年 7 月   松浦晃一郎 

           1977 年 7 月～1979 年 4 月    久保田譲 

開発協力課  内田勝久、浦部和好、栗野哲子、夏目達夫、田村正樹、清水訓夫 
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４． 78 年には国際連合日本政府代表部の、81 年には駐中大使館の一等書記官にご着任さ

れます。米国と中国での在外勤務に関して、ご印象に残っていることをお話しくださ

い。この時代は、米ソ関係が悪化する一方で、米中関係と日中関係が一層緊密化して

いく時期でしたが、そうした動きが業務に影響することはございましたでしょうか。 

 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

■参考：当時の国連代表部と駐中大使館の陣容 

 国連代表部大使 安倍勲、西田誠哉 → 西堀正弘、西田誠哉、宮川渉 

  国連代表部公使 緒方貞子、明石康 → 赤松良子、藤田公郎、谷口誠 

      参事官 加藤淳平、恩田宗、大鷹市郎、堀内伸介、瀬崎克己、 

          原島秀毅、林司宣 

一等書記官 寺田輝介、鎌谷勇吉、福田実、渡辺伸、河村武和、富川明憲、 

久山純弘、松井啓、桑原実、若杉慎、榎泰邦、坂路昭、藤原恒夫 

二等書記官 松尾沢丈敬、関根佐平、青柳興政、藤井直治、水谷周 

 

駐中大使  吉田健三 →  鹿取泰衛 

   駐中公使  加藤吉弥 →  渡辺幸治 

    参事官  瀬木基博、土山道之、菅野道雄、浅井基文、川上寿一、 

         林司宣、佐田庸利、五十嵐貞一、隅元保雄 

一等書記官 駒元春、望月敏夫、松沢純一、荒田孚、蓮見義博、吉沢清、 

菅野啓、大森寿明、長房明、鍋倉真一、大林宏、吉原丈司、 

加藤泰、樽井澄夫、高尾佳巳、友次京子、中村守雄、池田裕、 

中島明、加藤幸夫、小宮山猛 

二等書記官 松尾啓、細川寿珍、根岸和時、入野睦利、齋江知、佐渡島志郎、 

         水野豊、淡路均、桂樹正隆、新井忠雄、沼田幹雄 
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５．最後に、83 年 1 月のソ連課首席事務官ご着任当時の欧亜局やソ連課についてお聞かせ

ください。 

（1）ご着任の経緯についてお聞かせください。また、前任者は高野紀元大使（軍縮課長

に異動）でしたが、引き継ぎ事項はございましたでしょうか。 

（2）ご着任当時のソ連課長は丹波實大使でしたが、丹波課長の外交哲学や仕事ぶり、人

柄など、ご印象に残っていることを伺えれば幸いです。また、丹波課長から野村一

成課長への交代は、ソ連課にどのような影響を与えましたか。 

（3）当時の欧亜局やソ連課内での役割分担についてご教示ください（下記「欧亜局・ソ

連課・駐ソ大使館の陣容」をご参照ください）。 

（4）大使が主管された日ソ関係・対ソ外交の案件について、ご印象に残っていることを

お聞かせください。 

 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

■参考：ソ連課時代の主な出来事 

1981 年 11 月   レーガン提案（INF「ゼロ・オプション」）と INF 交渉開始 

1982 年 6 月    START 交渉開始 

1983 年 1 月    中曽根首相の訪米（「不沈空母」「四海峡封鎖」発言） 

1983 年 1 月    アンドロポフ発言・グロムイコ発言（SS-20 の極東移転案） 

1983 年 3 月    レーガン大統領による SDI 発表 

1983 年 4 月    第 3 回日ソ事務レベル協議（東京） 

1983 年 5 月    ウィリアムズバーグ・サミット 

1983 年 9 月    大韓航空機撃墜事件 

1983 年 11 月  「エイブルアーチャー」 

1983 年 11 月   INF 交渉の中断 

1983 年 12 月   START 交渉の中断 

1984 年 3 月    第 4 回日ソ事務レベル協議（モスクワ） 

1984 年 6 月    第 8 回日ソ専門家会議（モスクワ） 

1985 年 3 月     ゴルバチョフ書記長就任 

1985 年 3 月    NST 開始 

  

■参考：当時の欧亜局・ソ連課・駐ソ大使館の陣容 

 欧亜局長   1981 年 12 月～1984 年 1 月  加藤吉弥 

         1984 年 1 月～1987 年 1 月   西山建彦 

 審議官    都甲岳洋 

ソ連課長   1981 年 8 月～1984 年 1 月   丹波実 

         1984 年 1 月～1986 年 6 月    野村一成 

ソ連課    地域調整官：今志洋 → 岡崎慶興 

専門官：菊池富男 
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事務官：玉木功一、伊藤哲雄、高松明、篠田研次、森泉達士、 

綾部高志、野口秀明、桂誠、蒲原正義、長内敬 

 駐ソ大使   高島益郎 → 鹿取泰衛 

 駐ソ公使   小和田亘 → 空席 

  参事官   久米邦貞、国安正昭、丹波實、米倉富郎、野上武久など 
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■ 

生
い
立
ち―

―

大
学
入
学
ま
で 

 
吉
田 
そ
れ
で
は
、
第
一
回
の
宮
本
大
使
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
始
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
、
我
々
の
主
た
る
関
心
事
で
あ
る
八
〇
年

代
の
軍
備
管
理
・
軍
縮
問
題
に
大
使
が
関
わ
る
前
の
時
代
に
つ
い
て
お
伺
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
質
問
票
の
１
で
は
、
外
交
官
に
な
る
ま
で
の
こ
と

を
お
話
し
い
た
だ
き
、
２
以
降
で
外
交
官
に
な
っ
た
後
の
お
話
を
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
１
で
す
が
、
大
使
は
一
九
四
六
年
に
福
岡

県
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
一
九
六
九
年
に
京
都
大
学
法
学
部
を
ご
卒
業
さ
れ

ま
す
。
ま
ず
は
大
使
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
環
境
、
大
学
に
入
学
す
る
ま
で

の
こ
と
を
お
伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

宮
本 

私
の
生
ま
れ
は
福
岡
県
太
宰
府
市
で
す
。
ご
案
内
の
と
お
り
、
奈
良

の
時
代
か
ら
西
の
都
と
し
て
大
宰
府
政
庁
が
置
か
れ
、
そ
の
後
菅
原
道
真
の

太
宰
府
天
満
宮
が
建
立
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
戦
国
時
代
な
ど
か
な
り
乱
れ
た

時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
黒
田
藩
の
庇
護
を
受
け
、

「
宰
府
参
り
」
と
い
う
言
葉
に
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
門
前
町
と
し
て
栄
え
た

長
い
伝
統
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
の
家
は
、
実
は
太
宰
府
天
満
宮
と
深
い
関

係
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
歴
史
に
彩
ら
れ
た
町
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
強

い
影
響
を
受
け
て
い
る
な
と
思
い
ま
す
。
私
の
歴
史
好
き
の
原
点
だ
と
思
い

ま
す
。 

子
供
の
と
き
の
記
憶
で
は
、
人
口
は
一
万
人
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
町
で
し

た
。
明
治
維
新
の
前
に
三
条
実
美
を
筆
頭
に
「
七
卿
都
落
ち
」
と
い
う
の
が

あ
り
、
維
新
派
の
公
家
た
ち
が
京
都
を
逃
れ
下
関
経
由
で
太
宰
府
天
満
宮
に

た
ど
り
着
き
、
約
三
年
滞
在
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
西
郷
隆
盛
や
坂
本
龍
馬

も
含
め
て
維
新
で
活
躍
し
た
人
た
ち
が
訪
ね
て
き
て
い
る
の
で
す
ね
。
そ
の

後
、
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
地
元
の
若
者
で
、
「
七
卿
都
落
ち
」
に
刺
激
さ

れ
、
明
治
政
府
で
活
躍
し
た
人
も
出
ま
し
た
。
そ
の
代
表
格
が
小
野
隆
助
と

い
う
県
知
事
ま
で
務
め
た
人
物
で
す
。
修
猷
館
高
校
人
脈
の
外
交
官
、
山
座

円
次
郎
が
大
学
に
行
く
た
め
に
金
銭
的
支
援
を
頼
ん
だ
福
岡
出
身
の
成
功
者

が
、
こ
の
人
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
私
が
外
務
省
に
入
っ
た
後
、
山
座
円
次

郎
の
伝
記
を
読
ん
で
知
っ
た
こ
と
な
の
で
、
私
の
少
年
時
代
に
は
あ
ま
り
影

響
は
与
え
て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
小
野
隆
助
の
実
家
は
定
遠
館
と
呼
ば
れ
、

日
清
戦
争
で
捕
獲
し
た
清
朝
の
戦
艦
「
定
遠
」
の
鋼
板
を
使
っ
た
門
扉
が
あ

っ
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
明
治
の
哲
学
者
、
井
上
哲
次
郎
も
太
宰
府

の
出
身
で
す
が
、
子
供
の
頃
、
そ
の
名
前
を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

太
宰
府
は
基
本
的
に
は
非
常
に
保
守
的
で
、
ま
と
ま
り
は
良
い
の
で
す
が
、

あ
ま
り
外
に
出
て
い
く
よ
う
な
町
で
は
な
い
し
、
出
て
行
っ
た
人
は
あ
ま
り

覚
え
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
私
の
人
生
は
め
ぐ
り
合
わ
せ
だ
な

と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。 

 

高
校
は
修
猷
館
高
校
で
す
。
太
宰
府
を
抜
け
出
し
修
猷
館
高
校
に
行
っ
た

の
で
、
京
都
大
学
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
あ
の
当
時
、
福
岡
の
一
番
良
い
学

校
と
言
わ
れ
て
い
て
、
太
宰
府
の
中
学
校
か
ら
行
っ
た
私
の
成
績
は
終
わ
り

か
ら
数
え
た
方
が
早
く
、
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
で
精
神
的
に
は
か
な
り
き
つ
い

三
年
間
で
し
た
。
後
で
聞
く
と
多
く
の
級
友
が
そ
う
い
う
経
験
を
し
て
い
た

よ
う
で
、
今
か
ら
す
る
と
大
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
あ
の
当
時
は
や

は
り
大
変
で
し
た
。 
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岩
間 

そ
の
頃
、
一
学
年
は
何
人
ぐ
ら
い
い
ら
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

団
塊
の
世
代
が
始
ま
る
前
の
年
で
す
が
、
そ
れ
で
も
一
二
ク
ラ
ス
で

六
〇
〇
人
以
上
で
し
た
。 

岩
間 
地
元
の
中
学
校
は
ど
れ
く
ら
い
で
し
た
か
。 

宮
本 

三
ク
ラ
ス
で
一
五
〇
～
一
六
〇
人
く
ら
い
で
し
ょ
う
。
修
猷
館
で
は

「
こ
れ
で
は
埋
没
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
こ
と
で
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
修

猷
館
の
校
風
と
い
う
か
伝
統
は
き
ち
っ
と
守
ら
れ
て
い
て
、
良
い
学
校
に
行

か
せ
て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
自
由
で
、
学
校
の
制
約
は
全
く

感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
入
学
し
た
と
き
に
校
長
に
「
今
日
か
ら
君
た
ち
は
大

人
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
何
を
や
っ
て
も
い
い
。
自
分
で
判
断
し
、
自
分
で
責

任
を
と
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
修
猷
館
に
は
校
則
は
な
く
、
校
則

が
な
い
か
ら
規
則
違
反
も
な
い
わ
け
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
本
当
に
自
由
な

高
校
時
代
を
満
喫
し
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
学
校
の
成
績
は
上
が
り
ま
せ

ん
。
姉
が
九
州
大
学
に
行
っ
て
い
て
、
姉
に
負
け
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
、
京
大
か
東
大
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
を
目
指
し
ま

し
た
。
兄
が
「
出
世
す
る
な
ら
東
大
、
勉
強
を
す
る
の
な
ら
京
大
」
と
言
う

も
の
で
す
か
ら
、
京
大
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。
高
校
二
年
の
三
学
期
と
三

年
の
一
学
期
は
、
人
生
の
中
で
最
も
よ
く
勉
強
を
し
ま
し
た
。 

岩
間 

ご
兄
弟
は
何
人
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。 

宮
本 

五
人
い
て
、
私
が
末
っ
子
で
す
。
岩
間
さ
ん
も
経
験
し
た
と
思
い
ま

す
が
、
京
大
の
入
試
は
特
徴
が
あ
っ
て
ね
。 

岩
間 

私
は
帰
国
子
女
な
の
で
経
験
し
て
い
な
い
の
で
す
。 

宮
本 

修
猷
館
は
一
〇
〇
％
九
州
大
学
向
け
の
授
業
を
す
る
わ
け
で
、
京
大

の
模
試
を
や
っ
て
く
れ
る
と
い
う
通
信
添
削
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
で
勉
強

し
ま
し
た
。 

 

■ 

外
交
官
を
志
す 

 

宮
本 

中
学
校
時
代
の
同
級
生
と
話
を
す
る
と
、
そ
の
頃
か
ら
私
は
「
外
交

官
に
な
る
」
と
言
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
す
ね
。
向
こ
う
の
記
憶
が
間
違
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
も
し
ま
す
が
。
理
由
は
よ
く
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
外
に
対
す
る
関
心
は
子
供
の
と
き
か
ら
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
朝

鮮
戦
争
が
始
ま
っ
た
一
九
五
〇
年
、
私
は
四
歳
で
す
が
、
新
聞
に
載
る
朝
鮮

半
島
の
せ
め
ぎ
合
い
の
勢
力
地
図
が
毎
日
変
わ
る
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ま

た
板
付
、
今
の
福
岡
空
港
に
米
軍
基
地
が
あ
り
ま
し
た
。
米
軍
の
存
在
は
日

常
的
で
し
た
し
、
一
時
期
私
の
町
に
も
米
軍
将
校
の
庭
つ
き
の
宿
舎
が
造
ら

れ
た
り
し
て
、
そ
う
い
う
も
の
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
「
李
承
晩
ラ
イ
ン
」
と
い
う
韓
国
が
勝
手
に

引
い
た
線
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
越
え
た
日
本
の
漁
民
が
た
く
さ
ん
捕
ま
り
、

『
西
日
本
新
聞
』
で
見
た
家
族
の
泣
き
叫
ぶ
写
真
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
ま
す
。
あ
の
小
さ
な
町
で
育
っ
た
割
に
は
外
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に
強

か
っ
た
と
い
う
の
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 
京
都
大
学
に
入
っ
て
一
年
目
の
秋
に
父
親
を
亡
く
し
ま
し
た
。
私
は
母
親

っ
子
で
父
親
の
存
在
は
あ
ま
り
感
じ
ず
に
育
っ
た
の
で
す
が
、
父
親
が
亡
く

な
る
と
自
分
の
心
に
大
き
な
空
洞
が
生
ま
れ
、
京
都
に
帰
っ
て
、
本
当
に
茫

然
自
失
で
何
も
手
に
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
自
分
は

10



駄
目
に
な
る
と
思
い
、
自
分
で
人
生
を
切
り
拓
く
し
か
な
い
と
思
い
定
め
ま

し
た
。 

岩
間 
お
父
様
は
お
幾
つ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 
父
親
は
六
三
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

岩
間 

早
か
っ
た
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
れ
で
真
剣
に
い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
結
論
と
し
て
外

交
官
に
な
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。
新
聞
記
者
も
学
者
も
良
い
な
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
新
聞
記
者
は
ど
う
し
て
な
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
し
、

吉
田
茂
か
ら
水
を
か
け
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
か
ら
、
脇
に
置
き
ま
し
た
。
学

者
は
、
研
究
室
に
顔
を
出
す
と
べ
ら
ぼ
う
な
数
の
本
が
置
い
て
あ
り
、
こ
れ

を
読
む
の
は
大
変
だ
と
思
い
諦
め
ま
し
た
。
後
で
「
読
ん
で
な
い
本
も
多
い

よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
あ
の
頃
は
本
の
数
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
国
家

公
務
員
も
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
祖
父
が
大
失
敗
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
「
宮
本
家
の
人
間
は
お
金
の
こ
と
は
下
手
く
そ
だ
」
と
い
う
固
定
観
念
が

あ
り
、
お
金
と
か
あ
る
い
は
経
済
に
関
係
す
る
大
蔵
省
と
か
通
産
省
は
関
心

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
も
っ
と
自
分
は
向
か
な
い
と
思

い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
国
家
公
務
員
で
自
分
の
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、
一
つ
は
外
務
省
で
も
う
一
つ
は
文
部
省
だ
と
思
い
ま
し
た
。
教
育
と
い

う
の
は
国
家
百
年
の
計
で
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。
結
局
、
自
分

の
人
生
を
か
け
る
に
値
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
大
学
二
年
の
初
め
に

外
務
省
に
入
る
こ
と
を
決
め
、
外
交
官
試
験
の
準
備
を
始
め
た
の
で
す
。 

岩
間 

随
分
早
い
で
す
ね
。 

宮
本 

私
自
身
生
活
は
楽
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
父
親
が
亡
く
な
り
、

学
校
の
先
生
を
し
て
い
た
兄
が
私
を
助
け
て
く
れ
た
の
で
、
勉
強
を
生
活
の

中
心
に
据
え
ま
し
た
。 

岩
間 

当
時
は
、
専
門
の
勉
強
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

三
年
か
ら
で
す
よ
。 

岩
間 

三
年
で
す
よ
ね
。
二
年
と
い
っ
た
ら
ま
だ
教
養
に
い
て
、
皆
は
の
ほ

ほ
ん
と
し
て
い
る
段
階
で
す
ね
。 

宮
本 

今
は
い
ろ
い
ろ
な
便
利
な
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の

頃
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
確
か
司
法
試
験
の
『
受
験
新
報
』

と
か
い
う
本
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
と
き
ど
き
外
交
官
試
験
の
経
験
談
が
出

て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
を
古
本
屋
に
行
っ
て
探
し
て
、
一
〇
冊
ぐ
ら
い
に
な

り
ま
し
た
か
、
先
輩
が
ど
う
い
う
こ
と
を
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
、

何
を
や
っ
た
ら
良
い
か
を
考
え
て
自
分
で
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。 

吉
田 

大
学
時
代
は
、
勉
強
会
に
入
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

三
年
の
後
半
か
ら
四
年
の
受
験
の
と
き
ま
で
、
外
交
官
受
験
志
望
の

六
、
七
人
で
経
済
学
の
勉
強
会
は
や
り
ま
し
た
。
京
大
の
経
済
学
は
マ
ル
ク

ス
系
で
国
家
試
験
に
向
き
ま
せ
ん
の
で
、
都
留
重
人
先
生
に
よ
る
翻
訳
が
出

た
ば
か
り
だ
っ
た
サ
ム
エ
ル
ソ
ン
（P

au
l A

. S
am

u
elson

）
の
『
経
済
学
』

を
教
科
書
に
し
ま
し
た
。 

大
学
で
は
共
産
主
義
、
社
会
主
義
の
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。
休
憩
時
間

に
連
中
が
入
っ
て
き
て
政
治
宣
伝
を
す
る
わ
け
で
す
が
、
連
中
の
言
っ
て
い

る
言
葉
が
全
く
分
か
ら
ぬ
も
の
だ
か
ら
、
「
こ
れ
は
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
か

ん
」
と
い
う
こ
と
で
、
必
死
に
勉
強
し
ま
し
た
。
今
で
も
中
国
共
産
党
の
連

中
と
議
論
が
で
き
る
の
は
、
そ
の
と
き
の
お
か
げ
で
す
。 

11



 

と
い
う
の
は
、
私
の
生
き
様
、
思
考
回
路
と
し
て
は
、
こ
れ
を
ク
リ
ア
し

な
い
と
役
人
に
な
れ
な
い
の
で
す
。
共
産
主
義
、
社
会
主
義
が
正
し
い
と
な

れ
ば
、
日
本
政
府
は
打
倒
の
対
象
で
あ
り
、
政
府
で
は
働
け
ま
せ
ん
。
生
真

面
目
す
ぎ
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
著
し
く
深
刻
な
問
題
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

苦
悶
し
て
い
る
と
き
に
古
本
屋
で
猪
木
正
道
先
生
の
本
を
見
つ
け
て
、
救
わ

れ
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
『
独
裁
の
政
治
思
想
』
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
社
会
主
義
は
完
璧
な
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
わ
け
で

す
ね
。
猪
木
先
生
が
言
及
し
て
お
ら
れ
た
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

（R
osa L

u
xem

bu
rg

）
と
い
う
女
性
の
哲
学
者
の
全
集
を
買
い
読
み
ま
し

た
。
最
も
鋭
い
レ
ー
ニ
ン
批
判
を
し
た
の
は
、
彼
女
な
の
で
す
ね
。
そ
れ
を

読
ん
で
、
レ
ー
ニ
ン
の
共
産
主
義
に
は
大
き
な
欠
陥
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が

理
解
で
き
た
。 

そ
れ
で
も
決
断
が
つ
か
な
い
中
で
私
の
背
中
を
決
定
的
に
押
し
た
の
は
、

次
の
一
つ
の
単
純
な
疑
問
で
し
た
。
共
産
主
義
が
正
し
い
と
仮
定
し
、
資
本

主
義
を
打
倒
す
る
と
な
る
と
、
資
本
家
を
打
倒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け

で
す
。
そ
れ
で
、
「
日
本
で
資
本
家
は
誰
だ
」
と
考
え
た
わ
け
で
す
。
す
ぐ

思
い
つ
く
の
は
松
下
幸
之
助
さ
ん
で
す
。
「
松
下
幸
之
助
さ
ん
を
打
倒
す

る
？
こ
れ
は
お
か
し
い
！
」
と
思
い
ま
し
た
。
小
学
校
し
か
出
て
い
な
く
て
、

こ
こ
ま
で
頑
張
り
、
そ
し
て
今
も
社
会
貢
献
活
動
も
一
生
懸
命
や
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
。
こ
う
い
う
人
を
打
倒
せ
よ
と
い
う
思
想
は
間
違
っ
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。
理
論
を
現
実
に
当
て
は
め
た
と
き
に
成
り
立
た
な
い
と
確
信
し

ま
し
た
。
理
論
的
に
万
全
じ
ゃ
な
い
と
い
う
の
は
、
猪
木
先
生
の
お
か
げ
で

分
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
現
実
に
置
き
換
え
た
と
き
に
そ
の
理
論
は

破
綻
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
私
は
自
信
を
持
っ
て
社
会
主
義
に
お
さ

ら
ば
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
外
務
省
の
試
験
勉
強
を
し
っ
か
り
と
や
れ
た
わ

け
で
す
。 

 

大
学
受
験
の
時
も
そ
う
で
し
た
が
、
勉
強
の
仕
方
も
含
め
て
、
私
は
全
部

自
分
で
考
え
ま
す
。
三
年
の
夏
に
外
交
官
試
験
が
あ
り
、
定
員
の
倍
の
数
の

人
が
一
次
試
験
に
受
か
り
ま
す
。
一
次
試
験
に
受
か
り
二
次
試
験
の
口
頭
試

問
に
臨
む
と
、
そ
の
中
に
面
接
が
あ
り
ま
す
。
試
験
官
に
「
試
験
の
成
績
は

ど
う
思
う
か
」
と
聞
か
れ
て
、
「
あ
ま
り
よ
く
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
答
え

る
と
「
ど
う
し
て
だ
」
と
再
質
問
さ
れ
、
「
十
分
に
準
備
し
た
と
い
う
意
識

が
な
い
か
ら
」
と
答
え
ま
し
た
。
「
も
し
三
年
で
受
か
っ
た
ら
ど
う
す
る
」

と
聞
か
れ
た
の
で
、
「
今
回
は
辞
退
し
ま
す
」
と
答
え
る
と
「
ど
う
し
て
だ
」

と
追
及
さ
れ
、
「
今
年
受
か
っ
て
も
成
績
は
良
く
な
い
は
ず
だ
し
、
そ
れ
に

ま
だ
大
学
で
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
山
ほ
ど
残
っ
て
い
る
」
と

答
え
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
翌
年
の
面
接
で
同
じ
試
験
官
が
「
今
年
の
成

績
は
ど
う
だ
」
と
質
問
す
る
の
で
、
「
勉
強
し
ま
し
た
か
ら
昨
年
よ
り
は
良

い
は
ず
で
す
」
と
答
え
た
は
ず
で
す
。
相
当
生
意
気
な
受
験
生
だ
と
思
わ
れ

た
と
思
い
ま
す
け
ど
、
そ
れ
で
も
採
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

外
務
省
と
い
う
と
こ
ろ
は
私
に
と
っ
て
、
も
と
も
と
敷
居
が
高
か
っ
た
。

そ
れ
で
当
時
、
外
交
官
試
験
の
試
験
官
を
し
て
お
ら
れ
た
国
際
法
の
田
畑
茂

二
郎
先
生
を
お
訪
ね
し
て
相
談
す
る
と
、
田
畑
先
生
が
「
自
分
も
外
交
官
に

な
り
た
か
っ
た
が
、
実
家
が
傾
き
、
難
し
い
と
思
い
諦
め
た
。
後
悔
し
て
い

る
。
今
の
外
務
省
の
敷
居
は
決
し
て
高
く
は
な
い
。
誰
で
も
行
け
る
。
ぜ
ひ

受
け
な
さ
い
」
と
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。 
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■ 

京
都
大
学
で
の
学
び 

 
吉
田 
大
学
時
代
は
、
田
畑
先
生
の
ゼ
ミ
に
ご
所
属
だ
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 
ゼ
ミ
は
田
畑
ゼ
ミ
で
す
。 

岩
間 

同
級
生
は
何
人
ぐ
ら
い
い
る
の
で
す
か
。 

宮
本 

田
畑
ゼ
ミ
は
一
六
人
ぐ
ら
い
で
し
た
。
テ
ー
マ
を
決
め
て
順
番
に
発

表
し
、
質
疑
応
答
が
あ
り
、
田
畑
先
生
の
総
括
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。
私
は
真
面
目
に
毎
回
出
席
し
ま
し
た
。
田
畑
先
生
が
い
ら
し
た

と
い
う
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

岩
間 

そ
の
頃
は
、
猪
木
先
生
は
ま
だ
教
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。 

宮
本 

猪
木
先
生
は
「
日
本
政
治
史
」
の
ご
担
当
で
し
た
。
既
に
述
べ
た
経

緯
も
あ
り
ま
す
の
で
、
私
は
も
う
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
聴
き
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
、
勝
田
吉
太
郎
先
生
が
ソ
連
共
産
党
を
徹
底
批
判
す
る
講
義
を
し
て
お
ら

れ
て
、
勝
田
先
生
の
言
う
こ
と
は
乾
い
た
砂
に
水
が
し
み
込
む
よ
う
に
全
部

頭
の
中
に
入
り
ま
し
た
ね
。 

岩
間 

勝
田
先
生
、
ま
だ
お
若
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。 

宮
本 

四
〇
歳
前
後
で
、
教
授
に
な
ら
れ
て
間
も
な
く
で
し
た
。
全
部
覚
え

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
勝
田
先
生
の
期
末
試
験
の
結
果
は
当
然
百
点
満
点

の
Ａ
だ
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
う
し
た
ら
Ｂ
な
の
で
す
ね
。
先
生
に
訳
を

聞
き
に
行
く
と
、
「
自
分
と
同
じ
こ
と
を
言
う
や
つ
は
独
自
性
が
な
い
か
ら

Ｂ
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。 

吉
田 

よ
り
批
判
的
な
学
生
の
ほ
う
が
良
い
点
数
を
も
ら
い
や
す
い
と
い
う

こ
と
で
す
か
。 

宮
本 

自
分
で
考
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

岩
間 

勝
田
先
生
の
講
義
名
は
「
政
治
思
想
」
で
し
た
か
。 

宮
本 

「
政
治
思
想
史
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

猪
木
先
生
は
、
「
日
本
政
治
史
」
の
講
義
で
二
回
、
四
時
間
に
わ
た
っ

て
キ
リ
ス
ト
教
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
類
似
性
を
、
心
を
込
め
て
説
か
れ
ま
し

た
。
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

岩
間 

「
日
本
政
治
史
」
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
の
講
義
で
し
た
か
。 

宮
本 

近
代
政
治
史
で
し
た
ね
。 

岩
間 

明
治
か
ら
？ 

宮
本 

明
治
か
ら
の
近
代
政
治
史
で
す
。
他
方
、
高
坂
正
堯
先
生
の
講
義
は

受
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
九
六
八
年
、
大
学
紛
争
で
が
た
が
た
し

て
い
た
時
期
、
九
月
か
ら
有
志
が
高
坂
先
生
に
お
願
い
を
し
て
実
質
的
な
ゼ

ミ
を
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
の
当
時
、
助
教
授
で
す
か
ら
ゼ
ミ
は
な

い
の
で
、
私
的
な
ゼ
ミ
を
お
願
い
し
、
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

岩
間 

講
義
は
も
う
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

六
七
年
に
「
国
際
政
治
学
」
の
講
座
が
新
設
さ
れ
、
講
義
は
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

岩
間 

田
岡
良
一
さ
ん
は
も
う
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
ね
。 

宮
本 

田
岡
先
生
は
既
に
退
職
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

岩
間 

残
念
で
し
た
ね
。
当
時
は
、
国
際
法
は
田
畑
さ
ん
だ
け
で
す
か
。
太

壽
堂
（
鼎
）
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。 

宮
本 
田
畑
先
生
が
「
国
際
法
I
」
を
、
太
壽
堂
先
生
が
「
国
際
法
II
」

を
、
香
西
茂
先
生
が
「
国
際
機
関
論
」
を
ご
担
当
で
し
た
。 
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岩
間 

高
坂
先
生
は
タ
ス
マ
ニ
ア
か
ら
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。

タ
ス
マ
ニ
ア
の
話
は
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。 

宮
本 
タ
ス
マ
ニ
ア
の
話
は
、
僕
は
む
し
ろ
本
（
『
世
界
地
図
の
中
で
考
え

る
』
（
新
潮
選
書
、
一
九
六
八
年
）
）
で
読
ん
で
知
り
ま
し
た
。 

岩
間 

タ
ス
マ
ニ
ア
に
は
、
何
し
に
行
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。 

宮
本 

本
を
読
む
と
、
高
坂
先
生
が
タ
ス
マ
ニ
ア
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、

子
供
の
頃
に
知
っ
た
、
タ
ス
マ
ニ
ア
島
原
住
民
の
滅
亡
の
理
由
へ
の
知
的
好

奇
心
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。 

九
月
か
ら
高
坂
先
生
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ゼ
ミ
が
始
ま
っ
て
、
そ
れ
が

私
の
京
都
大
学
で
の
最
大
の
収
穫
で
し
た
。
ゼ
ミ
形
式
で
、
そ
こ
で
高
坂
先

生
と
い
ろ
い
ろ
な
議
論
を
し
て
大
変
な
知
的
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
テ
イ
ラ

ー
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
国
際
政
治
史
の
原
書
を
使
っ
て
や
り
ま
し
た
。 

岩
間 

Ａ
・
Ｊ
・
Ｐ
・
テ
イ
ラ
ー
（A

. J. P. T
aylor

）
で
す
か
。 

宮
本 

そ
う
だ
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
チ
ャ
プ
タ
ー
ご
と
に
担
当
を

決
め
て
報
告
す
る
の
で
す
が
、
あ
の
当
時
の
日
本
で
は
珍
し
い
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
ア
サ
イ
ン
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
一
週
間
に
二
～
三
冊
で
し
た
が
。 

岩
間 

ア
サ
イ
ン
メ
ン
ト
は
英
語
の
本
で
す
か
。 

宮
本 

英
語
の
本
で
は
な
く
、
翻
訳
も
の
で
し
た
。
私
が
よ
く
例
に
出
す
モ

ー
パ
ッ
サ
ン
（G

u
y de M

au
passan

t

）
の
『
女
の
一
生
』
を
読
ま
さ
れ

た
の
も
そ
の
と
き
で
す
ね
。
皆
で
「
何
で
こ
れ
を
読
む
ん
だ
」
と
い
う
顔
し

て
い
た
ら
、
高
坂
先
生
が
「
国
際
政
治
が
そ
の
当
時
の
社
会
と
離
れ
て
存
在

し
て
い
る
と
君
た
ち
は
思
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
当
時
の
社
会
を
理
解
し
な

け
れ
ば
国
際
政
治
は
理
解
で
き
な
い
。
そ
の
当
時
の
社
会
を
理
解
す
る
一
番

良
い
方
法
は
良
い
小
説
を
読
む
こ
と
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
こ
の
本
は
、

そ
う
い
う
こ
と
で
読
ま
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー

（C
h

arles-L
ou

is de M
on

tesqu
ieu

）
の
『
法
の
精
神
』
も
、
三
権
分
立

と
か
そ
ん
な
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
政
治
哲
学
書
と
し
て
読
ま
さ
れ
ま
し
た
。
相

当
レ
ベ
ル
の
高
い
講
義
で
、
皆
一
生
懸
命
に
な
っ
て
や
っ
た
し
、
先
生
と
い

ろ
い
ろ
な
議
論
を
す
る
こ
と
で
強
い
刺
激
を
得
て
知
的
に
啓
発
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
高
坂
先
生
だ
っ
た
ら
ど
う
判
断
し
、
ど
う
い
う
回
答
を
与
え

る
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
今
日
ま
で
続
く
私
の
思
考
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
い

ま
す
。
基
本
的
に
は
高
坂
先
生
の
真
似
で
す
。
も
し
私
に
ス
タ
イ
ル
が
あ
る

と
し
た
ら
、
そ
れ
は
不
可
能
と
知
り
つ
つ
、
限
り
な
く
高
坂
先
生
の
真
似
を

し
な
が
ら
少
し
で
も
近
づ
く
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。
「
高
坂
先
生
に
似
て

い
る
ね
」
と
い
う
の
が
、
私
に
と
っ
て
最
高
の
褒
め
言
葉
で
す
。 

岩
間 

高
坂
先
生
は
、
当
時
マ
ス
コ
ミ
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ば
か
り
と
言
い
ま

す
か
、
吉
田
茂
論
な
ど
で
注
目
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
、

お
忙
し
そ
う
で
し
た
か
。 

宮
本 

い
や
、
そ
れ
を
私
た
ち
に
全
く
感
じ
さ
せ
な
い
人
で
し
た
ね
。
今
考

え
て
み
れ
ば
最
も
著
作
さ
れ
た
時
期
で
す
し
、
積
極
的
に
発
信
し
、
し
か
も

当
時
の
政
治
指
導
者
と
の
関
係
も
ち
ゃ
ん
と
大
事
に
し
て
お
ら
れ
る
。
八
面

六
臂
の
活
躍
を
し
て
お
ら
れ
た
時
期
な
の
に
、
僕
ら
の
こ
の
ゼ
ミ
に
つ
い
て

は
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
お
ざ
な
り
の
点
は
全
く
感
じ
ま
せ
ん

で
し
た
ね
。
私
に
と
っ
て
は
、
物
の
考
え
方
と
い
う
か
そ
う
い
う
こ
と
に
つ

い
て
根
本
的
な
刺
激
を
受
け
た
の
は
、
高
坂
さ
ん
で
す
。 

吉
田 

非
公
式
の
高
坂
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
は
ど
う
い
う
方
々
で
す
か
。 
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宮
本 

い
ろ
い
ろ
い
る
の
で
す
が
、
外
務
省
の
官
房
長
ま
で
や
っ
た
小
町

（
恭
士
）
氏
も
仲
間
で
し
た
。 

岩
間 
ロ
シ
ア
語
の
方
で
す
ね
。 

宮
本 
そ
う
で
す
。 

岩
間 

五
百
旗
頭
（
眞
）
先
生
に
も
お
会
い
に
な
ら
れ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

五
百
旗
頭
先
生
と
じ
っ
く
り
お
話
を
し
た
の
は
、
外
務
省
に
入
っ
た

後
、
ア
ト
ラ
ン
タ
総
領
事
を
し
て
い
た
頃
で
、
京
都
で
は
直
接
お
目
に
か
か

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

岩
間 

非
公
式
ゼ
ミ
に
は
何
人
ぐ
ら
い
参
加
し
て
い
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

二
五
人
ぐ
ら
い
い
ま
し
た
ね
。 

岩
間 

そ
ん
な
に
。 

宮
本 

高
坂
さ
ん
と
勉
強
し
た
い
と
い
う
の
で
、
学
部
を
越
え
て
人
が
集
ま

る
の
で
す
。 

 

■ 

外
務
省
入
省 

 

吉
田 

次
に
、
外
務
省
入
省
後
の
話
を
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
一
九
六
九

年
の
大
学
卒
業
と
同
時
に
外
務
省
に
入
省
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
時
の
省
内

の
雰
囲
気
な
ど
、
入
省
直
後
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

を
お
伺
い
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。 

宮
本 

外
務
省
に
入
る
と
き
に
研
修
語
学
に
関
す
る
希
望
を
出
し
ま
す
。
第

三
希
望
ま
で
書
く
欄
が
あ
り
、
私
は
第
一
希
望
を
英
語
、
第
二
希
望
を
フ
ラ

ン
ス
語
、
第
三
希
望
の
欄
に
中
国
語
も
し
く
は
ロ
シ
ア
語
と
書
き
ま
し
た
。

私
と
全
く
同
じ
よ
う
に
書
い
た
の
が
小
町
氏
で
し
た
。
他
の
入
省
者
の
語
学

は
つ
ぎ
つ
ぎ
に
決
ま
っ
て
い
く
の
に
、
我
々
二
人
だ
け
は
な
か
な
か
決
ま
り

ま
せ
ん
。
後
で
分
か
る
の
で
す
が
、
第
三
希
望
も
含
め
て
ロ
シ
ア
語
と
中
国

語
と
書
い
た
の
は
こ
の
二
人
し
か
い
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。
中
国
語
と
ロ
シ

ア
語
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ぐ
ら
い
ポ
ピ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
ー
の
な
い
言
葉
だ
っ
た

の
で
す
。 

私
が
「
あ
な
た
の
尊
敬
す
る
人
物
は
誰
か
」
と
い
う
質
問
票
に
毛
沢
東

も
入
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
こ
と
も
ど
ち
ら
を
中
国
語
に
す
る
か
に
影
響
し

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
結
局
私
が
中
国
語
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
当
時
保

守
色
の
強
い
佐
藤
栄
作
内
閣
で
す
か
ら
、
今
み
た
い
に
忖
度
の
世
界
だ
っ
た

ら
、
「
毛
沢
東
を
好
き
な
や
つ
は
何
だ
」
と
い
う
こ
と
で
、
私
な
ん
か
は
ね

ら
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
、
共
産
主
義
は
嫌
い
で
し
た
か
ら
、
愛
国

者
と
し
て
の
毛
沢
東
に
感
動
し
て
い
た
だ
け
で
す
け
ど
ね
。 

吉
田 

共
産
主
義
者
と
し
て
で
は
な
く
。 

宮
本 

共
産
主
義
者
と
い
う
か
思
想
家
と
し
て
で
は
な
く
て
、
愛
国
主
義
者

と
し
て
の
毛
沢
東
で
す
。
祖
国
を
救
う
た
め
に
た
ど
り
着
い
た
の
が
共
産
主

義
で
す
か
ら
。
彼
に
と
っ
て
共
産
主
義
は
手
段
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
わ
け

で
す
。 

岩
間 

当
時
、
毛
沢
東
人
気
は
絶
頂
期
で
す
よ
ね
。 

宮
本 

お
そ
ら
く
「
宮
本
は
中
国
を
外
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
い
う
議
論
が

あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
気
は
し
ま
す
。
そ
の
後
、
こ
の
こ
と
を
意
識
さ
せ
ら

れ
る
出
来
事
に
は
一
度
も
出
会
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
。
言
葉
の
才
能
は
小
町

さ
ん
の
ほ
う
が
上
で
す
か
ら
、
語
学
と
し
て
難
し
い
ロ
シ
ア
語
は
小
町
さ
ん
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で
良
か
っ
た
な
と
本
当
に
思
い
ま
す
。 

岩
間 

大
学
時
代
、
第
二
外
国
語
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 
ド
イ
ツ
語
。 

岩
間 
そ
う
で
す
か
。 

宮
本 

第
二
外
国
語
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
姉
に
相
談
し
た
ら
「
法

学
部
は
ド
イ
ツ
語
」
と
言
わ
れ
て
、
そ
う
し
ま
し
た
。
あ
の
時
代
は
、
医
学

部
も
ド
イ
ツ
語
で
す
。 

岩
間 

お
医
者
さ
ん
は
そ
う
で
す
ね
。 

宮
本 

し
か
し
、
外
務
省
で
は
「
中
国
語
を
や
れ
」
と
言
わ
れ
て
ね
。
外
務

省
に
入
省
し
て
、
三
か
月
研
修
所
に
通
い
ま
し
た
。
語
学
研
修
が
中
心
で
、

あ
わ
せ
て
外
交
官
と
し
て
の
心
構
え
も
教
わ
り
ま
し
た
。
外
務
省
研
修
所
は
、

吉
田
茂
が
戦
後
つ
く
っ
た
も
の
で
、
そ
の
伝
統
は
残
っ
て
い
ま
し
た
。
研
修

生
時
代
、
当
時
の
皇
太
子
殿
下
と
の
懇
談
の
機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
し
、

吉
田
茂
邸
を
訪
ね
る
の
が
慣
行
ら
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
ど
も
の
時
代
に

は
吉
田
総
理
は
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
松
平
康
東
元
国
連
大
使
の
お

宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
風
に
外
務
省
的
な
雰
囲
気
を
少
し
刷
り
込

ま
れ
始
め
た
か
な
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。 

 

大
笑
い
し
た
の
は
、
外
務
省
の
研
修
所
に
い
ろ
ん
な
人
の
講
話
集
が
置
い

て
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
た
、
外
国
人
女
性
と
結
婚
す
る
の
が
い

か
に
大
変
で
や
め
て
お
い
た
方
が
良
い
か
と
い
う
こ
と
を
山
ほ
ど
綴
っ
た
冊

子
を
読
ん
だ
と
き
で
す
。
岩
間
さ
ん
を
前
に
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
あ
の

当
時
、
女
性
外
交
官
は
め
っ
た
に
入
っ
て
こ
な
い
の
で
、
男
性
を
前
提
で
話

さ
れ
た
こ
と
で
す
が
、
研
修
中
に
外
国
人
女
性
と
結
婚
す
る
ケ
ー
ス
が
急
増

し
、
そ
れ
を
止
め
さ
せ
た
い
と
い
う
思
惑
が
見
え
見
え
で
し
た
。
お
そ
ら
く

当
時
の
外
務
省
幹
部
か
ら
す
れ
ば
容
認
で
き
な
い
社
会
ク
ラ
ス
の
女
性
と
結

婚
す
る
例
が
増
え
た
か
ら
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
な
、
と
反
発
を
覚

え
な
が
ら
直
感
し
ま
し
た
。 

 

研
修
所
の
三
か
月
が
終
わ
り
か
け
る
と
、
本
省
で
の
配
属
が
気
に
な
り
ま

す
。
当
時
、
こ
こ
に
は
配
属
さ
れ
た
く
な
い
と
い
う
課
が
二
つ
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
が
北
米
一
課
で
、
千
葉
一
夫
課
長
。
後
か
ら
分
か
る
こ
と
で
す
が
、
千

葉
課
長
は
こ
の
頃
、
ま
さ
に
一
九
七
二
年
に
実
現
す
る
沖
縄
返
還
交
渉
に
携

わ
っ
て
お
ら
れ
、
大
変
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
何
せ
仕
事
が

緻
密
で
部
下
に
も
厳
し
い
。
も
う
一
つ
が
橋
本
恕
課
長
の
中
国
課
で
し
た
。

橋
本
課
長
も
同
じ
く
七
二
年
に
日
中
国
交
正
常
化
を
成
し
遂
げ
る
わ
け
で
す

が
、
大
変
な
課
長
で
部
下
は
ビ
リ
ビ
リ
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
年
、
中
国

語
は
私
一
人
だ
っ
た
の
で
、
中
国
課
に
行
く
こ
と
は
も
う
決
ま
っ
て
い
る
わ

け
で
す
。
米
国
研
修
組
の
中
で
誰
が
北
米
一
課
に
行
く
の
か
と
い
う
の
で
大

騒
ぎ
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。 

私
は
、
七
月
一
日
、
辞
令
を
持
っ
て
中
国
課
に
行
く
わ
け
で
す
。
そ
う

す
る
と
橋
本
課
長
が
机
の
上
に
靴
の
ま
ま
足
を
乗
っ
け
て
新
聞
を
読
ん
で
い

る
。
そ
こ
で
「
今
度
配
属
に
な
り
ま
し
た
研
修
生
の
宮
本
雄
二
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
頭
を
下
げ
る
と
、
新
聞
を
ち
ょ
っ
と
下
げ
て
私
の

顔
を
じ
っ
と
見
て
、
ま
た
読
み
始
め
る
。
そ
れ
で
終
わ
り
で
す
。 

吉
田 

何
も
言
わ
な
い
の
で
す
か
。 

宮
本 
何
も
言
わ
な
い
。
こ
う
い
う
形
で
私
の
外
務
省
中
国
課
に
お
け
る
実

務
研
修
の
一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
先
輩
た
ち
に
は
恵
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
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の
首
席
事
務
官
は
渡
邊
幸
治
と
い
う
人
で
、
そ
の
後
外
務
省
の
主
流
を
歩
き
、

外
務
審
議
官
か
ら
ロ
シ
ア
大
使
ま
で
や
っ
た
有
能
な
方
で
す
。
総
務
班
長
は

加
藤
紘
一
さ
ん
で
、
そ
の
後
自
民
党
の
幹
事
長
ま
で
お
や
り
に
な
っ
て
、
総

理
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
た
方
で
す
。
そ
の
人
が
総
務
班
長

と
し
て
研
修
生
で
あ
る
私
の
指
導
官
で
し
た
。
総
務
班
に
は
畠
中
篤
さ
ん
と

斎
藤
正
樹
さ
ん
も
い
ま
し
た
。
私
よ
り
三
年
、
四
年
上
の
人
が
、
在
外
研
修

と
か
勤
務
を
終
わ
っ
て
中
国
課
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
特
に
畠
中
さ
ん
に
は

弟
の
よ
う
に
面
倒
を
見
て
も
ら
い
、
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
当
時
は
日
中
国
交
正
常
化
の
前
で
、
台
湾
の
中
華
民
国
と
国
交
が
あ

り
ま
し
た
。
通
常
の
外
交
業
務
は
中
国
課
の
仕
事
の
三
分
の
一
以
下
で
し
た
。

残
り
は
中
国
大
陸
の
情
報
収
集
で
あ
り
情
勢
分
析
で
し
た
。
分
析
課
と
い
う

情
報
分
析
を
専
門
に
す
る
課
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
中
国
課
に
は
大
量
に
中

国
の
専
門
家
が
い
ま
し
た
。
戦
前
の
大
東
亜
省
の
中
国
関
係
者
を
引
き
継
い

だ
せ
い
で
、
中
国
課
は
そ
の
当
時
か
ら
外
務
省
の
中
で
一
番
大
き
な
課
で
専

門
家
も
多
か
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

だ
か
ら
、
私
の
中
国
課
で
の
研
修
は
、
外
交
実
務
と
い
う
よ
り
は
情
報
分

析
の
ほ
う
の
訓
練
で
し
た
。
記
憶
に
あ
る
の
は
、
研
修
生
の
担
当
だ
っ
た
中

国
国
連
代
表
権
問
題
を
や
っ
た
こ
と
で
す
。
世
界
中
か
ら
来
る
情
報
を
整
理

し
て
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
今
年
の
見
通
し
を
書
く
と
い
う
の
が
研
修
生
の

仕
事
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
加
藤
紘
一
さ
ん
が
ま
ず
手
直
し
を
し
、
そ
れ
を
渡

邊
幸
治
さ
ん
が
手
を
入
れ
、
課
長
に
上
が
る
と
き
に
は
立
派
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
原
案
は
研
修
生
が
書
き
ま
し
た
。 

 

も
う
一
つ
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
日
本
経
済
新
聞
の
鮫
島
敬
治
記
者

の
話
を
聞
き
、
記
録
係
を
務
め
た
こ
と
で
す
。
あ
の
当
時
の
中
国
は
、
ま
さ

に
文
化
大
革
命
の
真
最
中
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
鮫
島
記
者
は
北
京
駐
在
中

の
六
八
年
六
月
に
逮
捕
さ
れ
、
六
九
年
一
二
月
に
釈
放
さ
れ
ま
す
。
鮫
島
さ

ん
は
、
そ
の
後
中
国
で
抑
留
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
は
口
を
閉
ざ
し
て
一
切
語

っ
て
お
ら
れ
な
い
の
で
す
が
、
七
〇
年
に
外
務
省
に
来
て
い
た
だ
き
、
外
に

は
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
あ
の
当
時
、
中
国
は
大

混
乱
で
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
喧
々
諤
々
の
議
論
が
あ
り
、
鮫
島

さ
ん
の
話
は
と
て
も
役
に
立
ち
ま
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
付
け
加
え
て
お
く
と
、
中
国
課
に
は
中
国
を
や
っ
て

き
た
古
い
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
戦
前
の
中
国
で
語
学
研
修
を
し

た
り
仕
事
を
し
た
り
し
て
い
た
人
が
い
て
、
良
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
大
陸
的
な
人
た
ち
が
何
人
も
い
て
、
そ
の
後
中
国

人
と
会
っ
て
も
あ
ま
り
驚
か
な
い
の
は
、
そ
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
ね
。 

岩
間 

当
時
、
大
使
館
は
台
湾
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
大
陸
中
国

と
は
ど
う
い
う
関
係
だ
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

日
中
貿
易
は
、
一
九
六
二
年
の
「
日
中
長
期
総
合
貿
易
に
関
す
る
覚

書
」
（
通
称
Ｌ
Ｔ
協
定
）
に
基
づ
き
始
ま
り
ま
す
。
覚
書
に
署
名
し
た
中
国

側
廖
承
志
と
日
本
側
高
碕
達
之
助
の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｌ
Ｔ
と
な
る
わ
け
で

す
。
一
九
六
四
年
に
連
絡
事
務
所
の
設
置
の
取
極
め
が
出
来
ま
す
。
覚
書
事

務
所
に
外
務
省
の
人
が
入
る
の
は
七
〇
年
、
七
一
年
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
ら
、

そ
れ
ま
で
は
通
産
省
出
身
者
や
経
済
界
の
方
が
行
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

外
務
省
で
は
、
主
と
し
て
香
港
総
領
事
館
が
中
国
大
陸
と
の
窓
口
に
な
っ
て

い
ま
し
た
ね
。
も
ち
ろ
ん
中
国
大
陸
を
承
認
し
て
い
る
英
仏
と
い
っ
た
国
の
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大
使
館
と
か
も
使
え
る
の
で
す
が
、
し
か
し
一
番
大
き
な
チ
ャ
ネ
ル
は
、
香

港
に
は
中
国
大
陸
か
ら
新
華
社
と
か
い
ろ
い
ろ
な
形
で
た
く
さ
ん
人
が
来
て

い
ま
し
た
か
ら
、
そ
こ
の
日
本
総
領
事
館
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。 

岩
間 
当
時
国
交
が
な
い
状
態
で
、
日
本
人
記
者
は
ど
の
よ
う
な
形
で
入
っ

て
い
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

一
九
六
四
年
に
新
聞
記
者
交
換
に
関
す
る
取
極
め
も
出
来
て
い
ま
す
。

覚
書
事
務
所
が
い
わ
ば
大
使
館
の
代
理
を
す
る
わ
け
で
す
。 

 

■ 

留
学―

―

台
湾
と
米
国 

 

吉
田 

そ
の
中
国
課
で
の
研
修
の
後
に
、
台
湾
に
留
学
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。 

宮
本 

台
湾
で
中
国
語
を
二
年
間
勉
強
し
ま
し
た
。
大
学
で
は
英
語
も
普
通

に
し
か
や
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中
国
語
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
。
三

か
月
の
外
務
省
研
修
所
で
の
研
修
と
、
そ
の
後
の
週
数
回
の
実
務
研
修
中
の

中
国
語
研
修
だ
け
で
、
中
国
語
が
全
く
身
に
つ
か
な
い
ま
ま
台
湾
に
行
き
ま

し
た
。
辞
書
片
手
に
生
活
を
し
て
い
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た

が
、
台
湾
の
二
年
間
で
か
な
り
徹
底
し
て
中
国
語
の
勉
強
を
し
て
相
当
良
い

水
準
ま
で
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
三
年
目
は
ア
メ
リ
カ
に
行
く
の
で
す
が
、

中
国
語
の
力
は
当
然
落
ち
ま
す
。
そ
れ
が
終
わ
っ
た
後
中
国
課
の
勤
務
に
な

る
訳
で
す
。 

吉
田 

七
三
年
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
れ
で
、
通
訳
を
や
ら
さ
れ
た
の
で
す
。
当
時
の
國
廣
道
彦
中
国
課

長
が
米
語
研
修
生
で
中
国
語
を
お
で
き
に
な
ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の

通
訳
か
ら
始
ま
っ
て
、
担
当
の
日
中
航
空
協
定
関
係
の
通
訳
を
し
、
だ
ん
だ

ん
う
ま
く
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
中
国
課
の
二
年
間
と
台
湾
の
二
年
間
は
同
じ

ぐ
ら
い
重
要
で
し
た
ね
。
通
訳
を
や
ら
さ
れ
る
と
一
生
懸
命
に
勉
強
し
ま
す

か
ら
。
当
時
は
中
国
と
や
る
と
き
に
は
全
部
発
言
要
領
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

そ
の
発
言
要
領
を
中
国
語
に
訳
し
て
、
分
か
ら
な
い
と
き
に
は
戦
前
に
大
活

躍
し
た
先
輩
の
通
訳
の
方
に
電
話
を
し
て
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

丸
暗
記
し
ま
し
た
。
時
々
次
官
の
通
訳
を
す
る
の
で
す
が
、
次
官
が
決
裁
書

と
少
し
違
う
こ
と
を
言
っ
た
と
き
は
、
決
裁
書
ど
お
り
に
訳
し
ま
し
た
。
決

裁
書
は
大
臣
の
裁
可
を
得
て
お
り
、
次
官
に
は
そ
れ
を
変
え
る
権
限
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
。 

吉
田 

当
時
の
次
官
は
ど
な
た
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

法
眼
（
晋
作
）
次
官
で
す
。 

吉
田 

台
湾
で
は
、
ど
こ
か
の
大
学
に
入
ら
れ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

私
の
語
学
力
で
は
大
学
に
入
る
の
は
不
適
当
だ
と
判
断
し
ま
し
た
。

先
輩
た
ち
は
、
二
年
目
は
台
湾
大
学
に
入
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
私
は
二
年

目
も
語
学
学
校
（
師
範
大
学
国
語
教
学
中
心
）
に
行
き
ま
し
た
。
二
年
目
は
、

白
兵
衛
と
い
う
元
国
民
党
の
従
軍
記
者
を
し
て
い
た
方
に
付
い
て
、
作
文
の

勉
強
も
し
ま
し
た
。
上
手
な
言
葉
は
限
り
な
く
書
き
言
葉
に
近
づ
く
と
気
づ

い
て
、
書
く
力
を
つ
け
る
た
め
に
そ
う
し
ま
し
た
。
日
本
語
で
も
子
供
の
言

葉
と
大
人
で
は
ど
こ
が
違
う
か
と
い
え
ば
、
大
人
の
言
葉
は
限
り
な
く
書
き

言
葉
に
近
づ
い
て
い
く
。
良
い
文
章
を
書
け
な
い
と
良
い
言
葉
は
し
ゃ
べ
れ

な
い
。
だ
か
ら
二
年
目
は
語
学
学
校
に
行
く
時
間
を
半
分
く
ら
い
に
し
た
の
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で
す
が
、
作
文
の
授
業
の
準
備
は
べ
ら
ぼ
う
に
長
い
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
最
後
は
、
『
朝
日
新
聞
』
の
社
説
や
天
声
人
語
ま
で
訳
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
の
時
間
は
ほ
と
ん
ど
を
中
国
の
友
人
と
過
ご
し
ま
し
た
。
語
学
学

校
の
毛
長
善
先
生
に
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
自
宅
に
呼
ん
で
も
ら
い
、
公
私
と
も

に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
中
国
語
は
生
活
か
ら
生
ま
れ
た
中
国

語
で
、
英
語
は
本
か
ら
生
ま
れ
た
英
語
で
す
か
ら
全
然
違
い
ま
す
。 

岩
間 

台
北
に
い
ら
し
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 

台
北
に
い
て
中
国
の
友
人
た
ち
と
も
よ
く
議
論
し
ま
し
た
。 

岩
間 

ち
ょ
う
ど
米
中
和
解
に
至
る
大
激
動
期
で
、
す
ご
い
時
代
に
台
湾
に

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
。 

宮
本 

そ
う
な
ん
で
す
。 

岩
間 

台
湾
の
方
々
は
ど
ん
な
様
子
で
し
た
か
。 

宮
本 

そ
れ
は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
国
民
党
は
今
の
中
国
共

産
党
と
同
様
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
上
に
言
論
統
制
を
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
一
般
の
人
た
ち
は
多
く
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
七
一
年
七
月
に
キ

ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
（H

en
ry A

. K
issin

ger

）
が
中
国
を
訪
問
す
る
ん
で
す
が
、

そ
れ
を
一
面
ト
ッ
プ
で
大
き
く
伝
え
る
『
朝
日
新
聞
』―

―

日
本
人
は
『
朝

日
新
聞
』
を
購
読
で
き
ま
し
た―

―

の
関
係
記
事
は
全
部
真
っ
黒
に
塗
ら
れ

て
い
ま
し
た
。 

岩
間 

え
え
っ
⁉ 

宮
本 

そ
う
い
う
検
閲
を
蒋
介
石
時
代
の
中
国
国
民
党
は
や
っ
て
い
た
の
で

す
。
だ
か
ら
、
我
々
は
外
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
と
い
う
の
は
よ
く
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
七
二
年
二
月
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
訪
中
の
時
も
台
湾
に

い
ま
し
た
し
、
七
二
年
九
月
に
田
中
角
栄
総
理
が
訪
中
し
日
中
国
交
正
常
化

が
実
現
し
た
と
き
は
ア
メ
リ
カ
に
い
ま
し
た
。
地
元
の
『
ボ
ス
ト
ン
・
グ
ロ

ー
ブ
』
紙
は
経
済
欄
の
数
行
で
田
中
訪
中
を
伝
え
た
だ
け
で
し
た
。
自
分
は

大
き
な
出
来
事
か
ら
見
放
さ
れ
る
宿
命
か
と
悲
観
的
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

七
三
年
に
中
国
課
に
帰
っ
て
か
ら
は
日
中
関
係
の
正
面
に
押
し
出
さ
れ
て
、

逃
げ
よ
う
と
思
っ
て
も
逃
げ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
。 

 

台
湾
で
の
一
番
大
き
な
収
穫
は
、
台
湾
社
会
と
い
う
も
の
を
理
解
で
き
た

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
日
本
と
台
湾
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
え

ま
し
た
し
、
中
台
関
係
に
つ
い
て
も
考
え
た
し
、
台
湾
と
い
う
も
の
を
か
な

り
理
解
で
き
た
こ
と
は
、
そ
れ
か
ら
の
中
国
を
考
え
る
上
で
大
変
大
き
な
助

け
に
な
り
ま
し
た
。 

吉
田 

台
湾
時
代
の
ご
友
人
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
方
々
だ
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

形
式
的
に
は
学
生
の
身
分
で
し
た
か
ら
、
草
の
根
の
有
識
者
と
の
付

き
合
い
で
す
。
本
省
人
（
台
湾
人
）
、
外
省
人
を
問
わ
ず
、
国
民
党
政
権
に

批
判
的
な
人
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
本
省
人
の
人
た
ち
は
、
日
本
統
治
時
代

も
知
っ
て
い
る
人
た
ち
で
し
た
が
、
政
治
の
話
を
す
る
の
を
本
当
に
怖
が
っ

て
い
ま
し
た
。
国
民
党
の
悪
口
を
立
ち
聞
き
さ
れ
る
と
翌
日
、
言
っ
た
人
が

消
え
て
し
ま
う
。
家
族
が
警
察
に
行
っ
て
「
探
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て

も
警
察
は
探
さ
な
い
。
彼
ら
が
捕
ま
え
た
の
で
す
か
ら
。
蒋
介
石
と
一
緒
に

来
た
外
省
人
の
人
た
ち
は
、
父
親
や
親
戚
が
良
い
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
い
る
人

が
多
い
の
で
、
あ
ま
り
心
配
せ
ず
蒋
介
石
批
判
を
し
て
い
ま
し
た
。 

吉
田 
今
の
台
湾
と
比
べ
る
と
大
分
違
い
ま
す
ね
。 

宮
本 

全
然
違
い
ま
す
ね
。
そ
う
い
う
時
代
も
台
湾
に
あ
っ
た
の
で
す
。 
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武
田 

当
時
、
必
ず
し
も
親
政
府
的
で
は
な
い
方
と
接
触
さ
れ
て
も
、
特
に

問
題
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 
問
題
は
な
い
で
す
。
た
だ
、
政
治
、
特
に
台
湾
独
立
運
動
に
は
絡
む

な
と
い
う
こ
と
は
、
出
発
す
る
前
に
橋
本
課
長
か
ら
き
つ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
は
注
意
し
ま
し
た
。 

岩
間 

当
時
、
大
陸
中
国
か
ら
の
人
の
行
き
来
と
い
う
の
は
あ
っ
た
の
で
す

か
。 

宮
本 

な
い
で
す
。
台
湾
に
い
る
と
大
陸
の
こ
と
が
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
勉
強
も
兼
ね
て
香
港
に
二
～
三
週
間
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
に
は
外
交
パ
ス
ポ
ー
ト
だ
っ
た
の
で
、
帰
り
に
中
国
大
陸
の
お
酒

を
持
っ
て
、
そ
れ
を
帰
っ
て
か
ら
ふ
る
ま
う
と
、
特
に
外
省
人
は
感
激
し
て

い
ま
し
た
ね
。
や
っ
ぱ
り
当
時
、
外
省
人
た
ち
の
心
は
ま
だ
大
陸
に
あ
っ
た

の
で
す
ね
。
今
は
世
代
交
代
と
と
も
に
台
湾
生
ま
れ
の
人
が
多
く
な
り
、
変

わ
り
ま
し
た
が
。 

岩
間 

ハ
ー
バ
ー
ド
で
は
ど
こ
で
勉
強
さ
れ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

ハ
ー
バ
ー
ド
で
は
、
チ
ャ
イ
ナ
・
ス
ク
ー
ル
の
加
藤
紘
一
さ
ん
が
学

位
を
と
る
こ
と
を
始
め
た
せ
い
で
、
後
輩
は
迷
惑
し
ま
し
た
。
学
位
を
と
ら

な
か
っ
た
ら
勉
強
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
大
学
院

の
授
業
に
遅
れ
ず
に
単
位
を
と
ろ
う
と
思
っ
た
ら
本
を
読
む
ば
か
り
に
な
っ

て
し
ま
う
。
私
の
話
す
英
語
は
進
歩
し
ま
せ
ん
。
私
は
福
岡
生
ま
れ
で
大
学

は
京
都
。
新
婚
の
奥
さ
ん
は
東
京
生
ま
れ
の
神
奈
川
育
ち
。
結
局
、
私
の
日

本
語
が
上
達
し
た
だ
け
で
、
肝
腎
要
の
英
語
は
進
歩
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
や

は
り
台
湾
と
同
じ
よ
う
に
語
学
学
校
が
最
適
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ハ
ー
バ
ー
ド
時
代
の
、
あ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ア
サ
イ
ン
メ
ン
ト
は
本
当
に

き
つ
か
っ
た
で
す
ね
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
最
終
的
に
は
Ｍ
Ａ
を
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
デ
パ
ー
ト
メ
ン

ト
か
ら
も
ら
い
ま
し
た
。
当
時
、
ハ
ー
バ
ー
ド
の
証
書
は
全
部
ラ
テ
ン
語
で

書
い
て
あ
り
、
正
式
に
は
何
の
学
位
を
と
っ
た
の
か
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
ア
ト
ラ
ン
タ
の
総
領
事
を
し
て
い
る
と
き
に
私
の
秘
書
の
ご
主
人
が

ハ
ー
バ
ー
ド
卒
で
、
見
て
も
ら
っ
て
や
っ
と
分
か
っ
た
わ
け
で
す
。 

吉
田 

当
時
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
ェ
ン
チ
ン
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
に
属

し
、
そ
こ
で
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
を
や
っ
て
い
た
つ
も
り
で
し

た
か
ら
。
外
務
省
の
研
修
の
レ
ー
ル
の
上
に
乗
っ
か
っ
て
い
た
の
で
、
こ
う

い
う
珍
談
も
起
こ
り
え
た
の
で
し
ょ
う
。
ハ
ー
バ
ー
ド
で
は
リ
ー
ジ
ョ
ナ

ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
を
や
る
と
き
に
は
、
そ
の
地
域
の
言
語
を
二
つ
以
上
学

ぶ
義
務
が
あ
り
ま
す
。
外
務
省
研
修
生
の
場
合
は
、
中
国
語
を
既
に
学
ん
で

き
ま
す
し
、
日
本
語
も
で
き
ま
す
か
ら
、
形
式
的
に
こ
こ
を
免
除
さ
れ
、
普

通
の
学
生
の
二
年
目
に
入
れ
る
よ
う
に
し
て
く
れ
た
わ
け
で
す
。 

 

よ

く

覚

え

て

い

る

先

生

た

ち

は

、

フ

ェ

ア

バ

ン

ク

（Joh
n

 
K

. 

F
airban

k

）
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
（E

dw
in

 O
. R

eisch
au

er

）
を
筆
頭
に
、

中
国
経
済
史
を
教
え
る
パ
ー
キ
ン
ス
（D

w
igh

t H
. P

erk
in

s

）
そ
れ
に
シ

ュ
ウ
ォ
ル
ツ
（B

en
jam

in
 I. S

ch
w

artz

）
と
い
う
大
変
な
碩
学
の
人
が
い

て
、

In
tellectu

al H
istory of C

h
in

a
 

を
教
え
て
い
ま
し
た
。
先
生
が

C
hinese C

om
m

unism
 and the R

ise of M
ao

と
い
う
古
典
的
な
名
著

を
書
い
て
お
ら
れ
、
中
国
共
産
党
研
究
の
第
一
人
者
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

“
”
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先
生
に
「
中
国
政
治
の
ご
専
門
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
」
と
直
接
疑
問
を

ぶ
つ
け
る
と
、
「
本
当
に
や
り
た
か
っ
た
の
は
中
国
思
想
だ
っ
た
の
に
、
冷

戦
時
代
だ
か
ら
、
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
や
研
究
費
を
も
ら
う
に
は
共
産
主
義
を
や

る
し
か
な
か
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
先
生
の
中
国
思
想
史
の

講
義
は
本
当
に
苦
労
し
ま
し
た
。
我
々
は
中
国
思
想
の
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
は

漢
字
で
見
れ
ば
大
体
分
か
る
の
で
す
が
、
そ
れ
に
、
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
先
生
を

含
め
た
碩
学
が
微
妙
な
意
味
を
表
わ
す
た
め
に
考
え
抜
い
て
探
し
出
し
た
英

語
の
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
を
当
て
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
普
通
の
辞
書
に

は
載
っ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
。
こ
れ
を
講
義
で
聞
い
て
分
か
り
ま
す
か
。 

吉
田 

普
段
全
く
使
わ
な
い
よ
う
な
英
単
語
が
並
ぶ
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
中
国
政
治
の
ホ
フ
ハ
イ
ン
ツ
（R

oy 

H
ofh

ein
z, Jr.

）
先
生
と
、
最
近
亡
く
な
っ
た
、
当
時
中
国
の
社
会
に
つ
い

て
教
え
て
い
た
ボ
ー
ゲ
ル
（E

zra F. V
ogel

）
先
生
の
共
同
ゼ
ミ
を
と
り
ま

し
た
。
ゼ
ミ
の
卒
業
ペ
ー
パ
ー
は
、
英
語
の
本
ば
か
り
読
ん
で
い
た
の
で
は

絶
対
に
ア
メ
リ
カ
人
に
負
け
る
と
思
い
、
幸
い
イ
ェ
ン
チ
ン
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
に
は
満
鉄
調
査
団
の
農
村
調
査
報
告
書
が
あ
り
、
ゼ
ミ
の
内
容
と
も
一
致

す
る
の
で
、
こ
れ
を
使
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ゼ
ミ
で
皆
が
「
あ
の
問
題
が

分
か
ら
な
い
、
こ
の
問
題
が
で
き
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
も
の
の
解
答
を
満

鉄
報
告
書
か
ら
見
つ
け
出
し
て
ペ
ー
パ
ー
に
し
ま
し
た
。
ホ
フ
ハ
イ
ン
ツ
教

授
か
ら
「
Ａ
を
つ
け
る
。
し
か
し
僕
が
線
を
引
い
た
部
分
に
満
鉄
調
査
報
告

書
の
脚
注
を
つ
け
て
く
れ
た
ら
Ａ
プ
ラ
ス
に
す
る
」
と
言
わ
れ
て
、
早
速
そ

う
し
て
Ａ
プ
ラ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。
実
力
で
は
な
く
発
想
の
勝
利
で
す
ね
。

時
間
的
に
ギ
リ
ギ
リ
で
書
い
た
英
語
も
ひ
ど
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
ら
、
全
く

自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

吉
田 

で
も
結
果
は
Ａ
プ
ラ
ス
だ
っ
た
の
で
す
よ
ね
。 

宮
本 

そ
れ
は
ペ
ー
パ
ー
の
話
で
、
他
は
苦
労
し
ま
し
た
。
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ

先
生
の
と
こ
ろ
に
は
泣
き
つ
い
て
、
最
後
は
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
は
漢
字
で
書

い
て
も
良
い
と
い
う
こ
と
で
、
ギ
リ
ギ
リ
合
格
で
し
た
。 

吉
田 

こ
の
ア
メ
リ
カ
時
代
は
、
台
湾
時
代
の
よ
う
に
外
で
交
流
す
る
と
い

う
の
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

交
流
す
る
余
裕
は
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
イ
ェ
ン
チ
ン
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
に
は
院
生
用
の
机
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
講
義
に
出
て
い
る
か
、
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
で
本
読
ん
で
い
る
か
、
自
宅
に
帰
っ
て
き
て
ま
た
本
読
ん
で
い
る
か
。

い
や
本
当
に
、
私
に
と
っ
て
は
大
変
な
時
間
で
し
た
ね
。 

吉
田 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
こ
と
で
恐
縮
で
す
が
、
ご
結
婚
は
こ
の
間
の
七
〇

年
で
す
か
。 

宮
本 

私
は
、
実
は
台
湾
に
行
く
前
に
婚
約
を
し
ま
し
て
、
台
湾
か
ら
ア
メ

リ
カ
に
行
く
途
中
、
七
二
年
に
日
本
で
結
婚
を
し
ま
し
た
。
家
内
は
一
か
月

ぐ
ら
い
遅
れ
て
ア
メ
リ
カ
に
来
て
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン

大
学
だ
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
一
緒
に
な
り
ボ
ス
ト
ン
に
移
り
ま
し
た
。 

 

■ 

中
国
課
時
代 

 
吉
田 

で
は
、
三
番
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
台
湾
と
ア
メ
リ
カ
で
の

留
学
か
ら
本
省
勤
務
に
戻
ら
れ
る
の
が
、
七
三
年
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

ね
。
中
国
課
で
七
三
年
か
ら
勤
務
さ
れ
て
、
七
五
年
か
ら
は
開
発
協
力
課
で
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勤
務
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
代
は
、
米
中
和
解
の
後
に
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
が
終
結
し
た
り
、
第
四
次
中
東
戦
争
や
石
油
危
機
が
起
こ
っ
た
り

と
、
国
際
政
治
の
大
変
動
期
で
し
た
。
こ
の
時
代
の
こ
と
に
つ
い
て
お
伺
い

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

宮
本 

中
国
課
で
は
、
私
は
本
当
に
最
末
席
の
事
務
官
で
、
そ
の
日
暮
ら
し

と
い
う
か
、
与
え
ら
れ
た
任
務
を
ち
ゃ
ん
と
や
る
だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い
で
、

大
き
く
世
界
の
こ
と
を
眺
め
る
精
神
的
余
裕
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

先
ほ
ど
説
明
し
ま
し
た
よ
う
に
、
外
務
省
に
入
っ
て
一
年
目
の
中
国
課
実
務

研
修
、
し
か
も
基
本
的
に
は
分
析
中
心
で
、
実
際
の
実
務
を
学
ぶ
こ
と
な
し

に
在
外
研
修
に
出
て
、
そ
れ
が
終
わ
っ
て
す
ぐ
に
先
輩
の
仕
事
を
引
き
継
ぐ

わ
け
で
す
。
そ
れ
が
日
中
航
空
協
定
で
し
た
。 

 

日
中
共
同
声
明
で
は
四
つ
の
実
務
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
決
め
て
あ
り
、

そ
の
中
で
一
番
中
国
と
政
治
的
に
も
め
た
の
が
日
中
航
空
協
定
。
た
ま
た
ま

私
の
前
任
が
三
期
上
の
斎
藤
正
樹
さ
ん
で
、
そ
の
人
の
担
当
を
引
き
継
い
で

し
ま
っ
た
。
ど
う
い
う
布
陣
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
國
廣
道
彦
中
国
課
長
、

こ
の
方
は
外
務
審
議
官
か
ら
そ
の
後
中
国
大
使
を
お
や
り
に
な
っ
た
。
そ
し

て
首
席
事
務
官
が
小
倉
和
夫
さ
ん
、
こ
の
方
も
外
務
審
議
官
か
ら
最
後
は
駐

仏
大
使
を
お
や
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
総
務
班
長
が
二
期
上
の
阿
南
惟

茂
さ
ん
、
そ
の
下
に
一
期
上
の
槙
田
邦
彦
さ
ん
が
い
て
末
席
に
私
が
座
っ
た

わ
け
で
す
。 

吉
田 

総
務
班
だ
っ
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 

え
え
。
私
は
と
い
え
ば
、
何
の
経
験
も
な
い
の
に
当
時
の
中
国
課
で

一
番
重
大
な
問
題
の
担
当
官
と
な
り
、
國
廣
道
彦
、
小
倉
和
夫
と
い
う
外
務

省
で
も
抜
き
ん
出
て
優
秀
で
仕
事
に
厳
し
い
人―

―

自
分
が
優
秀
だ
か
ら
下

に
対
し
て
も
要
求
が
高
い
の
で
す
け
れ
ど
も―

―

の
下
で
や
ら
さ
れ
た
わ
け

で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
中
国
課
の
二
年
間
と
い
う
の
は
、
外
務
省
勤
め
の

中
で
も
一
番
厳
し
い
時
期
で
し
た
。
そ
の
後
、
大
臣
秘
書
官
と
か
い
ろ
い
ろ

や
り
ま
し
た
が
、
一
番
し
ん
ど
か
っ
た
の
は
中
国
課
の
こ
の
二
年
間
で
し
た
。

私
に
と
っ
て
は
自
分
の
実
力
以
上
の
仕
事
が
わ
っ
と
押
し
寄
せ
、
そ
れ
に
対

処
す
る
と
い
う
こ
と
に
明
け
暮
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
世
界
に
は
全
く
目
が
向

か
な
い
、
世
界
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
考
え
る
暇
も
な
い
、
と
い
う
ぐ
ら

い
厳
し
い
日
々
で
し
た
。 

し
か
し
、
最
後
は
自
分
な
り
に
や
れ
た
と
い
う
気
持
ち
は
持
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
二
年
経
っ
て
開
発
協
力
課
に
行
く
と
き
に
は
、
「
こ
こ
で
生
き

残
れ
た
の
だ
か
ら
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
大
丈
夫
だ
」
と
い
う
自
信
を
持
ち
ま

し
た
ね
。
し
か
し
本
当
に
疲
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
今
の
外
務
省
の
現
役

に
比
べ
る
と
ま
だ
よ
く
て
、
最
悪
で
も
終
電
で
帰
れ
て
い
ま
し
た
よ
。
日
中

航
空
協
定
の
問
題
は
、
そ
の
背
景
と
し
て
日
中
国
交
正
常
化
を
め
ぐ
る
自
民

党
内
の
あ
つ
れ
き
が
あ
り
、
そ
れ
が
ず
っ
と
尾
を
引
い
て
内
政
も
絡
ん
で
自

民
党
を
二
分
す
る
大
問
題
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
お
か
げ
で
新
聞
の
一
面
ト
ッ

プ
を
何
度
も
飾
る
外
務
省
の
最
重
要
問
題
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
当
然
、

仕
事
は
山
ほ
ど
あ
る
。
そ
ん
な
案
件
を
担
当
し
て
い
て
も
、
と
き
ど
き
終
電

で
帰
る
程
度
で
済
ん
だ
。
ほ
ぼ
全
員
の
残
業
が
続
く
霞
が
関
の
現
状
を
見
て
、

今
は
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
ど
こ
か
が
間
違
っ
て
い
る
、
特
に
国
会
対

応
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
強
く
思
い
ま
す
。 

吉
田 

当
時
の
局
長
は
高
島…

…

。 
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宮
本 

高
島
益
郎
と
い
う
方
で
す
。
腹
の
据
わ
っ
た
大
物
で
し
た
。
こ
う
い

う
大
物
の
役
人
を
当
時
の
大
平
正
芳
外
務
大
臣
は
し
っ
か
り
と
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
お
ら
れ
た
。
高
島
さ
ん
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
小
物
の
私
た
ち
が
局

長
を
つ
と
め
る
頃
、
「
霞
が
関
が
政
治
を
決
め
て
い
る
の
は
け
し
か
ら
ぬ
」

と
い
う
批
判
が
起
こ
る
わ
け
で
す
が
、
役
人
を
使
い
こ
な
せ
な
い
政
治
へ
の

批
判
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
は
お
か
し
い
と
思
い
ま
し
た
ね
。
政
治
の
矮

小
化
の
ほ
う
が
役
人
の
矮
小
化
よ
り
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

脇
道
に
そ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
高
島
さ
ん
は
学
徒
出
陣
で
戦
争
に
行

き
、
数
年
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
を
経
て
帰
国
。
こ
の
時
代
の
人
た
ち
は
、
一
度

は
捨
て
た
命
で
あ
り
、
生
き
残
っ
た
者
の
責
任
を
強
く
感
じ
て
お
ら
れ
た
。

だ
か
ら
正
し
く
な
い
と
思
っ
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
「
私
は
反
対
で
す
。
嫌

な
ら
、
ど
う
ぞ
私
の
ク
ビ
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
開
き
直
れ
る
。
こ
の
人

た
ち
は
腹
が
据
わ
っ
て
い
ま
し
た
よ
、
動
揺
し
な
い
。 

そ
う
い
う
高
島
さ
ん
が
仙
台
に
帰
省
し
て
お
ら
れ
た
と
き
に
、
報
告
は

き
ち
っ
と
し
て
お
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
お
電
話
す
る
と
、
「
こ
ん
な
小
さ
な

こ
と
を
一
々
報
告
す
る
な
」
と
逆
に
叱
ら
れ
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、

高
島
さ
ん
や
法
眼
さ
ん
と
い
う
ま
さ
に
外
務
省
の
中
枢
に
い
た
方
た
ち
の
、

入
省
後
四
～
五
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
若
い
事
務
官
で
あ
る
私
へ
の
対
応
で

す
。
担
当
案
件
の
決
裁
書
を
持
っ
て
局
長
や
次
官
の
と
こ
ろ
に
行
く
わ
け
で

す
。
決
裁
は
す
ぐ
に
終
わ
っ
て
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
「
ま
あ
座
れ
よ
。
今
中

国
ど
う
な
っ
て
い
る
？
」
と
聞
か
れ
る
の
で
す
。
そ
の
と
き
に
、
「
外
務
省

の
チ
ャ
イ
ナ
・
サ
ー
ビ
ス
、
中
国
語
を
専
攻
し
た
人
間
は
、
中
国
を
ち
ゃ
ん

と
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
外
務
省
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
の
だ
」
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。 

法
眼
事
務
次
官
に
つ
い
て
は
別
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。
私
は
自

分
の
抱
え
る
案
件
に
つ
い
て
は
法
眼
次
官
の
通
訳
も
や
っ
て
い
ま
し
た
。
法

眼
次
官
は
中
国
の
駐
日
大
使
と
都
内
某
所
で
秘
密
交
渉
を
何
回
も
や
り
、
外

務
省
に
戻
る
と
き
は
私
も
次
官
の
車
に
同
乗
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
、
「
戦
前
の
チ
ャ
イ
ナ
・
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
は
、
中
国
側
の

感
情
を
害
さ
な
い
よ
う
に
手
加
減
し
て
通
訳
し
て
い
た
点
だ
。
通
訳
の
使
命

は
正
確
に
訳
す
こ
と
で
あ
り
、
政
治
的
配
慮
は
不
要
だ
よ
。
君
は
そ
う
い
う

ふ
う
に
な
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
」
と
教
育
し
て
い
た
だ
け
る
わ
け
で
す
。
こ
れ

は
私
に
と
っ
て
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
指
導
で
し
た
。 

吉
田 

当
時
は
航
空
協
定
の
担
当
官
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は

七
四
年
に
結
ば
れ
ま
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
間
も
な
く
日
中
平
和
友
好
条
約
交
渉
を
中
国

側
が
言
い
だ
し
て
き
て
、
私
が
中
国
課
を
離
れ
る
ま
で
、
最
初
の
数
回
の
交

渉
は
私
の
担
当
で
し
た
。 

吉
田 

立
て
続
け
に
大
き
な
案
件
を
任
さ
れ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

そ
れ
で
次
官
は
東
郷
（
文
彦
）
さ
ん
に
代
わ
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
最
初
の
二
回
ぐ
ら
い
、
次
官
の
中
国
大
使
と
の
会
談
の
通
訳
は
私
が
や

り
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
波
乱
万
丈
の
中
国
課
の
二
年
が
終
わ
っ
て

今
日
に
至
る
と
い
う
か
、
外
務
省
に
四
一
年
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
一
番
大

変
だ
っ
た
外
務
省
の
二
年
が
終
わ
り
、
開
発
協
力
課
に
向
か
う
わ
け
で
す
。 

吉
田 
差
し
支
え
な
け
れ
ば
ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
法

眼
次
官
の
秘
密
交
渉
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
内
容
の
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
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う
か
。 

宮
本 

日
中
航
空
協
定
は
、
航
空
協
定
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
台
湾
の
扱
い

で
も
め
ま
し
た
。
日
中
共
同
声
明
で
台
湾
を
国
と
し
て
扱
え
な
く
な
っ
た
わ

け
で
す
。
あ
の
当
時
は
フ
ラ
ッ
グ
・
キ
ャ
リ
ア
ー
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
て
、

国
を
代
表
す
る
航
空
会
社
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
は
日
本
航
空
で
、
中
国
は

中
国
国
際
航
空
で
し
た
。
台
湾
は
中
華
航
空
で
、
尾
翼
に
「
青
天
白
日
旗
」

を
つ
け
て
い
る
わ
け
で
す
。
台
湾
の
表
記
の
問
題
と
も
絡
ん
で
く
る
の
で
す

が
、
我
々
は
中
国
を
正
統
政
府
と
認
め
て
い
る
中
で
、
具
体
的
ケ
ー
ス
に
お

い
て
台
湾
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
で
し
た
。
中
国
側
は
形
式
を

担
保
す
る
こ
と
を
求
め
る
わ
け
で
す
。
中
華
航
空
が
日
本
に
乗
り
入
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
経
済
的
な
現
実
で
す
か
ら
、
我
々
は
こ
れ
を
阻
止
す
る

つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
中
国
側
は
、
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
り
、
少
な

く
と
も
中
国
は
主
、
台
湾
は
従
と
は
っ
き
り
と
し
た
差
別
を
つ
け
よ
う
と
し

た
り
し
て
、
い
ろ
い
ろ
画
策
す
る
わ
け
で
す
。 

吉
田 

か
な
り
根
本
的
な
問
題
だ
っ
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 

だ
か
ら
政
治
折
衝
に
な
る
。
航
空
協
定
の
条
文
の
問
題
で
は
な
い
。

条
文
は
あ
っ
と
い
う
間
に
合
意
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
前
に
台
湾
を

ど
う
扱
う
か
と
い
う
根
本
的
な
問
題
を
中
国
が
突
き
つ
け
て
、
我
々
が
可
能

な
限
り
台
湾
と
の
関
係
を
守
ろ
う
と
し
て
抵
抗
し
、
長
引
い
た
の
で
す
。

「
台
湾
を
犠
牲
に
す
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
自
民
党
は
自
民
党
で
大
騒
ぎ

を
す
る
。
そ
う
い
う
渦
中
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
（
宮
本
注
：
日
中

航
空
協
定
な
ど
、
こ
の
時
代
の
日
中
関
係
に
関
心
が
あ
る
方
は
、
國
廣
道
彦

『
回
想 

「
経
済
大
国
」
時
代
の
日
本
外
交
』
（
吉
田
書
店
、
二
〇
一
六
年
）

第
三
章
を
閲
読
し
て
下
さ
い
）
。 

 

■ 

開
発
協
力
課
時
代 

 

吉
田 

で
は
、
引
き
続
き
開
発
協
力
課
の
お
話
を
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

宮
本 

中
国
課
は
、
私
が
離
れ
る
半
年
ほ
ど
前
に
國
廣
課
長
か
ら
藤
田
公
郎

課
長
に
替
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
藤
田
さ
ん
は
、
戦
後
の
チ
ャ
イ
ナ
・
サ
ー
ビ

ス
の
第
一
号
で
中
国
語
も
お
で
き
に
な
る
。
通
訳
を
し
て
い
る
と
、
「
上
手

な
人
が
同
席
し
て
い
る
と
困
る
」
と
か
「
中
国
語
は
誰
も
分
か
る
人
が
い
な

く
て
良
い
」
な
ど
と
言
う
人
も
い
ま
す
が
、
そ
う
言
う
人
は
責
任
感
が
な
い

と
思
い
ま
す
。
重
大
な
通
訳
を
し
て
い
る
と
き
に
、
通
訳
の
間
違
い
を
ニ
ュ

ア
ン
ス
も
含
め
て
指
摘
し
て
も
ら
え
る
こ
と
ほ
ど
あ
り
が
た
い
こ
と
は
な
い
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
と
国
と
の
交
渉
が
順
調
に
行
く
。
交
渉
の
中
身

の
重
要
性
に
鑑
み
れ
ば
「
通
訳
の
メ
ン
ツ
」
な
ん
て
何
だ
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
ま
で
は
國
廣
さ
ん
は
中
国
語
が
で
き
な
い
か
ら
、
中
国
語
が
で
き

る
の
は
現
場
で
私
一
人
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
交
渉
の
中
で
言
葉
の
解

釈
と
か
通
訳
の
問
題
で
問
題
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
全
て
私
の
責
任
に
な
る

わ
け
で
す
。
こ
の
責
任
は
重
い
で
す
よ
。
藤
田
さ
ん
が
い
て
く
れ
た
か
ら
、

私
の
責
任
は
軽
く
な
り
ま
し
た
。
通
訳
し
て
い
る
と
き
に
自
信
が
な
く
て
藤

田
さ
ん
の
顔
を
見
る
と
、
「
え
ー
っ
」
と
い
う
顔
を
し
て
首
を
か
し
げ
て
い

る
。
「
こ
れ
は
い
か
ん
」
と
い
う
こ
と
で
、
も
う
一
度
前
か
ら
訳
し
直
す
の

で
す
。
そ
う
す
る
と
藤
田
さ
ん
が
首
を
縦
に
振
る
。
こ
れ
は
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
藤
田
課
長
に
は
そ
の
後
も
大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝
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し
て
い
る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
一
つ
は
中
国
語
の

責
任
を
課
長
に
分
担
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

そ
の
藤
田
さ
ん
か
ら
、
中
国
課
で
二
年
経
っ
て
私
も
相
当
疲
れ
て
き
た
と

き
で
も
あ
り
ま
す
が
、
経
済
協
力
局
の
開
発
協
力
課
に
行
か
せ
る
と
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
「
君
を
開
発
協
力
課
に
や
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

自
分
の
趣
旨
は
課
長
の
松
浦
晃
一
郎
の
下
で
働
か
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
」
と

言
わ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
松
浦
晃
一
郎
課
長
は
、
そ
の
後
外
務
省
の

要
職
を
重
ね
、
駐
仏
大
使
、
そ
し
て
最
後
は
ユ
ネ
ス
コ
の
事
務
局
長
に
ま
で

な
る
、
桁
外
れ
に
有
能
な
方
で
し
た
。
そ
こ
で
私
は
開
発
協
力
課
で
の
仕
事

を
始
め
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
中
国
課
で
本
当
に
こ
き
使
わ
れ
た
の
で
、

六
～
七
割
で
流
そ
う
と
、
自
分
と
し
て
は
手
抜
き
工
事
で
や
っ
て
い
た
つ
も

り
で
し
た
。
そ
う
し
た
ら
藤
田
さ
ん
に
会
っ
た
と
き
に
、
「
松
浦
課
長
が
宮

本
君
は
よ
く
や
っ
て
く
れ
る
と
喜
ん
で
い
た
よ
」
と
言
わ
れ
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
「
何
だ
、
中
国
課
が
異
常
だ
っ
た
ん
だ
」
と
し
み
じ
み
思
い
ま
し

た
。 

 

経
済
協
力
局
に
来
て
一
番
大
き
な
収
穫
は
、
初
め
て
、
自
分
た
ち
の
仕
事

と
実
際
の
世
界
が
結
び
つ
く
経
験
を
し
た
こ
と
で
す
。
外
交
と
い
う
の
は
大

事
な
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
は
頭
で
は
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
の
人
々
の

生
活
と
な
か
な
か
結
び
つ
か
な
い
。
も
ち
ろ
ん
航
空
協
定
が
出
来
る
こ
と
に

よ
っ
て
日
中
間
に
航
空
路
が
開
設
さ
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で

大
き
な
意
味
を
持
つ
。
し
か
し
開
発
協
力
課
は
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
協
力
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー
を
や

る
、
そ
れ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
る
、
と
い
う
位
置
づ
け
で
し
た
。
日

本
の
そ
の
後
の
経
済
協
力
案
件
の
か
な
り
の
部
分
が
、
私
の
時
代
に
行
っ
た

フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー
と
関
係
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
我
々

の
努
力
が
、
橋
や
発
電
所
、
学
校
や
港
と
い
っ
た
具
体
的
な
成
果
に
結
び
つ

き
、
多
く
の
人
が
喜
ん
で
く
れ
る
。
そ
う
い
う
現
実
的
な
喜
び
、
現
実
世
界

と
自
分
の
仕
事
と
を
結
び
つ
け
て
く
れ
た
の
が
経
済
協
力
局
で
し
た
。
非
常

に
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。 

 

ま
た
全
く
別
の
意
味
で
楽
し
い
意
義
の
あ
る
外
務
省
生
活
を
知
り
ま
し
た
。

中
国
課
と
違
っ
て
国
会
質
問
も
な
い
し
国
会
待
機
も
ゼ
ロ
。
お
か
げ
で
仲
間

と
飲
み
に
行
く
と
い
う
機
会
が
増
え
た
し
、
家
に
戻
る
時
間
も
中
国
課
よ
り

ず
っ
と
早
い
。
開
発
協
力
課
で
そ
う
い
う
人
間
ら
し
い
生
活
に
戻
り
ま
し
た
。 

 

何
よ
り
も
松
浦
晃
一
郎
と
い
う
、
ず
ば
抜
け
て
優
れ
た
人
と
一
緒
に
仕
事

で
き
て
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
本
当
に
上
司
運
に
恵
ま

れ
て
い
て
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
私
が
尊
敬
で
き
る
、
そ
し
て
そ
の
後
外
務
省
で

も
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
先
輩
た
ち
の
下
で
働
け
た
。
こ

れ
は
私
の
運
だ
な
と
思
い
ま
す
。 

武
田 

「
開
発
協
力
課
に
行
く
と
い
う
よ
り
は
松
浦
晃
一
郎
の
下
に
行
か
せ

る
ん
だ
」
と
い
う
の
は
、
中
国
課
を
去
ら
れ
る
と
き
に
課
長
か
ら
そ
う
聞
か

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

直
接
聞
き
ま
し
た
。 

武
田 

藤
田
課
長
か
ら
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
ね
。
お
役
所
で
す

と
、
人
事
は
基
本
的
に
人
手
が
足
り
な
い
と
か
、
空
い
た
と
こ
ろ
に
人
を
ど

ん
ど
ん
送
っ
て
い
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。 

宮
本 

あ
の
当
時
の
人
事
は
親
切
で
、
直
属
の
課
長
が
次
の
人
事
に
か
な
り
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の
発
言
権
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
今
考
え
て
み
れ
ば
、
私
が
お
仕
え
し
て
い

た
課
長
に
影
響
力
が
あ
っ
た
の
で
そ
う
い
う
結
果
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
。
お
か
げ
で
、
課
長
が
部
下
の
人
事
の
面
倒
は
見
る
の
が
常
識
だ
と

考
え
て
、
自
分
で
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

吉
田 

開
発
協
力
課
時
代
に
は
、
出
張
に
行
か
れ
て
援
助
先
を
直
接
見
る
よ

う
な
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

こ
の
と
き
の
お
か
げ
で
私
の
海
外
出
張
先
が
格
段
に
増
え
ま
し
た
し
、

援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
沢
山
見
ま
し
た
。
我
々
の
協
力
で
現
地
の
人
た
ち
が

喜
ん
で
い
る
姿
も
、
こ
の
と
き
知
っ
た
わ
け
で
す
。
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
プ
ラ
リ
川
総
合
開
発
計
画
と
い
う
大
規
模
な
水
力
発
電
と
、
そ
の
電
力

を
使
う
ア
ル
ミ
工
場
を
建
て
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
協
議
を
す

る
た
め
に
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
を
経
験
し
た
こ
と
で
す
。
パ
プ
ア
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
は
一
九
七
五
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
よ
る
国
連
信
託
統
治
か
ら

独
立
し
ま
し
た
が
、
そ
の
直
後
で
も
あ
り
、
日
本
が
入
っ
て
く
る
の
を
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
内
心
歓
迎
し
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
。
し
か
し
、
あ
の
頃
の

日
本
は
日
の
出
の
勢
い
で
す
か
ら
、
日
本
の
資
金
は
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で

表
面
上
は
歓
迎
で
し
た
。
結
局
は
豪
州
も
入
れ
た
日
・
豪
・
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
の
合
同
会
議
と
な
り
、
日
本
代
表
と
し
て
行
っ
た
わ
け
で
す
。
パ
プ

ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
は
、
日
本
が
太
平
洋
戦
争
を
戦
っ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

ラ
バ
ウ
ル
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
、
そ
れ
に
首
都
の
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
な
ど
は

よ
く
戦
史
に
出
て
き
ま
す
。
戦
時
中
に
、
「
ジ
ャ
ワ
の
極
楽
、
ビ
ル
マ
の
地

獄
、
死
ん
で
も
帰
れ
ぬ
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま

す
が
、
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
で
も
そ
う
い
う
場
所
を
訪
ね
、
思
い
を
新
た
に

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

 

も
う
一
つ
は
一
九
七
八
年
、
当
時
の
通
産
省
が
や
っ
て
い
た
資
源
開
発
ミ

ッ
シ
ョ
ン
で
、
南
部
ア
フ
リ
カ
の
ボ
ツ
ワ
ナ
、
ザ
ン
ビ
ア
、
ア
ン
ゴ
ラ
、
タ

ン
ザ
ニ
ア
を
訪
問
し
た
こ
と
で
す
。
当
初
は
、
一
九
七
五
年
に
ア
ン
ゴ
ラ
と

と
も
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
独
立
し
た
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
も
行
く
つ
も
り
だ
っ

た
の
で
す
が
、
兼
轄
し
て
い
た
日
本
の
駐
タ
ン
ザ
ニ
ア
大
使
か
ら
政
情
不
安

で
勧
め
な
い
と
の
意
見
を
も
ら
い
、
諦
め
ま
し
た
。
ア
ン
ゴ
ラ
は
兼
轄
し
て

い
た
駐
ザ
ン
ビ
ア
大
使
か
ら
Ｏ
Ｋ
を
も
ら
い
、
リ
ス
ト
に
残
り
ま
し
た
。
ア

ン
ゴ
ラ
独
立
後
初
め
て
の
日
本
政
府
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
る
わ
け
で
す
。
当
然

外
務
省
か
ら
も
行
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
関
係
者
に
働
き
か
け
ま
し
た
が
、
地

域
課
も
経
済
協
力
局
も
「
金
が
な
い
」
と
言
う
の
で
同
行
が
難
し
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

 

松
永
（
和
夫
）
さ
ん―

―

そ
の
後
経
産
事
務
次
官
に
な
り
ま
し
た―

―

が

私
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
、
「
行
け
な
い
よ
」
と
伝
え
る
と
、
「
や
は
り

外
務
省
の
人
に
来
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
宮
本
さ
ん
、
通
産
省
で
負
担
し

た
ら
来
て
く
れ
ま
す
か
」
と
言
わ
れ
、
私
は
当
然
同
行
す
る
べ
き
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、
省
内
の
了
解
を
と
っ
て
同
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

外
務
省
の
中
で
通
産
省
の
お
金
で
海
外
出
張
し
た
の
は
私
が
唯
一
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
お
か
げ
で
三
週
間
近
く
、
南
部
ア
フ
リ
カ
の
四
か
国
を
回
っ
た
。

も
う
珍
道
中
。
こ
れ
を
話
し
た
ら
、
一
時
間
で
は
収
ま
ら
な
い
ぐ
ら
い
ハ
プ

ニ
ン
グ
の
連
続
で
し
た
。
こ
の
南
部
ア
フ
リ
カ
の
経
験
が
、
そ
の
後
、
国
連

代
表
部
で
ア
フ
リ
カ
を
担
当
し
た
と
き
に
と
て
も
役
に
立
ち
ま
し
た
。 

 

ブ
ラ
ジ
リ
ア
近
郊
の
セ
ラ
ー
ド
と
い
う
地
域
を
豊
饒
な
農
耕
地
に
す
る
と
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い
う
セ
ラ
ー
ド
開
発
計
画
の
最
初
の
段
階
に
も
関
わ
り
ま
し
た
。
今
や
大
成

功
を
収
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
大
豆
の
一
大
輸
出
国
に
な
り
ま
し
た
。
農
水
省
の

方
で
、
米
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
、
代
替
国
を

つ
く
る
べ
き
だ
と
い
う
壮
大
な
構
想
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
人
が
い
て
、
こ
の

計
画
は
実
現
し
た
と
思
い
ま
す
。
お
か
げ
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
二
回
ぐ
ら
い
出

張
で
き
ま
し
た
。 

 

■ 

国
連
代
表
部
時
代 

 

吉
田 

で
は
、
七
八
年
か
ら
の
国
連
代
表
部
時
代
に
つ
い
て
お
伺
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

宮
本 

七
八
年
春
に
国
連
代
表
部
に
赴
任
し
ま
し
た
。
政
務
班
に
所
属
し
、

班
長
は
恩
田
崇
参
事
官
、
副
班
長
は
瀬
崎
克
己
参
事
官
で
し
た
。
最
若
輩
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
で
も
可
愛
が
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
質
問
票
に
は

私
の
肩
書
は
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
初
、
二
等
書
記
官
で
行
き
ま
し
た
。

公
使
、
参
事
官
、
特
に
参
事
官
は
沢
山
い
て
「
石
を
投
げ
れ
ば
参
事
官
に
当

た
る
」
と
冗
談
を
言
わ
れ
る
く
ら
い
で
し
た
。
雑
巾
が
け
を
す
る
二
等
書
記

官
な
ん
か
貴
重
な
存
在
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
の
後
一
等
書
記
官
に
な
る
の

で
す
が
、
担
当
は
第
四
委
員
会
、
デ
ィ
コ
ロ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ミ
ッ
テ

ィ
ー
（
非
植
民
地
化
委
員
会
）
と
呼
ば
れ
、
植
民
地
を
独
立
さ
せ
る
た
め
の

委
員
会
で
す
。
ま
だ
植
民
地
と
し
て
残
っ
て
い
る
地
域
は
ア
フ
リ
カ
に
多
か

っ
た
し
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
最
も
関
心
を
持
つ
委
員
会
で
し
た
の
で
、
代
表

部
の
地
域
担
当
と
し
て
も
ア
フ
リ
カ
を
割
り
振
ら
れ
ま
し
た
。 

英
語
が
前
面
に
出
る
仕
事
は
こ
れ
が
初
め
て
で
、
国
連
代
表
部
で
は
英

語
で
苦
労
し
ま
し
た
。
開
発
協
力
課
時
代
も
英
語
は
使
っ
た
の
で
す
が
、
主

と
し
て
国
内
調
整
が
仕
事
で
し
た
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
時
代
に
も
触
れ
ま
し
た

が
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
と
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
は
米
国
で
研
修
し
た
と
は
い
え
な
い
く

ら
い
お
粗
末
な
も
の
で
し
た
。
今
西
（
正
次
郎
）
さ
ん
と
い
う
私
よ
り
五
年

先
輩
で
英
語
の
上
手
な
方
が
私
の
前
任
で
し
た
。
外
務
省
で
は
め
っ
た
に
や

ら
な
い
の
で
す
が
、
大
き
な
会
議
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
今
西
さ
ん
の
帰
国

を
遅
ら
せ
ダ
ブ
ル
配
置
に
な
り
ま
し
た
。
今
西
さ
ん
の
見
習
い
と
い
う
形
で

一
か
月
間
ぐ
ら
い
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
ア
フ
リ
カ
の
解
放

同
盟
の
重
要
な
指
導
者
に
よ
る
演
説
の
報
告
電
を
書
く
こ
と
を
指
示
さ
れ
た

の
で
す
が
、
英
語
力
に
加
え
サ
ブ
ス
タ
ン
ス
の
勉
強
も
不
十
分
で
し
た
か
ら
、

し
ゃ
べ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
メ
モ
を
と
れ
な
い
。
そ
れ
で
、

短
い
報
告
電
に
な
っ
て
し
ま
い
、
今
西
さ
ん
に
見
て
も
ら
う
と
「
こ
れ
は
な

い
だ
ろ
う
」
と
驚
か
れ
、
「
こ
れ
し
か
聞
き
と
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
」
と
口

答
え
す
る
と
「
あ
れ
ぐ
ら
い
の
英
語
が
分
か
ら
な
く
て
ど
う
す
る
！
」
と
叱

ら
れ
ま
し
た
。
「
テ
イ
ク
（tak

e

）
」
と
い
う
プ
レ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
が
あ

っ
て
、
「
プ
レ
ス
の
た
め
に
要
点
を
記
録
に
し
た
も
の
を
国
連
が
リ
リ
ー
ス

し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
使
え
」
と
教
え
ら
れ
、
生
き
延
び
ま
し
た
。
国
連

代
表
部
の
最
初
の
頃
は
本
当
に
言
葉
で
苦
労
し
ま
し
た
ね
。 

 
有
名
と
い
う
か
、
外
務
省
で
は
悪
名
高
い
、
安
保
理
非
常
任
理
事
国
選
挙

で
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
敗
北
す
る
と
い
う
経
験
も
し
ま
し
た
。
着
任
か
ら
間

も
な
い
七
八
年
秋
の
こ
と
で
、
外
務
省
の
中
で
は
二
度
と
同
じ
間
違
い
を
起

こ
し
て
は
い
け
な
い
と
語
り
続
け
ら
れ
て
い
る
出
来
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。
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し
か
も
、
着
任
早
々
の
私
は
五
〇
票
以
上
の
大
票
田
を
持
つ
ア
フ
リ
カ
担
当

で
、
そ
の
半
分
は
フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
、
私
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
で
き
な
い
と
く

る
。
こ
れ
で
は
選
挙
運
動
は
で
き
な
い
と
い
う
の
で
、
途
中
か
ら
フ
ラ
ン
ス

語
圏
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
方
（
河
村
武
和
参
事
官
）
に
お
願
い
し
、
ア
フ
リ
カ

北
部
の
ア
ラ
ブ
圏
は
ア
ラ
ビ
ス
ト
（
渡
辺
伸
参
事
官
）
に
割
り
振
っ
て
も
ら

っ
て
、
私
は
英
語
圏
だ
け
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
安
保

理
選
挙
で
負
け
る
と
、
「
ア
フ
リ
カ
が
逃
げ
た
」
と
い
う
話
に
な
っ
た
。

「
そ
う
で
は
な
い
。
む
し
ろ
先
進
国
の
票
を
固
め
切
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が

高
い
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
先
輩
も
い
ま
し
た
が
、
結
局
ア
フ
リ
カ
が
悪
者

に
さ
れ
ま
し
た
。
我
々
の
詰
め
も
甘
か
っ
た
し
、
票
読
み
も
や
は
り
甘
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
日
本
が
非
常
任
理
事
国
選
挙
に
頻
繁

に
出
る
こ
と
に
対
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
反
発
も
あ
り
ま
し
た
。
今
の
中
国
に

も
似
た
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
日
の
出
の
勢
い
の
日
本
に
傲
慢
さ

が
生
じ
、
そ
れ
が
開
発
途
上
国
の
反
発
を
生
ん
で
い
た
面
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。 

 

着
任
か
ら
二
年
ぐ
ら
い
経
っ
た
一
九
八
〇
年
頃
、
既
に
総
括
公
使
と
し
て

着
任
し
て
お
ら
れ
た
藤
田
公
郎
さ
ん
か
ら
「
西
堀
正
弘
新
大
使
は
安
保
理
非

常
任
理
事
国
選
挙
に
立
候
補
す
る
決
意
だ
。
今
度
は
も
う
絶
対
に
負
け
ら
れ

な
い
。
何
が
何
で
も
勝
た
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
で
、
手
慣
れ
た
陣
容
で
戦
い

た
い
。
も
う
し
ば
ら
く
残
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
う
世
界
の
先
端
を
行
く
、
何
で
も
あ
る
文
化
的
な
街
に

残
る
こ
と
に
何
の
異
存
も
な
い
の
で
す
が
、
ま
だ
北
京
に
一
回
も
勤
務
し
た

こ
と
が
な
く
、
こ
れ
で
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
こ
と
が
心
配
で
し
た
。
藤
田
さ

ん
の
「
北
京
は
俺
が
ど
う
に
か
す
る
」
の
一
言
で
安
心
し
て
残
り
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
、
一
九
八
〇
年
の
二
回
目
の
安
保
理
選
挙
は
競
争
相
手
が
イ

ラ
ン
で
し
た
。
七
九
年
二
月
に
イ
ラ
ン
革
命
が
起
こ
り
、
一
一
月
に
米
国
大

使
館
が
占
拠
さ
れ
、
安
保
理
は
一
二
月
に
大
使
館
員
の
釈
放
を
求
め
る
決
議

を
出
し
ま
す
。
釈
放
が
実
現
し
た
の
は
八
一
年
一
月
で
あ
り
、
我
々
が
選
挙

運
動
を
始
め
た
頃
は
安
保
理
決
議
違
反
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。
イ
ラ
ン
が
自

滅
し
て
、
そ
の
結
果
、
日
本
は
ア
ジ
ア
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
唯
一
の
代
表
と

い
う
こ
と
で
、
無
事
当
選
し
ま
し
た
。 

 

一
九
八
一
年
一
月
に
北
京
に
飛
び
ま
す
が
、
幸
い
な
こ
と
に
そ
の
年
の
最

初
の
安
保
理
の
議
案
が
ア
フ
リ
カ
問
題
で
し
た
。
安
保
理
の
議
席
は
代
表
の

後
ろ
に
二
人
し
か
座
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
代
表
席
に
は
大
使
が
お
座
り
に

な
り
、
私
は
ア
フ
リ
カ
担
当
官
だ
と
い
う
こ
と
で
後
ろ
の
席
の
一
つ
に
座
れ

ま
し
た
。
晴
れ
が
ま
し
い
気
持
ち
で
し
た
ね
。
そ
し
て
任
務
は
達
成
し
た
と

い
う
高
揚
感
と
と
も
に
北
京
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

吉
田 

貴
重
な
体
験
で
す
ね
。 

宮
本 

マ
ル
チ
ラ
テ
ラ
ル
、
多
国
間
の
外
交
交
渉
と
い
う
も
の
を
勉
強
す
る

機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
バ
イ
、
す
な
わ
ち
二
国
間
に
比
べ
て
、

マ
ル
チ
の
交
渉
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
多
い
分
難
し
い
。
英
仏
な
ど
の
古
だ
ぬ
き

は
、
そ
う
い
う
中
で
あ
く
ど
く
振
る
舞
っ
て
い
る
。
小
国
で
も
外
交
官
が
優

秀
だ
と
大
き
な
存
在
感
を
発
揮
す
る
。
外
交
の
す
ご
さ
と
い
う
か
あ
く
ど
さ

と
い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
も
含
め
て
国
連
で
は
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
若

い
人
た
ち
の
訓
練
の
た
め
に
は
国
連
な
ど
の
国
際
機
関
は
絶
対
に
良
い
と
思

い
ま
す
。
小
さ
な
委
員
会
だ
と
日
本
を
代
表
し
て
発
言
で
き
る
わ
け
で
す
。
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訓
令
な
し
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
自
分
の
判
断
で
や
る
わ
け
で
す
。

小
さ
な
委
員
会
で
す
か
ら
責
任
も
小
さ
い
。
で
す
か
ら
、
若
い
人
の
訓
練
の

た
め
に
は
非
常
に
良
い
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
し
た
。 

 

■ 

在
中
国
大
使
館
時
代 

 

吉
田 

北
京
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
丸
二
年
間
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
一
九
八
一
年
の
中
国
は
、
七
八
年
一
二
月
に
、
後
に
改

革
開
放
政
策
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
政
策
に
舵
を
切
っ
て
か
ら
ま
だ
間
が
な
く

て
、
文
革
中
の
色
合
い
と
い
う
か
雰
囲
気
を
強
く
残
し
た
ま
ま
で
し
た
。
少

し
ず
つ
変
わ
り
始
め
た
中
国
を
経
験
で
き
た
の
は
、
非
常
に
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。 

 

配
属
は
政
治
部
で
し
た
。
浅
井
基
文
参
事
官
が
部
長
で
、
私
は
そ
の
補
佐

と
し
て
全
て
に
目
を
通
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
責
任
も
あ
り
ま
し
た
。
他
の

部
員
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
主
と
し
て
中
国
の
内
政
を
や
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
の
経
験
が
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
中
国
の
内
政
分
析
の
力
を
磨
く

と
い
う
意
味
で
貴
重
な
も
の
で
し
た
。
基
本
は
公
開
情
報
を
丹
念
に
フ
ォ
ロ

ー
す
る
こ
と
で
す
。
中
国
の
新
聞
で
あ
る
と
か
雑
誌
で
あ
る
と
か
、
書
か
れ

た
も
の
を
果
て
し
な
く
読
む
と
い
う
こ
と
。
話
し
て
く
れ
そ
う
な
中
国
人
の

専
門
家―
―

な
か
な
か
外
国
人
に
会
っ
て
く
れ
る
時
代
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す

が―
―

を
見
つ
け
て
、
話
を
聞
き
議
論
を
す
る
。
私
の
中
国
分
析
の
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
か
な
り
の
部
分
は
、
そ
の
と
き
の
経
験
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。 

 

幸
い
に
、
浅
井
基
文
さ
ん
は
学
者
タ
イ
プ
の
方
で
本
当
に
よ
く
勉
強
す
る

人
で
し
た
。
な
お
か
つ
中
国
の
中
の
人
脈
も
す
ば
ら
し
い
。
中
国
の
分
析
に

関
し
て
は
、
当
時
の
外
務
省
で
は
も
う
断
ト
ツ
に
優
秀
な
人
で
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
浅
井
さ
ん
の
分
析
を
通
じ
、
中
国
共
産
党
の
こ
と
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。
中
国
の
実
情
と
い
う
も
の
を
こ
の
と
き
に
勉
強
で
き
た
と
い
う
の

は
、
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。 

 

政
治
部
が
担
当
し
た
問
題
と
し
て
は
、
一
九
八
二
年
六
月
の
第
一
次
教
科

書
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
中
国
課
に
い
た
と
き
に
台
湾
問
題
で
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
中
国
側
と
ぶ
つ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
歴
史
問
題
が
表
に
出
て
き
た
の
は

こ
れ
が
初
め
て
で
す
。
こ
の
と
き
は
鈴
木
善
幸
内
閣
で
、
園
田
直
外
相
、
宮

沢
喜
一
官
房
長
官
の
布
陣
で
し
た
。
鈴
木
内
閣
は
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
い

ろ
い
ろ
苦
労
す
る
の
で
す
が
、
私
が
外
務
省
に
入
っ
た
と
き
の
中
国
課
長
で

あ
る
橋
本
恕
さ
ん
が
そ
の
と
き
情
報
文
化
局
長
を
し
て
お
ら
れ
、
八
月
に
入

り
、
教
科
書
問
題
の
中
国
担
当
と
い
う
こ
と
で
中
国
に
お
越
し
に
な
っ
た
。

韓
国
と
も
同
じ
よ
う
に
も
め
ま
し
た
の
で
、
木
内
（
昭
胤
）
ア
ジ
ア
局
長
が

韓
国
を
担
当
し
ま
し
た
。
橋
本
さ
ん
は
、
日
中
国
交
正
常
化
の
立
役
者
で
あ

る
だ
け
で
は
な
く
、
実
は
日
中
航
空
協
定
の
台
湾
問
題
を
北
京
の
日
本
大
使

館
の
参
事
官
と
し
て
実
際
に
中
国
側
と
交
渉
し
た
人
で
も
あ
り
ま
す
。
日
中

で
も
め
る
と
す
ぐ
に
白
羽
の
矢
が
立
つ
の
で
す
ね
。
中
国
と
の
間
で
妥
協
点

を
見
い
だ
し
落
着
さ
せ
る
の
が
任
務
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス

を
目
の
前
で
眺
め
な
が
ら
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
橋
本

さ
ん
は
、
や
は
り
大
物
で
し
た
。
橋
本
さ
ん
は
全
部
自
分
で
考
え
て
、
自
分

で
演
出
し
て
、
自
分
で
取
り
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。
「
局
長
、
そ
れ
で
い
い
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の
で
す
か
⁉
」
と
こ
ち
ら
が
慌
て
る
と
、
「
官
邸
か
ら
一
任
さ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
俺
に
ま
と
め
て
こ
い
と
い
う
こ
と
だ
。
心
配
す
る
な
」
と
落
ち
着

い
て
い
る
。 

吉
田 
部
下
へ
の
相
談
も
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
交
渉
の
途
中
に
、
何
か
し
わ
く
ち
ゃ
に
な
っ
た

紙
を
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
引
っ
張
り
出
し
て
、
厳
か
に
「
こ
れ
は
総
理
か
ら
自
分

に
直
接
言
わ
れ
た
も
の
だ
」
と
言
い
な
が
ら
、
お
も
む
ろ
に
読
み
上
げ
る
。

「
こ
れ
が
中
国
の
立
場
も
考
慮
し
た
日
本
政
府
の
最
終
的
考
え
で
あ
り
、
本

件
を
解
決
し
た
い
と
い
う
日
本
政
府
の
決
意
の
現
れ
で
あ
る
。
ぜ
ひ
こ
れ
で

ま
と
め
た
い
」
と
言
い
な
が
ら
、
厳
し
い
目
で
ぎ
ょ
ろ
り
と
相
手
を
見
て
話

を
終
え
る
。
後
で
聞
い
た
ら
、
「
あ
れ
か
、
あ
れ
は
俺
が
飛
行
機
の
中
で
書

い
た
ん
だ
」
と
の
た
ま
う
。 

吉
田 

そ
う
い
う
方
法
で
ま
と
め
る
。 

宮
本 

ま
と
め
る
の
で
す
。
ま
と
め
た
上
で
、
今
度
は
大
臣
と
か
総
理
の
了

解
を
取
り
つ
け
る
。
や
は
り
日
中
国
交
正
常
化
以
来
の
橋
本
さ
ん
の
力
量
に

対
す
る
政
治
サ
イ
ド
の
信
頼
は
高
か
っ
た
で
す
ね
。
す
ご
い
で
す
ね
、
や
っ

ぱ
り
。
こ
れ
が
外
交
の
現
場
で
の
物
事
の
解
決
で
あ
り
、
痛
み
分
け
し
か
な

い
。
結
局
、
八
月
二
六
日
の
歴
史
教
科
書
に
つ
い
て
の
宮
沢
官
房
長
官
談
話

だ
け
で
は
幕
引
き
で
き
ず
、
九
月
上
旬
ま
で
引
き
ず
る
の
で
す
が
、
膠
着
状

態
を
打
破
し
た
の
は
橋
本
さ
ん
の
働
き
で
す
。 

吉
田 

大
使
が
北
京
に
い
ら
し
た
と
き
は
、
こ
の
教
科
書
問
題
以
外
で
大
き

な
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。 

宮
本 

特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
教
科
書
問
題
が
終
わ
る
か
終
わ
ら
な

い
か
の
九
月
二
六
日
、
鈴
木
善
幸
総
理
が
訪
中
さ
れ
て
短
時
間
の
準
備
で
大

変
で
し
た
。 

吉
田 

八
二
年
で
す
ね
。 

宮
本 

訪
中
を
無
事
終
え
て
日
本
の
空
港
に
着
い
た
ら
辞
任
を
発
表
さ
れ
て
、

中
国
側
も
「
あ
そ
こ
ま
で
一
生
懸
命
も
て
な
し
を
し
た
の
に
」
と
が
っ
く
り

し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

 

本
当
に
あ
の
時
代
、
中
国
は
何
も
な
い
貧
し
い
国
で
し
た
。
そ
れ
で
も
今

考
え
て
み
る
と
良
い
時
代
だ
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
中
国
の
人
た

ち
が―

―

普
通
の
人
た
ち
で
す
よ―

―

貧
し
い
け
れ
ど
も
中
国
人
で
あ
る
こ

と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
。
す
が
す
が
し
い
中
国
人
で
し
た
よ
。
北
京
飯
店

で
も
、
も
の
が
盗
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
外
国
人
を
大
事

に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
っ
た
国

民
の
意
識
は
非
常
に
強
く
て
ね
。
今
は
も
う
金
持
ち
に
な
っ
た
し
国
は
強
く

な
っ
た
け
れ
ど
も
、
す
が
す
が
し
く
な
い
。
今
の
中
国
の
人
、
社
会
を
見
る

と
、
八
〇
年
代
初
め
の
中
国
は
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

今
日
は
も
う
既
に
二
時
間
半
を
超
え
る
お
話
を
伺
っ
て
い
ま
す
が
、

ソ
連
課
首
席
事
務
官
時
代
の
話
は
次
回
に
お
伺
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
日
も
非
常
に
興
味
深
い
話
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

宮
本 

本
当
に
良
い
同
僚
、
先
輩
に
恵
ま
れ
て
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
で
、
運
が
よ
か
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。 

吉
田 
今
日
伺
っ
た
上
司
の
方
々
で
そ
の
後
も
接
点
が
あ
っ
た
方
は
、
ど
う

い
っ
た
方
で
す
か
。
次
回
伺
う
ソ
連
課
首
席
事
務
官
時
代
に
は
、
高
島
大
使
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は
ソ
連
大
使
で
す
ね
。 

宮
本 

高
島
さ
ん
と
は
、
モ
ス
ク
ワ
の
大
使
公
邸
で
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
、

戦
争
と
か
シ
ベ
リ
ア
抑
留
時
代
の
お
話
を
や
っ
と
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
島
大
使
が
、
「
最
も
心
が
痛
ん
だ
、
経
験
し
た
く
な
か
っ
た
こ
と
は
、
抑

留
時
代
に
同
胞
を
売
る
日
本
人
を
目
に
し
た
こ
と
だ
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
た

の
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
國
廣
さ
ん
は
一
九
八
九
年
、
天
安

門
事
件
後
の
ア
ル
シ
ュ
・
サ
ミ
ッ
ト
の
と
き
の
外
務
審
議
官
で
シ
ェ
ル
パ
、

す
な
わ
ち
総
理
の
特
別
代
表
を
お
や
り
に
な
っ
て
、
政
治
宣
言
を
出
す
と
き

に
私
は
担
当
の
企
画
課
長
。
サ
ミ
ッ
ト
担
当
の
経
済
局
審
議
官
が
小
倉
和
夫

さ
ん
で
、
奇
し
く
も
中
国
課
時
代
と
同
じ
顔
ぶ
れ
で
仕
事
を
し
ま
し
た
。 

岩
間 

同
期
の
キ
ャ
リ
ア
で
中
国
語
は
お
一
人
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
け

ど
、
そ
れ
は
当
時
普
通
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

我
々
の
前
後
は
二
五
人
入
省
し
て
い
る
の
に
、
私
た
ち
の
と
き
だ
け

二
〇
人
で
し
た
。
私
の
前
後
の
期
は
中
国
語
研
修
は
二
人
ず
つ
で
す
が
、
私

の
と
き
だ
け
一
人
で
、
ロ
シ
ア
語
も
そ
う
で
し
た
。 

は
っ
き
り
申
し
上
げ
て
「
中
国
語
を
や
れ
」
と
言
わ
れ
た
と
き
に
は

「
中
国
語
を
学
ん
で
も
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
北
京
で
使
え
る
の
だ
ろ
う
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
当
時
、
日
中
国
交
正
常
化
が
こ
ん
な
に
早
く
実
現

す
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
世
の
中
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

中
国
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
存
在
と
な
り
、
中
国
と
の
関
係
が
こ
れ
ほ
ど
重
要

に
な
る
と
は
、
あ
の
頃
は
想
像
す
る
こ
と
さ
え
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
、

英
語
と
か
フ
ラ
ン
ス
語
と
か
を
学
ぶ
こ
と
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

中
国
語
は
誰
も
希
望
せ
ず
、
私
と
小
町
さ
ん
が
第
三
希
望
で
書
い
て
、
私
が

中
国
語
に
な
っ
た
だ
け
の
話
で
す
。
何
十
年
後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
は
本
当

に
分
か
り
ま
せ
ん
ね
。 

岩
間 

分
か
り
ま
し
た
。
他
の
方
も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

そ
れ
じ
ゃ
ま
た
次
回
で
。 

合
六 

次
回
は
一
六
日
火
曜
日
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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質 問 票 
 

１．本日は、1983 年 1 月から 85 年 8 月の欧亜局ソ連課首席事務官の時代について、米ソ

軍備管理・軍縮交渉に関する事項を中心にお聞きします。まずは、当時のソ連や国際

環境について質問をさせていただきます。 

（1）83 年は新冷戦の最盛期ともいえる時期でしたが、大使ご自身あるいはソ連課は、

米ソ関係やソ連の対外行動の行方をどのように見ておられましたでしょうか。同

年には、大韓航空機撃墜事件や「エイブルアーチャー」演習の影響で東西の緊張が

急激に高まりますが、外務省内で米ソ戦争の可能性が論じられることなどはござ

いましたでしょうか。 

（2）大使のソ連課時代には、アンドロポフ（82 年 11 月～84 年 2 月）、チェルネンコ

（84 年 2 月～85 年 3 月）、ゴルバチョフ（85 年 3 月～91 年 12 月）と指導者の交

代が相次ぎました。大使は彼らにいかなる印象をお持ちでしたでしょうか。また、

指導者の交代が米ソ関係や日ソ関係に如何なる影響を与えると考えていらっしゃ

いましたでしょうか。 

（3） 85 年 7 月には、28 年にわたって外相の座にあったグロムイコからシュヴァルナッ

ゼへの交代が起きています。大使は、両外相にいかなる印象を抱き、この交代をど

のように見ていらっしゃいましたでしょうか。 

（4） 日米間ではソ連に関する非公式協議が行われており、83 年には第 11 回会合が開

催されました。ソ連に関する米国との協議に関し、ご記憶に残っていることがあれ

ばお聞かせください。  

 

２．次に、INF に関する米ソ交渉についてお伺いいたします（ソ連課のファイルに収めら

れている下記の参考資料も適宜ご参照いただければ幸いです）。 

（1）当時外務省では、極東部に配備された SS-20 の目的や標的は何だったと考えられ

ていたのでしょうか。また、ご玉稿【参考資料①】の中で、極東配備は「アジア・

太平洋諸国にとり脅威の大幅な増大を意味」（67 頁）していた一方、「アジア・太

平洋諸国の反応は概して鈍かった」（73 頁）と記されていますが、その理由につい

ても詳しくお聞かせください。 

（2）83 年に入ると、ソ連は欧州部での SS-20 基地の建設を行わない一方、極東部での

SS-20 を欧州部のそれと匹敵するレベルにまで増強していきました。ソ連課は、こ

の行動に内在するソ連の意図をどのように見積もっていたのでしょうか。 

（3）83 年 1 月には、アンドロポフ発言やグロムイコ発言など、ソ連は欧州部の SS-20

を極東に移転するという案を提示し始めました。大使は、こうした提案をどのよう

にご覧になっていらっしゃいましたか。ソ連側の意図についてもお考えを伺えれ

ば幸いです。【参考資料②】また、これらに関する日本の対ソ抗議【参考資料③④】

や対米協議【参考資料⑤⑥】についてもお話しください。 
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（4） 83 年 3 月、外務省は同交渉に関する日本の立場を定めますが、ソ連課はこの過程に

どのように関与していたのでしょうか。主管課である国連局軍縮課を支援すること

などはございましたでしょうか。【参考資料⑦】 

（5）83 年 3 月から 4 月にかけて、米国が「ゼロ・オプション」から妥協する形の新提案

を模索し始めますが、大使はこのことをどのようにご覧になっていましたでしょう

か。米国の動機、ソ連の反応、西欧の反応、日本の立場などについてお聞かせいた

だければ幸いです。 

（6）83 年 5 月、ウィリアムズバーグ・サミットが開催され、「我々サミット参加国の安

全は不可分であり、グローバルな観点から取り組まなければならない。我々の国内

世論に影響を与えることによって真剣な交渉を回避しようとする試みは、失敗する

であろう」という声明が出されました。ソ連課は、このサミットにどのように関与

したのでしょうか。【参考資料⑧】 

（7）83 年 10 月のワルシャワ条約機構の外相会議では、西側に対する穏健姿勢を示唆す

るような共同声明が発表されています。当時、東欧諸国は INF をめぐる西側との緊

張を回避しようとしているという見立ても提示されていました。ソ連課あるいは欧

亜局は、ソ連と東欧の関係をどのように見ていたのでしょうか。【参考資料⑨】 

 

※参考資料 

① 宮本雄二「『INF 交渉』どうみたらよいのか：複眼的アプローチのすすめ」『This is』

第 4 巻第 12 号（1987 年 12 月） 

② ソ連課長「SS20 問題を考える」1983 年 1 月 28 日（外交史料館、2015-1279） 

③ 第 813 号（外務大臣発米大使宛）「SS-20 極東移転問題に関するわが方立場（ソ連

側への表明）」1983 年 2 月 1 日（外交史料館、2015-0700） 

④ 電報番号なし（外務大臣発高島大使宛）「貴使・チーホノフ会談」1983 年 4 月 4 日

（外交史料館、2015-0701） 

⑤ 第 764 号（外務大臣発米大使宛）「シュルツ長官訪日（第 2 回外相会談）」1983 年 2

月 1 日（外交史料館、2015-0700） 

⑥ 電報番号なし（外務大臣発米大使宛）「INF 問題」1983 年 2 月 4 日（2015-0700） 

⑦ 第 3791 号（外務大臣発在米・西独・英・仏・伊・白・蘭大使宛）「INF 交渉に関す

る我が国の立場（訓令）」1983 年 3 月 17 日（外交史料館、2015-0700） 

⑧ 「サミットにおける INF 討議（共同ステートメント）」1983 年 5 月 25 日（外交史

料館、2015-0701） 

⑨ 第 8147 号（村角臨時代理大使発外務大臣宛）「WP 外相会談等（米の見方）」1983

年 10 月 21 日（外交史料館、2015-2409） 
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５．最後に、米ソ間の戦略兵器関連の問題についてお伺いいたします。 

（1）ソ連課は、INF 交渉と同様に、START 交渉もカバーしていたのでしょうか。もし

ご記憶にございましたら、大使の軍縮課長着任までの時点で、日本が同交渉に関し

て着目していた点についても伺えれば幸いです。 

（2）83 年 3 月、レーガン大統領が SDI を発表します。大使は、これが日ソ関係や軍備

管理交渉を含む米ソ関係にいかなる影響をもたらすとお考えになりましたでしょう

か。【参考資料⑩：北米保「米国の大陸間弾道ミサイル防衛政策」1983 年 12 月 12

日（外交史料館、2015-2409）】。 

（3）83 年 11 月から 12 月にかけて、米国の INF 西欧配備を受けて、INF と START に

関する米ソ交渉が相次いで決裂します。大使は、これをどのように見ていらっしゃ

いましたでしょうか。また、この中断から 85 年の NST（核・宇宙交渉）開始まで

の時期に、ソ連課が米ソ軍備管理交渉の準備作業に関心を払うことはありましたで

しょうか。 

 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

■参考：当時の主な出来事 

1981 年 11 月    レーガン提案（「ゼロ・オプション」）と INF 交渉開始 

1982 年 6 月     START 交渉開始 

1983 年 1 月     中曽根首相の訪米（「不沈空母」「四海峡封鎖」発言） 

1983 年 1 月     アンドロポフ発言・グロムイコ発言（SS-20 の極東移転案） 

1983 年 3 月    レーガン大統領による SDI 発表 

1983 年 4 月    第 3 回日ソ事務レベル協議（東京） 

1983 年 5 月    ウィリアムズバーグ・サミット 

1983 年 9 月    大韓航空機撃墜事件 

1983 年 11 月   「エイブルアーチャー」 

1983 年 11 月    INF 交渉の中断 

1983 年 12 月    START 交渉の中断 

1984 年 3 月    第 4 回日ソ事務レベル協議（モスクワ） 

1984 年 6 月    第 8 回日ソ専門家会議（モスクワ） 

1985 年 3 月     ゴルバチョフ書記長就任 

1985 年 3 月     NST 開始 
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■参考：当時の欧亜局・ソ連課・駐ソ大使館の陣容 

 欧亜局長   1981 年 12 月～1984 年 1 月  加藤吉弥 

         1984 年 1 月～1987 年 1 月   西山建彦 

 審議官    都甲岳洋 

ソ連課長   1981 年 8 月～1984 年 1 月   丹波実 

         1984 年 1 月～1986 年 6 月    野村一成 

ソ連課    地域調整官：今志洋 → 岡崎慶興 

専門官：菊池富男 

事務官：玉木功一、伊藤哲雄、高松明、篠田研次、森泉達士、 

綾部高志、野口秀明、桂誠、伊藤哲雄、蒲原正義、長内敬 

 駐ソ大使   高島益郎 → 鹿取泰衛 

 駐ソ公使   小和田亘 → 空席 

  参事官   久米邦貞、国安正昭、丹波實、米倉富郎、野上武久など 
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■ 

ソ
連
課
首
席
事
務
官
着
任 

 
吉
田 
そ
れ
で
は
、
第
二
回
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
始
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
日
の
内
容
と
も
重
な
り
ま
す
が
、
第
一
回
の
積
み
残
し
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
か
ら
再
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
一
回
は
中
国
勤
務

ま
で
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
八
三
年
一
月
に
大
使
は
本
省
に
戻

ら
れ
て
、
ソ
連
課
の
首
席
事
務
官
に
着
任
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
の
ご
着

任
の
経
緯
及
び
前
任
者
か
ら
の
引
継
ぎ
な
ど
に
つ
い
て
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

宮
本 

突
然
で
し
た
ね
。
正
確
な
と
こ
ろ
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
中
国

課
の
首
席
事
務
官
で
帰
る
と
い
う
話
も
あ
り
、
直
前
に
な
っ
て
ソ
連
課
に
行

く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
の
当
時
、
外
務
省
六
階
の
一
方
の
隅

が
中
国
課
、
も
う
一
方
の
隅
が
ソ
連
課
で
し
た
の
で
、
逆
の
方
に
行
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ソ
連
課
に
引
っ
張
っ
て
く
れ
た
の
は
丹
波
實
ソ
連
課
長
で
す
。

欧
亜
局
長
は
加
藤
吉
弥
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
語
の
方
で
、
私
の
北
京
時
代
、
大

使
館
の
ナ
ン
バ
ー
２
の
次
席
公
使
と
し
て
お
仕
え
し
た
方
で
す
。
こ
れ
こ
そ

文
化
人
と
い
う
方
で
、
文
章
も
見
事
で
、
フ
ラ
ン
ス
風
の
皮
肉
屋
で
も
あ
り

ま
し
た
。
お
そ
ら
く
私
の
ソ
連
課
行
き
を
支
持
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま

す
。 丹

波
さ
ん
は
、
私
が
中
国
課
の
事
務
官
を
し
て
い
た
と
き
に
北
京
の
日

本
大
使
館
政
務
班
で
仕
事
を
し
て
い
て
、
条
約
交
渉
は
丹
波
さ
ん
の
担
当
で

し
た
。
前
回
日
中
航
空
協
定
の
話
を
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
北
京
で
や
っ
て

い
た
の
が
丹
波
さ
ん
で
し
た
。
丹
波
さ
ん
は
一
九
七
二
年
の
日
中
国
交
正
常

化
の
と
き
も
、
栗
山
尚
一
条
約
課
長
の
下
で
条
約
課
に
い
て
、
交
渉
に
関
係

し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
北
京
の
大
使
館
で
航
空
協
定
に
関
係
す
る
台
湾

問
題
を
や
っ
た
の
が
橋
本
恕
参
事
官
だ
と
言
い
ま
し
た
が
、
そ
の
通
訳
を
し

て
支
え
た
の
は
畠
中
篤
さ
ん
で
し
た
。 

 

前
回
、
中
国
課
が
い
か
に
大
変
だ
っ
た
か
述
べ
ま
し
た
が
、
北
京
に
行
く

と
今
度
は
丹
波
さ
ん
が
指
導
官
に
な
る
わ
け
で
す
。
仕
事
に
は
厳
し
い
方
で

し
た
。
た
と
え
ば
、
か
ば
ん
の
中
に
ホ
チ
キ
ス
を
入
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
え
ら
く
叱
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
会
議
の
合
間
に
大
使
館
に

戻
る
時
間
の
余
裕
が
な
く
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
な
が
ら
報
告
電
を
書
い

て
い
た
と
き
の
話
で
す
。
「
こ
う
い
う
緊
急
事
態
を
想
定
し
て
い
な
い
と
は

何
事
か
、
心
構
え
不
十
分
、
覚
悟
が
足
り
な
い
」
と
、
き
つ
く
叱
ら
れ
ま
し

た
。
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
報
告
電
を
書
き
上
げ
る
に
は
、
食
事
は
五
分
で
終
え
、

場
合
に
よ
っ
て
は
食
事
な
し
で
、
ど
こ
で
で
も
仕
事
を
終
え
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
お
け
と
い
う
こ
と
で
す
。
外
務
省
で
重
要
案
件
を
担
当
し
て
き
た
先
輩

な
ら
で
は
の
厳
し
い
叱
責
で
し
た
。
「
お
ま
え
は
要
領
が
悪
い
」
な
ど
、
さ

ん
ざ
ん
叱
ら
れ
ま
し
た
し
、
私
は
丹
波
さ
ん
か
ら
は
評
価
さ
れ
て
い
な
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
ソ
連
課
に
引
っ
張
っ
て
も
ら
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。 

吉
田 

ホ
チ
キ
ス
の
件
で
お
叱
り
を
受
け
た
と
い
う
の
は
、
駐
中
大
使
館
時

代
で
す
か
。 

宮
本 

私
が
中
国
課
か
ら
北
京
に
出
張
し
た
と
き
の
話
で
、
丹
波
さ
ん
は
北

京
の
日
本
大
使
館
に
い
ま
し
た
。 

吉
田 
七
〇
年
代
前
半
の
こ
と
で
す
ね
。
そ
し
て
八
三
年
に
、
丹
波
ソ
連
課

長
の
強
い
意
向
で
宮
本
大
使
が
ソ
連
課
に
呼
ば
れ
た
。 
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宮
本 

そ
の
は
ず
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
丹
波
ソ
連
課
長
、
加
藤
欧
亜
局

長
が
「
宮
本
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
引
っ
張
っ
て
く
れ
た
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 
加
藤
局
長
と
丹
波
課
長
が
宮
本
大
使
を
引
っ
張
ろ
う
と
思
っ
た
動
機

は
、
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

直
接
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
は
知
り
ま
せ
ん
。
気

が
つ
い
て
み
た
ら
中
国
課
で
は
な
く
ソ
連
課
に
な
っ
て
い
て
、
こ
っ
ち
が
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。 

吉
田 

中
国
課
の
首
席
事
務
官
に
就
か
れ
た
の
は
ど
な
た
だ
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

私
よ
り
一
期
下
の
原
聡
さ
ん
で
す
。 

吉
田 

や
は
り
ノ
ン
チ
ャ
イ
ナ
だ
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

彼
は
英
国
研
修
組
で
す
。
私
も
、
中
国
課
は
中
国
語
研
修
生
ば
か
り

で
す
か
ら
、
首
席
事
務
官
は
ノ
ン
チ
ャ
イ
ナ
の
ほ
う
が
良
い
と
か
ね
が
ね
考

え
て
き
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
は
良
い
人
事
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

ソ
連
課
首
席
事
務
官
の
前
任
者
は
高
野
紀
元
大
使
で
、
軍
縮
課
長
に

異
動
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
こ
れ
は
全
部
丹
波
人
事
だ
と
思
い
ま
す
。
米
ソ
の
軍
備

管
理
交
渉
の
主
管
は
軍
縮
課
で
す
か
ら
、
安
全
保
障
が
分
か
る
者
に
軍
縮
課

を
担
当
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
し
、
そ
れ
が
丹

波
さ
ん
た
ち
の
狙
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

ソ
連
の
こ
と
を
分
か
っ
て
い
る
人
が
軍
縮
課
に
行
っ
た
方
が
い
い
と
。 

宮
本 

米
ソ
軍
備
管
理
交
渉
の
主
役
の
一
人
は
ソ
連
で
す
か
ら
。
ち
な
み
に

高
野
さ
ん
の
後
の
軍
縮
課
長
に
な
っ
た
の
が
槙
田
（
邦
彦
）
さ
ん
で
、
私
の

中
国
語
の
一
年
上
で
す
が
、
そ
の
槙
田
さ
ん
は
丹
波
安
保
課
長
の
と
き
に
そ

の
下
で
働
い
て
い
る
の
で
す
ね
。 

吉
田 

首
席
事
務
官
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。 

吉
田 

当
時
、
丹
波
課
長
の
外
務
省
内
で
の
力
と
い
う
の
は
、
か
な
り
大
き

か
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

そ
れ
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
丹
波
さ
ん
が
言
い
出
し
た
ら
普

通
の
人
は
抵
抗
し
ま
せ
ん
ね
。
そ
れ
は
よ
く
考
え
抜
か
れ
て
い
る
か
ら
で
、

単
な
る
思
い
つ
き
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
人
に
は
議
論
で
は
か
な
い
ま
せ
ん

か
ら
ね
。
そ
れ
で
も
丹
波
さ
ん
が
尊
敬
し
、
配
慮
す
る
先
輩
や
同
僚
は
い
ま

し
た
よ
。 

吉
田 

丹
波
課
長
へ
の
抵
抗
が
生
じ
に
く
い
と
い
う
の
は
、
政
策
の
面
に
も

当
て
は
ま
る
の
で
す
か
。 

宮
本 

す
べ
て
で
す
ね
。
そ
れ
に
丹
波
さ
ん
が
怒
っ
た
ら
本
当
に
大
変
で
す
。 

吉
田 

セ
リ
グ
マ
ン
（A

lbert L
. S

eligm
an

n

）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、

丹
波
安
保
課
長
が
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
（R

ich
ard L

. A
rm

itage

）
に
対
し
て

怒
り
狂
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。 

宮
本 

よ
く
見
か
け
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
仕
事
に
全
身
全
霊
を
傾
け
て
い
る

こ
と
の
証
し
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。
ソ
連
課
に
行
け
た
の
は
、
駆
け
出

し
の
私
を
一
応
見
込
ん
で
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ソ
連
課

時
代
も
丹
波
さ
ん
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
軍
縮
課
長
時
代
に
Ｓ
Ｓ−

20
問
題
で
一
緒
に
動
い
た
佐
藤
行
雄
さ

ん
が
何
か
の
時
に
、
「
い
や
い
や
、
丹
波
は
君
を
評
価
し
て
い
た
よ
。
ロ
ン
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ド
ン
に
出
張
し
て
来
た
と
き
に
、
宮
本
が
い
る
か
ら
安
心
し
て
出
て
こ
ら
れ

る
、
と
言
っ
て
い
た
よ
」
と
言
う
ん
で
ね
。
し
か
し
、
ソ
連
課
時
代
に
褒
め

ら
れ
た
記
憶
は
な
く
、
丹
波
さ
ん
の
要
望
に
い
か
に
応
え
る
か
、
緊
張
し
た

日
々
が
続
き
ま
し
た
。 

岩
間 

私
は
お
話
し
し
た
こ
と
は
な
い
で
す
け
ど
、
近
く
で
拝
見
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
何
か
近
寄
る
の
も
怖
い
よ
う
な
感
じ
の
方
で
し
た
ね
。 

宮
本 

常
に
び
り
び
り
し
て
い
て
と
き
に
爆
発
す
る
。
丹
波
課
長
が
来
る
と

皆
シ
ー
ン
と
な
り
、
懸
命
に
仕
事
を
す
る
、
少
な
く
と
も
ふ
り
を
す
る
。
針

の
一
つ
が
落
ち
る
音
が
聞
こ
え
る
ぐ
ら
い
静
か
に
な
る
の
で
す
。
い
な
く
な

る
と
が
や
が
や
、
ざ
わ
ざ
わ
と
し
始
め
る
。
丹
波
さ
ん
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

顔
を
見
せ
る
の
は
、
半
年
に
一
度
く
ら
い
、
課
員
が
そ
ろ
っ
て
映
画
を
見
て

一
緒
に
食
事
を
す
る
と
き
で
す
。
兄
貴
の
顔
に
な
り
ま
す
ね
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
ソ
連
課
に
行
っ
た
の
も
運
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

■ 

丹
波
ソ
連
課
長 

 

吉
田 

丹
波
課
長
の
お
話
が
出
た
の
で
、
（
第
一
回
質
問
票
の
）
５
の
（
２
）

に
移
ら
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
丹
波
課
長
の
人
柄
は
今
伺
い
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
丹
波
課
長
が
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
外
交
哲
学
の
よ
う

な
も
の
を
お
聞
き
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
し
た
か
。 

宮
本 

彼
が
私
に
「
読
め
」
と
言
っ
た
本
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ほ
ぼ

彼
の
血
と
な
り
肉
と
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
キ
ッ
シ
ン

ジ
ャ
ー
（H

en
ry A

. K
issin

ger

）
の
メ
モ
ワ
ー
ル
、
ウ
ラ
ム
（A

dam
 B

. 

U
lam

）
の
ソ
連
外
交
論
、
ド
イ
ッ
チ
ャ
ー
（Isaac D

eu
tsch

er

）
の
ト
ロ

ツ
キ
ー
伝
で
し
た
（
そ
れ
ぞ
れ
、
『
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
秘
録
』
桃
井
真
監
修

（
小
学
館
、
一
九
七
九
～
一
九
八
〇
年
）
、
『
膨
張
と
共
存
：
ソ
ヴ
ィ
エ
ト

外
交
史
』
鈴
木
博
信
訳
（
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）
、
『
追
放
さ

れ
た
予
言
者
・
ト
ロ
ツ
キ
ー
』
山
西
英
一
訳
（
新
潮
社
、
一
九
六
四
年
）
、

『
武
装
せ
る
予
言
者
・
ト
ロ
ツ
キ
ー
』
田
中
西
二
郎
他
訳
（
新
潮
社
、
一
九

六
四
年
）
、
『
武
力
な
き
予
言
者
・
ト
ロ
ツ
キ
ー
』
田
中
西
二
郎
他
訳
（
新

潮
社
、
一
九
六
四
年
）
）
。 

国
際
政
治
で
は
、
僕
ら
の
時
代
は
圧
倒
的
に
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
影
響

を
受
け
て
い
る
。
あ
れ
が
教
科
書
的
な
感
じ
で
し
た
。
そ
の
後
、
現
場
は
そ

ん
な
理
論
ど
お
り
に
や
れ
な
い
か
ら
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
言
っ
て
い
る
よ

う
な
ロ
ジ
カ
ル
で
美
し
い
世
界
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
の
で
す
が
。

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
も
と
も
と
理
論
が
あ
る
か
ら
、
理
論
に
従
っ
て
起
こ
っ

た
出
来
事
を
整
理
で
き
る
。
し
か
し
、
実
際
に
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
理
論
を

意
識
し
た
と
し
て
も
、
ニ
ク
ソ
ン
は
別
の
次
元
で
考
え
る
。
そ
れ
で
も
私
た

ち
の
世
代
が
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。 

吉
田 

や
は
り
現
実
主
義
、
レ
ア
ル
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
と
い
う
も
の
の
影
響
が

大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。 

宮
本 

外
交
自
体
、
レ
ア
ル
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
以
外
は
な
い
。
そ
う
じ
ゃ
な
い

人
は
外
交
の
現
場
で
は
ひ
ど
い
目
に
遭
う
。
外
交
は
、
「
だ
ま
さ
れ
た
ら
、

だ
ま
さ
れ
た
ほ
う
が
悪
い
」
と
い
う
世
界
で
す
か
ら
。
あ
る
意
味
で
、
何
で

も
あ
り
で
す
よ
。
だ
か
ら
相
手
を
見
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
相
手
の
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狙
い
を
正
確
に
判
断
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
相
手
の
甘
言
と
か
上
手
な
言

い
方
に
だ
ま
さ
れ
た
ら
、
だ
ま
さ
れ
た
ほ
う
が
負
け
で
す
。
今
回
資
料
を
い

た
だ
い
た
の
で
、
丹
波
さ
ん
の
ペ
ー
パ
ー
（
参
考
資
料
②
）
を
読
み
ま
し
た

が
、
隅
か
ら
隅
ま
で
ソ
連
に
対
す
る
不
信
感
で
す
ね
。 

吉
田 

に
じ
み
出
て
い
ま
す
ね
。 

宮
本 

ソ
連
に
対
す
る
怒
り
が
に
じ
み
出
て
い
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
そ

れ
が
彼
の
基
本
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
す
ね
。
し
た
が
っ
て
、
圧
倒
的
な

日
米
同
盟
主
義
者
で
す
。 

岩
間 

丹
波
さ
ん
は
、
略
歴
を
拝
見
す
る
と
樺
太
か
ら
の
引
揚
げ
だ
っ
た
よ

う
な
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
お
話
し
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

か
。 

宮
本 

そ
の
話
は
よ
く
聞
き
ま
し
た
。
日
本
が
戦
争
に
負
け
、
七
、
八
歳
の

子
供
の
と
き
に
割
り
箸
を
使
っ
て
ソ
連
の
国
旗
を
つ
く
ら
さ
れ
、
そ
れ
を
振

り
な
が
ら
ソ
連
軍
を
迎
え
た
。
こ
の
こ
と
を
語
り
出
し
た
ら
、
丹
波
さ
ん
は

泣
き
出
す
の
で
す
。
悔
し
涙
で
す
。
も
と
も
と
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て
お
ら

れ
て
、
北
海
道
に
引
き
揚
げ
て
か
ら
丹
波
家
は
非
常
に
苦
し
い
生
活
を
送
っ

た
。
や
は
り
徹
頭
徹
尾
ソ
連
が
嫌
い
で
し
た
ね
。
「
ロ
シ
ア
人
は
良
い
や
つ

だ
が
、
ロ
シ
ア
人
が
二
人
に
な
る
と
ソ
連
人
と
な
っ
て
し
ま
い
、
大
嫌
い
だ
」

と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。
相
互
監
視
や
嘘
が
ま
か
り
通
る
ソ
連
共
産
党
の
シ
ス

テ
ム
と
、
そ
れ
が
つ
く
り
だ
す
ソ
連
人
は
嫌
い
だ
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

最
初
に
モ
ス
ク
ワ
に
出
張
を
し
た
と
き
、
モ
ス
ク
ワ
の
大
使
館
に
は
東
郷

（
和
彦
）
さ
ん
が
政
治
班
長
で
い
て
く
れ
て
、
面
倒
見
が
良
く
、
と
て
も
歓

待
さ
れ
ま
し
た
。
五
月
と
い
う
季
節
も
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
新
緑
の
頃
で
、

川
を
見
下
ろ
す
景
色
の
良
い
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を
し
た
り
、
森
を
散
歩
し

た
り
、
ロ
シ
ア
料
理
も
四
種
類
か
五
種
類
は
あ
っ
て
、
毎
日
違
う
料
理
を
食

べ
さ
せ
て
く
れ
た
り
、
夜
は
ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
。
も
ち
ろ
ん
仕
事
で
は
東
郷

さ
ん
に
さ
ん
ざ
ん
こ
き
使
わ
れ
ま
し
た
が
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
意
味
で
モ

ス
ク
ワ
自
体
に
は
良
い
印
象
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
丹
波
さ
ん
に

「
モ
ス
ク
ワ
ど
う
だ
っ
た
」
と
聞
か
れ
た
の
で
「
な
か
な
か
良
い
所
で
す
ね
」

と
答
え
た
ら
、
突
然
、
黒
田
義
久
総
務
班
長
に
対
し
、
「
首
席
事
務
官
が
初

め
て
ソ
連
に
行
っ
た
の
に
、
良
い
印
象
を
持
た
せ
て
帰
す
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
誰
が
つ
く
っ
た
！
」
と
雷
が
落
ち
ま
し
た
。
ソ
連
課
も
私
以
外
は
全
員

ロ
シ
ア
語
で
、
不
慣
れ
な
私
の
面
倒
を
見
る
の
が
総
務
班
長
の
仕
事
で
し
た
。

ソ
連
の
こ
と
が
分
か
ら
な
い
私
の
右
腕
と
し
て
、
総
務
班
長
の
黒
田
さ
ん
、

そ
の
後
任
の
伊
藤
（
哲
雄
）
さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

あ
の
当
時
、
ソ
連
に
対
し
い
く
つ
か
の
制
裁
が
か
か
っ
た
ま
ま
で
し
た
。

七
九
年
末
に
ソ
連
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻
し
て
西
側
の
制
裁
が
か
け
ら

れ
、
八
一
年
末
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
「
連
帯
」
運
動
の
抑
圧
が
ら
み
で
ソ
連

に
対
す
る
制
裁
は
強
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
ソ
連
課
の
仕
事
は
、

ソ
連
と
の
人
の
往
来
を
や
ら
せ
な
い
、
経
済
交
流
に
も
待
っ
た
を
か
け
る
と

い
う
も
の
で
し
た
か
ら
、
仕
事
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
何
を
し
て
い
る
か
と

い
う
と
、
丹
波
さ
ん
は
い
つ
も
本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
し
、
私
も
丹
波
さ
ん

に
あ
ん
な
厚
い
本
を
何
冊
も
読
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
本
を
読
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
ソ
連
課
の
現
状
で
し
た
ね
。 

吉
田 
丹
波
課
長
の
ア
メ
リ
カ
認
識
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。 
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宮
本 

ア
メ
リ
カ
は
好
き
だ
っ
た
で
す
ね
。
ロ
シ
ア
語
で
す
が
、
米
国
で
研

修
し
て
い
ま
す
し
、
安
保
課
長
も
し
ま
し
た
か
ら
、
ソ
連
の
裏
返
し
み
た
い

な
感
じ
で
好
き
だ
っ
た
で
す
ね
。
希
望
し
て
ボ
ス
ト
ン
の
総
領
事
も
や
っ
て

い
ま
す
。 

吉
田 

敵
の
敵
は
味
方
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
？ 

宮
本 

そ
う
い
う
面
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
の
時
代
、
ア
メ
リ
カ

自
体
に
強
い
魅
力
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
す
。
だ
け
ど
も
、
誇
り
高
い
自
分

の
信
念
が
あ
る
人
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
触
れ
ら
れ
る
と
ア
メ
リ
カ
に
も
強
く

反
発
し
た
は
ず
で
す
。
日
本
に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ
が
重
要
だ
か
ら
大
事
に
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
当
然
日
本
が
一
番
大
事
で
す
。
彼
が
「
何
く
そ
」

と
思
っ
た
と
き
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
か
迫
力
と
か
い
う
の
は
、
普
通
の
人
は
足

元
に
も
及
ば
な
い
。
そ
れ
が
仕
事
に
向
か
う
わ
け
で
す
。
も
と
も
と
極
め
て

頭
の
良
い
人
で
す
が
、
努
力
も
す
る
。
そ
れ
に
加
え
て
直
感
も
優
れ
て
い
て

人
よ
り
数
歩
先
を
読
む
力
が
あ
る
。
そ
れ
で
「
丹
波
は
優
秀
だ
」
と
い
う
評

価
が
若
い
頃
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
私
は
ロ
シ
ア
語
で
は
な
い
外
か
ら
来

た
人
間
だ
っ
た
の
で
、
私
に
は
遠
慮
さ
れ
て
い
た
と
い
う
気
配
は
あ
り
ま
す

が
、
ロ
シ
ア
語
の
職
員
は
厳
し
く
指
導
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

吉
田 

以
前
宮
本
大
使
か
ら
、
丹
波
課
長
の
働
き
ぶ
り
を
見
る
と
い
う
の
も
、

ソ
連
課
時
代
の
重
要
な
目
的
だ
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
。 

宮
本 

丹
波
さ
ん
の
新
聞
記
者
対
策
と
安
全
保
障
に
関
す
る
知
識
を
学
び
、

せ
っ
か
く
の
機
会
だ
か
ら
ソ
連
の
勉
強
を
す
る
、
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
く
ら
い
丹
波
さ
ん
は
新
聞
記
者
の
扱
い
が
上
手
か
っ
た
。
新
聞
記
者
を
味

方
に
つ
け
、
自
分
の
思
う
方
向
で
新
聞
に
書
い
て
も
ら
う
。
丹
波
さ
ん
の
マ

ス
コ
ミ
対
策
は
と
て
も
学
ぶ
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

岩
間 

ど
う
や
っ
て
新
聞
記
者
を
懐
柔
す
る
の
で
す
か
。 

宮
本 

懐
柔
と
い
う
言
葉
は
不
適
当
な
気
が
し
ま
す
。
新
聞
記
者
と
の
関
係

も
最
後
は
人
と
人
と
の
信
頼
関
係
で
あ
り
、
相
手
に
対
す
る
お
互
い
の
リ
ス

ペ
ク
ト
は
必
要
で
す
。
そ
う
い
う
関
係
を
持
て
る
記
者
は
一
社
に
一
人
く
ら

い
は
い
る
も
の
で
す
。
私
は
、
丹
波
さ
ん
は
記
者
さ
ん
た
ち
に
結
構
本
当
の

こ
と
を
話
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
よ
。
信
頼
関
係
が
あ
る
か
ら
、
「
書
か
な

い
で
く
れ
」
と
言
う
と
記
者
の
ほ
う
も
丹
波
さ
ん
が
困
る
こ
と
は
書
か
な
い
。

丹
波
さ
ん
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
理
解
も
深
ま
る
の
で
、
丹

波
さ
ん
の
望
む
方
向
の
記
事
に
な
る
。
ソ
連
課
に
は
新
聞
記
者
が
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
来
て
い
ま
し
た
。 

岩
間 

ど
こ
の
社
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
何
人
か
い
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

何
人
も
い
ま
し
た
ね
。
丹
波
崇
拝
者
と
言
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
も
友
人
関
係
は
続
い
た
と
思
い
ま
す
よ
。 

岩
間 

丹
波
さ
ん
は
、
お
酒
は
お
強
か
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

酒
は
好
き
で
し
た
が
、
大
酒
飲
み
で
は
な
い
。 

岩
間 

私
の
限
ら
れ
た
体
験
で
も
、
ロ
シ
ア
人
や
中
国
人
を
相
手
に
す
る
人

は
お
酒
が
飲
め
な
い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
な
と
い
う
感
じ
が
あ
り
ま
す
。 

宮
本 

だ
け
ど
、
大
酒
飲
み
と
い
う
印
象
は
な
か
っ
た
で
す
ね
（
宮
本
注
：

丹
波
實
氏
に
ご
関
心
の
方
は
、
同
氏
著
作
の
『
日
露
外
交
秘
話
』
（
中
央
公

論
新
社
、
二
〇
〇
四
年
）
と
『
我
が
外
交
人
生
』
（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇

一
一
年
）
を
閲
読
し
て
下
さ
い
）
。 
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■ 

ソ
連
課
の
雰
囲
気
と
大
韓
航
空
機
撃
墜
事
件 

 
岩
間 
当
時
の
ソ
連
課
に
は
何
人
ぐ
ら
い
い
ら
し
た
の
で
す
か
。 

宮
本 
三
〇
人
近
く
い
ま
し
た
よ
。
一
番
多
か
っ
た
の
が
中
国
課
で
、
そ
の

次
が
ソ
連
課
で
す
ね
。 

岩
間 

中
国
課
の
ほ
う
が
大
き
か
っ
た
？ 

宮
本 

そ
う
で
す
。
前
回
も
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う
に
戦
前
大
東
亜
省
が
あ

っ
て
、
そ
の
関
連
で
奉
職
し
て
い
た
中
国
語
の
人
を
外
務
省
で
か
な
り
引
き

と
っ
た
の
で
す
。 

岩
間 

そ
ち
ら
は
何
人
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

そ
れ
で
も
三
五
～
三
六
人
で
し
た
。
四
〇
人
に
は
達
し
て
い
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ソ
連
課
は
二
七
人
と
か
二
八
人
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

岩
間 

そ
の
中
で
ど
う
い
う
役
割
分
担
に
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

総
務
班
、
政
治
班
、
経
済
班
、
庶
務
班
に
分
か
れ
て
い
て
、
総
務
班

が
い
わ
ば
課
長
直
属
で
、
動
い
て
い
る
外
交
案
件
を
担
当
し
ま
す
。
政
治
班

は
政
治
的
な
外
交
案
件
も
手
伝
い
ま
す
が
、
基
本
は
ソ
連
の
内
外
政
分
析
で

す
。
経
済
班
は
、
漁
業
交
渉
な
ど
の
経
済
案
件
な
ど
の
他
は
、
ソ
連
の
経
済

分
析
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
庶
務
班
は
、
会
計
や
省
内
の
諸
手
続
を
や
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
首
席
事
務
官
で
、
課
長
の
デ
ピ
ュ
テ
ィ
で
し
た
が
、

一
番
大
き
い
の
は
ソ
連
課
の
中
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
在
外
公
館
の
支
援
で
す
。

こ
れ
は
意
識
し
て
や
り
ま
し
た
。
総
務
班
長
と
い
う
ロ
シ
ア
語
の
一
番
シ
ニ

ア
な
事
務
官
が
私
を
補
佐
し
て
く
れ
ま
し
た
が
。
実
際
問
題
と
し
て
、
ソ
連

課
で
は
基
本
的
に
対
ソ
政
策
と
か
そ
れ
に
関
す
る
部
分
と
い
う
の
は
ロ
シ
ア

語
の
人
た
ち
が
や
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
急
に
行
っ
て
、
彼
ら
の
世
界
を
ど

う
こ
う
言
え
る
ほ
ど
の
勉
強
も
し
て
い
な
い
し
、
そ
う
い
う
段
階
に
は
ま
だ

達
し
て
い
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
対
ソ
政
策
の
サ
ブ
ス
タ
ン
ス

に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
口
出
し
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
課
長
と
総
務
班

長
以
下
ロ
シ
ア
語
の
人
た
ち
、
基
本
的
に
は
課
長
の
仕
事
で
し
た
か
ら
。 

岩
間 

ロ
シ
ア
語
で
な
い
方
と
い
う
の
は
ど
れ
く
ら
い
い
ら
し
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

私
一
人
で
す
。
私
以
外
、
全
員
ロ
シ
ア
語
。
庶
務
も
大
体
モ
ス
ク
ワ

と
行
き
来
し
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。 

吉
田 

中
国
課
と
比
べ
て
、
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
。 

宮
本 

似
て
い
る
の
は
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
よ
そ
者
が
一
人
か
二
人
し
か
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
二
つ
の
課
の
雰
囲
気
は
違
い
ま
し
た
。
中

国
と
仲
よ
く
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の
が
対
中
政
策
だ
っ
た
の
で
す

が
、
ソ
連
と
仲
よ
く
す
る
な
と
い
う
の
が
対
ソ
政
策
で
し
た
か
ら
。 

吉
田 

根
本
が
逆
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

ソ
連
に
は
北
方
領
土
を
不
法
占
拠
さ
れ
て
い
る
し
、
米
ソ
冷
戦
の
真

最
中
の
頃
で
す
か
ら
、
ソ
連
は
敵
で
、
い
か
に
し
て
敵
と
戦
う
か
と
い
う
の

が
ソ
連
課
の
基
本
姿
勢
で
し
た
。
中
国
課
は
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
日
中
国
交

正
常
化
か
ら
一
〇
数
年
、
新
し
く
関
係
を
つ
く
っ
た
ば
か
り
だ
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
し
、
対
ソ
共
同
戦
線
を
張
っ
て
い
る
時
代
で
す
か
ら
、
中
国

と
は
手
を
握
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
基
本
姿
勢
が
違

う
。
ソ
連
課
に
行
っ
て
も
全
く
違
和
感
は
覚
え
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
ま
た
、

ソ
連
も
悪
か
っ
た
で
す
し
、
ソ
連
の
マ
イ
ナ
ス
の
印
象
は
強
か
っ
た
で
す
ね
。

非
合
法
活
動
を
も
っ
ぱ
ら
と
す
る
Ｋ
Ｇ
Ｂ
が
跋
扈
し
て
、
諜
報
活
動
や
相
手
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の
政
府
や
役
人
に
対
す
る
工
作
を
あ
く
ど
い
手
段
を
使
っ
て
や
る
。
国
内
は

秘
密
警
察
が
牛
耳
り
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
重
視
で
平
気
で
嘘
を
つ
く
。
レ
ー
ガ

ン
（R

on
ald W

. R
eagan

）
大
統
領
の
「
悪
の
帝
国
」
と
ま
で
は
行
き
ま

せ
ん
が
、
良
い
印
象
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。 

吉
田 

少
し
話
が
戻
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
前
任
の
高
野
首
席
事
務
官
か

ら
何
か
と
り
立
て
て
引
継
ぎ
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

一
〇
日
ぐ
ら
い
高
野
さ
ん
と
ダ
ブ
ル
配
置
に
し
て
く
れ
た
の
で
、
引

き
継
ぎ
は
受
け
ま
し
た
。
高
野
さ
ん
も
新
し
い
ポ
ス
ト
（
軍
縮
課
長
）
の
準

備
の
ほ
う
が
大
変
な
よ
う
で
し
た
が
。
国
連
代
表
部
の
時
も
そ
う
で
し
た
が
、

こ
う
い
う
ダ
ブ
ル
配
置
の
例
は
多
く
な
く
、
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
限
界
は
あ
り
ま
す
。
外
務
省
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
引
継

ぎ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
く
、
基
本
は
フ
ァ
イ
ル
の
授
受
で
終
わ
り
で
す
か
ら
。 

岩
間 

そ
れ
で
引
継
ぎ
は
お
し
ま
い
。 

宮
本 

あ
と
は
フ
ァ
イ
ル
を
読
ん
で
自
分
で
勉
強
。
ま
ず
フ
ァ
イ
ル
の
勉
強

か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

岩
間 

逆
に
言
う
と
、
フ
ァ
イ
ル
が
重
要
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
フ
ァ
イ
ル
に
は
い
ろ
い
ろ
な
重
要
な
こ
と
を

入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
に
、
そ
の
フ
ァ
イ
ル
の
つ
く
り
方
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
な
い
。
全
部
そ
れ
ぞ
れ
自
分
流
で
つ
く
る
。
ど
う
い
う
ふ
う
な

政
策
を
や
っ
て
き
た
か
と
い
う
の
は
、
そ
の
フ
ァ
イ
ル
を
読
ん
で
勉
強
す
る

し
か
な
い
。 

吉
田 

特
に
口
頭
で
説
明
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
ね
。 

宮
本 

特
に
複
雑
で
注
意
を
要
す
る
事
項
以
外
は
、
説
明
も
な
い
場
合
が
多

い
で
す
ね
。 

吉
田 

（
第
一
回
質
問
票
の
）
５
の
（
２
）
な
の
で
す
が
、
丹
波
課
長
が
八

四
年
に
駐
ソ
大
使
館
に
異
動
さ
れ
、
野
村
一
成
課
長
に
交
代
さ
れ
ま
す
け
れ

ど
も
、
こ
れ
で
雰
囲
気
が
変
わ
っ
た
と
い
う
の
は
あ
り
ま
し
た
か
。 

宮
本 

そ
れ
は
変
わ
り
ま
し
た
。
野
村
さ
ん
と
い
う
人
は
な
か
な
か
秀
逸
な

方
で
、
頭
が
良
い
だ
け
で
は
な
く
仕
事
も
で
き
る
人
な
の
で
す
が
、
そ
れ
な

の
に
人
に
あ
ま
り
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
お
二
人
は
全
く
違
う

タ
イ
プ
。
し
か
し
ソ
連
課
長
と
し
て
は
と
も
に
一
級
な
の
で
す
ね
。 

 

丹
波
さ
ん
が
自
分
で
書
い
た
対
処
方
針
と
か
公
電
案
、
こ
れ
は
次
官
、
大

臣
ま
で
修
正
な
し
で
通
り
ま
す
。
と
に
か
く
丹
波
さ
ん
が
考
え
た
こ
と
は
大

体
外
務
省
の
意
見
に
な
る
。
野
村
さ
ん
が
書
い
た
の
も
、
野
村
さ
ん
が
書
い

た
と
お
り
に
な
る
。
ど
こ
が
違
う
か
と
い
う
と
、
丹
波
さ
ん
は
自
分
の
考
え

を
書
き
、
野
村
さ
ん
は
書
く
前
に
知
恵
の
あ
る
人
を
回
り
、
意
思
疎
通
を
図

っ
た
後
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
書
き
ま
す
。
結
果
と
し
て
両
方
と
も
完
璧
な

電
報
と
か
意
見
書
を
書
く
の
で
す
。 

吉
田 

と
な
る
と
、
宮
本
大
使
が
重
要
な
文
書
に
関
わ
る
ケ
ー
ス
も
、
野
村

課
長
時
代
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。 

宮
本 

対
ソ
政
策
に
関
し
て
ソ
連
課
長
が
部
下
に
聞
く
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。

ロ
シ
ア
・
ス
ク
ー
ル
の
中
で
経
験
豊
富
で
、
し
か
も
優
秀
な
人
が
課
長
に
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
課
員
が
そ
れ
を
超
え
る
の
は
難
し
い
。
「
知
恵
の
あ
る

人
」
と
い
う
の
は
、
栗
山
さ
ん
や
小
和
田
（
恆
）
さ
ん
と
い
っ
た
人
た
ち
の

こ
と
で
す
。
重
要
な
も
の
は
、
全
部
課
長
直
筆
で
す
。 

吉
田 

そ
こ
は
変
わ
ら
な
い
の
で
す
ね
。 
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宮
本 

中
国
課
長
の
場
合
も
そ
う
で
す
よ
。
私
が
お
仕
え
し
た
橋
本
恕
、
國

廣
道
彦
、
藤
田
公
郎
課
長
も
そ
う
で
し
た
し
、
私
が
中
国
課
長
に
な
っ
た
と

き
も
そ
う
し
ま
し
た
。
重
要
な
文
書
は
全
部
課
長
直
筆
。
人
に
や
ら
せ
る
と

い
う
の
は
局
長
以
上
の
仕
事
で
、
課
長
ま
で
は
自
分
で
や
ら
な
い
と
。
外
務

省
、
ひ
い
て
は
霞
が
関
が
「
課
長
行
政
」
と
か
「
課
長
外
交
」
と
か
言
わ
れ

て
い
る
所
以
で
す
。 

吉
田 

課
長
の
力
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

力
が
あ
る
。
制
度
的
に
そ
う
な
っ
て
い
る
。
一
つ
の
政
策
な
い
し
案

件
に
つ
い
て
最
も
多
く
の
情
報
を
持
ち
、
最
も
真
剣
に
、
最
も
長
い
時
間
考

え
て
い
る
の
は
課
長
で
す
よ
。
し
か
も
あ
る
程
度
の
経
験
を
積
み
、
組
織
と

し
て
の
訓
練
も
十
分
に
受
け
て
い
る
。
だ
か
ら
、
課
長
は
基
本
的
に
は
全
部

自
分
で
や
る
覚
悟
で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
。 

吉
田 

大
使
が
軍
縮
課
長
の
と
き
も
、
重
要
な
も
の
は
課
長
が
書
く
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
そ
れ
を
丹
波
、
野
村
先
輩
に
学
び
、
こ
の
や
り
方
は
正

し
い
と
思
っ
て
踏
襲
し
ま
し
た
。 

吉
田 

既
に
少
し
伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
が
、
第
一
回
質
問
票

の
５
の
（
４
）
に
。
先
ほ
ど
ポ
ー
ラ
ン
ド
関
係
の
お
話
が
出
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
そ
れ
以
外
で
当
時
日
ソ
関
係
な
い
し
は
対
ソ
外
交
で
印
象
に
残
っ
て
い

る
話
は
あ
り
ま
す
か
。 

宮
本 

既
に
触
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
ア
フ
ガ
ン
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
ら
み
で
二

重
の
対
ソ
制
裁
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
や
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

吉
田 

丹
波
課
長
が
書
か
れ
た
回
想
録
の
中
に
大
韓
航
空
機
撃
墜
事
件
に
関

す
る
記
述
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
宮
本
大
使
が
登
場
さ
れ
る
の
で
す
け
ど
、
何

か
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。 

宮
本 

丹
波
さ
ん
の
『
日
露
外
交
秘
話
』
で
す
ね
。
私
に
と
っ
て
も
大
韓
航

空
機
撃
墜
事
件
は
極
め
て
強
く
印
象
に
残
っ
た
出
来
事
で
し
た
。
こ
ち
ら
が

証
拠
を
突
き
つ
け
る
ま
で
、
ソ
連
は
「
自
分
た
ち
は
撃
ち
落
と
し
て
い
な
い
」

と
言
い
張
る
。 

吉
田 

当
初
で
す
ね
。 

宮
本 

丹
波
さ
ん
た
ち
の
言
う
と
お
り
、
ソ
連
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
平
気
で

う
そ
を
つ
く
。
あ
ら
ゆ
る
証
拠
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
逃
げ
場
が
な
く
な
る
ま

で
「
撃
ち
落
と
し
て
い
な
い
」
と
言
い
張
る
。 

 

こ
の
事
件
の
と
き
の
丹
波
さ
ん
の
活
躍
と
い
う
の
は
本
当
に
す
ご
か
っ
た

で
す
よ
。
丹
波
さ
ん
は
天
才
だ
、
こ
の
人
に
は
か
な
わ
な
い
、
と
思
い
知
ら

さ
れ
た
の
は
こ
の
と
き
で
す
。
第
一
に
、
先
を
読
む
力
が
尋
常
で
は
な
い
。

ソ
連
は
ど
こ
で
大
韓
航
空
機
を
打
ち
落
と
し
た
の
か
と
い
う
話
が
大
騒
ぎ
に

な
っ
て
い
る
と
き
に
、
丹
波
さ
ん
は
「
墜
落
し
た
飛
行
機
の
遺
留
品
の
捜
索

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
聞
く
。
「
海
上
保
安
庁
が
や
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
」
と
答
え
る
と
、
「
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
る
か
確
認
し
て
お
け
。
マ

ス
コ
ミ
の
関
心
は
そ
こ
に
移
る
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
実
際
に
は
海
上
保
安
庁

は
あ
ま
り
や
っ
て
い
な
く
て
、
そ
れ
か
ら
や
り
始
め
る
の
で
す
が
、
マ
ス
コ

ミ
が
気
づ
い
た
と
き
に
は
我
々
は
も
う
対
処
済
み
で
逃
げ
切
れ
ま
し
た
。
丹

波
さ
ん
自
身
、
関
係
者
の
方
々
と
一
緒
に
遺
留
品
の
確
認
の
た
め
に
ソ
連
の

現
地
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
問
題
を
無
事
処
理
し
て
、
そ
こ
で
第
一
ラ
ウ
ン
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ド
は
終
わ
る
わ
け
で
す
。 

そ
し
て
第
二
ラ
ウ
ン
ド
は
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
に
移
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
ソ
連
が
拒
否
権
を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
い
か
な
る
決
議
も
通
り

ま
せ
ん
が
、
ソ
連
批
判
を
安
保
理
で
展
開
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
議
論
を
通

じ
て
ソ
連
の
悪
行
を
全
世
界
に
さ
ら
す
と
い
う
の
が
ア
メ
リ
カ
の
強
い
意
向

で
し
た
。
大
韓
航
空
機
を
撃
墜
し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
地
上
の
司
令
官
と
の
通

信
の
や
り
と
り
を
日
本
の
自
衛
隊
が
盗
聴
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を

安
保
理
で
公
表
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
当

然
、
中
身
を
さ
ら
せ
ば
、
我
々
の
情
報
収
集
の
手
の
う
ち
を
さ
ら
す
こ
と
に

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
防
衛
庁
・
自
衛
隊
が
そ
れ
を
出
し
た
く
な
い
と
い
う

の
は
正
論
な
の
で
す
ね
。
た
だ
、
日
本
が
そ
う
い
う
形
で
得
た
情
報
は
自
動

的
に
ア
メ
リ
カ
に
行
く
仕
掛
け
に
な
っ
て
お
り
、
所
有
権
は
日
本
だ
け
れ
ど

も
、
モ
ノ
は
既
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
が
ど
う
し
て
も
出

す
と
言
っ
た
ら
防
ぎ
き
れ
な
い
。
丹
波
さ
ん
は
、
そ
う
な
ら
ば
「
出
す
と
言

っ
て
ア
メ
リ
カ
に
恩
を
売
れ
」
と
防
衛
庁
を
説
得
す
る
の
で
す
。
丹
波
さ
ん

は
ロ
ジ
ッ
ク
を
駆
使
し
、
本
人
は
そ
れ
を
「
筋
を
通
す
」
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
納
得
さ
せ
る
。
や
は
り
迫
力
あ
り
ま
し
た
よ
。 

吉
田 

外
に
向
か
っ
た
と
き
の
頼
り
が
い
が
あ
り
ま
す
ね
。 

宮
本 

実
に
頼
り
が
い
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
う
い
う
こ
と
で
、
ア

メ
リ
カ
と
の
関
係
も
保
ち
な
が
ら
国
連
の
安
保
理
は
終
わ
り
ま
し
た
。
一
連

の
流
れ
の
中
に
置
か
れ
た
と
き
に
は
、
丹
波
さ
ん
と
い
う
人
は
人
よ
り
か
な

り
先
が
見
え
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
危
な
い
な
と
思
っ
た
ら―

―

具
体
的
な

ケ
ー
ス
は
忘
れ
ま
し
た
が―

―

足
を
下
ろ
す
直
前
、
す
っ
と
下
ろ
す
位
置
を

変
え
る
。
こ
れ
は
も
う
先
天
的
な
才
能
で
あ
り
、
脱
帽
し
た
わ
け
で
す
。 

 

そ
ん
な
感
じ
で
、
極
め
て
有
意
義
な
ソ
連
課
時
代
を
丹
波
さ
ん
、
野
村
さ

ん
と
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
何
よ
り
も
、
ソ
連
と
い
う

も
の
を
い
ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
た
実
り
の
多
い
二
年
八
か
月
で
し
た
。 

 

■ 

国
際
情
勢
認
識 

 

吉
田 

で
は
、
第
二
回
の
質
問
項
目
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
１
の
（
１
）

当
時
の
国
際
情
勢
認
識
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
八
三
年
は
新
冷
戦
が
最
も
激

し
い
頃
で
、
先
ほ
ど
お
話
に
出
た
大
韓
航
空
機
撃
墜
事
件
も
あ
り
ま
す
し
、

九
月
に
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
「
エ
イ
ブ
ル
ア
ー
チ
ャ
ー
」
も
あ
っ
て
、
本
当
に
戦

争
の
危
機
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
当
時
、
外
務

省
内
で
米
ソ
戦
争
が
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
は
あ
り
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

そ
う
い
う
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
あ
の
当
時
、
私
の
耳
に
は
届
い

て
い
ま
せ
ん
。
ソ
連
課
で
は
、
米
ソ
の
戦
争
に
至
る
と
い
う
、
そ
こ
ま
で
の

意
識
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

冷
戦
が
ま
だ
続
く
と
い
う
認
識
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

ソ
連
崩
壊
な
ん
か
も
予
測
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
当
然
冷
戦
は

続
く
と
想
定
し
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
（M

ik
h

ail 

G
orbach

ev

）
が
出
て
き
て
少
し
は
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
す
が
、
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
あ
あ
い
う
形
で
ソ
連
が
終
わ
る
と
い
う
分
析
は
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
が
あ
の
時
代
の
世
界
の
普
通
の
国
際
情
勢
認
識
で
し
た
。 
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吉
田 

そ
の
一
方
で
、
冷
戦
が
熱
戦
に
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
あ
ま
り

考
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 
そ
れ
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
少
な
く
と
も
私
に
は
な
か
っ
た
。
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
の
極
秘
の
議
論
が
ど
う
な
っ
て
い
た
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
極

東
に
身
を
置
く
と
鈍
感
に
な
る
の
で
す
ね
。
一
般
的
な
認
識
は
、
欧
州
戦
域

で
ソ
連
が
優
位
に
立
っ
て
お
り
、
通
常
兵
力
に
関
し
て
言
え
ば
、
ソ
連
お
よ

び
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
（
Ｗ
Ｐ
Ｏ
）
軍
が
圧
倒
的
に
強
か
っ
た
。
だ
か
ら
、

あ
り
得
る
通
常
戦
争
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
は
、
東
西
ド
イ
ツ
の
国
境
線
が
破
ら

れ
て
、
Ｗ
Ｐ
Ｏ
軍
が
西
欧
に
攻
め
込
み
、
西
欧
が
完
全
に
落
と
さ
れ
る
前
に

米
軍
が
駆
け
つ
け
て
打
ち
負
か
す
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で
Ｗ
Ｐ
Ｏ
軍

に
攻
め
込
ま
せ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
戦
略
で
し
た
。
そ
こ
に
核

の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ラ
ダ
ー
と
い
う
考
え
方
が
生
じ
る
。
圧
倒
的
な
Ｗ

Ｐ
Ｏ
軍
の
侵
攻
に
対
し
、
米
国
の
核
を
使
っ
て
止
め
、
ソ
連
が
同
じ
レ
ベ
ル

の
核
で
反
撃
し
て
き
た
ら
、
さ
ら
に
核
攻
撃
の
ラ
ダ
ー
を
上
げ
、
最
後
は
全

面
的
な
核
攻
撃
に
至
る
。
こ
の
核
戦
略
の
信
頼
性
を
高
め
る
、
す
な
わ
ち
ア

メ
リ
カ
は
必
ず
核
を
使
う
と
ソ
連
に
確
信
さ
せ
る
こ
と
で
抑
止
力
が
生
ま
れ

る
。
こ
れ
は
優
勢
な
ソ
連
の
通
常
兵
力
に
対
し
ア
メ
リ
カ
が
核
を
先
制
使
用

す
る
こ
と
で
成
り
立
つ
戦
略
で
す
か
ら
、
先
制
不
使
用
な
ど
約
束
で
き
る
は

ず
が
な
い
。
ソ
連
は
世
論
が
な
い
か
ら
口
約
束
は
可
能
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
は

そ
う
は
い
か
な
い
。
だ
か
ら
常
に
緊
張
感
は
あ
っ
た
は
ず
で
す
。 

そ
こ
に
ソ
連
は
、
Ｓ
Ｓ−

20
と
い
う
、
欧
州
に
は
届
く
が
米
国
に
は
届
か

な
い
中
距
離
核
ミ
サ
イ
ル
を
欧
州
に
配
置
し
た
。
ソ
連
は
「
ソ
連
が
欧
州
に

し
か
届
か
な
い
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
場
合
で
も
、
ア
メ
リ
カ
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
や
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
破
壊
に
至
る
対
ソ
核
攻
撃
に
踏
み
切
り
ま
す

か
？
」
と
言
っ
て
、
欧
州
の
不
安
を
煽
る
戦
術
に
出
た
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ

カ
の
核
の
傘
、
拡
大
抑
止
の
信
頼
性
の
問
題
を
突
き
つ
け
て
き
た
わ
け
で
す
。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
不
安
化
さ
せ
る
政
治
的
兵
器
を
導
入
し
て
ゆ
さ
ぶ
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
、
客
観
情
勢
と
し
て
は
圧
倒
的
に
ソ
連
側
に
有
利
だ
っ
た
わ
け

で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
で
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は

大
軍
拡
に
は
し
り
、
次
の
段
階
に
入
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。 

欧
米
で
熱
戦
の
可
能
性
を
議
論
し
て
い
た
こ
と
は
あ
り
得
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
私
に
は
届
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

岩
間 

当
時
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
全
然
人
気
が
な
く
て
、

「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
に
も
反
発
が
強
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
外
務
省

で
は
レ
ー
ガ
ン
に
対
し
て
は
ど
ん
な
感
じ
を
持
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

い
や
、
そ
ん
な
に
悪
い
印
象
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
よ
。
中
曽
根
康
弘

総
理
と
の
関
係
も
良
か
っ
た
で
す
し
、
全
体
と
し
て
は
良
い
印
象
を
持
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
振
り
返
れ
ば
、
良
い
大
統
領
の
一
つ
の
型
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
レ
ー
ガ
ン
に
は
幾
つ
か
の
自
分
の
信
念
が
あ
り
、
そ
れ
は
全
て
ス
ピ

ー
チ
に
書
き
込
ま
れ
る
。
そ
れ
が
基
本
政
策
な
の
で
す
ね
。
ス
ピ
ー
チ
を
と

て
も
大
事
に
し
て
お
り―

―

逆
に
言
え
ば
そ
れ
以
外
は
あ
ま
り
気
に
し
な
い

の
で
す
が―

―

一
生
懸
命
に
準
備
し
、
国
民
の
胸
を
打
つ
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
。

ス
ピ
ー
チ
は
レ
ー
ガ
ン
の
思
想
を
反
映
し
、
そ
こ
で
大
方
針
を
示
し
た
の
で

す
。
一
つ
は
「
小
さ
な
政
府
」
。
民
間
に
任
せ
、
政
府
は
手
を
引
け
と
い
う

こ
と
。
二
つ
目
は
、
「
悪
の
帝
国
」
ソ
連
と
徹
底
的
に
戦
う
、
と
い
う
も
の

で
す
。 
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こ
の
大
き
な
基
本
方
針
の
下
で
、
実
際
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
シ
ュ
ル
ツ

（G
eorge P. S

ch
u

ltz

）
と
い
う
こ
の
前
亡
く
な
ら
れ
た
国
務
長
官
と
、
そ

れ
か
ら
も
う
一
人
、
ブ
ッ
シ
ュ
（G

eorge H
. W

. B
u

sh

）
副
大
統
領
の
友

人
の
ジ
ム
・
ベ
ー
カ
ー
（Jam

es A
. B

ak
er, III

）
財
務
長
官
に
す
べ
て
お

任
せ
で
し
た
。
著
し
く
優
秀
な
二
人
の
政
治
家
が
国
務
と
財
務
を
引
き
受
け

て
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
実
際
の
運
営
を
や
っ
て
い
た
の
で
す
ね
。
極
め
て
リ

ラ
イ
ア
ブ
ル
で
、
政
府
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
べ
ら
ぼ
う
に
良
か

っ
た
で
す
ね
、
ト
ラ
ン
プ
（D

on
ald J. T

ru
m

p

）
政
権
と
全
然
違
い
ま
す

か
ら
。
我
々
が
国
務
省
と
話
し
て
お
け
ば
シ
ュ
ル
ツ
に
上
が
り
、
シ
ュ
ル
ツ

が
「
イ
エ
ス
」
と
言
っ
た
ら
レ
ー
ガ
ン
も
「
イ
エ
ス
」
な
ん
で
す
。 

し
か
し
、
「
小
さ
な
政
府
」
と 

「
悪
の
帝
国
」
に
関
し
て
は
、
レ
ー
ガ

ン
は
絶
対
に
方
針
を
変
え
な
い
。
政
府
の
予
算
は
削
る
が
、
対
ソ
軍
拡
に
は

お
金
を
つ
け
る
こ
と
に
躊
躇
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
一
つ
の
例
が
、
米
ソ

の
間
で
成
立
し
た
相
互
確
証
破
壊
戦
略
を
め
ぐ
る
大
騒
動
で
す
。
レ
ー
ガ
ン

は
、
こ
の
基
本
戦
略
に
対
し
て
ノ
ー
を
出
し
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
自
分

の
国
民
を
守
ら
な
い
の
み
な
ら
ず
、
国
民
が
死
ぬ
こ
と
を
確
実
に
す
る
こ
と

に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
よ
う
な
戦
略
は
正
し
く
な
い
」
と
頑
張
る
わ
け
で

す
。
そ
こ
で
「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
的
な
、
宇
宙
を
巻
き
込
む
戦
争
戦
略
で

ソ
連
を
一
気
に
た
た
く
と
い
う
考
え
方
に
飛
び
つ
く
。
そ
れ
に
は
天
文
学
的

費
用
が
か
か
る
し
、
Ａ
Ｂ
Ｍ
（A

n
ti-ballistic M

issile: 

弾
道
弾
迎
撃
ミ

サ
イ
ル
）
条
約
を
含
め
て
既
存
の
軍
備
管
理
の
枠
組
み
を
反
故
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
シ
ュ
ル
ツ
た
ち
が
説
得
し
た
結
果
、
ぎ
り
ぎ
り
Ｓ
Ｄ
Ｉ

（S
trategic D

efen
se In

itiative: 

戦
略
防
衛
構
想
）
と
い
う
あ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
収
ま
る
わ
け
で
す
。 

 

し
か
し
、
レ
ー
ガ
ン
は
、
日
本
と
の
関
係
は
悪
く
な
か
っ
た
し
、
グ
レ
ー

ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
で
上
手
な
会
話
を
す
る
人
で
、
人
に
不
快
感
を
与

え
ま
せ
ん
。
日
本
と
の
関
係
は
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
時
代
は
む
し
ろ
よ
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。 

吉
田 

ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
（C

asper W
. W

ein
berger

）
国
防
長
官
の
印

象
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
ほ
う
が
、
ち
ょ
っ
と
突
出
し
て
レ
ー
ガ
ン
に
す

り
寄
っ
て
い
る
感
じ
が
し
て
い
ま
し
た
ね
。
こ
の
人
も
、
日
本
に
対
し
て
は

結
構
温
か
か
っ
た
で
す
ね
。
で
も
、
僕
ら
が
絶
対
的
な
信
頼
を
置
い
て
い
た

の
は
、
や
は
り
シ
ュ
ル
ツ
さ
ん
で
す
。
こ
の
人
は
日
本
で
も
大
変
尊
敬
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

 

ち
な
み
に
も
う
一
つ
付
け
加
え
て
お
く
と
、
結
局
Ｓ
Ｄ
Ｉ
に
代
表
さ
れ
る

ア
メ
リ
カ
の
軍
拡
が
ソ
連
を
崩
壊
に
導
い
た
と
い
う
の
は
そ
の
後
の
定
説
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
と
い
う

の
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
瞬
間
的
に
冷
戦
は
高
ま
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
結
果
と
し
て
ソ
連
と
い
う
レ
ジ
ー
ム
が
立
ち
行
か
な
く

な
っ
た
の
は
、
レ
ー
ガ
ン
が
軍
拡
を
仕
掛
け
た
か
ら
で
す
。
ト
ラ
ン
プ
陣
営

の
中
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
中
に
は
中
国
に
軍
拡
を
仕
掛
け
よ
う
と
し
た
人
が

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
時
代
の
米
ソ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
す
。
中
国
に
軍

拡
を
仕
掛
け
て
、
そ
れ
で
中
国
が
経
済
的
に
立
ち
行
か
な
い
よ
う
に
し
て
し

ま
お
う
と
、
本
気
で
考
え
て
い
た
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。 
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■ 

ソ
連
認
識 

 
吉
田 
１
の
（
２
）
に
移
り
た
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
逆
に
、
ソ
連
側
の
指

導
者
に
対
す
る
認
識
は
い
か
が
で
し
た
か
。
ち
ょ
う
ど
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ

（Y
u

ri A
n

dropov

）
、
チ
ェ
ル
ネ
ン
コ
（K

on
stan

tin
 C

h
ern

en
k

o

）
、

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
三
人
が
指
導
者
に
な
る
時
期
に
、
大
使
は
首
席
事
務
官
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
彼
ら
に
対
す
る
印
象
を
伺
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

宮
本 

私
は
ソ
連
課
時
代
、
八
四
年
二
月
に
死
去
し
た
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
と
八

五
年
三
月
に
死
去
し
た
チ
ェ
ル
ネ
ン
コ
の
葬
儀
を
経
験
し
ま
し
た
。
ソ
連
の

革
命
記
念
日
は
一
一
月
七
日
で
モ
ス
ク
ワ
は
寒
い
の
で
す
ね
。
ソ
連
の
指
導

者
は
年
寄
り
ば
か
り
で
、
こ
の
日
、
軍
事
パ
レ
ー
ド
な
ど
も
あ
っ
て
赤
の
広

場
に
長
時
間
立
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
こ
た
え
て
翌
冬
に
死
ぬ

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
な
ど
と
勝
手
に
推
測
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 

ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
は
、
八
二
年
一
一
月
の
ブ
レ
ジ
ネ
フ
死
去
の
後
、
Ｋ
Ｇ
Ｂ

の
ト
ッ
プ
は
ソ
連
共
産
党
の
ナ
ン
バ
ー
１
に
な
ら
な
い
と
い
う
慣
例
を
覆
し

て
書
記
長
に
な
っ
た
。
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
が
死
ぬ
と
、
党
内
力
学
と
い
う
か
、

他
に
人
材
が
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
も
年
寄
り
の
チ
ェ
ル

ネ
ン
コ
が
な
っ
た
。
能
力
と
い
う
よ
り
も
、
と
に
か
く
波
風
が
立
た
な
い
よ

う
に
ポ
ス
ト
を
埋
め
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
ね
。
こ
の
頃
は
本
当
に
変
わ
ら

な
い
ソ
連
、
変
わ
れ
な
い
ソ
連
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
眺
め
て

き
て
、
こ
れ
で
は
い
か
ん
と
思
っ
て
満
を
持
し
て
登
場
し
た
の
が
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
で
す
。
そ
し
て
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
に
始
ま
る
一
連
の
改
革
政
策
を
打
ち

出
し
て
い
き
ま
し
た
。 

吉
田 

外
務
省
側
で
も
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
出
て
き
て
ソ
連
が
変
わ
る
と
見

て
い
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

前
の
老
人
二
人
と
は
全
然
違
っ
て
、
何
か
す
る
だ
ろ
う
と
み
ん
な
思

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
そ
こ
ま
で
徹
底
し
た
改
革
を
す
る
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ソ
連
は
、
一
番
大
き
い
問
題
は
経
済
で
す
が
、
そ
れ

が
う
ま
く
い
か
ず
に
も
た
つ
い
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
中

心
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
改
革
を
し
て
い
く
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
ソ
連
共
産
党
が
あ
あ
い
う
形
で
終
わ
る
と
は
全
く
予
想
し
て
い
な
か

っ
た
で
す
ね
。 

 

私
が
中
国
式
に
人
の
要
素
を
重
視
し
て
、
「
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
若
く
て
ま

だ
モ
ス
ク
ワ
に
自
分
の
勢
力
の
根
拠
地
が
な
い
。
そ
こ
を
固
め
て
実
際
に
動

か
せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
」
と
言
う
と
、

ソ
連
の
専
門
家
た
ち
は
異
口
同
音
に
「
ソ
連
共
産
党
は
ポ
ス
ト
が
大
事
で
あ

り
、
ポ
ス
ト
に
就
け
ば
や
れ
る
」
と
断
言
し
て
い
ま
し
た
ね
。
結
局
、
彼
ら

が
正
し
か
っ
た
わ
け
で
す
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
登
場
は
実
に
颯
爽
と
し
て
い

ま
し
た
よ
。 

合
六 

七
〇
年
代
末
ぐ
ら
い
か
ら
緊
張
緩
和
が
徐
々
に
後
退
し
て
い
っ
て
、

ま
さ
に
大
使
が
ソ
連
課
に
入
っ
た
頃
に
新
冷
戦
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
軍
事

的
に
は
ソ
連
は
ど
ん
ど
ん
軍
拡
を
進
め
て
、
ま
た
地
域
的
に
は
第
三
世
界
で

も
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
行
動
を
示
す
。
他
方
で
、
ま
さ
に
同
時
期
は
政
治
的
あ

る
い
は
経
済
的
に
は
停
滞
の
時
期
。
今
か
ら
見
る
と
そ
う
い
う
ふ
う
に
整
理

で
き
る
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
同
時
代
的
に
は
ソ
連
課
あ
る
い
は
大
使
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は
、
ソ
連
と
い
う
国
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

ソ
連
が
な
か
な
か
大
変
だ
と
い
う
の
は
、
あ
る
程
度
推
測
し
て
い
ま

し
た
が
、
本
当
に
ど
れ
ぐ
ら
い
大
変
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
は

っ
き
り
し
た
と
こ
ろ
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
ソ
連
は
ま
だ
ま

だ
我
々
に
対
抗
し
て
必
要
な
ら
ば
軍
拡
を
仕
掛
け
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
の
が
当
時
の
一
般
的
な
見
方
で
し
た
ね
。 

合
六 

で
は
、
落
ち
目
だ
か
ら
楽
観
的
に
な
れ
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
雰
囲

気
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
は
、
そ
の
前
の
カ
ー
タ
ー

（Jim
m

y E
. C

arter

）
の
融
和
外
交
に
強
く
反
発
し
て
お
り
、
ト
ラ
ン
プ

に
似
て
い
ま
す
が
、
「
ア
メ
リ
カ
・
イ
ズ
・
グ
レ
イ
ト
」
で
あ
っ
て
「
ソ
連

ご
と
き
に
は
負
け
な
い
、
叩
き
潰
す
」
と
い
う
決
意
で
大
統
領
に
な
っ
た
。

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
登
場
は
、
あ
の
時
代
の
米
ソ
関
係
に
と
っ
て
著
し
く
重

要
な
こ
と
で
し
た
。 

岩
間 

当
時
、
時
々
モ
ス
ク
ワ
に
出
張
な
さ
っ
た
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、

一
般
市
民
の
生
活
水
準
と
か
消
費
物
資
と
か
に
つ
い
て
何
か
ご
印
象
は
ご
ざ

い
ま
す
か
。 

宮
本 

そ
れ
は
低
か
っ
た
で
す
し
、
モ
ス
ク
ワ
に
行
っ
て
も
商
店
に
は
あ
ま

り
物
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
「
モ
ス
ク
ワ
で
自
動
車
免
許
を
と
っ
た
人

は
信
用
し
ち
ゃ
い
け
な
い
」
と
、
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
よ
。
外
国
た
ば

こ
一
カ
ー
ト
ン
で
免
許
証
が
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
ソ
連

は
経
済
的
に
大
し
て
豊
か
じ
ゃ
な
い
ま
ま
何
十
年
間
も
や
っ
て
き
て
い
ま
す

し
、
戦
争
す
る
能
力
は
着
実
に
増
強
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ

う
簡
単
に
ソ
連
が
倒
れ
る
と
い
う
認
識
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

吉
田 

１
の
（
４
）
と
絡
ん
で
く
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
国
務
省
で
も
ソ
連

と
の
対
決
姿
勢
が
強
ま
っ
て
い
る
雰
囲
気
は
あ
り
ま
し
た
か
。 

宮
本 

そ
れ
は
あ
り
ま
す
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
で
は
ソ
連
宥
和
と
い
う
立
場
の

人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。
東
京
も
「
悪
の
帝
国
」
ソ
連
に
対
抗

す
る
気
持
ち
は
強
か
っ
た
で
す
ね
。 

吉
田 

そ
れ
で
一
丸
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

ソ
連
は
、
日
ソ
中
立
条
約
を
破
り
、
日
本
人
を
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
し
、

北
方
領
土
を
不
法
占
拠
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
「
悪
の
帝
国
」
で
す
よ
ね
。

そ
ん
な
雰
囲
気
で
す
。
だ
か
ら
、
レ
ー
ガ
ン
と
は
波
長
が
合
う
わ
け
で
す
。

公
平
の
た
め
に
補
足
し
ま
す
と
、
ロ
シ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
が
対
ソ
強
硬
一
本
槍

だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
野
村
課
長
は
地
道
に
ソ
連
と
の
意
思
疎
通
の
強
化

と
関
係
改
善
を
心
が
け
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
基
本
は
、
そ
う
い
う
ソ
連

に
対
し
て
は
日
米
で
結
束
し
て
強
く
当
た
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

吉
田 

（
４
）
の
と
こ
ろ
で
、
実
際
の
資
料
は
手
元
に
は
な
い
の
で
す
が
、

ソ
連
に
関
す
る
日
米
間
の
非
公
式
協
議
と
い
う
の
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い

た
よ
う
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
関
し
て
ご
記
憶
の
こ
と
は
ご
ざ
い
ま

す
か
。 

宮
本 

細
か
な
こ
と
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
然
ア
メ
リ
カ
と
は
密
接
な

意
思
疎
通
を
図
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
を
や
っ
て
お
か
な
い
と
何
か
あ

っ
た
と
き
に
す
り
合
わ
せ
が
難
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
ソ
連
を
ど
う
眺
め
、

ソ
連
に
対
し
て
ど
う
対
応
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
お
互
い
す
り
合
わ
せ
て
い

た
は
ず
で
す
。
外
交
と
し
て
は
い
わ
ば
当
然
の
こ
と
で
、
日
常
ベ
ー
ス
で
し
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っ
か
り
と
責
任
者
同
士
が
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
で
話
を
し
て
意

思
疎
通
し
て
お
く
こ
と
は
大
変
役
に
立
ち
ま
す
。
ソ
連
に
関
す
る
非
公
式
協

議
と
い
う
の
は
、
意
識
的
に
や
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 
こ
れ
は
課
長
が
主
軸
で
す
か
。 

宮
本 

当
然
そ
う
な
り
ま
す
。
ワ
シ
ン
ト
ン
で
散
々
丹
波
節
を
ぶ
ち
上
げ
た

は
ず
で
す
よ
。 

合
六 

丹
波
さ
ん
は
、
八
四
年
一
月
ま
で
ソ
連
課
長
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
後
ど
こ
に
行
く
の
で
す
か
。 

宮
本 

モ
ス
ク
ワ
の
大
使
館
で
名
称
公
使
と
し
て
館
の
ナ
ン
バ
ー
２
に
な
り

ま
す
。
松
永
（
信
雄
）
事
務
次
官
の
強
い
意
向
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

丹
波
さ
ん
の
年
次
で
は
ま
だ
参
事
官
し
か
や
れ
ず
、
当
初
打
診
さ
れ
た
公
使

ポ
ス
ト
は
や
れ
な
い
と
い
う
理
由
で
断
ろ
う
と
す
る
と
、
次
官
が
「
そ
れ
じ

ゃ
名
称
公
使
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
赴
任
が
決
ま
っ
た
よ
う
で
す
。 

吉
田 

こ
の
時
期
の
駐
ソ
公
使
が
空
席
に
な
っ
て
い
た
か
ら
何
で
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
事
情
だ
っ
た
の
で
す
ね
。 

合
六 

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
か
ら
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
も
再
選
を
目
指
し
て
、

徐
々
に
ソ
連
に
対
し
て
穏
健
な
姿
勢
を
示
し
て
い
く
感
じ
に
な
り
ま
す
。
八

三
年
が
米
ソ
の
緊
張
が
最
も
高
ま
っ
た
時
期
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
か
ら
や

や
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
っ
て
、
八
五
年
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
就
く
と
徐
々

に
米
ソ
の
緊
張
緩
和
の
機
運
と
い
う
の
が
高
ま
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
こ
う

し
た
動
き
に
対
し
て
、
そ
れ
ま
で
レ
ー
ガ
ン
の
や
り
方
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
外
務
省
の
雰
囲
気
、
ま
た
丹
波
さ
ん
の
雰
囲
気
に
変
化
が
見
ら
れ
た
と
い

う
印
象
は
あ
り
ま
す
か
。 

宮
本 

ア
メ
リ
カ
で
は
世
論
に
敏
感
に
反
応
す
る
議
会
が
あ
り
、
二
年
に
一

回
何
か
の
選
挙
を
迎
え
る
わ
け
で
、
そ
の
選
挙
を
ど
う
乗
り
切
る
か
と
い
う

の
が
大
統
領
に
と
っ
て
は
重
要
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ソ
連
と
の
関

係
を
も
う
少
し
良
く
し
よ
う
と
い
う
の
が
国
内
の
ム
ー
ド
で
、
レ
ー
ガ
ン
が

戦
術
的
に
修
正
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
し
か
し
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
あ
あ
い

う
人
で
す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
対
ソ
政
策
が
根
本
か
ら
変
わ
る
と
い
う
気
配

は
全
く
な
か
っ
た
で
す
ね
。
た
だ
、
雰
囲
気
は
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
登
場
で
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。 

武
田 

丹
波
課
長
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
側
の
反
応
と
い
う
か
、
評
価
み
た
い

な
も
の
を
大
使
が
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。 

宮
本 

特
に
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
の
は
自
分

の
意
見
が
明
確
に
あ
る
人
、
傾
聴
に
値
す
る
意
見
や
視
点
と
い
う
も
の
を
持

っ
て
い
る
人
を
評
価
し
ま
す
。
丹
波
さ
ん
は
心
情
的
に
は
ア
メ
リ
カ
が
好
き

で
、
ソ
連
は
嫌
い
で
怒
っ
て
い
ま
す
が
ア
メ
リ
カ
は
好
き
で
怒
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
側
も
そ
れ
が
分
か
る
の
で
な
い
で
す
か
。 

武
田 

少
し
前
の
時
期
に
な
る
の
で
す
が
、
七
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
文
書

を
見
て
い
る
と
、
西
廣
整
輝
さ
ん
と
佐
藤
行
雄
大
使
と
と
も
に
丹
波
大
使
の

名
前
が
出
て
き
ま
し
て
、
今
後
が
期
待
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
書
い

て
あ
り
ま
し
た
。 

宮
本 

戦
後
、
平
和
憲
法
に
代
表
さ
れ
る
日
本
社
会
の
大
き
な
枠
組
み
の
中

で
、
日
本
の
防
衛
政
策
と
い
う
の
は
、
本
来
あ
る
べ
き
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
も
の
に
な
か
な
か
近
づ
か
な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
を
本
来
あ
る
べ
き
姿

に
近
づ
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
理
論
武
装
し
て
頑
張
っ
た
の
が
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西
廣
さ
ん
で
す
ね
。
ま
さ
に
リ
ア
リ
ス
ト
で
す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
す
る

と
望
ま
し
い
人
が
防
衛
庁
に
出
て
き
て
く
れ
た
な
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。 

 

外
務
省
で
戦
略
論
を
本
格
的
に
や
っ
た
の
は
佐
藤
さ
ん
以
降
な
の
で
す
ね
。

安
全
保
障
戦
略
と
い
う
も
の
を
身
に
つ
け
た
世
代
の
最
初
が
佐
藤
行
雄
で
あ

り
、
そ
の
後
が
丹
波
實
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
二
人
と
も
安
保
課
長
経
験
者
で

あ
り
、
外
務
省
で
は
安
保
課
長
が
安
全
保
障
分
野
の
核
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
彼
ら
が
い
ろ
い
ろ
な
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
く
の
で
す
が
、
安
保
課

長
を
や
っ
て
い
る
こ
と
で
自
動
的
に
安
全
保
障
の
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
く

わ
け
で
す
。 

吉
田 

ソ
連
の
外
務
大
臣
が
グ
ロ
ム
イ
コ
（A

n
drei G

rom
yk

o

）
か
ら
シ

ュ
ワ
ル
ナ
ゼ
（E

du
ard S

h
evardn

adze
）
に
代
わ
る
と
い
う
の
が
八
五

年
七
月
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
関
し
て
は
ど
ん
な
印
象
で
し
た
か
。 

宮
本 

グ
ロ
ム
イ
コ
は
「
ミ
ス
タ
ー
・
ニ
エ
ッ
ト
」
で
表
情
も
動
か
さ
な
い
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
ソ
連
共
産
党
の
中
で
あ
れ
だ
け
長
い
こ
と
外
務
大
臣
で
い

ら
れ
ま
せ
ん
よ
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
話
し
づ
ら
い
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
シ

ュ
ワ
ル
ナ
ゼ
さ
ん
の
ほ
う
が
話
し
や
す
い
感
じ
の
人
だ
っ
た
で
す
ね
。 

吉
田 

大
使
が
直
接
シ
ュ
ワ
ル
ナ
ゼ
外
相
と
お
会
い
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。 

宮
本 

ソ
連
課
時
代
と
い
う
よ
り
は
、
私
は
八
七
年
一
一
月
か
ら
宇
野
宗
佑

外
務
大
臣
の
秘
書
官
を
や
り
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
に
、
シ
ュ
ワ
ル
ナ
ゼ
外

相
と
の
会
談
に
何
度
か
同
席
し
て
い
ま
す
。 

 

■ 

Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
と
Ｓ
Ｓ−

20
極
東
配
備 

 

吉
田 

次
は
２
番
で
す
ね
。
Ｉ
Ｎ
Ｆ
に
関
す
る
米
ソ
交
渉
に
つ
い
て
伺
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
７
）
ま
で
あ
る
の
で
す
が
、
一
つ
ず
つ
お
聞
き
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
（
１
）
で
す
が
、
当
時
、
ソ
連
が
Ｓ
Ｓ−

20
を
欧
州

部
だ
け
で
な
く
て
極
東
部
に
も
配
備
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
外
務
省
で
は
こ

の
ソ
連
の
配
備
の
目
的
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

ソ
連
課
時
代
は
、
政
策
は
課
長
、
課
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
首
席
事
務

官
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
ソ
連
課
な
い
し
外
務
省
云
々
と
い
う
の
は

お
こ
が
ま
し
い
の
で
す
が
、
ソ
連
が
何
の
目
的
も
な
く
極
東
配
備
を
す
る
わ

け
は
な
い
の
で
、
警
戒
は
し
て
い
た
は
ず
で
す
。
ソ
連
は
、
当
然
、
極
東
の

米
軍
基
地
と
結
び
つ
け
て
き
た
で
し
ょ
う
し
、
い
ざ
と
な
れ
ば
Ｓ
Ｓ−

20
の

削
減
を
米
軍
の
削
減
と
結
び
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
極
東
に
お
け
る
戦
力

バ
ラ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
圧
倒
的
に
ア
メ
リ
カ
が
強
い
わ
け
で
す
が
、
ソ
連
に

少
し
で
も
有
利
に
す
る
た
め
に
Ｓ
Ｓ−

20
を
使
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

い
う
こ
と
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
ね
。 

 

そ
れ
か
ら
中
国
に
対
す
る
抑
え
と
い
う
の
も
当
然
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
よ
り
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
ほ
う
が
中
国
に
対
し
て
は
使
い
や
す

い
。
当
時
の
中
国
軍
の
実
力
は
ソ
連
に
は
は
る
か
に
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
れ
で
も
恐
怖
感
は
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
私
が
外
務
省
に
入
る
直
前
、
六
九

年
三
月
に
中
ソ
は
国
境
の
珍
宝
島
（
ダ
マ
ン
ス
キ
ー
島
）
で
衝
突
し
て
い
た

の
で
す
が
、
入
省
後
、
世
界
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
情
報
電
が
入
っ
て
く
る
中
で
、

林
彪
が
会
議
で
「
ソ
連
と
の
戦
争
を
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。
民
兵
も
集
め
れ
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ば
我
々
は
四
億
の
兵
を
組
織
で
き
る
。
中
ソ
国
境
を
越
え
る
と
き
に
半
分
は

命
を
落
と
す
だ
ろ
う
が
、
残
っ
た
兵
で
ソ
連
に
攻
め
込
む
」
と
言
っ
た
と
い

う
の
で
す
ね
。
ソ
連
の
人
口
と
同
数
の
中
国
兵
が
な
だ
れ
込
ん
で
く
る
わ
け

で
す
。
だ
か
ら
、
逆
に
ソ
連
は
中
国
に
対
す
る
核
の
使
用
の
可
能
性
を
意
識

的
に
流
し
て
い
ま
し
た
よ
。
や
は
り
中
国
の
巨
大
な
人
口
と
い
う
の
は
脅
威

な
わ
け
で
、
核
の
抑
止
力
と
い
う
も
の
は
中
国
と
の
関
係
で
意
識
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
ね
。 

 

で
す
か
ら
、
間
違
い
な
く
こ
こ
（
参
考
資
料
②
）
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う

な
状
況
認
識
で
、
極
東
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ス
を
ソ
連
に
有
利
に
展
開
す
る
上

で
Ｓ
Ｓ−

20
を
使
う
し
、
移
動
可
能
な
兵
器
で
す
か
ら
、
い
ざ
と
な
れ
ば
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
引
き
返
せ
ば
い
い
わ
け
で
す
。
逆
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
配
備
し
た

も
の
を
ア
ジ
ア
に
持
っ
て
き
て
も
い
い
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
自
由
な
、
自

分
た
ち
の
使
い
勝
手
の
良
い
材
料
を
で
き
る
だ
け
手
元
に
置
い
て
お
く
。
撤

去
し
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
理
屈
を
ひ
ね
り
だ
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
手
を

尽
く
す
。
我
々
は
ソ
連
を
そ
う
い
う
風
に
見
て
い
ま
し
た
。 

ソ
連
の
脅
威
が
急
に
高
ま
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

弾
頭
数
で
い
う
と
ア
メ
リ
カ
を
圧
倒
的
に
上
回
る
も
の
を
既
に
ソ
連
は
持
っ

て
い
た
わ
け
で
す
。
ソ
連
の
核
兵
器
は
、
ア
メ
リ
カ
に
向
か
っ
て
い
る
け
れ

ど
も
、
当
然
日
本
に
も
向
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
に
本
質
的
に

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
で
、
い
ろ
い
ろ
動
い
て
い
る
と
い
う
意
識
で

し
た
。
だ
か
ら
Ｓ
Ｓ−

20
の
登
場
で
世
の
中
が
ひ
っ
く
り
返
る
と
い
う
意
識

は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
大
き
な
安
全
保
障
の
構
図
が
変
わ
る
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
本
に
ど
う
い
う
ふ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
在
日

米
軍
も
含
め
た
米
軍
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
兵
力
水
準
に
ど
う
い
う
影
響
を
及

ぼ
す
の
か
、
な
ど
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
。 

 

そ
れ
と
も
う
一
つ
は
、
こ
こ
（
二
〇
二
〇
年
九
月
一
九
日
の
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ

で
の
第
一
三
回
公
開
研
究
会
）
で
も
議
論
し
た
よ
う
に
、
日
米
安
全
保
障
条

約
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
が
弱
ま
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
い
う
意
識
は

あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
研
究
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
よ
く
お
分
か
り
だ
と
思

い
ま
す
が
、
あ
の
当
時
は
日
米
安
全
保
障
条
約
に
対
す
る
日
本
国
民
の
否
定

的
な
感
情
は
今
よ
り
も
は
る
か
に
強
か
っ
た
の
で
す
ね
。
着
実
に
支
持
す
る

人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
八
〇
年
代
は
現
在
よ
り
は
否
定
的
な

見
方
を
す
る
人
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
わ
け
で
す
。
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
論

が
国
民
世
論
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
得
る
世
論
環
境
で
し
た
。
そ
う

い
う
中
で
、
「
本
気
で
ア
メ
リ
カ
が
日
本
を
守
る
気
が
あ
る
の
か
ど
う
か
」

と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
行
わ
れ
た
デ
ィ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
議
論
が
起
こ
る
の

は
悪
夢
で
し
た
ね
。
我
々
は
Ｓ
Ｓ−

20
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
と
い
う
の
は
必
要
不
可
欠

な
兵
器
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
分
断
す
る
政
治
的
な
兵
器

だ
と
見
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
ソ
連
の
最
大
の
狙
い
で
し
た
。
Ｓ
Ｓ−

20
の

導
入
に
よ
り
、
西
ド
イ
ツ
が
動
揺
し
、
パ
ー
シ
ン
グ
II
導
入
に
対
し
国
民

の
反
対
が
起
こ
る
わ
け
で
す
。
ソ
連
の
見
事
な
世
論
戦
だ
と
見
て
い
ま
し
た
。 

吉
田 

以
前
ご
教
示
い
た
だ
い
た
大
使
の
論
文
（
参
考
資
料
①
）
を
調
べ
て

み
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
も
、
必
ず
し
も
ア
ジ
ア
諸
国
は
Ｓ
Ｓ−

20

の
軍
事
的
脅
威
を
強
く
は
感
じ
な
か
っ
た
と
い
う
旨
を
書
い
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
こ
の
理
由
と
い
う
の
は
、
や
は
り
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

既
に
ソ
連
の
核
の
脅
威
に
長
年
さ
ら
さ
れ
て
い
た
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
り
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ま
す
か
。 

宮
本 

ア
ジ
ア
と
い
っ
て
も
、
米
ソ
の
冷
戦
を
気
に
し
て
い
た
の
は
日
本
と

韓
国
と
中
国
ぐ
ら
い
で
す
よ
。
他
の
国
は
関
係
な
い
。
米
ソ
冷
戦
は
西
側
と

東
側
の
対
決
で
あ
り
、
大
多
数
の
第
三
世
界
の
国
々
は
関
係
な
か
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
か
ら
、
日
本
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
安
全
保
障
認
識
と
い
う
の

は
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
へ
の
安
心
感
も
あ
っ
て
、
議
論
は
低
調
で
し
た
よ
。

Ｓ
Ｓ−

20
の
問
題
に
関
し
て
言
え
ば
、
日
本
が
一
番
強
く
反
応
し
た
の
で
あ

っ
て
、
他
の
国
は
も
う
ほ
と
ん
ど
反
応
し
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

岩
間 

日
本
も
外
務
省
だ
け
で
し
た
よ
ね
。 

宮
本 

そ
う
か
も
し
れ
な
い
。 

岩
間 

一
般
の
関
心
は
本
当
に
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

宮
本 

防
衛
省
は
入
れ
ま
し
ょ
う
。 

岩
間 

そ
う
で
す
ね
。
防
衛
省
、
当
時
は
庁
で
す
か
。 

宮
本 

防
衛
庁
で
は
、
個
人
的
に
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
人
は
い
た
と
思

い
ま
す
が
、
組
織
と
し
て
は
ま
だ
そ
う
い
う
体
制
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

軍
備
管
理
・
軍
縮
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
関
心
を
持
つ
の
で
は
な
く
て
、
日

常
的
な
自
衛
力
の
整
備
で
あ
る
と
か
基
地
問
題
で
あ
る
と
か
に
忙
し
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
問
題
に
関
し
て
は
基
本
的
に
は
外
務
省
と
官

邸
が
や
り
ま
し
た
。
防
衛
庁
と
公
式
に
相
談
し
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

だ
そ
う
い
う
体
制
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。
た
だ
、
後
で
も
出
て

く
る
と
思
い
ま
す
が
、
外
務
省
に
出
向
し
て
き
て
い
た
自
衛
隊
の
制
服
の
人

た
ち
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
の
軍
事
的
な
専
門
知
識
に
裏

打
ち
さ
れ
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
な
け
れ
ば
、
外
務
省
の
対
応
の
水
準
は
か
な
り

落
ち
て
い
た
と
思
い
ま
す
よ
。 

吉
田 

２
の
（
２
）
と
（
３
）
が
若
干
重
な
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
で
す
が
、

ソ
連
が
Ｓ
Ｓ−

20
の
基
地
を
極
東
部
で
か
な
り
増
強
す
る
一
方
で
欧
州
部
で

は
あ
ま
り
増
強
し
な
い
と
い
う
流
れ
が
、
八
三
年
に
な
っ
て
出
て
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
発
言
と
か
グ
ロ
ム
イ
コ
発
言
で
、
ソ

連
が
Ｓ
Ｓ−

20
を
極
東
に
移
転
す
る
と
い
う
案
を
提
示
し
始
め
ま
す
。
こ
れ

ら
に
関
す
る
ソ
連
の
狙
い
を
、
当
時
の
ソ
連
課
で
は
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

正
確
に
ど
う
分
析
し
た
か
と
い
う
の
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ソ
連
に
と
っ
て
何
か
デ
ィ
ー
ル
を
す
る
と
き
に
、
極
東
に
も
置
い
て
お
い
た

方
が
有
利
で
す
よ
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
連
中
に
「
極
東
に
置
い
て
い
る
ん
だ

か
ら
心
配
す
る
な
」
と
言
え
る
し
、
極
東
に
増
や
し
た
も
の
は
必
要
な
と
き

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
持
っ
て
い
け
る
。
ソ
連
は
、
ど
う
し
た
ら
う
ま
く
Ｓ
Ｓ−

20
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
配
備
が
進
む
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
主
た
る
シ
ア
タ
ー
と

し
た
世
論
戦
を
考
え
て
い
ま
し
た
よ
。
ソ
連
に
と
っ
て
は
、
日
本
な
ん
か
は

付
け
足
し
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
論
と
の
関
係
で
、
と
い

う
こ
と
で
す
よ
ね
。 

吉
田 

第
一
義
的
に
は
、
西
欧
で
の
世
論
戦
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
日
本
を
少
し
揺
さ
ぶ
っ
て
や
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
、
日
本
の
米
軍
基
地
か
何
か
を
言
い
出
す
わ
け
で
す
ね
。 

吉
田 

当
時
の
丹
波
課
長
の
論
文
、
資
料
②
を
拝
見
す
る
と
、
ソ
連
が
日

米
・
日
欧
の
離
間
を
狙
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た
意
識
は
強
か
っ
た
の
で
す
か
。 

55



宮
本 

そ
れ
は
も
う
常
識
で
し
た
ね
。 

吉
田 

こ
れ
は
も
う
共
通
の
認
識
で
す
か
。 

宮
本 
共
通
の
認
識
で
す
ね
。
現
在
、
中
国
が
日
米
離
間
を
や
っ
て
い
る
と

す
ぐ
言
わ
れ
ま
す
が
、
あ
の
頃
は
そ
れ
以
上
に
、
ソ
連
が
ま
た
日
米
離
間
、

日
欧
離
間
に
来
た
な
と
思
い
ま
し
た
よ
。
現
に
ソ
連
は
そ
う
し
て
き
た
。 

吉
田 

突
如
警
戒
心
が
外
務
省
内
に
高
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
て
、

ま
た
や
っ
て
き
た
な
と
い
う
感
じ
で
す
か
。 

宮
本 

ソ
連
に
対
し
て
は
一
貫
し
て
警
戒
心
が
あ
り
ま
す
か
ら
。
外
務
省
が

ソ
連
に
対
し
て
警
戒
心
を
緩
め
た
こ
と
は
一
回
も
な
い
は
ず
で
す
。 

吉
田 

当
時
の
文
書
、
特
に
丹
波
課
長
の
文
書
を
拝
見
す
る
と
、
日
本
に
対

す
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
作
戦
が
か
な
り
強
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
は
そ
の
一
部
だ
と
い
う
ふ
う
に
認
識
さ

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

そ
れ
は
ウ
ラ
ム
先
生
が
『
膨
張
と
共
存
』
に
書
い
て
い
る
と
お
り
で

す
よ
。
ソ
連
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
国
で
あ
り
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
で
も
当
然
そ
の
要
素

を
色
濃
く
持
っ
て
い
ま
す
。 

岩
間 

当
時
、
こ
う
い
う
軍
事
的
な
情
報
に
関
し
て
は
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス

に
頼
っ
て
お
ら
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
一
定
の
情
報
を
も
ら

え
て
い
た
の
か
。 

宮
本 

主
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
ソ
連
課
に
い
た
時
代

は
、
日
米
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
結
構
あ
っ
た
。 

吉
田 

ソ
連
課
の
フ
ァ
イ
ル
の
中
に
、
駐
米
大
使
館
に
い
た
岡
本
行
夫
さ
ん

が
ア
メ
リ
カ
か
ら
情
報
を
も
ら
っ
て
き
て
い
る
文
書
が
あ
り
ま
す
。 

宮
本 

岡
本
さ
ん
は
一
等
書
記
官
か
何
か
で
ワ
シ
ン
ト
ン
に
勤
務
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
よ
。 

吉
田 

ソ
連
課
も
や
は
り
そ
う
い
っ
た
情
報
を
得
て
い
た
？ 

宮
本 

米
ソ
交
渉
に
関
す
る
も
の
は
、
そ
の
背
景
情
報
を
含
め
全
部
ソ
連
課

に
来
て
い
ま
し
た
。 

 

■ 

対
ソ
抗
議 

 

吉
田 

２
の
（
３
）
の
後
段
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
資
料
の
③
④
⑤
⑥

と
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
日
本
が
こ
の
時
期
対
ソ
抗
議
を
か
な

り
強
め
て
い
る
印
象
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
時
期
の
日
本
の
対
ソ
抗
議
お
よ

び
対
米
協
議
に
つ
い
て
、
ご
記
憶
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
伺
え
れ
ば
と

思
い
ま
す
。 

宮
本 

む
し
ろ
こ
の
資
料
を
読
ん
で
思
い
出
す
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
の
で
す

が
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
い
ろ
い
ろ
注
文
を
つ
け
る
に
し
て
も
、
そ
の
原
因
を

つ
く
っ
て
い
る
の
は
ソ
連
で
あ
り
、
直
接
ソ
連
に
言
わ
な
い
の
は
お
か
し
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
、
自
分
は
何
も
や
ら
ず
に
頼
み
ご

と
ば
か
り
す
る
の
は
、
大
人
の
外
交
と
し
て
は
お
か
し
い
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

直
接
自
分
で
も
言
わ
な
い
と
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

直
接
我
々
の
懸
念
と
か
問
題
点
を
ソ
連
に
対
し
て
も
言
っ
て
お
く
。

ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
は
「
我
々
は
直
接
ソ
連
に
も
言
っ
て
い
る
。
我
々
の
懸

念
を
十
分
配
慮
し
て
対
ソ
交
渉
を
や
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
な
い
と
迫
力
は
な

い
で
す
よ
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
対
ソ
抗
議
が
、
ど
れ
ほ
ど
効
果
が
あ
る
か
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楽
観
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
米
ソ
交
渉
に
お
い
て
、
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ー
ド
の
ウ

エ
イ
ト
は
限
り
な
く
小
さ
い
で
す
よ
。
だ
か
ら
ソ
連
が
対
応
を
変
え
る
な
ん

て
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
で
日
本
も
外

交
努
力
を
し
ま
せ
ん
と
、
何
で
も
か
ん
で
も
ア
メ
リ
カ
に
や
っ
て
く
だ
さ
い

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
も
ち
ろ
ん
ソ
連
に
対
す
る
日
本
の
懸
念
の
伝

え
方
も
慎
重
に
検
討
の
要
あ
り
で
す
。
あ
ま
り
ソ
連
を
利
す
る
よ
う
な
懸
念

は
伝
え
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
か
ら
。
弱
み
と
受
け
と
ら
れ
ま
す
か
ら
ね
。 

吉
田 

そ
こ
の
と
こ
ろ
は
難
し
い
で
す
ね
。 

宮
本 

難
し
い
と
い
う
か
、
考
え
れ
ば
す
ぐ
分
か
る
の
で
、
そ
こ
を
踏
ま
え

な
が
ら
ソ
連
に
対
し
て
厳
し
い
姿
勢
を
し
っ
か
り
と
示
し
て
お
く
と
い
う
こ

と
で
す
。
な
お
か
つ
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
は
ち
ゃ
ん
と
す
り
合
わ
せ
を
し
て

一
枚
岩
で
や
っ
て
い
る
の
で
、
日
米
の
分
断
は
無
駄
な
努
力
で
す
よ
、
と
い

う
こ
と
を
分
か
ら
せ
る
の
は
悪
く
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。 

吉
田 

対
ソ
抗
議
に
は
日
本
の
国
民
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
も
あ
る
と
い
う
こ

と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

そ
れ
は
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の
問
題
で
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
あ
っ

た
か
。
国
民
の
関
心
は
低
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。
一
般
論
と
し
て
言
え
ば
、

国
民
、
と
り
わ
け
右
サ
イ
ド
向
け
に
、
政
府
も
や
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

お
こ
う
と
い
う
側
面
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

右
翼
に
。
そ
ち
ら
側
へ
の
ア
ピ
ー
ル
な
の
で
す
ね
。 

宮
本 

た
だ
外
務
省
は
、
反
ソ
と
か
親
ソ
と
か
で
は
な
く
、
日
本
全
体
の
利

益
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
判
断
し
、
そ
れ
に
従
い
行
動
す
る
わ
け
で
す
。

き
れ
い
ご
と
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
教
育
さ
れ
訓
練
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
日
中
航
空
協
定
の
台
湾
問
題
が
ら
み
で
、
七
四
年
一
月
に
大

平
（
正
芳
）
外
相
が
訪
中
さ
れ
、
政
治
決
断
を
逡
巡
さ
れ
て
い
る
と
、
同
席

し
て
い
た
外
務
省
の
諸
先
輩
が
「
大
臣
、
ご
決
断
く
だ
さ
い
。
歴
史
家
が
ど

う
記
載
す
る
か
お
考
え
く
だ
さ
い
」
と
説
得
す
る
わ
け
で
す
。
丹
波
さ
ん
も

一
等
書
記
官
で
そ
の
場
に
い
ま
し
た
よ
。 

私
は
、
日
ソ
漁
業
交
渉
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ソ
連
が
漁

獲
高
と
、
幾
つ
か
の
日
本
の
港
へ
の
ソ
連
漁
船
の
入
港
問
題
を
絡
め
て
き
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
水
産
庁
は
漁
獲
高
を
重
視
し
、
受
け
い
れ
に
傾
く
の

で
す
が
、
外
務
省
は
情
報
収
集
の
た
め
の
艤
装
漁
船
を
紛
れ
込
ま
せ
て
く
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
反
対
し
て
い
ま
し
た
。
「
ソ
連
の
ス
パ
イ
工
作
に
乗
っ

ち
ゃ
い
か
ん
」
と
い
う
の
は
丹
波
課
長
も
そ
う
で
す
し
、
外
務
省
全
体
が
そ

う
で
し
た
よ
。
水
産
庁
と
交
渉
し
て
い
た
の
が
私
で
、
ど
こ
で
聞
き
及
ん
だ

か
知
り
ま
せ
ん
が
、
右
翼
の
街
宣
車
が
外
務
省
の
近
く
に
来
て
、
「
宮
本
ソ

連
課
首
席
事
務
官
、
頑
張
れ
！
」
と
ス
ピ
ー
カ
ー
で
が
な
り
立
て
る
わ
け
で

す
。
こ
れ
に
は
参
り
ま
し
た
。
国
民
全
体
も
ソ
連
に
対
し
て
厳
し
か
っ
た
で

す
か
ら
、
ソ
連
に
対
し
て
厳
し
い
姿
勢
を
と
る
こ
と
が
国
内
世
論
対
策
上
必

要
だ
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
。 

吉
田 

ソ
連
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
攻
勢
が
日
本
の
世
論
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て

い
る
か
ら
、
政
府
も
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
国
民
に
伝
え
よ
う
と
い

う
意
図
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

そ
れ
も
あ
る
し
、
対
ソ
抗
議
の
中
身
を
対
外
ブ
リ
ー
フ
し
ま
す
か
ら
、

そ
れ
は
国
民
に
対
し
て
日
本
政
府
の
考
え
方
を
伝
達
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
そ
の
と
き
に
丹
波
さ
ん
の
貴
重
な
マ
ス
コ
ミ
人
脈
が
役
に
立
つ
わ
け
で
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す
。
丹
波
さ
ん
の
考
え
方
を
十
分
消
化
し
た
記
者
さ
ん
た
ち
が
ち
ゃ
ん
と
解

説
記
事
を
書
い
て
く
れ
る
わ
け
で
す
。 

吉
田 
当
時
の
新
聞
は
か
な
り
外
務
省
の
信
頼
度
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。 

宮
本 

高
い
と
い
う
か
、
丹
波
色
に
染
ま
っ
て
い
る
記
者
が
か
な
り
い
た
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
外
務
省
と
い
う
よ
り
も
丹
波
省
で
す
（
笑
）
。 

吉
田 

資
料
⑤
⑥
は
対
米
協
議
に
な
り
ま
す
が
、
宮
本
大
使
が
対
米
協
議
に

出
席
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

対
米
協
議
は
、
僕
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
丹
波
さ
ん
が
い
な
い

と
き
に
代
理
で
や
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
丹
波
さ
ん
が
い

る
と
き
に
は
、
こ
う
い
う
の
は
全
部
課
長
マ
タ
ー
で
し
た
ね
。 

吉
田 

課
長
が
出
席
さ
れ
る
際
の
資
料
を
準
備
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ

た
の
で
す
か
。 

宮
本 

基
礎
資
料
は
準
備
し
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
丹
波
さ
ん
は
基
本
的
に

資
料
要
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
。
電
報
も
頭
に
全
部
残
る
人
だ
か
ら
。 

 

■ 

米
国
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
の
問
題 

 

岩
間 

米
ソ
の
交
渉
も
そ
う
で
す
け
ど
、
結
構
西
ド
イ
ツ
の
こ
と
を
気
に
し

て
い
る
な
と
い
う
感
じ
が
随
所
に
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
西
ド
イ
ツ
大
使

館
か
ら
の
電
報
な
ん
か
も
綿
密
に
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

も
ち
ろ
ん
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
も
の
は
、
特
に
ボ
ン
か
ら
の
も
の

は
注
意
し
て
い
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
鍵
は
西
ド
イ
ツ
だ
っ

た
わ
け
で
す
ね
。
イ
ギ
リ
ス
は
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
し
っ
か
り
し
た
対
応

を
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
安
心
感
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
心
配
す
る
必

要
は
全
く
な
か
っ
た
。
だ
け
ど
西
ド
イ
ツ
は
、
国
内
で
選
挙
を
勝
た
な
け
れ

ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。
西
ド
イ
ツ
は
戦
後
の
日
本
と
似
て
い
て
、
平
和
志

向
が
強
い
し
、
安
全
保
障
に
関
し
て
も
冷
徹
な
議
論
が
通
り
に
く
い
の
で
す

ね
。
「
そ
れ
よ
り
も
平
和
が
い
い
。
若
干
妥
協
し
て
で
も
平
和
が
い
い
」
と

い
う
風
に
流
れ
や
す
い
国
民
世
論
で
し
た
。
そ
の
弱
点
を
ソ
連
が
突
い
て
き

て
い
る
と
我
々
は
読
ん
で
い
た
わ
け
で
す
。 

 

だ
か
ら
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（H

elm
u

t S
ch

m
idt

）
首
相
は
本
当
に
よ
く
や

り
ま
し
た
よ
。
そ
う
い
う
国
内
事
情
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
的
に
は
決
し

て
評
判
の
よ
く
な
い
パ
ー
シ
ン
グ
II
の
国
内
導
入
を
決
断
し
た
の
で
す
か

ら
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
見
事
な
政
治
的
決
断
で
し
た
ね
。
そ
れ
ぐ
ら
い
ド
イ
ツ

の
国
内
世
論
は
分
裂
し
、
パ
ー
シ
ン
グ
II
導
入
の
反
対
派
と
い
う
の
は
決

し
て
少
数
で
は
な
い
、
む
し
ろ
多
数
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
決
断
し
て
く

れ
た
。 

岩
間 

あ
の
時
代
は
二
〇
万
人
デ
モ
で
し
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
数
の
人
が
出

て
い
て
、
結
局
シ
ュ
ミ
ッ
ト
政
権
は
倒
れ
て
し
ま
い
、
コ
ー
ル
（H

elm
u

t 

K
oh

l

）
に
な
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
こ
の
頃
、
す
ご
く
つ
ら
そ
う
に
し
て
い

る
西
ド
イ
ツ
を
佐
瀬
（
昌
盛
）
先
生
が
す
ご
く
応
援
し
て
い
た
の
を
私
は
よ

く
覚
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
電
報
（
参
考
資
料
⑥
）
を
読
ん
で
い
る
と
、
「
欧
州
側
は
対
抗
し

て
ク
ル
ー
ズ
・
ミ
サ
イ
ル
と
パ
ー
シ
ン
グ
を
配
備
し
た
。
日
本
側
に
は
そ
れ

が
な
い
」
と
い
う
話
が
出
て
く
る
の
で
す
け
ど
、
当
時
そ
う
い
う
議
論
は
あ
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っ
た
の
で
す
か
。
あ
る
い
は
、
「
こ
ち
ら
も
何
か
持
っ
て
こ
な
い
と
交
渉
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
議
論
は
あ
り
ま
し
た
か
。 

宮
本 
ソ
連
課
の
と
き
の
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
軍
縮
課
長
時

代
に
、
そ
れ
は
非
常
に
重
要
な
論
点
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
何
を
用
い
て
ア

ジ
ア
に
残
る
Ｓ
Ｓ−

20
に
対
抗
し
、
最
終
的
に
ゼ
ロ
に
持
っ
て
い
く
バ
ー
ゲ

ニ
ン
グ
・
チ
ッ
プ
に
す
る
か
が
現
実
の
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
こ

を
ア
メ
リ
カ
に
迫
っ
た
わ
け
で
す
。
ま
さ
か
第
七
艦
隊
を
減
ら
す
な
ん
て
こ

と
に
し
な
い
で
し
ょ
う
ね
、
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
我
々
が
ア

メ
リ
カ
側
に
提
案
し
た
幾
つ
か
の
案
の
一
つ
が
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の

米
軍
基
地
に
パ
ー
シ
ン
グ
II
を
配
備
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
う
す
れ

ば
、
ウ
ラ
ジ
オ
が
射
程
内
に
入
り
、
ソ
連
の
軍
事
施
設
に
脅
威
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
我
々
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
じ
こ
と
を
ア
ジ
ア
で
や
ら
な

い
と
ソ
連
は
ア
ジ
ア
か
ら
撤
去
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
対
抗
策
を
と
る
べ
き

だ
、
と
主
張
し
続
け
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
も
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
を
検
討
し
て

い
た
よ
う
で
す
が
、
技
術
的
困
難
も
大
き
い
と
い
う
の
で
決
め
か
ね
て
い
ま

し
た
ね
。
そ
う
い
う
議
論
を
我
々
は
ア
メ
リ
カ
側
と
ず
っ
と
し
た
わ
け
で
す

が
、
最
後
は
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
で
行
け
る
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

岩
間 

当
時
、
そ
の
話
は
全
く
マ
ス
コ
ミ
に
は
出
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
よ
ね
。 

宮
本 

出
て
な
い
は
ず
で
す
。 

岩
間 

私
も
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。 

宮
本 

こ
の
案
は
、
既
に
亡
く
な
り
ま
し
た
け
ど
、
当
時
軍
縮
課
に
来
て
く

れ
て
い
た
、
航
空
自
衛
隊
の
上
田
完
二
と
い
う
本
当
に
頭
の
良
い
人
が
考
え

た
も
の
で
す
。
彼
に
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
含
め
て
い
ろ
い
ろ
知
恵
を
出
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。 

岩
間 

そ
ん
な
提
案
も
し
て
い
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 

自
衛
官
は
安
保
課
に
も
い
ま
し
た
。 

吉
田 

出
向
で
来
ら
れ
て
い
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
軍
縮
課
に
は
伝
統
的
に
航
空
自
衛
隊
か
ら
来
て
い
た
だ

い
て
い
て
、
安
保
課
に
は
陸
と
空
の
二
人
い
ま
し
た
。
ソ
連
課
は
海
で
、
中

国
課
は
陸
で
し
た
。
上
田
さ
ん
に
は
Ｉ
Ｎ
Ｆ
を
初
め
と
す
る
軍
備
管
理
を
担

当
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
上
田
さ
ん
は
早
く
亡
く
な
り
ま
し
た
。
非
常
に
惜

し
か
っ
た
で
す
ね
。 

岩
間 

二
〇
一
六
年
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
。 

吉
田 

決
裁
書
に
、
軍
縮
課
長
、
首
席
事
務
官
、
そ
の
下
に
「
上
田
さ
ん
」

と
い
う
欄
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
理
由
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

宮
本 

上
田
氏
が
Ｉ
Ｎ
Ｆ
問
題
の
専
門
家
で
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
関
係
は
上
田
さ
ん
が

起
案
す
る
か
、
上
田
さ
ん
に
見
せ
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 

そ
の
話
は
、
ま
た
課
長
時
代
の
お
話
で
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

岩
間 

八
〇
年
代
頭
の
欧
州
で
は
反
核
デ
モ
が
盛
り
上
が
る
の
で
す
け
れ
ど

も
、
日
本
の
中
で
そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
な
動
き
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
あ
ま
り
記
憶
が
な
い
の
で
す
が
、
例
え
ば
『
朝
日
新
聞
』
と
か
は
そ
う

し
た
動
き
に
反
応
し
て
い
た
の
で
す
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
で
す
ね
。 

岩
間 
そ
も
そ
も
関
心
が
な
か
っ
た
？ 

宮
本 

関
心
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
し
、
要
は
平
和
ボ
ケ
で
し
た
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ね
。
例
え
ば
ソ
連
は
、
安
保
条
約
が
一
〇
年
の
固
定
期
間
終
了
を
迎
え
る
一

九
七
〇
年
に
向
け
て
日
本
の
世
論
を
揺
さ
ぶ
る
た
め
に
、
北
方
四
島
に
最
新

の
戦
闘
機
を
配
備
し
て
日
本
を
威
嚇
し
た
の
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
こ
の
軍
事

的
な
動
き
に
日
本
の
誰
も
反
応
し
な
い
。
抑
止
力
と
か
恫
喝
と
か
い
う
の
は
、

経
験
則
か
ら
言
っ
て
全
部
精
神
世
界
の
話
だ
か
ら
、
感
じ
な
い
人
に
は
効
か

な
い
。
抑
止
力
と
か
外
交
カ
ー
ド
と
い
っ
て
も
、
物
事
を
そ
う
い
う
ふ
う
に

発
想
し
て
い
な
い
人
に
は
効
か
な
い
。
日
本
社
会
が
軍
事
安
全
保
障
の
問
題

に
は
耳
を
ふ
さ
い
で
い
る
状
態
で
し
た
ね
。 

吉
田 

カ
ー
ド
へ
の
反
応
が
起
こ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

反
応
が
な
い
。
お
か
げ
で
日
本
の
社
会
は
、
後
に
、
つ
ま
り
今
の
こ

と
で
す
が
、
そ
こ
に
ツ
ケ
を
回
し
た
の
で
す
。
安
全
保
障
の
問
題
を
正
面
か

ら
向
き
合
っ
て
、
そ
れ
に
対
応
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
社
会
全
体
の
安
全

保
障
問
題
に
対
す
る
理
解
が
進
ま
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
ま
と
も
な
議
論
を

し
て
い
く
上
で
国
民
の
基
礎
知
識
の
欠
如
が
大
き
な
障
害
に
な
っ
て
い
く
。

こ
れ
が
国
内
の
安
全
保
障
議
論
の
大
き
な
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
よ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
あ
の
当
時
、
そ
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
。
日
本

社
会
は
巻
き
込
ま
れ
る
の
だ
け
を
嫌
が
り
、
安
全
保
障
問
題
か
ら
目
を
そ
む

け
て
い
ま
し
た
ね
。 

岩
間 

逆
に
言
う
と
、
そ
う
い
う
比
較
的
静
か
な
中
で
、
ご
く
少
数
の
人
で

議
論
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
民
党
も
、
今
だ
と
何
と
か
部
会
で

大
騒
ぎ
に
な
り
ま
す
が
、
当
時
は
全
く
関
心
が
な
い
。
だ
か
ら
例
え
ば
、
例

の
八
六
年
二
月
の
レ
ー
ガ
ン
親
書
に
対
す
る
返
事
も
外
務
省
で
決
め
て
大
臣

と
総
理
の
了
解
を
と
る
だ
け
で
し
た
。
時
間
が
な
い
の
で
、
大
臣
と
総
理
は

同
時
並
行
で
了
承
を
と
り
ま
し
た
。 

吉
田 

安
倍
（
晋
太
郎
）
大
臣
で
す
ね
。 

宮
本 

安
倍
さ
ん
の
外
相
と
し
て
の
最
後
の
頃
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

■ 

Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
に
対
す
る
日
本
の
立
場 

 

吉
田 

２
の
（
４
）
番
が
外
務
省
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
に
対
す
る
立
場
に
関
す
る
質
問

な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
資
料
⑦
の
電
報
が
、
外
務
省
が
Ｉ
Ｎ
Ｆ
に
関
す
る
立

場
を
固
め
て
そ
れ
を
在
外
公
館
に
発
出
し
た
訓
令
で
す
。
ソ
連
課
が
、
こ
の

⑦
の
電
報
に
あ
る
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
に
関
す
る
日
本
の
立
場
の
策
定
に
関
与
す
る

こ
と
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

当
然
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
を
ご
覧
に
な
り
ま
す
と
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連

邦
課
長
「
了
」
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
別
途
コ
ピ
ー

決
裁
と
い
う
形
で
来
る
の
で
す
。 

吉
田 

コ
ピ
ー
決
裁
？ 

宮
本 

原
義―

―

決
裁
書
の
原
本―

―

を
一
つ
一
つ
回
し
て
い
た
ら
時
間
が

な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
決
裁
書
の
コ
ピ
ー
を
回
し
て
同
時
並
行
的
に
決
裁

を
と
る
。
そ
れ
が
決
裁
書
原
議
上
の
「
了
」
と
い
う
意
味
で
す
。 

吉
田 

こ
の
文
書
の
場
合
、
他
の
課
長
も
同
じ
よ
う
に
コ
ピ
ー
決
裁
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 
主
管
の
課
長
と
協
議
さ
れ
る
課
長
が
あ
り
、
急
ぐ
場
合
は
協
議
課
長

に
対
し
て
は
全
部
コ
ピ
ー
決
裁
で
す
。
そ
の
ま
ま
了
承
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
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コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
む
場
合
も
あ
る
。
決
裁
書
の
内
容
に
問
題
あ
り
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
課
同
士
の
協
議
が
始
ま
る
。
そ
れ
が
終
わ
っ
て
次
官
、
大
臣

と
上
げ
て
い
き
ま
す
。 

吉
田 
ソ
連
課
の
中
で
も
協
議
は
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。 

宮
本 

ソ
連
課
の
中
の
協
議
と
い
う
の
は
、
普
通
、
コ
ピ
ー
決
裁
書
は
担
当

官
の
と
こ
ろ
に
届
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
で
問
題
が
あ
れ
ば
彼
が
コ
メ
ン
ト
を

書
き
込
む
。
そ
れ
が
総
務
班
長
を
経
て
首
席
事
務
官
に
上
が
っ
て
く
る
の
で
、

必
要
に
応
じ
修
正
し
、
そ
れ
を
課
長
に
上
げ
る
の
で
す
。
そ
れ
が
課
内
の
協

議
で
す
。
普
通
は
会
議
を
開
い
て
協
議
は
し
ま
せ
ん
。
本
当
に
急
ぐ
と
き
は

「
持
ち
回
り
決
裁
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
人
が
持
ち
回
っ
て
決
裁
を
と
り
ま

す
。
人
が
持
っ
て
き
た
ら
、
忙
し
く
て
も
優
先
し
て
決
裁
し
て
あ
げ
る
の
が

不
文
律
で
し
た
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
外
務
省
の
実
質
的
な
協
議
と
い
え
ま

す
。 

吉
田 

当
時
ソ
連
課
内
で
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
を
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
た
の
は
ど
な
た

で
し
た
か
。 

宮
本 

お
そ
ら
く
高
松
（
明
）
事
務
官
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

そ
れ
が
大
使
の
と
こ
ろ
に
上
が
っ
て
、
最
後
に
丹
波
課
長
の
と
こ
ろ

に
行
く
と
い
う
流
れ
な
の
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。 

吉
田 

こ
の
電
報
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
こ
こ
に
コ
メ
ン
ト
し
た
と
か
覚
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。 

宮
本 

そ
れ
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
あ
の
当
時
の
省
内
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
書
い
て
い
る
な
と
思
い
ま
す
ね
。
違
和
感
を
覚
え
る
と
こ
ろ
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。 

こ
う
い
う
形
で
外
務
省
の
中
の
意
思
疎
通
が
図
ら
れ
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス

が
で
き
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
課
長
レ
ベ
ル
で
も
大
変

な
折
衝
を
し
ま
す
。
調
整
し
終
わ
っ
た
も
の
が
主
管
局
長
に
上
が
る
。
も
ち

ろ
ん
、
課
長
折
衝
が
ま
と
ま
ら
ず
に
局
長
折
衝
に
な
る
こ
と
も
た
ま
に
あ
り

ま
す
。
本
件
の
場
合
は
軍
縮
課
が
課
長
レ
ベ
ル
の
協
議
を
す
る
わ
け
で
す
。

課
長
レ
ベ
ル
の
協
議
を
し
た
と
き
に
、
ソ
連
課
長
が
こ
れ
は
欧
亜
局
長
に
も

見
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
判
断
す
れ
ば
、
ソ
連
課
に
回
っ
て
き
た

コ
ピ
ー
決
裁
の
決
裁
書
に
欧
亜
局
長
の
決
裁
欄
を
付
け
加
え
ま
す
。 

吉
田 

そ
こ
で
局
長
が
サ
イ
ン
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
す
ね
。 

宮
本 

主
管
の
場
合
は
、
局
長
決
裁
が
な
い
と
次
官
、
大
臣
に
あ
げ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
場
合
は
課
長
の
判
断
で
局
長
ま
で
あ
げ
る
。

こ
れ
は
軍
縮
課
の
ペ
ー
パ
ー
で
す
が
、
ソ
連
課
に
別
の
も
の
が
残
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
ね
。 

吉
田 

多
分
、
こ
れ
は
ソ
連
課
の
フ
ァ
イ
ル
の
中
に
入
っ
て
い
た
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。 

宮
本 

こ
れ
と
別
の
も
の
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
に
は

ソ
連
課
長
の
サ
イ
ン
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
こ
れ
は
、
軍
縮
課
主
管
の
文
書

と
し
て
ソ
連
課
長
が
了
承
し
た
と
い
う
意
味
で
「
了
」
に
な
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。
本
当
に
「
了
」
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
の
証
拠
が
要
る
わ
け
で
、
ソ

連
課
に
は
課
長
の
サ
イ
ン
し
た
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 
な
る
ほ
ど
。
私
が
見
逃
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

宮
本 

い
や
、
見
逃
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
同
じ
も
の
を
公
開
し
て
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も
意
味
が
な
い
と
い
う
の
で
、
本
筋
の
軍
縮
課
主
管
の
文
書
を
公
開
し
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

岩
間 
こ
の
文
書
は
八
三
年
の
も
の
で
す
け
ど
、
既
に
こ
の
時
期
に
相
当
コ

ン
セ
ン
サ
ス
で
き
て
い
る
感
じ
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
の
よ
う
で
す
ね
。 

岩
間 

こ
う
い
う
ラ
イ
ン
に
落
ち
着
く
に
当
た
っ
て
丹
波
さ
ん
の
存
在
は
大

き
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

丹
波
さ
ん
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
や
は
り
前
安
保

課
長
で
す
か
ら
。
た
だ
丹
波
さ
ん
の
回
想
録
（
『
日
露
外
交
秘
話
』
『
我
が

外
交
人
生
』
）
に
は
、
米
ソ
間
の
核
問
題
に
関
す
る
言
及
は
な
い
の
で
す
ね
。

あ
の
当
時
は
、
ま
だ
外
交
問
題
と
し
て
そ
う
い
う
位
置
づ
け
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
軍
縮
課
長
の
高
野
さ
ん
は
、
既
に
触
れ
た
よ
う

に
丹
波
ソ
連
課
長
の
下
で
首
席
事
務
官
を
や
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
必
要
な

ら
い
つ
で
も
丹
波
さ
ん
と
相
談
し
た
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

そ
こ
も
ツ
ー
カ
ー
な
の
で
す
ね
。 

宮
本 

安
保
課
長
は
誰
で
し
た
？ 

吉
田 

安
保
課
長
は
加
藤
良
三
さ
ん
で
す
ね
。 

宮
本 

加
藤
さ
ん
も
当
然
発
言
し
て
い
る
は
ず
で
す
し
、
川
島
裕
北
米
一
課

長
に
も
意
見
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。 

岩
間 

も
う
既
に
中
曽
根
総
理
大
臣
に
な
っ
て
い
ま
す
け
ど
も
、
中
曽
根
さ

ん
は
い
つ
頃
か
ら
こ
の
問
題
に
関
心
を
持
た
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

こ
れ
は
首
脳
会
談
に
出
る
案
件
で
す
よ
。 

吉
田 

ま
さ
に
出
て
い
ま
す
ね
。 

宮
本 

首
脳
会
談
で
出
る
案
件
は
総
理
も
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か

ら
、
し
っ
か
り
勉
強
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
と
カ
ナ
ダ
を
除
く
Ｇ
７
の

首
脳
に
と
っ
て
、
米
ソ
の
核
問
題
は
極
め
て
重
要
な
内
政
問
題
で
も
あ
り
ま

し
た
。
Ｇ
７
の
場
で
は
必
ず
こ
れ
は
問
題
に
な
り
ま
す
。
発
言
せ
ず
じ
っ
と

下
を
向
い
て
い
る
の
が
嫌
い
な
の
が
中
曽
根
総
理
で
す
か
ら
、
一
生
懸
命
に

勉
強
し
て
臨
ま
れ
た
は
ず
で
す
。 

岩
間 

そ
う
す
る
と
、
も
う
こ
の
頃
は
か
な
り
関
心
を
持
っ
て
追
っ
て
い
て
、

日
本
の
立
場
も
中
曽
根
さ
ん
も
発
言
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
す
か
ね
。 

宮
本 

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
と
り
わ
け
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
・
サ
ミ

ッ
ト
の
と
き
で
す
ね
。 

 

■ 

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト 

 

吉
田 

２
の
（
６
）
番
の
と
こ
ろ
で
す
ね
。 

宮
本 

（
６
）
番
の
訓
令
な
ん
て
と
て
も
良
く
で
き
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。 

吉
田 

資
料
⑧
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
よ
く
書
け
て
い
ま
す
よ
。
今
で
も
感
心
し
ま
す
ね
。 

岩
間 

そ
う
で
す
ね
。
私
も
既
に
こ
ん
な
に
対
応
が
進
ん
で
い
た
の
だ
と
知

り
ま
し
た
。 

宮
本 

よ
く
考
え
ら
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
状
況
を
全
部
想
定
し
て
、
そ
の
と

き
ど
う
す
る
か
ま
で
や
っ
て
。
こ
れ
、
起
案
者
の
軍
縮
課
の
「
高
橋
」
は
ど

の
高
橋
さ
ん
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
（
高
橋
利
弘
軍
縮
課
首
席
事
務
官
）
。
こ
れ
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が
例
の
「
日
本
を
含
む
西
側
の
安
全
保
障
は
不
可
分
だ
」
と
い
う
宣
言
に
つ

な
が
る
訓
令
で
す
よ
。
最
後
の
部
分
は
、
ま
さ
に
そ
れ
を
狙
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。
（
３
）
で
、
「
従
っ
て
、
今
次
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
確
保
す
る
文
案

と
し
て
は
、
今
後
と
も
欧
米
諸
国
に
対
し
、
上
記
三
つ
の
我
が
国
の
立
場
を

主
張
し
て
い
く
た
め
の
必
要
最
小
限
の
手
が
か
り
と
な
る
表
現
で
あ
る
こ

と
」
。
そ
れ
を
考
え
た
人
が 

「
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ブ
ル
（in

divisible

）
」 

と
い
う
と
こ
ろ
に
行
き
着
く
わ
け
で
す
よ
。 

吉
田 

資
料
⑧
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
、
「
西
側
全
体
の
安
全
保
障
を
考
慮
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
ベ
ー
ス
で
」
云
々
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
が
文
言
案

で
す
ね
。 

宮
本 

そ
れ
で
「
不
可
分
で
あ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
行
き
着
い
た
の
だ
と

思
い
ま
す
よ
。 

吉
田 

ち
な
み
に
こ
の
決
裁
書
を
見
る
と
ソ
連
課
長
の
と
こ
ろ
に
「
コ
メ
ン

ト
あ
り
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
。 

宮
本 

何
か
コ
メ
ン
ト
し
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。 

吉
田 

覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。 

宮
本 

覚
え
て
い
ま
せ
ん
。 

吉
田 

宮
本
大
使
は
、
こ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
に
何
か
し
ら
の
形
で
関

与
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。 

宮
本 

私
の
ほ
う
は
、
ソ
連
課
に
来
て
四
か
月
く
ら
い
で
す
か
ら
、
仕
事
を

覚
え
た
り
ソ
連
課
本
来
の
仕
事
を
こ
な
し
た
り
す
る
の
に
精
い
っ
ぱ
い
で
、

関
与
し
た
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
。
軍
縮
課
長
に
な
っ
て
、
そ
の
重
要
性
を
再

認
識
す
る
わ
け
で
す
が
、
ソ
連
課
の
と
き
は
、
そ
こ
ま
で
理
解
で
き
て
い
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

ち
な
み
に
、
宮
本
大
使
は
こ
の
段
階
で
次
の
ポ
ス
ト
の
こ
と
は
何
か

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
か
。 

宮
本 

全
く
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。 

吉
田 

で
は
、
と
に
か
く
安
保
の
こ
と
は
こ
こ
で
吸
収
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
意
識
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
外
交
を
論
じ
よ
う
と
す
れ
ば
、
安
全
保
障
の
こ
と
が
分

か
ら
な
い
と
駄
目
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
で
、
き
ち
っ
と
し
た
安
全

保
障
の
勉
強
を
し
て
い
な
い
の
で
、
良
い
テ
ー
マ
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。 

岩
間 

一
月
に
移
ら
れ
た
時
点
か
ら
そ
の
政
策
が
で
き
て
く
る
と
い
う
感
じ

で
は
な
く
て
、
も
う
既
に
そ
こ
に
あ
っ
た
と
い
う
印
象
で
す
か
。 

宮
本 

五
月
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
何
か
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
、
そ
れ
が
八
三
年
の
訓
令
と
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。
や
は
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
動
き
で
は
な
い
で
す
か
。 

岩
間 

一
月
の
ソ
連
課
の
認
識
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
た
か
。
省
内
を
説
得

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

丹
波
さ
ん
の
心
配
は
ソ
連
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
力
は
決
し
て
無
視
で

き
な
い
と
い
う
点
に
あ
り
ま
し
た
。
ソ
連
の
対
欧
州
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
特
に

西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
か
な
り
成
功
し
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
も
う
一
回
き
ち

ん
と
し
た
ソ
連
に
対
す
る
不
動
の
認
識
、
不
動
の
姿
勢
を
も
っ
て
こ
の
問
題

に
臨
む
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
丹
波
さ
ん
の
問
題
意
識
で
あ
り
、
危
機
感
を

持
っ
て
メ
モ
（
参
考
資
料
②
）
を
書
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

幸
い
関
係
課
長
も
問
題
点
を
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
て
お
り
、
あ
の
時
点
で
あ
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あ
い
う
形
の
方
針
に
収
斂
し
て
い
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

合
六 

今
回
の
お
話
と
添
付
の
参
考
資
料
を
見
聞
き
し
て
い
る
と
、
八
〇
年

代
前
半
の
第
一
ラ
ウ
ン
ド
の
と
き
に
既
に
日
本
の
立
場
は
か
な
り
固
ま
っ
て

い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
八
六
年
の
レ
ー
ガ
ン
書
簡
に
対
す
る
中
曽
根
書

簡
の
要
素
も
、
丹
波
課
長
の
メ
モ
の
中
で
も
か
な
り
触
れ
ら
れ
て
い
る
部
分

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
対
処
方
針
、
大
き
な
方
針
は
、
も
ち

ろ
ん
今
日
は
ソ
連
課
で
の
話
が
中
心
だ
っ
た
の
で
丹
波
さ
ん
の
影
響
と
い
う

お
話
が
あ
っ
た
の
で
す
け
ど
、
安
保
課
長
の
加
藤
さ
ん
と
か
北
米
一
課
の
川

島
さ
ん
と
か
全
体
的
に
も
う
共
有
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
三
人
を
中
心
に
ス

ム
ー
ズ
に
ま
と
ま
っ
て
い
っ
た
と
い
う
感
じ
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

今
顔
ぶ
れ
的
に
眺
め
る
と
そ
う
い
う
ふ
う
に
推
測
で
き
ま
す
ね
。
佐

藤
行
雄
さ
ん
は
そ
の
頃
ど
こ
に
い
た
の
か
な
。 

吉
田 

多
分
イ
ギ
リ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。 

宮
本 

佐
藤
さ
ん
が
日
本
に
い
た
ら
、
当
然
、
影
響
力
を
発
揮
し
た
と
思
い

ま
す
け
ど
。 

合
六 

佐
藤
さ
ん
や
岡
本
さ
ん
が
当
時
の
証
言
を
文
章
で
残
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
八
五
年
以
降
の
話
が
よ
く
記
憶
さ
れ
て
い
る
と
思

う
の
で
す
。
一
方
で
、
八
〇
年
代
前
半
と
い
う
の
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー

グ
・
サ
ミ
ッ
ト
の
話
は
教
科
書
に
も
出
て
く
る
有
名
な
話
で
す
け
ど
、
そ
の

裏
話
は
証
言
と
し
て
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
の
バ
ッ
ク
で

外
務
省
内
の
ど
う
い
う
人
が
ど
う
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
て
動
い
て
い
た
と

い
う
話
が
な
か
な
か
今
ま
で
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
今
日
、

八
五
年
以
降
の
顔
ぶ
れ
と
は
異
な
っ
た
方
々
が
す
ご
く
重
要
な
考
え
を
同
じ

よ
う
に
シ
ェ
ア
さ
れ
て
い
た
の
だ
な
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
ま
し
た
。 

宮
本 

そ
う
で
す
ね
。
私
も
こ
れ
（
参
考
資
料
）
を
も
う
一
回
読
ま
せ
て
も

ら
っ
て
、
全
く
同
じ
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
代
の
皆

さ
ん
方
の
努
力
と
い
う
の
を
も
う
一
回
、
正
当
に
評
価
す
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
サ
ミ
ッ
ト
に
対
す
る
例
の
対
処
方
針
は
？ 

吉
田 

資
料
⑧
で
す
ね
。 

宮
本 

こ
の
対
処
方
針
を
準
備
し
た
人
た
ち
の
こ
と
を
、
ぜ
ひ
丹
念
に
や
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
は
日
本
の
安

全
保
障
政
策
の
転
換
期
で
あ
り
、
初
め
て
日
本
の
安
全
保
障
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
安
全
保
障
と
結
び
つ
い
た
の
で
す
が
、
何
で
そ
う
な
っ
た
の
か
。
今
回
の

軍
縮
課
が
書
い
た
資
料
⑧
の
対
処
方
針
の
中
で
見
事
に
そ
れ
が
書
か
れ
て
い

ま
す
ね
。 

岩
間 

そ
う
で
す
ね
、
数
日
で
書
い
た
よ
う
な
文
書
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。
も

う
既
に
ち
ゃ
ん
と
方
針
が
あ
っ
て
書
け
た
と
い
う
印
象
の
文
書
で
す
よ
ね
。 

宮
本 

い
ろ
い
ろ
な
電
報
や
文
書
を
ご
覧
に
な
っ
た
ら
お
分
か
り
に
な
る
け

れ
ど
も
、
そ
れ
ま
で
の
経
緯
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

こ
の
最
終
的
な
訓
令
で
、
日
本
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は 

（
イ
）
（
ロ
）
（
ハ
） 

の
三
つ
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
全
部
ぶ
つ
け
て
全
部
と
る
の
は
難
し
い

か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
将
来

を
担
保
で
き
る
よ
う
な
文
書
を
つ
く
れ
、
西
側
全
体
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら

そ
う
い
う
文
書
を
つ
く
れ
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
の
あ
の
文
言
に
な
っ
た
。
私
も
全
部
覚
え
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
今
回
の
復
習
で
は
っ
き
り
し
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
ね
。
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だ
か
ら
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
正
当
な
光
を
当
て
て
、
こ
の
時
代
に
い
ろ
い
ろ

努
力
さ
れ
た
人
た
ち
の
名
前
が
浮
上
す
る
こ
と
を
、
心
か
ら
念
じ
ま
す
ね
。 

吉
田 
交
渉
の
具
体
的
な
話
に
入
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
質
問
項
目
の
２

の
（
５
）
の
と
こ
ろ
で
、
三
月
に
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
か
ら
中
曽
根
首
相
に
書

簡
が
届
い
て
、
「
ゼ
ロ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
を
と
り
下
げ
よ
う
と
思
う
が
、
ど
う

か
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
来
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ソ
連
課
で
こ
の

問
題
が
話
に
出
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
。 

宮
本 

そ
う
い
う
の
は
全
部
ソ
連
課
に
来
て
い
ま
す
。
た
だ
こ
の
頃
、
Ｉ
Ｎ

Ｆ
交
渉
は
基
本
的
に
は
丹
波
案
件
な
の
で
、
我
々
の
中
で
議
論
し
た
記
憶
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
米
ソ
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
の
主
管
は
軍
縮
課
で
あ
り
、
あ

の
当
時
は
日
本
の
安
全
保
障
す
な
わ
ち
日
米
安
保
で
し
た
の
で
安
保
課
が
か

ら
み
、
こ
の
問
題
が
対
米
関
係
上
重
要
だ
と
い
う
の
で
北
米
一
課
が
か
ら
み

ま
す
。
こ
の
意
味
で
、
ソ
連
課
は
少
し
外
れ
る
の
で
す
が
、
丹
波
さ
ん
は
安

保
課
長
の
前
に
二
年
間
ワ
シ
ン
ト
ン
の
日
本
大
使
館
政
務
班
に
い
ま
し
た
か

ら
、
土
地
勘
も
あ
り
関
心
も
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

丹
波
課
長
が
一
人
で
消
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 

対
ソ
外
交
も
そ
う
で
す
よ
。
丹
波
さ
ん
は
一
人
で
や
れ
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
我
々
が
全
力
で
支
え
た
か
ら
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
頭
脳
は
丹

波
さ
ん
で
、
そ
の
指
示
で
我
々
は
動
く
。
我
々
レ
ベ
ル
で
若
干
の
補
整
は
し

ま
す
が
、
基
本
は
丹
波
案
で
し
た
。
あ
る
意
味
で
は
ワ
ン
マ
ン
課
長
で
す
よ
。

し
か
し
、
見
事
な
司
令
官
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
野
村
さ
ん
に
な
っ
た
ら
、

「
困
っ
た
な
、
ど
う
し
よ
う
か
」
と
聞
い
て
く
る
。 

吉
田 

意
思
決
定
の
ス
タ
イ
ル
の
違
い
で
す
ね
。 

宮
本 

野
村
さ
ん
は
、
課
外
の
他
の
人
の
意
見
も
聞
く
。
そ
し
て
出
来
上
が

っ
た
も
の
は
丹
波
さ
ん
に
負
け
な
い
。
そ
れ
が
野
村
流
で
し
た
。 

吉
田 

質
問
項
目
の
２
の
（
７
）
番
も
丹
波
案
件
に
な
っ
て
し
ま
う
か
と
思

う
の
で
す
が
、
当
時
東
欧
諸
国
が
ソ
連
と
は
若
干
違
っ
た
ス
タ
ン
ス
で
Ｉ
Ｎ

Ｆ
交
渉
を
見
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
す
が
、
何
か
ご

記
憶
に
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

当
時
の
ソ
連
課
は
、
東
欧
が
ソ
連
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る

な
ん
て
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
後
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
だ
ん
だ

ん
東
欧
も
変
わ
り
始
め
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
時

代
に
な
っ
て
東
欧
も
一
挙
に
変
わ
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
だ
け
ど
当
時
の
常

識
的
な
判
断
は
、
東
欧
圏
と
い
う
の
は
ソ
連
の
言
う
と
お
り
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
東
欧
諸
国
が
ソ
連
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
発
想
は
ま
ず
な

か
っ
た
で
す
ね
。 

岩
間 

少
し
話
が
逸
れ
る
の
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
書
を
見
て
い
る
と
、

六
〇
年
代
後
半
ぐ
ら
い
か
ら
、
中
国
が
東
欧
に
手
を
出
し
て
き
て
い
る
の
が

散
見
さ
れ
ま
す
。
当
時
、
中
国
課
は
そ
う
い
う
こ
と
を
見
て
お
ら
れ
ま
し
た

か
。 

宮
本 

よ
く
そ
こ
ら
辺
り
を
カ
バ
ー
で
き
て
い
た
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
例
え
ば
米
中
会
談
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
行
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
ね
。
ワ

ル
シ
ャ
ワ
の
中
国
大
使
館
が
重
要
だ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
で
す
。
そ
れ
は

何
年
頃
で
す
か
。 

岩
間 
六
八
年
か
ら
六
九
年
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ダ
マ
ン
ス
キ
ー
島
事

件
な
ど
で
中
ソ
関
係
が
一
気
に
悪
化
し
、
あ
る
意
味
ル
ー
マ
ニ
ア
な
ど
が
ソ
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連
と
中
国
を
手
玉
に
と
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
り
す
る
の
で
す
よ
ね
。

そ
こ
で
自
分
の
行
動
の
自
由
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
。
Ｅ
Ｕ
と
中
国
を
手
玉

に
と
っ
て
、
今
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。 

宮
本 
六
六
年
か
ら
七
六
年
ま
で
文
化
大
革
命
の
時
期
で
す
ね
。
一
時
期
、

中
国
の
在
外
公
館
に
大
使
が
残
っ
て
い
た
の
は
黄
鎮
駐
仏
大
使
と
黄
華
駐
エ

ジ
プ
ト
大
使
の
二
人
だ
け
に
な
り
、
そ
の
後
少
し
元
に
戻
し
始
め
る
の
で
す

が
、
中
国
が
東
欧
を
外
交
の
柱
と
し
て
い
た
こ
と
は
な
い
の
か
な
と
い
う
感

じ
は
し
ま
す
が
。 

岩
間 

中
国
と
し
て
は
、
東
欧
自
体
を
と
り
込
む
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ

共
産
主
義
の
本
家
争
い
の
よ
う
な
形
で
ソ
連
を
攻
撃
す
る
こ
と
で
自
分
の
地

位
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
て
、
そ
の
過
程
で
東
欧
も
利
用
し
た
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

そ
れ
は
十
分
あ
り
得
ま
す
。
中
ソ
対
立
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
の
形

を
と
る
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
、
自
分
た
ち
の
考
え
方
を
支
持
し
て
く
れ

る
国
が
多
く
な
る
ほ
ど
中
国
の
立
場
は
強
ま
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味

で
東
欧
の
共
産
党
に
近
づ
く
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
や
ル
ー
マ
ニ
ア
な
ど
を
使

う
こ
と
は
当
然
考
え
た
と
思
い
ま
す
。 

 

■ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
決
裂 

 

吉
田 

３
番
に
な
り
ま
す
が
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
を
離
れ
て
戦
略
兵
器
に
関
連
す
る
質

問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
時
は
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
と
並
行
す

る
形
で
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
（S

trategic A
rm

s R
edu

ction
 T

reaty: 

戦
略
兵
器

削
減
条
約
）
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
ソ
連
課
が
こ
の
交
渉
を
ど

う
カ
バ
ー
し
て
い
た
の
か
、
ご
記
憶
に
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
伺
え
ま
す
で
し
ょ

う
か
。 

宮
本 

ソ
連
課
は
ソ
連
の
や
る
こ
と
を
全
部
カ
バ
ー
す
る
の
で
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ

Ｔ
に
関
す
る
電
報
も
全
部
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
情
報
の
ア
ク
セ

ス
は
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
そ
の
も
の
に
日
本
の
安
全
保
障
や
日
米

関
係
か
ら
ど
う
対
米
発
信
す
る
か
は
、
軍
縮
課
や
北
米
局
の
仕
事
で
す
。
ソ

連
課
は
、
対
ソ
政
策
の
観
点
か
ら
必
要
な
コ
メ
ン
ト
を
出
す
と
い
う
立
場
で

し
た
。
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
は
間
違
い
な
く
米
ソ
の
横
綱
相
撲
で
し
た
よ
。 

吉
田 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
入
り
込
む
余
地
は
あ
ま
り
な
い
？ 

宮
本 

あ
り
ま
せ
ん
ね
。
米
ソ
の
パ
リ
テ
ィ
と
い
う
か
戦
略
核
兵
器
の
バ
ラ

ン
ス
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
本
土
の
対
ソ
抑

止
力
の
問
題
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
の
拡
大
抑
止
力
の
問
題
で
す
。

ア
メ
リ
カ
は
フ
ラ
ン
ス
と
違
っ
て
最
小
核
抑
止
の
考
え
方
を
と
り
ま
せ
ん
か

ら
、
自
分
の
国
を
守
れ
ず
、
同
盟
国
も
守
れ
な
い
状
況
を
ア
メ
リ
カ
が
つ
く

り
出
す
は
ず
が
な
い
。
Ｉ
Ｎ
Ｆ
は
非
常
に
ト
リ
ッ
キ
ー
で
政
治
的
な
兵
器
な

の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
日
本
も
必
死
に
な
っ
て
こ
の
問
題
に
対
処
し
た
わ
け

で
す
。
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
交
渉
は
基
本
的
に
米
ソ
。
ア
メ
リ
カ
が
自
分
に
不
利
な

こ
と
を
や
る
は
ず
は
な
い
と
い
う
確
信
は
あ
り
ま
し
た
よ
。 

吉
田 

確
信
で
す
か
。 

宮
本 

特
に
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が
そ
う
い
う
こ
と
を
す
る
は
ず
が
な
い
。
客

観
的
に
見
て
も
ア
メ
リ
カ
が
ソ
連
に
対
し
ギ
ブ
ア
ッ
プ
す
る
理
由
は
何
が
あ

り
ま
す
か
。
一
時
期
、
ソ
連
が
軍
拡
を
し
、
通
常
兵
器
の
み
な
ら
ず
核
兵
器
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で
も
米
国
を
上
回
る
と
い
う
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
総
体
的
な
国
力

に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
は
ソ
連
に
追
い
つ
か
れ
た
と
い
う
意
識
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
の
当
時
は
本
当
に
強
い
ア
メ
リ
カ
で
し
た
か
ら
。 

た
だ
ア
メ
リ
カ
国
内
で
、
軍
備
力
増
強
だ
け
で
い
い
の
か
、
核
兵
器
を

こ
れ
だ
け
大
量
に
持
ち
続
け
て
い
い
の
か
と
い
う
反
省
が
出
て
い
た
の
も
事

実
で
す
。
こ
れ
は
健
全
な
疑
問
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
と
し
て
ソ
連
に
対
抗
し

な
が
ら
軍
備
管
理
の
世
界
に
入
れ
れ
ば
い
い
と
多
く
の
指
導
者
は
考
え
た
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

当
時
ソ
連
課
が
、
日
本
と
し
て
は
こ
の
兵
器
が
削
減
さ
れ
る
と
困
る

と
い
う
形
で
ア
メ
リ
カ
に
注
文
を
つ
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。 

宮
本 

少
な
く
と
も
私
の
記
憶
で
は
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
に
関
し
て
は
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
の
後
の
Ｓ
Ｄ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
じ
よ
う
に
、

現
在
の
抑
止
力
を
支
え
る
核
戦
略
に
大
き
な
修
正
を
迫
る
と
い
う
こ
と
に
対

す
る
危
機
感
は
間
違
い
な
く
外
務
省
に
あ
り
ま
し
た
。 

吉
田 

最
終
的
に
研
究
参
加
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
当
初
は

警
戒
心
も
あ
っ
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 

当
然
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
皆
さ
ん
方
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
の

は
、
日
米
は
イ
コ
ー
ル
・
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

我
々
は
核
兵
器
を
持
っ
て
い
な
い
国
で
あ
り
、
実
際
に
核
兵
器
を
持
ち
、
そ

れ
を
運
用
し
た
経
験
を
持
っ
て
い
る
国
と
知
見
に
お
い
て
圧
倒
的
に
差
が
あ

る
わ
け
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
と
か
フ
ラ
ン
ス
は
ぎ
り
ぎ
り
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
非
核
兵
器
国
が
平
等
の
立
場
で
現
実
問
題
の
対
処
振
り
を
議
論
す

る
こ
と
は
難
し
い
。 

我
々
は
そ
れ
ま
で
の
核
抑
止
戦
略
に
な
れ
親
し
ん
で
き
た
わ
け
で
あ
り
、

国
民
に
も
そ
れ
に
基
づ
い
て
説
明
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ

は
そ
の
根
幹
の
と
こ
ろ
を
揺
る
が
す
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
次
の
段
階
に
果

た
し
て
平
穏
無
事
に
行
け
る
か
。
結
果
と
し
て
そ
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
っ

て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
レ
ー
ガ
ン
が
言
っ
て
い
た
よ
う
に
、
「
国
民
を
さ

ら
け
出
し
て
国
民
の
命
を
担
保
に
安
全
保
障
を
確
保
す
る
と
い
う
の
は
非
道

徳
的
だ
。
為
政
者
と
し
て
そ
う
い
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
」
。
こ
れ
は

我
々
の
胸
に
も
響
く
の
で
す
。
し
か
し
、
国
民
を
守
る
立
場
に
あ
る
人
た
ち

が
、
国
民
の
命
を
さ
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
の
命
を
守
っ
て
い
る
と
い
う

の
が
、
核
抑
止
力
な
の
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
そ
う
で
は
な
い
世
界
に
行
く
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
ど
う
い
う
世

界
に
な
る
か
、
あ
の
時
点
で
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
我
々
に
示
し
て
い
な
い
。
最

初
に
打
ち
出
し
た
の
が
ま
さ
に
「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
で
あ
り
、
技
術
的
に

未
完
成
で
、
い
く
ら
お
金
が
か
か
る
か
も
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
「
デ
ィ
フ

ェ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
に
な
っ
た
。
「
も
う
少
し
地
に
足
が
つ
い
た
も

の
で
す
」
と
ア
メ
リ
カ
が
言
う
か
ら
、
「
研
究
に
参
加
す
る
ぐ
ら
い
は
い
い

だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
の
ま
ま
で
い
い
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。
今
の
核
抑
止
の
世
界
が
未
来
永
劫
続
く
こ
と
が
人
類
に
と
っ
て
正
し

い
と
い
う
ふ
う
に
自
信
を
持
っ
て
言
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
そ
の
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
進
め
る
研
究
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
悪
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
ま
し
て
や
、

ア
メ
リ
カ
が
圧
倒
的
に
強
い
核
戦
略
の
世
界
が
で
き
た
ら
、
そ
れ
は
日
本
に

と
っ
て
も
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
し
て
レ
ー
ガ
ン
が
本
当
に
思
い
詰
め
て

や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
あ
あ
い
う
対
応
に
落
ち
着
い
た
わ
け
で
す
。
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当
然
の
こ
と
な
が
ら
全
面
的
な
賛
成
で
は
な
い
し
、
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
は
忘

れ
た
け
れ
ど
も
五
〇
％
超
え
る
か
超
え
な
い
か
、
下
手
す
る
と
五
〇
％
に
行

か
な
い
ぐ
ら
い
の
賛
成
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 
Ｓ
Ｄ
Ｉ
に
関
す
る
八
三
年
の
文
書
（
参
考
資
料
⑩
）
が
ソ
連
課
の
フ

ァ
イ
ル
に
入
っ
て
い
た
の
で
す
け
ど
、
そ
の
文
書
を
つ
く
っ
て
い
た
の
は
安

保
課
で
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｉ
は
基
本
的
に
は
安
保
課
が
主
管
し
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。 

宮
本 

米
ソ
軍
備
管
理
交
渉
の
流
れ
で
出
て
き
た
と
は
い
え
、
こ
れ
は
日
本

に
と
り
対
米
協
力
の
問
題
で
す
か
ら
安
保
課
主
管
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

Ｓ
Ｄ
Ｉ
は
軍
縮
課
長
の
と
き
に
ま
た
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
最

後
に
３
の
（
３
）
番
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
八
三
年
一
一
月
に
ソ
連
が
交

渉
の
場
か
ら
退
場
す
る
と
い
う
状
況
が
生
じ
ま
す
。
大
使
な
い
し
は
ソ
連
課

は
こ
の
ソ
連
の
行
動
を
ど
う
見
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
八
五
年
に

交
渉
が
再
開
し
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
何
か
関
心
を
払
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
か
。 

宮
本 

こ
れ
は
ソ
連
が
一
番
嫌
な
結
果
を
我
々
が
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
我
々
の
や
っ
て
き
た
こ
と
が
正
し
か
っ
た
と
い
う

こ
と
の
証
明
で
も
あ
り
ま
す
。
西
ド
イ
ツ
が
パ
ー
シ
ン
グ
II
と
Ｇ
Ｌ
Ｃ
Ｍ

（G
rou

n
d-L

au
n

ch
ed C

ru
ise M

issile: 

陸
上
発
射
巡
航
ミ
サ
イ
ル
）
の

配
備
を
し
て
く
れ
て
、
本
当
に
感
謝
し
ま
し
た
よ
。
岩
間
さ
ん
が
言
わ
れ
た

よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
首
相
は
政
治
生
命
が
絶
た
れ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、

信
念
で
配
備
を
決
断
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
西
ド
イ
ツ
国
内
が
生
易
し
い
状

況
で
は
な
い
中
で
そ
れ
を
実
施
で
き
た
の
は
コ
ー
ル
首
相
の
お
か
げ
だ
と
皆

分
か
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
西
側
に
と
っ
て
正
し
い
こ
と
は
、
ソ
連
に
と
っ
て

は
、
長
い
間
や
っ
て
き
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
失
敗
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ソ
連
は
、
間
違
っ
た
決
定
の
お
か
げ
で
平
和
は
遠
の
い
た
と
思
わ
せ
、
も
う

一
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
反
核
世
論
を
巻
き
起
こ
そ
う
と
交
渉
の
席
を
立
っ
た
と

思
い
ま
す
よ
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
は
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
再
び
の
こ
の
こ
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
戻
っ
て
く
る
わ
け
だ
。 

吉
田 

そ
れ
が
八
五
年
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ
（N

u
clear an

d S
pace T

alk
s: 

核
・

宇
宙
交
渉
）
で
す
ね
。 

宮
本 

次
の
ラ
ウ
ン
ド
の
交
渉
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
起
こ
っ
た
こ
と
は
、
我
々
の
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま

し
た
。
軍
縮
課
長
時
代
で
す
が
、
Ｓ
Ｓ−

20
の
ア
ジ
ア
配
備
の
問
題
が
ま
た

出
て
き
た
と
き
、
西
ド
イ
ツ
で
起
こ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
拡
大
抑
止
力
に
対
す

る
ク
レ
デ
ィ
ビ
リ
テ
ィ
の
問
題
が
日
本
国
民
の
間
で
議
論
さ
れ
始
め
た
ら
日

米
安
保
の
基
礎
が
揺
ら
ぐ
か
も
し
れ
な
い
、
と
我
々
は
本
当
に
心
配
し
ま
し

た
。 

吉
田 

大
使
の
ソ
連
課
首
席
事
務
官
時
代
の
経
験
と
い
う
の
は
、
軍
縮
課
長

時
代
に
生
か
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
ソ
連
課
で
は
自
分
の
勉
強
ば
か
り
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
何
も
知
ら
ず
に
軍
縮
課
に
行
く
よ
り
は
る
か
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

西
ド
イ
ツ
の
状
況
も
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
し
て
得
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。 

宮
本 
そ
う
で
す
。 
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■ 

余
話―

秘
書
官
の
役
割 

 
宮
本 
軍
縮
課
長
の
後
に
行
っ
た
の
が
大
臣
秘
書
官
で
す
が
、
こ
こ
も
重
要

な
情
報
は
全
部
上
が
っ
て
き
ま
す
。
担
当
課
が
来
た
情
報
を
ど
こ
に
回
す
か

決
め
る
権
限
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
重
要
な
も
の
は
大
臣
、
官
房
長
官
、

総
理
に
上
げ
ま
す
。
た
だ
大
臣
は
政
治
家
で
す
か
ら
外
務
省
以
外
の
仕
事
も

多
く
、
多
忙
を
極
め
て
お
ら
れ
る
。
そ
こ
で
秘
書
官
が
公
電
を
含
む
お
読
み

い
た
だ
く
資
料
を
整
理
し
て
大
臣
に
お
渡
し
す
る
の
で
す
が
、
私
の
場
合
は

お
渡
し
す
る
の
は
一
〇
分
の
一
く
ら
い
で
、
全
体
の
三
分
の
一
は
車
に
同
乗

し
た
時
間
を
使
っ
て
口
頭
で
お
伝
え
し
ま
し
た
。
三
分
の
二
は
お
伝
え
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
伝
え
た
」
「
い
や
聞
い
て
な
い
」
が
霞
が

関
や
永
田
町
で
は
大
事
に
な
る
の
で
、
「
と
に
か
く
何
で
も
か
ん
で
も
大
臣

に
上
げ
て
お
け
」
と
い
う
風
潮
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
割
愛
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
が
お
仕
え
し
た
宇
野
宗
佑
大
臣
は
、
極
め
て
頭
脳
明
晰
で

し
た
し
記
憶
力
も
抜
群
で
し
た
が
、
地
頭
と
い
う
か
自
分
で
考
え
る
力
が
と

て
も
優
れ
て
い
て
何
度
も
舌
を
巻
き
ま
し
た
。
夜
遅
く
ご
自
宅
に
つ
い
た
と

き
に
「
大
臣
に
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
本
日
の
公
電
で
す
」
と
手
交
す
る
と

「
ま
だ
俺
に
仕
事
さ
せ
る
気
か
」
と
ご
機
嫌
斜
め
。
そ
こ
で
「
間
も
な
く
日

英
外
相
会
談
を
控
え
て
お
り
ま
す
が
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ハ
ウ
（G

eoffrey 

H
ow

e

）
イ
ギ
リ
ス
外
相
は
毎
日
朝
三
時
、
四
時
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
資
料
を

読
ん
で
準
備
し
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
」
と
言
う
と
、
翌

早
朝
、
ち
ゃ
ん
と
赤
線
引
い
て
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
宇
野
大
臣
が
赤
線
を
引

い
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
部
分
は
記
憶
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 

と
な
る
と
、
大
臣
秘
書
官
時
代
は
、
後
ほ
ど
少
し
だ
け
で
も
時
間
い

た
だ
い
て
伺
っ
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
す
ね
。 

宮
本 

軍
縮
関
係
は
あ
ま
り
覚
え
て
い
ま
せ
ん
け
ど
、
何
か
電
報
で
も
見
せ

て
も
ら
え
ば
、
あ
あ
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
出
す
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 

吉
田 

ち
ょ
っ
と
探
し
て
み
ま
す
。 

岩
間 

外
務
大
臣
ま
で
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
中
で
上
が
っ
て
い
く
と
思
う
の
で

す
け
ど
も
、
外
務
省
と
官
邸
の
関
係
と
い
う
の
は
、
当
時
は
ど
ん
な
感
じ
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

上
か
ら
の
指
示
の
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
は
課
長
が
官
邸
に
伝

え
る
か
ど
う
か
、
相
談
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
ま
す
。
例
え
ば
大
臣
ま
で
の

決
裁
書
類
の
決
裁
欄
に
次
官
が
「
総
理
」
と
書
き
込
め
ば
当
然
総
理
ま
で
上

が
り
ま
す
。 

外
務
省
に
と
っ
て
有
り
難
い
の
は
、
総
理
大
臣
に
も
官
房
長
官
に
も
外

務
省
出
身
の
秘
書
官
が
い
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
に
送
っ
て
お
け
ば
、
そ
れ
は

基
本
的
に
総
理
と
か
官
房
長
官
に
送
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
そ
れ
を
実

際
に
見
せ
る
か
ど
う
か
は
秘
書
官
の
判
断
に
な
り
ま
す
。
見
せ
ず
に
問
題
に

な
っ
た
ら
、
そ
れ
は
秘
書
官
の
責
任
に
な
り
ま
す
。
時
間
と
の
頃
合
い
で
そ

う
い
う
こ
と
も
判
断
し
な
が
ら
対
応
す
る
の
も
、
秘
書
官
の
大
事
な
仕
事
の

一
つ
で
す
。 

岩
間 

秘
書
官
と
い
う
の
は
ど
れ
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
の
人
が
行
く
ポ
ス
ト
な

の
で
す
か
。 

宮
本 

総
理
秘
書
官
に
な
っ
て
く
る
と
局
参
事
官
、
今
は
も
う
局
長
ク
ラ
ス
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が
行
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
前
は
局
参
事
官
で
し
た
。
大

臣
秘
書
官
は
ジ
ュ
ニ
ア
な
課
長
で
し
た
ね
。 

 

外
務
大
臣
秘
書
官
は
、
重
要
な
案
件
は
担
当
の
課
長
と
か
局
長
に
来
て
も

ら
っ
て
説
明
し
て
も
ら
え
ば
よ
く
て
、
基
本
的
に
は
要
領
よ
く
ア
レ
ン
ジ
す

る
の
が
仕
事
で
す
。
総
理
秘
書
官
は
、
官
邸
に
来
て
も
ら
っ
て
い
て
は
間
に

合
わ
な
い
こ
と
も
多
い
。
そ
こ
で
総
理
秘
書
官
は
サ
ブ
ス
タ
ン
ス
ま
で
判
断

し
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
の
が
仕
事
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
外
務
大
臣
秘
書
官

と
総
理
大
臣
秘
書
官
は
位
置
づ
け
が
全
然
違
う
の
で
す
。
外
務
省
の
場
合
は

隣
室
に
次
官
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
何
か
あ
れ
ば
次
官
に
来
て
い
た
だ

い
て
直
に
説
明
し
て
い
た
だ
け
ば
い
い
わ
け
で
す
ね
。
官
邸
は
そ
う
や
れ
な

い
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

岩
間 

官
邸
に
行
く
電
報
と
い
う
の
は
、
物
理
的
に
持
っ
て
い
く
の
で
す
か
。 

宮
本 

あ
の
当
時
は
外
務
省
の
職
員
が
物
理
的
に
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

れ
が
一
番
確
実
な
の
で
す
ね
。 

岩
間 

も
う
一
点
だ
け
。
内
閣
情
報
調
査
室
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

あ
そ
こ
に
も
中
堅
、
ち
ょ
っ
と
シ
ニ
ア
ぐ
ら
い
の
外
務
省
の
方
と
か
防
衛
省

の
方
が
常
に
来
て
お
ら
れ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
と
の
や
り
と
り
み
た

い
な
も
の
は
ご
記
憶
に
あ
り
ま
す
か
。 

宮
本 

最
近
の
状
況
は
知
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
私
が
現
役
だ
っ
た
こ
ろ
は

情
報
調
査
局
と
の
関
係
は
深
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
域
課
な
ど
と

の
関
係
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
ね
。 

岩
間 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

吉
田 

次
回
は
三
月
に
な
り
ま
す
が
、
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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宮 本 雄 二  
オーラル・ヒストリー 

 

第３回 

 

 
 

 

 

 

 

〔出席者〕 （肩書きはインタビューの時点） 

宮本 雄⼆ (元駐中国⼤使、宮本アジア研究所代表) 

岩間 陽⼦ (政策研究⼤学院⼤学教授)  
合六 強 (⼆松学舎⼤学国際政治経済学部専任講師) 
⾼橋 和宏 (法政⼤学法学部教授) 
武⽥ 悠  (広島市⽴⼤学国際学部講師) 

吉⽥ 真吾 (近畿⼤学法学部准教授) 
 
 

開 催 日： 2021 年 3 月 1 日 

開催場所： オンライン 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

質 問 票 
 

１．今回から 2 回にわたり、1985 年 8 月から 87 年 11 月の国連局軍縮課長時代について

お尋ねします。本日は、ご着任からレイキャビク会談前夜（86 年 9 月）までのことを

伺えれば幸いです。まずは、軍縮課に関するお話しをいただきたく存じます（4 頁に

ある「外務省・国連局・軍縮関連局課の陣営」「米国の軍備管理・軍縮関連の担当者」

も適宜ご参照ください）。 

（1） 前任者は槙田邦彦大使でしたが、重要な引き継ぎ事項はございましたでしょうか。 

（2） 軍備管理・軍縮問題に関する軍縮課と他局課（安保課、ソ連課、安全保障政策室な

ど）の連携についてご教示いただければ幸いです。逆に、軍縮課と他局課の間で、

所掌の問題が起こることはございましたでしょうか。軍縮課と駐米大使館や軍縮

代表部などの在外公館との関係についても、あわせてお話しいただければ幸いで

す。 

（3） 当時の軍縮課内での役割分担についてお聞かせください。また、諸外国、特に米国

のカウンターパートとなった方々のことについて印象に残っていることがござい

ましたらお話しください。 

（4） 軍縮課が他の省庁、あるいは外部の専門家と協議や意見交換などを行う機会はあ

りましたでしょうか。もしありましたら特にご記憶の方についてお話しください。 

 

２． 85 年 1 月、米ソ外相が軍備管理・軍縮交渉の新たな枠組み作りに合意し、9 月のシュ

ヴァルナッゼ外相の訪米後、NST（核・宇宙交渉）が本格化します。 

（1） ソ連課首席事務官時代のこととなりますが、大使はソ連が交渉に復帰した理由を

どのように分析されていらっしゃいましたでしょうか。 

（2）  9 月の NST 開始にあたって、軍縮課長として大使が注視ないし重視していた点を

ご教示ください（下記３、４の質問とも重なるかもしれませんので、概略的なお考

えで結構です）。 

（3） この 9 月から翌月にかけて、ソ連と米国がそれぞれ新提案を提示しますが、これ

らについてご記憶のことはございますでしょうか。【参考資料①『外交青書』1985

年度版】 

（4） 11 月には、6 年半ぶりの米ソ首脳会談がジュネーヴで開催され、核兵器の 50%削

減や INF に関する暫定合意というアイディアが提示されます。大使はこの会談を

どのように見ていらっしゃいましたか。 
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３．86 年初頭、米ソが NST、特に INF に関する提案を相次いで表明します。 

（1）  1 月のゴルバチョフ提案は、2000 年までの核兵器廃絶を謳い、その一部として 5

～8 年以内の欧州部 INF の全廃を含んでいました。大使は、この提案をどのよう

に見ていらっしゃいましたでしょうか。【参考資料②】 

（2）  2 月には、米国の逆提案にあたり、「欧州 0、アジア 50％削減」を旨とするレーガ

ン大統領から中曽根首相宛の書簡が届きます。この書簡に対する大使の第一印象

をお聞かせください。その後の、いわゆる「ギャング・オブ・フォー」による対応

についてもお話しいただければ幸いです。外務省上層部や首相官邸の関与につい

ても、ご教示ください。【参考資料③】 

（3） 大使は 2 月から 3 月にかけて欧州に出張されますが、訪欧中のやりとりで印象に

残っていることをお聞かせください。【参考資料④】 

（4）  7 月に INF 交渉を担当するグリットマン代表が、翌 8 月にはラウニー顧問が訪日

し【参考資料⑤⑥】、同月には大使が米国に出張されます【参考資料⑦】。INF に関

する米国とのやりとりに関して印象に残っていることがございましたらご教示く

ださい。 

 

※参考資料 

② 軍縮課「軍縮に関するゴルバチョフ書記長新提案に関する取り敢えずの評価」1986

年 1 月 16 日（外交史料館、2018-0755） 

③ 「INF 交渉訓令」・「中曽根書簡」1986 年 2 月 10 日（外交史料館、2018-0846） 

④ 軍縮課長訪欧関連電報（第 681 号（1986 年 2 月 27 日）、第 77 号（1986 年 3 月 2

日））（外交史料館、2018-0760） 

⑤ 軍縮課「グリットマン大使との協議（記録）」1986 年 7 月 16 日（外交史料館、

2018-0762） 

⑥ 軍縮課「ラウニー顧問との協議要録」1986 年 8 月（外交史料館、2018-0762） 

⑦ 軍縮課長「米国出張報告」1986 年 8 月 18 日（外交史料館、2018-0759） 
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  ５．本日最後の項目となりますが、戦略兵器と防御・宇宙兵器に関する米ソ軍備管理につ

いてお聞かせいただければ幸いです。 

（1） 86 年春、オハイオ級原子力潜水艦の就役、ALCM 搭載重爆撃機の増加、新型 ICBM

の配備などにより、米国が自主的に尊重してきた SALT II を遵守できなくなる可

能性が浮上しました。この問題に関する日本の立場を確定するにあたって、外務省

が重視していたのはどのような点だったのでしょうか。【参考資料⑧】 

（2）  6 月、NST に関してソ連が新提案を行います。その骨子は、①実験室であれば SDI

研究は可、②FBS は交渉から除外、③ALCM と潜水艦搭載 SLCM は交渉対象、と

いうものでした。このソ連提案については、7 月のラウニー顧問訪日と 8 月の宮本

軍縮課長訪米の際に議題に上がっていますが、日本が問題視したのは如何なる点

だったのでしょうか。【参考資料⑨】 

（3）  9 月の倉成外相の国連総会出席に際して、軍縮課は核実験禁止問題に関する調書を

作成しています。同問題に対する外務省の立場についても、詳しくご教示いただけ

ると幸いです。【参考資料⑩】 

（4）  9 月には、日本政府が SDI 研究への参加を表明します。軍縮課は、この決定過程

にどのように関与していたのでしょうか。これは、米ソ軍備管理・軍縮交渉を意識

した決定だったのでしょうか。それとも、別の考慮や意図があったのでしょうか。 

※参考資料 

⑧ 軍縮課「米国の SALT II 遵守問題に関する我が国の立場」1986 年 4 月 2 日（外交

史料館、2018-0760） 

⑨ 軍縮課「軍備管理交渉（SLCM 問題）（未定稿）」1986 年 6 月 30 日（外交史料館、

2018-0762） 

⑩ 軍縮課「核実験禁止問題」1986 年 8 月 28 日（外交史料館、2018-0759） 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

■参考：当時の主な出来事 

1985 年 1 月   米ソ外相が軍備管理・軍縮交渉の新たな枠組み作りに合意 

1985 年 3 月   ゴルバチョフが書記長に就任 

1985 年 7 月   シュヴァルナッゼが外相に就任 

1985 年 9 月   NST に関するソ連の初提案（シュヴァルナッゼ訪米） 

1985 年 10 月  米国の対案 

1985 年 11 月  ジュネーヴ首脳会談（「INF 暫定合意」のアイディア） 

1986 年 1 月   ゴルバチョフ新提案（2000 年までの核廃絶、欧州 INF ゼロ） 

1986 年 2 月   レーガン・中曽根書簡（INF のアジア部 50%残置問題など） 

1986 年 2 月   宮本軍縮課長の訪欧 

1986 年 4 月   米国の SALT II 遵守問題 

1986 年 6 月   NST に関するソ連側提案 

1986 年 7 月   グリットマン INF 代表・ラウニー大統領特使の訪日 

1986 年 8 月   宮本軍縮課長の訪米 

1986 年 9 月   日本政府が SDI 研究への参加表明 
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■参考：外務省・国連局・軍縮関連局課の陣容 

外務大臣   1982 年 11 月～1986 年 7 月   安倍晋太郎 

       1986 年 7 月～1987 年 11 月   倉成正 

外務事務次官 1985 年 1 月～1987 年 6 月   柳谷謙介 

1987 年 7 月～1989 年 8 月    村田良平 

外務審議官  1985 年 8 月～1987 年 3 月   梁井新一 

1987 年 3 月～1987 年 7 月    村田良平 

1987 年 8 月～1989 年 8 月    栗山尚一 

国連局長   1983 年 8 月～1985 年 11 月   山田中正 

1985 年 11 月～1987 年 8 月   中平立 

1987 年 8 月～1989 年 11 月  遠藤実 

軍縮課 

首席事務官 高松明 → 高田稔久 → 楠田かおる 

課長補佐  高田稔久、棚木元、小畑正比呂、楠田かおる、松本好隆、渡辺正人、 

上田完二 

北米局長   1984 年 7 月～1985 年 11 月   栗山尚一 

1985 年 11 月～1988 年 1 月   藤井宏昭 

安保課長    1985 年 8 月～1988 年 7 月    岡本行夫 

  ソ連課長    1984 年 1 月～1986 年 6 月    野村一成 

         1986 年 7 月～1988 年 7 月    茂田宏 

   在外公館の軍備管理・軍縮問題担当者 

駐米大使館  折田正樹、斉藤泰雄、田村鞆利（防衛班） 

   軍縮代表部  小西正樹 → 沼田貞昭 

 

■参考：米国の軍備管理・軍縮関連の担当者 

NSC：ラウニー顧問、リンハード特別補佐官、クレーマー部員 

国務省： ホームズ次官補（PM）、ディーン次官補代理（PM）、ホーズ次官補代理（PM）、

ハレンベック参事官（PM）、テインビー副長官補佐官 

国防総省：パール次官補（ISA）、ウォウカー次官補代理 

ACDA：エメリー副長官、ノセンゾ戦略局次長 

NST 交渉団： カンペルマン団長（兼防衛・宇宙担当代表）、ジマーマン副団長、グリッ

トマン代表（INF 担当）、タワー代表（戦略兵器担当）、ウッドワース次席

代表（INF 担当）、レーマン次席代表（戦略兵器担当）、クーパー次席代表

（防衛・宇宙担当） 
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■ 

軍
縮
課
長
着
任 

 
吉
田 
第
三
回
と
第
四
回
の
二
回
に
わ
た
っ
て
、
国
連
局
軍
縮
課
長
時
代
の

こ
と
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
三
回
と
第
四
回
の
時
代

区
分
は
、
八
六
年
一
〇
月
の
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
会
談
を
境
に
し
て
お
り
ま
す
。

今
日
は
、
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
会
談
前
ま
で
の
お
話
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
１
番
で
は
、
軍
縮
課
長
に
着
任
さ
れ
て
す
ぐ
の
お
話
を
伺
い
ま

す
。
（
１
）
で
す
が
、
前
任
者
の
槙
田
邦
彦
大
使
か
ら
重
要
な
引
継
ぎ
事
項

は
ご
ざ
い
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
今
ま
で
の
お
話
で
は
、
外
務
省
で
は
引
継

ぎ
は
詳
細
に
は
な
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
も
し
あ
り
ま
し
た
ら

お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

宮
本 

引
継
ぎ
を
丁
寧
に
す
る
人
と
し
な
い
人
が
い
ま
し
て
ね
。
私
は
、
丁

寧
に
引
き
継
い
だ
ほ
う
が
良
い
と
考
え
て
い
た
の
で
、
か
な
り
詳
し
く
メ
モ

に
書
い
て
説
明
す
る
の
で
す
が
、
前
任
者
か
ら
同
じ
よ
う
に
引
き
継
い
で
も

ら
え
た
例
は
多
く
は
な
い
で
す
ね
。 

吉
田 

人
に
よ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

人
に
よ
る
と
い
う
か
、
就
任
し
た
人
が
自
分
の
判
断
と
責
任
で
や
れ

ば
良
い
と
い
う
考
え
方
が
外
務
省
に
は
あ
り
、
あ
る
意
味
で
個
人
主
義
と
い

え
ば
個
人
主
義
な
の
で
す
が
、
後
任
を
あ
ま
り
縛
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。

私
は
、
自
分
自
身
の
経
験
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
っ
た
ほ

う
が
助
か
る
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
丁
寧
に
ブ
リ
ー
フ
し
ま
し
た
。

「
何
だ
、
う
る
さ
い
な
。
自
分
に
任
せ
て
く
れ
よ
！
」
と
思
う
人
も
い
た
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
雰
囲
気
が
外
務
省
の
中
に
あ
る
気
が
し
ま
す
。 

吉
田 

二
〇
二
〇
年
九
月
の
ご
講
演
（
一
九
日
の
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
で
の
第
一
三

回
公
開
研
究
会
）
の
と
き
に
お
話
を
伺
っ
た
の
で
す
が
、
着
任
と
ほ
ぼ
同
時

に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
出
席
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は

八
月
の
着
任
直
後
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

そ
う
で
す
（
宮
本
注
：
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
は
九
月
二
五
日
に
最
終

文
書
を
採
択
し
て
お
り
、
八
月
末
も
し
く
は
九
月
初
め
に
開
催
さ
れ
た
と
見

て
よ
い
）
。 

吉
田 

軍
縮
課
長
に
な
っ
た
直
後
に
、
例
え
ば
Ｉ
Ｎ
Ｆ
（In

term
ediate 

N
u

clear F
orces: 

中
距
離
核
戦
力
）
と
か
Ｎ
Ｓ
Ｔ
（N

u
clear an

d 

S
pace T

alk
s: 

核
・
宇
宙
交
渉
）
と
か
い
っ
た
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
軍
縮
課
で
課
員
か
ら
聞
く
と
い
う
形
に
な
る
の
で
す
か
。 

宮
本 

そ
の
ブ
リ
ー
フ
は
し
っ
か
り
受
け
ま
し
た
。
た
だ
、
前
回
も
申
し
上

げ
た
と
お
り
、
ソ
連
が
交
渉
相
手
の
案
件
は
全
て
ソ
連
課
に
公
電
が
届
き
ま

す
の
で
、
「
Ｎ
Ｓ
Ｔ
っ
て
何
だ
」
な
ん
て
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
中
身
を

軍
縮
課
ほ
ど
知
っ
て
い
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

吉
田 

（
２
）
と
関
連
し
ま
す
が
、
軍
縮
課
の
仕
事
は
、
今
お
っ
し
ゃ
っ
た

ソ
連
課
や
安
保
課
、
安
全
保
障
政
策
室
な
ど
と
関
わ
っ
て
く
る
と
思
う
の
で

す
が
、
こ
れ
ら
の
部
署
と
の
関
係
性
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。 

宮
本 

前
回
も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
何
で
軍
縮
課
が
米
ソ
軍
備
管
理

交
渉
を
や
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
主
管
が
難
し
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
米
ソ
の
安
全
保
障
関
係
で
す
か
ら
、
中
身
か
ら
い
う
と
安
保
課
と
ソ
連

課
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
ど
ち
ら
が
や
る
か
で
必
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ず
も
め
ま
す
し
、
ソ
連
課
が
日
本
ひ
い
て
は
西
側
の
安
全
保
障
に
か
か
わ
る

問
題
の
主
管
と
な
る
の
も
お
か
し
い
気
が
し
ま
す
。
安
保
課
の
仕
事
は
、
外

務
省
組
織
令
で
は
日
米
安
全
保
障
条
約
の
運
用
で
あ
り
、
全
般
的
な
日
本
の

安
全
保
障
政
策
に
つ
い
て
関
与
す
る
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
軍
備

管
理
と
い
う
点
に
着
目
し
て
軍
縮
課
に
回
っ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

安
保
課
の
主
管
は
、
規
則
上
は
あ
く
ま
で
日
米
安
保
条
約
に
関
す
る

事
項
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

し
か
し
現
実
問
題
と
し
て
、
日
本
の
安
全
保
障
は
か
な
り
の
部
分
が

日
米
安
全
保
障
条
約
で
担
保
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
安
保
課
の
役
割

が
著
し
く
重
要
な
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
サ
ブ
ス
タ
ン
シ
ャ
ル
に
安
保
課
の

発
言
権
は
大
き
い
し
、
安
保
課
の
仕
事
は
安
全
保
障
条
約
と
か
地
位
協
定
だ

け
を
眺
め
て
い
れ
ば
い
い
世
界
で
は
な
い
わ
け
で
す
。
広
く
ア
メ
リ
カ
の
こ

と
を
考
え
、
世
界
の
こ
と
を
考
え
、
そ
し
て
日
本
の
安
全
保
障
を
考
え
る
と

い
う
こ
と
で
、
安
保
課
長
を
や
っ
た
人
は
安
全
保
障
全
般
を
よ
く
勉
強
し
て

い
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
安
保
課
長
は
米
ソ
関
係
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
安

全
保
障
の
こ
と
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
外
務
省

組
織
令
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
安
全
保
障
政
策

室
な
ど
が
で
き
る
の
で
す
が
、
安
保
課
の
存
在
感
は
別
格
で
し
た
。 

吉
田 

安
全
保
障
政
策
室
が
で
き
た
の
は
こ
の
時
期
で
す
ね
。 

宮
本 

安
全
保
障
政
策
室
は
そ
の
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
安
保
課
を
中
心

と
す
る
「
安
全
保
障
マ
フ
ィ
ア
」
が
あ
の
当
時
は
日
本
の
外
務
省
の
安
全
保

障
政
策
を
牛
耳
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
北
米
一
課
も
絡
み
ま
す
。 

吉
田 

北
米
一
課
も
関
与
し
ま
す
か
。 

宮
本 

北
米
一
課
長
は
安
保
課
長
よ
り
年
次
が
上
で
、
岡
本
行
夫
さ
ん
も
安

保
課
長
か
ら
北
米
一
課
長
に
昇
格
し
ま
す
。
対
米
政
策
全
般
を
見
ま
す
し
、

あ
の
当
時
対
米
政
策
の
外
交
政
策
全
体
に
占
め
る
重
み
も
大
き
か
っ
た
。
北

米
一
課
長
は
大
体
、
重
量
級
の
人
が
就
任
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
外
務
省

は
ポ
ス
ト
と
い
う
よ
り
も
人
で
す
。
実
力
の
あ
る
人
が
重
要
な
ポ
ス
ト
に
就

い
た
ら
、
そ
の
ポ
ス
ト
以
上
の
力
を
発
揮
で
き
る
。
外
務
省
と
い
う
も
の
は

基
本
的
に
人
だ
と
い
う
こ
と
を
く
れ
ぐ
れ
も
お
忘
れ
な
く
。 

吉
田 

外
か
ら
見
て
い
る
と
な
か
な
か
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。 

宮
本 

実
際
は
、
省
内
の
力
の
あ
る
人
た
ち
と
本
当
の
相
談
は
し
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
そ
の
案
件
な
り
に
ち
ゃ
ん
と
発
言
権
を
持
っ
た
人
と
い
う
の
は
、

必
ず
し
も
ポ
ス
ト
で
は
な
い
で
す
し
、
そ
の
ポ
ス
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
力
を
持

っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
全
部
決
ま
る
。 

吉
田 

大
使
が
軍
縮
課
長
に
な
ら
れ
た
と
き
に
よ
く
相
談
に
い
か
れ
た
相
手

と
い
う
の
は
、
や
は
り
佐
藤
行
雄
総
務
課
長
で
す
か
。 

宮
本 

佐
藤
さ
ん
は
ち
ょ
っ
と
前
に
総
務
課
長
で
帰
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

困
っ
た
と
き
は
相
談
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
最
も
相
談
し
た
の
が
、
安
保

課
長
の
岡
本
行
夫
さ
ん
で
、
一
年
先
輩
で
し
た
が
親
友
で
も
あ
り
ま
し
た
。

条
約
課
長
の
加
藤
良
三
さ
ん
は
常
に
尊
敬
す
る
先
輩
で
し
た
。
軍
縮
課
の
属

す
る
国
連
局
の
、
後
に
事
務
次
官
に
な
っ
た
林
貞
行
審
議
官
に
も
折
に
触
れ

相
談
し
ま
し
た
。
特
に
触
れ
て
お
き
た
い
の
が
、
年
次
は
ず
っ
と
上
だ
っ
た

ド
イ
ツ
語
の
小
野
寺
（
龍
二
）
さ
ん
で
す
。
こ
の
資
料
（
参
考
資
料
⑤
）
の

中
に
も
情
報
調
査
局
の
審
議
官
で
出
て
き
ま
す
が
、
ド
イ
ツ
に
関
し
て
外
務

省
で
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
の
は
小
野
寺
さ
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
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ど
ん
な
ポ
ス
ト
に
い
ら
し
て
も
、
ド
イ
ツ
問
題
で
困
っ
た
ら
必
ず
小
野
寺
さ

ん
の
と
こ
ろ
に
相
談
に
い
き
ま
し
た
。 

吉
田 
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
問
題
で
も
？ 

宮
本 
ド
イ
ツ
で
困
っ
た
ら
小
野
寺
さ
ん
に
相
談
で
す
。
こ
れ
が
あ
る
種
の

外
務
省
の
仕
組
み
で
す
。
形
式
的
な
決
裁
書
類
に
は
、
例
え
ば
小
野
寺
さ
ん

の
名
前
は
あ
り
ま
せ
ん
。
組
織
と
し
て
の
決
裁
書
と
し
て
は
不
必
要
だ
か
ら

で
す
。
し
か
し
、
ど
う
や
っ
て
政
策
が
形
成
さ
れ
る
か
と
い
う
と
、
こ
う
い

う
人
た
ち
の
貢
献
は
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
決
裁
書
に
名
前
が
出
て
く

る
人
で
も
、
実
質
的
に
貢
献
し
た
人
と
そ
う
で
な
い
人
が
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。 

吉
田 

大
使
の
場
合
は
ソ
連
課
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
大
き
か
っ
た
と
思
う
の

で
す
が
、
当
時
は
野
村
（
一
成
）
課
長
で
す
ね
。 

宮
本 

野
村
さ
ん
に
は
、
そ
の
後
も
ず
っ
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

吉
田 

相
談
に
い
く
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
か
。 

宮
本 

い
ろ
い
ろ
相
談
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
米
ソ
軍
備
管
理
交
渉

そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
の
案
件
は
や
っ
ぱ
り

丹
波
（
實
）
さ
ん
の
関
心
事
項
で
し
た
ね
。 

吉
田 

丹
波
さ
ん
は
当
時
駐
ソ
大
使
館
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
。 

宮
本 

な
の
で
丹
波
さ
ん
と
は
、
モ
ス
ク
ワ
に
出
張
し
た
と
き
以
外
は
ほ
と

ん
ど
相
談
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

た
だ
今
回
、
資
料
②
の
「
軍
縮
に
関
す
る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
新
提
案

に
関
す
る
取
り
敢
え
ず
の
評
価
」
と
い
う
一
九
八
六
年
一
月
の
文
書
を
読
み

直
し
ま
し
た
が
、
一
九
八
五
年
八
月
に
就
任
し
て
か
ら
八
六
年
一
月
ま
で
に
、

私
の
軍
備
管
理
交
渉
に
関
す
る
知
識
は
こ
こ
ま
で
進
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
。 

吉
田 

こ
れ
は
大
使
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。 

宮
本 

い
や
、
基
本
的
に
は
、
自
衛
隊
か
ら
来
て
い
た
上
田
（
完
二
）
さ
ん

が
書
い
て
く
れ
た
も
の
に
、
ソ
連
に
関
す
る
分
析
も
入
り
ま
す
の
で
、
私
も

手
を
入
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

上
田
事
務
官
は
、
軍
縮
課
に
ず
っ
と
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

私
が
着
任
す
る
前
か
ら
ト
ー
タ
ル
三
年
は
い
た
は
ず
で
す
。 

吉
田 

大
使
の
課
長
時
代
に
代
わ
ら
れ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

課
長
時
代
に
航
空
自
衛
隊
に
ま
た
戻
り
ま
し
た
。
後
任
は
彌
田
（
清
）

さ
ん
で
し
た
。
彼
ら
が
軍
備
管
理
交
渉
の
実
質
担
当
官
で
す
。
兵
器
体
系
の

こ
と
も
含
め
て
そ
う
い
う
背
景
、
知
識
が
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
。
戦
力
を

管
理
し
減
ら
す
と
い
う
形
で
実
質
、
軍
事
競
争
を
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

彼
ら
の
存
在
は
大
き
な
助
け
と
な
り
ま
し
た
。 

吉
田 

（
３
）
の
と
こ
ろ
で
軍
縮
課
の
中
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
伺
お
う
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
上
田
さ
ん
が
基
本
的
に
は
軍
備
管
理
・
軍
縮
を
主

管
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

軍
縮
で
は
な
く
、
軍
備
管
理
の
主
管
で
す
。
軍
縮
は
外
務
省
の
軍
縮

を
長
年
や
っ
て
き
た
小
畑
（
正
比
呂
）
さ
ん
や
新
井
（
勉
）
さ
ん
が
頑
張
っ

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。 

吉
田 
上
田
さ
ん
が
主
管
さ
れ
て
い
た
問
題
で
も
、
文
書
に
は
首
席
事
務
官

の
サ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
ね
。 
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宮
本 

こ
れ
は
首
席
事
務
官
の
サ
イ
ン
が
な
い
と
課
長
に
上
げ
ら
れ
な
い
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
首
席
事
務
官
も
優
秀
で
よ
く
勉
強
し
て

い
ま
す
か
ら
、
サ
ブ
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
も
コ
メ
ン
ト
し
て
く
れ
て
い
た
は

ず
で
す
。 

吉
田 

起
草
は
ほ
ぼ
上
田
さ
ん
が
担
当
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。 

宮
本 

そ
れ
を
歴
代
の
首
席
事
務
官
、
高
田
（
稔
久
）
さ
ん
や
楠
田
（
か
お

る
）
さ
ん
た
ち
が
見
て
く
れ
た
。
私
は
、
部
下
に
非
常
に
恵
ま
れ
ま
し
た
ね
。

特
に
、
楠
田
さ
ん
は
そ
の
後
早
く
に
亡
く
な
っ
て
本
当
に
残
念
で
ね
。
将
来

を
嘱
望
さ
れ
た
、
久
方
ぶ
り
に
登
場
し
た
女
性
キ
ャ
リ
ア
外
交
官
だ
っ
た
の

で
す
が
。
人
間
的
に
と
て
も
立
派
な
良
い
人
で
し
た
。
高
田
さ
ん
も
非
常
に

リ
ラ
イ
ア
ブ
ル
で
、
よ
く
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
突
っ
走
り
が
ち
の
私
の
バ

ラ
ン
ス
を
よ
く
と
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
高
田
さ
ん
の
前
任
の
高
松

（
明
）
さ
ん
は
ソ
連
課
で
一
緒
に
仕
事
を
し
ま
し
た
が
、
私
が
軍
縮
課
に
い

っ
た
と
き
に
は
既
に
別
の
課
に
異
動
し
て
い
ま
し
た
。
彼
を
軍
縮
課
に
や
っ

た
の
も
、
か
つ
て
の
部
下
の
高
野
（
紀
元
）
、
槙
田
（
邦
彦
）
両
氏
を
課
長

に
し
た
の
も
、
丹
波
人
事
で
し
ょ
う
。
私
の
場
合
は
、
そ
れ
が
宮
本
の
た
め

に
な
る
と
思
っ
て
野
村
課
長
が
実
現
に
努
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

丹
波
さ
ん
は
、
軍
縮
課
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の

で
す
ね
。 

宮
本 

そ
れ
は
軍
縮
課
が
日
本
の
安
全
保
障
を
担
い
、
対
ソ
交
渉
の
一
翼
を

担
う
か
ら
で
す
。
「
対
ソ
交
渉
で
い
い
加
減
な
こ
と
を
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の

国
益
を
損
ね
、
日
本
の
国
益
を
損
な
う
こ
と
を
絶
対
に
や
っ
ち
ゃ
い
か
ん
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

軍
縮
課
は
比
較
的
新
し
い
部
署
で
し
た
よ
ね
。 

宮
本 

い
や
、
結
構
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
よ
。
佐
藤
行
雄
さ
ん
と
同
期
の
、

イ
ラ
ク
で
亡
く
な
っ
た
渡
辺
陽
一
さ
ん
も
軍
縮
課
長
で
し
た
。 

吉
田 

初
代
の
軍
縮
課
長
で
す
ね
。 

宮
本 

彼
は
初
代
で
す
か
。 

吉
田 

ぱ
っ
と
見
た
限
り
で
は
、
課
長
と
し
て
名
前
で
最
初
に
出
て
き
た
の

は
最
初
で
す
。 

宮
本 

渡
辺
さ
ん
は
、
ち
ょ
う
ど
佐
藤
安
保
課
長
の
頃
に
軍
縮
課
長
に
な
り
、

安
全
保
障
観
が
違
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
れ
で
佐
藤
行
雄
さ
ん
は
軍
縮
課
に
マ

イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

吉
田 

以
前
少
し
伺
い
ま
し
た
が
（
第
一
三
回
公
開
研
究
会
）
、
そ
の
話
は

渡
辺
課
長
だ
っ
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 

彼
が
初
代
で
す
か
？ 

吉
田 

は
い
、
手
持
ち
の
資
料
を
見
た
限
り
、
課
長
と
し
て
は
初
代
で
す
。 

宮
本 

数
原
（
考
憲
）
さ
ん
は
ど
う
い
う
肩
書
で
し
た
？ 

武
田 

軍
縮
室
長
で
す
ね
。
ま
だ
室
だ
と
思
い
ま
す
。 

宮
本 

で
も
、
室
は
長
い
こ
と
あ
り
ま
し
た
よ
。 

武
田 

は
い
、
六
六
年
か
ら
。 

宮
本 

そ
の
後
、
軍
縮
を
重
視
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
、
課
に
な
っ
た
。 

吉
田 

そ
し
て
、
現
実
の
世
界
で
軍
備
管
理
が
進
ん
で
く
る
中
で
、
丹
波
さ

ん
の
よ
う
に
、
日
本
と
し
て
も
こ
の
問
題
に
も
っ
と
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
る
方
が
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 
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宮
本 

そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
（
４
）
の
話
を
す
る
と
、
外
務
省
だ

け
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。 

吉
田 
他
省
庁
と
の
関
係
性
。 

宮
本 
米
ソ
軍
備
管
理
交
渉
に
関
し
て
は
、
防
衛
庁
も
含
め
他
省
庁
と
は
相

談
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
衛
官
が
各
課
に
い
た
の
で
や
れ
た

と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
が
。 

吉
田 

上
田
さ
ん
が
防
衛
庁
と
相
談
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。 

宮
本 

そ
れ
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
当
時
の
防
衛
庁
は
、
基
地
問
題
、

防
衛
力
整
備
と
い
っ
た
国
内
の
問
題
に
大
忙
し
で
、
軍
縮
・
軍
備
管
理
に
対

す
る
関
心
は
低
か
っ
た
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
基
本
は
外
務
省
だ
け
で
や
っ
て

い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
官
邸
と
は
相
談
し
ま
し
た
。 

吉
田 

や
は
り
官
邸
は
調
整
が
必
要
だ
っ
た
。 

宮
本 

外
国
首
脳
か
ら
総
理
宛
書
簡
は
来
る
し
、
米
ソ
軍
備
管
理
交
渉
は
Ｇ

７
サ
ミ
ッ
ト
で
の
主
要
な
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
日
本
を
除
く
国
々
は

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
加
盟
国
で
す
か
ら
、
米
ソ
軍
備
管
理
交
渉
は
当
然
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の

関
心
事
項
で
あ
り
、
Ｇ
７
で
も
常
に
こ
の
問
題
が
議
論
に
な
る
。
だ
か
ら
、

日
本
の
総
理
大
臣
は
問
題
を
理
解
し
て
サ
ミ
ッ
ト
に
臨
む
必
要
が
あ
っ
た
わ

け
で
す
。 

吉
田 

１
の
（
４
）
に
あ
る
外
部
の
専
門
家
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。 

宮
本 

こ
れ
も
ほ
と
ん
ど
相
談
し
た
記
憶
が
な
い
。
専
門
家
が
い
な
か
っ
た

気
が
し
ま
す
。 

吉
田 

専
門
家
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
安
全
保
障
だ
と
高
坂
正
堯
先
生

が
ご
活
躍
さ
れ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
。 

宮
本 

高
坂
先
生
は
私
の
恩
師
で
あ
り
尊
敬
し
て
止
み
ま
せ
ん
が
、
軍
備
管

理
の
専
門
家
で
は
な
か
っ
た
。
私
が
ブ
リ
ー
フ
し
た
記
憶
は
あ
り
ま
す
。 

岩
間 

桃
井
（
眞
）
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。 

宮
本 

桃
井
先
生
も
安
全
保
障
の
大
家
で
し
た
が
、
米
ソ
軍
備
管
理
の
専
門

家
と
い
う
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
そ
れ
ほ
ど
軍
備
管
理
は
専
門
性

が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 

あ
と
は
小
川
伸
一
さ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

ご
相
談
を
し
た
記
憶
は
な
い
で
す
ね
。
私
が
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
と

き
の
報
告
書
を
読
ん
で
い
た
だ
く
と
、
そ
の
一
例
と
し
て
分
か
っ
て
も
ら
え

る
と
思
う
の
で
す
が
、
我
々
は
、
ア
メ
リ
カ
の
、
あ
の
時
点
で
最
も
知
見
の

あ
る
人
た
ち
と
濃
密
な
意
見
交
換
を
し
て
、
徹
底
的
に
ア
メ
リ
カ
の
考
え
方

を
探
り
ま
し
た
。
在
米
大
使
館
も
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
る

わ
け
で
す
。
同
じ
こ
と
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
や
り
ま
し
た
。
私
も
頻
繁
に
ア

メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
張
し
て
い
ま
し
た
。
今
日
ほ
ど
情
報
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
な
か
っ
た
あ
の
時
代
に
お
い
て
、
我
々
の
持
っ
て
い
た
情
報
量
は
圧

倒
的
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
外
務
省
だ
け
で
対
応
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
大
き
な
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。
（
軍
縮
代
表
部
の
）
今
井
（
隆
吉
）
大

使
と
は
頻
繁
に
相
談
し
た
記
憶
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
殆
ど
な
い
。

そ
れ
が
、
あ
の
当
時
の
軍
備
管
理
を
巡
る
日
本
の
国
内
状
況
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。 
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■ 

米
国
の
軍
備
管
理
関
係
者 

 
吉
田 
ア
メ
リ
カ
の
話
が
少
し
出
ま
し
た
が
、
質
問
票
の
四
ペ
ー
ジ
目
に
、

電
報
で
も
名
前
が
出
て
く
る
メ
ン
バ
ー
を
書
い
て
み
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、

こ
の
中
で
大
使
の
印
象
に
残
っ
て
い
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。 

宮
本 

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
担
当
の
リ
ン
ハ

ー
ド
（R

obert E
. L

in
h

ard

）
で
す
。
彼
に
は
米
国
に
行
く
と
必
ず
会
っ

て
い
ま
し
た
。
一
番
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
一
番
丁
寧
に
教
え
て

く
れ
た
。
彼
は
ど
こ
か
の
小
さ
な
核
ミ
サ
イ
ル
基
地
の
指
揮
官
か
ら
Ｎ
Ｓ
Ｃ

に
来
て
い
て
、
「
ソ
連
の
核
を
レ
ー
ダ
ー
で
見
つ
け
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
相
談

す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
場
合
に
は
、
迎
撃
用
の
核
ミ
サ
イ
ル
の
ボ
タ
ン
を

た
め
ら
わ
ず
に
押
す
。
そ
う
し
な
い
と
ア
メ
リ
カ
は
守
れ
な
い
」
と
言
っ
て

い
た
。
ち
ょ
っ
と
太
り
過
ぎ
で―

―

。
岡
本
さ
ん
も
リ
ン
ハ
ー
ド
は
非
常
に

気
に
入
っ
て
い
ま
し
た
ね
。 

吉
田 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
五
百
旗
頭
真
他
編
『
岡
本
行
夫 
現
場
主
義
を
貫

い
た
外
交
官
』
（
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）
）
に
も
出
て
き
ま
す
ね
。 

宮
本 

彼
は
若
く
し
て
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
良
い
人
で
し
た
。 

そ
れ
か
ら
、
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
の
責
任
者
グ
リ
ッ
ト

マ
ン
（M

ayn
ard W

. G
litm

an

）
大
使
で
す
。
グ
リ
ッ
ト
マ
ン
を
日
本
に

呼
ん
だ
と
き
の
記
録
（
参
考
資
料
⑤
）
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
ラ
ウ
ニ
ー

（E
dw

ard L
. R

ow
n

y

）
は
自
分
が
レ
ー
ガ
ン
（R

on
ald W

. R
eagan

）

大
統
領
か
ら
米
ソ
軍
備
管
理
交
渉
に
関
す
る
日
本
と
の
窓
口
に
指
名
さ
れ
た

と
思
っ
て
い
た
の
で
も
ち
ろ
ん
大
事
に
し
ま
し
た
が
、
し
か
し
本
当
の
と
こ

ろ
、
我
々
の
最
大
の
関
心
は
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
で
し
た
。
微
妙
な
と
こ
ろ
ま
で
知

る
た
め
に
は
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
責
任
者
で
あ
る
グ
リ
ッ
ト
マ
ン
を
日
本
に
呼
ぶ
必
要

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
側
に
強
く
要
請
を
し
て
訪
日
が
実
現
し

ま
し
た
。
こ
う
す
る
こ
と
で
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
に
つ
い
て
の
情
報
を
収
集
し
、
日

本
の
考
え
や
懸
念
を
常
時
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
お
く
新
た
な
チ
ャ
ネ
ル
を
つ
く

る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
し
た
。 

吉
田 

こ
ち
ら
か
ら
呼
ん
だ
の
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
呼
ぶ
だ
け
で
は
パ
ン
チ
が
な
い
の
で
、
箱
根
一
泊
旅
行

を
つ
け
ま
し
た
。 

吉
田 

重
要
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
で
す
ね
。 

宮
本 

グ
リ
ッ
ト
マ
ン
訪
日
の
報
告
書
を
見
て
い
た
ら
、
懐
か
し
い
名
前
が

出
て
き
ま
し
た
ね
。
マ
コ
ー
ネ
ル
（D

on
ald J. M

cC
on

n
ell

）
補
佐
官
。

グ
リ
ッ
ト
マ
ン
大
使
に
つ
い
て
き
て
、
会
議
の
後
、
箱
根
に
行
っ
た
と
き
に

温
泉
に
一
緒
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
グ
リ
ッ
ト
マ
ン
大
使
は
、
学
生
の
頃

に
コ
ロ
ラ
ド
の
林
野
局
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
経
験
が
あ
り
、
山
の
中

で
作
業
を
し
た
後
、
仲
間
と
一
緒
に
温
泉
に
入
る
こ
と
は
身
に
つ
い
て
い
た

の
で
喜
ん
で
飛
び
込
み
ま
し
た
。
で
す
が
、
マ
コ
ー
ネ
ル
が
一
緒
に
入
る
の

を
嫌
が
っ
て
来
よ
う
と
し
な
い
。 

吉
田 

補
佐
官
が
来
な
い
。 

宮
本 

も
う
一
回
電
話
し
て
、
「
大
使
が
来
て
い
る
の
に
、
何
し
て
い
る
ん

だ
。
大
使
が
来
い
と
言
っ
て
い
る
」
と
命
令
し
て
、
や
っ
と
恥
ず
か
し
そ
う

に
入
っ
て
き
た
（
笑
）
。 

吉
田 

初
め
て
の
日
本
の
温
泉
ス
タ
イ
ル
で
す
ね
（
笑
）
。 

82



宮
本 

な
お
か
つ
、
彼
は
海
鮮
ア
レ
ル
ギ
ー
。
「
日
本
に
来
て
海
鮮
ア
レ
ル

ギ
ー
と
は
何
事
だ
。
日
本
食
か
ら
海
の
も
の
を
抜
い
た
ら
何
が
残
る
。
よ
く

も
ま
あ
こ
ん
な
や
つ
が
く
っ
つ
い
て
き
た
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
救
急
車
で

運
ば
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
慌
て
て
旅
館
に
「
肉
だ
け
に
し
て
く

れ
」
と
頼
ん
で
、
本
当
に
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。
グ
リ
ッ
ト
マ
ン
大
使
の
印

象
も
強
い
の
で
す
が
、
こ
の
補
佐
官
の
ほ
う
が
個
人
的
に
は
も
っ
と
強
い
印

象
が
残
っ
て
い
ま
す
（
笑
）
。 

吉
田 

こ
の
補
佐
官
は
グ
リ
ッ
ト
マ
ン
大
使
の
補
佐
官
で
す
か
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。 

吉
田 

で
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
い
た
人
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
や
は
り
、
サ
ブ
ス
タ
ン
ス
と
し
て
は
リ
ン
ハ
ー
ド
。
あ

と
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ
（A

rm
s C

on
trol an

d D
isarm

am
en

t A
gen

cy: 

軍
備
管

理
・
軍
縮
庁
）
の
ノ
セ
ン
ゾ
（L

ou
is N

osen
zo

）
か
な
。 

吉
田 

ノ
セ
ン
ゾ
の
名
前
は
よ
く
出
て
き
ま
す
ね
。 

宮
本 

ノ
セ
ン
ゾ
が
私
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
、
そ
れ
で
例
の
ア
リ
ュ
ー

シ
ャ
ン
列
島
へ
の
配
備
の
話
を
彼
に
す
る
と
、
「
こ
の
案
を
自
分
が
日
本
側

に
伝
え
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
た
。
実
は
、
あ
れ
は
自
分
が
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ

の
内
部
で
主
張
し
て
い
た
案
だ
っ
た
か
ら
で
、
日
本
と
仲
が
良
い
の
を
皆
知

っ
て
い
る
か
ら
、
一
時
部
内
で
疑
わ
れ
た
」
と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。 

吉
田 

国
防
総
省
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
い
う
の
は
い
な
か
っ
た
の
で
す

か
。 

宮
本 

国
防
総
省
は
特
に
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
い
な
く
て
、
こ
れ
は
担
当

の
人
に
参
考
意
見
を
聞
き
に
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
ね
。
や
は
り
Ｎ
Ｓ
Ｃ

と
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ
で
す
よ
。
こ
れ
が
メ
イ
ン
で
す
。
Ｎ
Ｓ
Ｃ
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

に
属
し
て
お
り
、
リ
ン
ハ
ー
ド
に
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
会
い
ま
し
た
。 

吉
田 

Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
に
関
す
る
日
本
の
立
場
に
一
番
近
い
の
は
、
国
防
総
省

の
気
が
し
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
日
本
側
が
国
防
総
省
と
連
携
し
な
い
の

は
何
で
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
形
式
上
難
し
い
の
で
す
ね
。 

宮
本 

ベ
ー
ス
で
の
意
思
疎
通
は
、
大
使
館
が
当
然
や
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
建
前
と
し
て
は
、
米
ソ
軍
備
管
理
交
渉
を
含
め
、
軍
備
管
理
・

軍
縮
の
主
管
は
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ
で
、
こ
こ
が
対
外
関
係
の
窓
口
で
も
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ｓ
Ｃ
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
組
織
と
し
て
口
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
し
、

直
接
関
係
国
の
意
見
も
聞
い
て
お
き
た
い
し
、
影
響
も
与
え
た
い
と
い
う
の

で
、
我
々
と
会
っ
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
国
防
総
省
が
話
し
に
く
い
立
場

に
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
。
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ
が
我
々
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
、

そ
れ
で
は
不
十
分
な
の
で
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
押
さ
え
る
と
い
う
の
が
我
々

の
構
図
に
な
り
ま
す
。
ま
た
そ
れ
だ
け
で
日
本
の
立
場
は
担
保
さ
れ
る
と
判

断
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
力
が
強
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。 

吉
田 

こ
れ
で
大
体
１
番
の
と
こ
ろ
は
話
を
伺
え
た
か
な
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
他
ご
質
問
、
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

あ
の
時
代
に
比
べ
る
と
、
こ
ん
な
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
関
心
を
持
っ

て
研
究
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。 

吉
田 

調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
、
奥
の
深
い
話
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

宮
本 
考
え
て
み
れ
ば
、
あ
ん
な
に
少
な
い
数
の
者
だ
け
で
日
本
の
重
要
政

策
を
決
め
て
い
い
の
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
国
家
、
政
府
と
し
て
の
体
制
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が
未
整
備
だ
っ
た
と
言
う
こ
と
で
す
ね
。 

吉
田 

軍
縮
課
も
規
模
は
小
さ
い
で
す
も
の
ね
。
１
番
の
部
分
、
皆
さ
ん
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

合
六 
ラ
ウ
ニ
ー
氏
に
つ
い
て
は
、
顧
問
と
し
て
日
本
に
も
来
ら
れ
て
い
る

と
思
う
の
で
す
が
、
ふ
だ
ん
頻
繁
に
や
り
と
り
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

現
場
の
我
々
に
と
っ
て
は
「
ヒ
ー
・
イ
ズ
・
ア
・
グ
ッ
ド
マ
ン
。
ザ

ッ
ツ
・
オ
ー
ル
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
レ
ー
ガ
ン
大
統
領

が
特
別
に
派
遣
し
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
日
米
関
係
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

観
点
か
ら
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
サ
ブ
ス
タ
ン
ス
に
関
し

て
言
え
ば
、
我
々
が
収
集
し
て
い
た
情
報
を
超
え
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ

た
し
、
彼
が
積
極
的
に
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
く
れ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
懐
疑
的
で
し
た
。
良
い
人
で
し
た
が
、
彼
に
言
え
ば
何
か

が
起
こ
る
、
変
わ
る
と
い
う
感
じ
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
レ
ー
ガ

ン
さ
ん
と
の
関
係
が
良
い
の
で
「
お
ま
え
行
っ
て
こ
い
」
と
言
わ
れ
て
来
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
と
の
関
係
で
は
当
然
使
え
る
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
彼
は
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
に
直
言
す
る
タ
イ
プ
じ
ゃ
な
い
。

お
そ
ら
く
、
忖
度
し
て
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
に
報
告
す
る
タ
イ
プ
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
米
ソ
軍
備
管
理
交
渉
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
精
通
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
グ
リ
ッ
ト
マ
ン
だ
っ
て
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉

に
つ
い
て
そ
ん
な
に
微
に
入
り
細
に
入
り
ラ
ウ
ニ
ー
に
伝
え
な
い
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
、
全
体
は
知
っ
て
い
る
が
、
本
当
に
知
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

レ
ー
ガ
ン
と
の
関
係
で
も
、
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
は
役
に
立
つ
け
れ
ど
も
限
界

が
あ
る
。
そ
れ
が
ラ
ウ
ニ
ー
さ
ん
の
世
界
な
の
で
、
大
事
に
し
て
い
る
ふ
り

を
し
て
い
ま
し
た
し
、
そ
こ
そ
こ
付
き
合
っ
て
い
れ
ば
い
い
と
少
な
く
と
も

私
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
に
「
日
本
は
何
だ
！
」
と
腹
を
立
て
ら
れ
た
ら

大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で
、
大
事
に
し
て
帰
し
ま
し
た
よ
。
で
も
、
ラ
ウ
ニ

ー
工
作
と
い
う
の
は
日
本
側
の
記
録
に
は
な
い
は
ず
で
す
。 

吉
田 

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
な
い
し
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
中
枢
に
日
本
の
立
場

を
届
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
外
務
省
が
考
え
て
い
た
の
は
、
リ
ン
ハ
ー
ド
で

す
か
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
彼
は
Ｎ
Ｓ
Ｃ
だ
か
ら
大
統
領
と
直
結
し
て
い
る
。
彼
は

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
Ｉ
Ｎ
Ｆ
を
任
さ
れ
、
し
か
も
彼
一
人
だ
け
で
す
よ
。
Ｎ

Ｓ
Ｃ
の
あ
の
と
き
の
ト
ッ
プ
は
誰
で
し
た
か
ね
。 

吉
田 

マ
ク
フ
ァ
ー
レ
ン
（R

obert C
. M

cF
arlan

e

）
で
す
か
ね
。
補
佐

官
が
結
構
代
わ
る
の
で
す
よ
ね
（
当
時
の
大
統
領
補
佐
官
（
国
家
安
全
保
障

担
当
）
は
、
八
三
年
一
〇
月
か
ら
八
五
年
一
二
月
ま
で
が
マ
ク
フ
ァ
ー
レ
ン
、

一
九
八
五
年
一
二
月
か
ら
八
六
年
一
一
月
ま
で
が
ポ
イ
ン
デ
ク
ス
タ
ー

（Joh
n

 M
. P

oin
dexter

）
、
八
六
年
一
二
月
か
ら
八
七
年
一
一
月
ま
で
が

カ
ー
ル
ッ
チ
（F

ran
k

 C
. C

arlu
cci, III

）
）
。 

宮
本 

彼
ら
は
必
ず
リ
ン
ハ
ー
ド
の
意
見
を
聞
き
ま
す
。
米
ソ
軍
備
管
理
交

渉
は
極
め
て
専
門
的
で
技
術
的
な
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
サ
ブ
ス
タ
ン
ス
に

関
し
て
は
リ
ン
ハ
ー
ド
の
言
う
こ
と
が
通
る
。
彼
は
日
本
に
好
感
を
持
っ
て

く
れ
て
い
た
し
、
ナ
イ
ス
ガ
イ
で
し
た
よ
。 

吉
田 
大
使
が
リ
ン
ハ
ー
ド
に
最
初
に
会
っ
た
の
は
い
つ
ぐ
ら
い
で
す
か
。 

宮
本 

そ
れ
は
軍
縮
課
長
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。 
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吉
田 

課
長
に
な
っ
て
か
ら
八
五
年
の
一
〇
月
に
訪
米
と
い
う
記
録
を
見
た

の
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
会
わ
れ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 
恐
ら
く
そ
う
で
し
ょ
う
。
最
初
の
出
張
は
既
に
お
話
し
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ

再
検
討
会
議
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
、
三
週
間
以
上
居
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
長
か

っ
た
し
、
中
身
も
分
か
ら
ず
に
毎
日
勉
強
の
日
々
で
大
変
で
し
た
。
な
の
で
、

余
裕
が
で
き
た
一
〇
月
ぐ
ら
い
に
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
中
身

を
知
ら
な
い
で
行
く
と
駄
目
だ
か
ら
、
こ
の
間
、
猛
勉
強
し
た
は
ず
で
す
。 

 

■ 

Ｎ
Ｓ
Ｔ
交
渉
の
開
始
と
軍
縮
課
長
と
し
て
の
所
信 

 

吉
田 

で
は
、
そ
の
中
身
の
話
に
移
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
番
で
す
が
、
八
五
年
一
月
か
ら
実
質
的
に
Ｎ
Ｓ
Ｔ
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の

時
代
、
ま
だ
大
使
は
ソ
連
課
首
席
事
務
官
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ソ

連
が
交
渉
に
復
帰
し
た
理
由
を
ど
の
よ
う
に
見
立
て
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

正
確
に
覚
え
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
考
え
る
と
き
に
必
ず
歴
史
年
表
を
眺
め
ま
す
。
歴
史
年
表
を
眺
め
て
い

く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
映
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
や
っ
て
み

ま
す
と
、
八
二
年
の
一
一
月
に
ブ
レ
ジ
ネ
フ
（L

eon
id B

rezh
n

ev

）
が
死

去
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
ソ
連
体
制
が
あ
る
意
味
で
老
衰
状
態

の
終
わ
り
に
近
づ
き
、
次
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
（M

ik
h

ail G
orbach

ev

）
へ

の
移
行
期
間
に
あ
っ
た
と
見
た
ら
い
い
。
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
（Y

u
rii 

A
n

dropov

）
が
中
継
ぎ
の
指
導
者
に
な
る
。
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
は
当
時
、
間

違
い
な
く
実
力
ナ
ン
バ
ー
１
で
、
他
に
人
が
い
な
い
の
で
、
Ｋ
Ｇ
Ｂ
の
長
官

は
書
記
長
に
な
ら
な
い
と
い
う
慣
例
を
破
っ
て
就
任
し
ま
し
た
。
Ｋ
Ｇ
Ｂ
出

身
の
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
は
、
逆
に
ソ
連
の
実
態
を
含
め
世
界
中
の
こ
と
を
よ
く

知
っ
て
い
る
。
国
民
に
知
ら
せ
る
か
ど
う
か
は
別
問
題
と
し
て
、
フ
ァ
ー
ス

ト
ハ
ン
ド
の
情
報
が
全
部
入
っ
て
く
る
。
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
は
、
「
今
の
状
況

を
こ
の
ま
ま
続
け
て
い
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
強
く
自
覚
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
は
八
二

年
の
一
二
月
に
欧
州
Ｉ
Ｎ
Ｆ
削
減
提
案
を
し
た
り
し
て
動
こ
う
と
し
た
。
と

こ
ろ
が
八
四
年
の
二
月
、
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
は
死
去
す
る
わ
け
で
す
。
も
う
人

材
払
底
で
、
能
力
は
な
い
が
敵
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
も
年
寄
り

の
チ
ェ
ル
ネ
ン
コ
（K

on
stan

tin
 C

h
ern

en
k

o

）
が
書
記
長
に
就
任
。
ソ

連
共
産
党
は
こ
こ
で
半
分
死
ん
だ
の
で
す
ね
。
だ
か
ら
何
も
動
け
な
い
。 

し
か
し
、
「
こ
れ
で
は
い
け
な
い
。
チ
ェ
ル
ネ
ン
コ
に
頼
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
ソ
連
国
内
に
も
い
ろ
い
ろ
な
動
き
が
出
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
八
五
年
三
月
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
登
場
す
る
わ

け
で
す
。
八
五
年
一
月
の
ソ
連
の
提
案
と
い
う
の
は
、
グ
ロ
ム
イ
コ

（A
n

drei G
rom

yk
o

）
も
含
め
残
っ
て
い
た
連
中
が
今
の
ま
ま
で
は
い
か

ん
と
い
う
こ
と
で
、
米
ソ
関
係
に
関
し
て
も
働
き
か
け
を
行
っ
て
く
る
。
け

れ
ど
も
グ
ロ
ム
イ
コ
が
や
る
と
な
る
と
、
相
変
わ
ら
ず
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
重

点
を
置
い
た
、
我
々
が
批
判
し
た
よ
う
な
要
素
を
含
ん
だ
提
案
に
な
っ
て
く

る
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
ソ
連
が
何
か
き
ち
っ
と
し
た
戦
略
に
基
づ
き

積
極
的
に
や
ろ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ソ
連
の
体
制
の
衰
亡
化

と
い
う
流
れ
の
中
で
何
か
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
受
け
身
で
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対
外
関
係
を
動
か
し
た
。
そ
の
対
外
関
係
の
最
重
要
項
目
が
米
ソ
軍
備
管
理

交
渉
で
あ
り
、
対
米
関
係
な
わ
け
で
、
そ
の
た
め
に
打
ち
出
し
た
の
で
し
ょ

う
。
こ
う
い
う
年
表
を
見
な
が
ら
、
お
そ
ら
く
そ
う
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
な
と
い
う
姿
が
私
の
頭
に
浮
か
び
ま
し
た
。
事
実
か
ど
う
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
。 

吉
田 

ソ
連
の
意
図
の
分
析
は
本
当
に
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
ソ
連
が
動

い
た
理
由
を
整
理
し
て
み
る
と
、
大
使
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
一
つ
に

は
体
制
の
衰
退
が
あ
り
、
同
時
に
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
た
め
の
材
料
と
い
う
の

も
あ
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。 

宮
本 

そ
の
と
き
に
研
究
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

動
向
が
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
か

な
り
世
論
が
沸
き
上
が
っ
て
お
り
、
今
何
か
手
を
打
っ
て
お
け
ば
西
側
の
同

盟
を
脆
弱
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
、
ソ
連
に
と
り
二
つ
目
の
大

き
な
重
要
な
判
断
材
料
と
な
り
ま
す
。
一
つ
は
ソ
連
の
国
内
情
勢
、
も
う
一

つ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
情
勢
。
三
番
目
に
ア
メ
リ
カ
の
国
内
情
勢
で
す
ね
。
レ

ー
ガ
ン
さ
ん
が
ど
こ
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
た
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
私
の
書
い
た
報
告
（
参
考
資
料
⑦
）
を
読
み
直
し
て
も
、
国
内
の
理
由

か
ら
軍
備
管
理
・
軍
縮
交
渉
で
何
ら
か
の
妥
結
を
必
要
と
し
て
い
る
と
い
う

箇
所
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
ら
を
押
さ
え
て
分
析
す
る
と
、
そ
う
間
違
っ
た

分
析
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
次
の
２
の
（
２
）
、
大
使
が

Ｎ
Ｓ
Ｔ
交
渉
で
重
視
し
て
い
た
点
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
個
別
の
話

は
後
で
出
て
く
る
３
と
４
に
含
ま
れ
る
と
思
う
の
で
、
大
ま
か
な
話
を
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
た
め
の
顔
合
わ
せ
の

際
に
大
使
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
軍
縮
課
長
と
し
て
書
か
れ
た
大
き
な
方

針
に
関
す
る
ペ
ー
パ
ー
が
外
交
史
料
館
の
フ
ァ
イ
ル
か
ら
は
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
ご
記
憶
の
範
囲
で
そ
の
話
も
伺
え
れ
ば
幸
い
で
す
。 

宮
本 

前
に
整
理
し
た
と
き
に
、
も
う
関
係
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
自
分
の

い
ろ
い
ろ
な
記
録
を
捨
て
た
み
た
い
で
、
ペ
ー
パ
ー
は
私
の
ほ
う
で
探
し
て

も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
必
ず
し
も
正
確
に
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
は
就
任
後
三
か
月
か
ら
半
年
以
内
に
書
い
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
学

び
考
え
た
こ
と
を
整
理
し
、
日
本
の
軍
縮
基
本
政
策
を
構
築
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
す
。
自
分
の
原
案
を
ま
ず
歴
代
の
軍
縮
課
長
経
験
者
に
送
り
、
コ
メ

ン
ト
を
も
ら
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
書
き
直
し
、
省
内
に
配
布
し
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
一
番
重
要
な
の
は
、
安
全
保
障
政
策
と
し
て
の
軍
縮
政
策
を

考
え
る
、
こ
れ
を
日
本
の
軍
縮
政
策
の
柱
に
し
て
い
く
、
と
い
う
点
に
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
国
防
政
策
や
日
米
安
保
政
策

が
表
と
す
れ
ば
、
軍
縮
政
策
は
裏
で
あ
り
、
日
本
の
安
全
保
障
政
策
は
こ
れ

ら
が
表
裏
一
体
の
も
の
に
な
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
発
想
で
す
。 

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
本
当
の
意
味
で
の
軍
縮
政
策
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
い
う
点
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
歴
代
の
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣

が
「
軍
縮
を
や
り
ま
す
」
と
国
民
に
約
束
し
て
い
る
の
に
、
日
本
政
府
は
口

先
だ
け
で
、
実
際
は
何
も
踏
み
込
ん
で
や
っ
て
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
公
約

違
反
は
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
で
、
軍
縮
の
具
体
的
措
置
に
踏
み
込
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
前
任
の
槙
田
課
長
時
代
に
一
つ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
予
算
要
求
と
い
う
形
に
し
て
お
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
地
震
探
査
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の
機
能
を
使
っ
た
全
世
界
的
な
核
実
験
探
査
網
の
設
置
支
援
と
い
う
予
算
項

目
を
新
た
に
立
て
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
の
時
代
に
予
算
を
と
っ
た
。
八

六
年
の
三
月
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
具
体
的
な
形
の
あ
る
国
際
貢
献
の
最
初

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。 

基
本
政
策
ペ
ー
パ
ー
に
は
、
も
ち
ろ
ん
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
も
入
っ
て
い
た
と

思
い
ま
す
が
、
全
体
と
し
て
七
、
八
項
目
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
な
か
に
軍

縮
専
門
家
の
養
成
も
入
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。 

吉
田 

こ
の
核
実
験
の
探
知
網
以
外
に
、
予
算
が
必
要
だ
っ
た
も
の
は
あ
っ

た
の
で
す
か
。 

宮
本 

と
り
あ
え
ず
そ
れ
だ
け
で
し
た
。
そ
の
前
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。 

吉
田 

そ
れ
が
一
番
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

一
番
大
き
い
し
、
数
千
万
円
の
オ
ー
ダ
ー
で
し
た
。
霞
が
関
で
は
予

算
要
求
し
て
も
す
ぐ
に
は
つ
け
て
く
れ
な
い
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
が
足
繁
く

通
っ
た
こ
と
も
あ
り
大
蔵
省
も
そ
の
意
義
を
理
解
し
て
一
回
で
つ
け
て
く
れ

ま
し
た
。
地
下
核
実
験
の
探
知
網
は
、
全
世
界
の
適
切
な
地
点
を
網
羅
し
た

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
し
な
い
と
不
完
全
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
適
切
な
地
点
の
あ
る
国
は
自
分
で
設
置
す
る
力
が
な
い
こ
と
が

多
い
。
例
え
ば
モ
ロ
ッ
コ
で
国
際
機
関
と
一
緒
に
機
器
の
設
置
、
人
材
の
養

成
、
維
持
費
の
負
担
な
ど
を
し
て
あ
げ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
に
置
く
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
モ
ン
ゴ
ル
を
支
援
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
だ
か
ら
結
構

お
金
が
か
か
る
。
そ
れ
を
支
援
す
る
財
政
的
基
盤
を
つ
く
っ
た
わ
け
で
、
大

き
な
意
味
を
持
ち
ま
し
た
。
お
か
げ
で
今
は
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
完
成
し
、

ど
こ
で
地
下
核
実
験
を
し
て
も
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。 

吉
田 

こ
れ
は
槙
田
課
長
の
時
代
に
動
き
始
め
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

初
め
て
そ
う
い
う
項
目
を
つ
く
っ
て
予
算
書
に
計
上
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。 

吉
田 

槙
田
課
長
時
代
に
軍
縮
課
が
動
い
た
理
由
も
、
大
使
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
よ
う
に
、
日
本
政
府
と
し
て
約
束
し
た
こ
と
を
や
ら
ね
ば
と
い
う
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
私
は
、
政
策
と
し
て
実
現
す
べ

き
で
あ
る
と
明
確
に
意
識
し
て
い
ま
し
た
。 

武
田 

軍
縮
課
は
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
と

思
っ
て
聞
い
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
核
実
験
の
探
知
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
、
今
気
象
庁
も
運
用
し
て
い
る
地
震
監
視
網
で
探
知
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
よ
ね
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
あ
の
シ
ス
テ
ム
を
全
世
界
に
設
置
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｔ
Ｂ

Ｔ
（C

om
preh

en
sive Test B

an
 T

reaty: 

包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
）

の
必
要
不
可
欠
な
構
成
部
分
と
し
て
あ
の
シ
ス
テ
ム
が
今
あ
る
の
で
す
。
あ

の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
日
本
が
積
極
的
に
協
力
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
具

体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
は
す
べ
て
気
象
庁
の
専
門
家
の
方
た
ち
に
助
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。 

武
田 

こ
れ
も
す
ご
く
専
門
的
な
話
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
軍
縮
課
の
中
で

こ
う
い
う
軍
縮
マ
タ
ー
と
、
米
ソ
軍
備
管
理
交
渉
の
よ
う
な
マ
タ
ー
と
、
そ

れ
ぞ
れ
班
分
け
と
か
は
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
個
人
ご
と
、

担
当
官
ご
と
と
い
う
分
け
方
で
す
か
。 
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宮
本 

班
は
何
か
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
そ
ん
な
に
精
密
な
分
け
方
じ
ゃ
な
い
。

何
せ
少
な
い
人
数
で
や
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。
外
務
省
の
中
で
あ
の
当
時
、

小
畑
さ
ん
と
か
新
井
さ
ん
と
か
、
軍
縮
を
長
く
や
っ
て
い
る
人
が
何
人
か
い

ま
し
た
。
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
と
か
、
い
わ
ゆ
る
本
当
の
軍
縮
プ
ロ
パ
ー
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
彼
ら
に
中
心
と
な
っ
て
や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
防
衛

庁
に
軍
縮
の
専
門
家
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
化
学
兵
器
禁
止
条
約
と
か
、
専

門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
先
ほ
ど
の
気
象
庁
と
同
じ
よ
う
に
自
衛

隊
の
専
門
知
識
を
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
防
衛
庁
自
身
は
、
防
衛
力
を

増
や
す
こ
と
に
一
生
懸
命
で
、
ま
し
て
や
軍
縮
に
は
あ
ま
り
関
心
は
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

 

■ 

Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
と
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
首
脳
会
談 

 

吉
田 

で
は
２
の
（
３
）
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
八
五
年
九
月
か
ら
、

米
ソ
が
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
に
関
す
る
提
案
を
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
数

字
も
入
っ
て
き
て
細
か
い
部
分
は
あ
る
の
で
す
が
、
『
外
交
青
書
』
に
ま
と

ま
っ
た
記
述
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
お
送
り
し
ま
し
た
（
参
考
資
料

①
）
。
こ
の
米
ソ
の
提
案
に
関
し
て
ご
記
憶
の
こ
と
、
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

宮
本 

こ
の
と
き
ま
で
は
、
我
々
は
実
質
蚊
帳
の
外
だ
っ
た
と
い
う
感
じ
で

す
。
例
の
八
六
年
二
月
の
中
曽
根
書
簡
で
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
我
々
は
ぐ

っ
と
入
り
込
む
わ
け
で
す
。
そ
れ
ま
で
も
当
然
関
心
を
持
ち
心
配
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
た
だ
八
三
年
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
政
治
声

明
に
お
い
て
、
Ｇ
７
の
歴
史
上
初
め
て
欧
州
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
安
全
が
不

可
分
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
共
通
認
識
を
表
明
し
ま
し
た
。
日
本
が
蚊
帳
の

外
に
お
か
れ
、
日
本
の
安
全
保
障
上
の
利
益
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
心
配
し

た
か
ら
で
す
。
た
だ
私
自
身
は
、
就
任
早
々
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
行
か
さ
れ
た
り

し
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
点
の
備
え
が
不
十
分
だ
っ
た
可
能
性
は
十
分
あ

り
ま
す
。
私
が
八
五
年
一
〇
月
に
訪
米
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
お

そ
ら
く
ア
メ
リ
カ
と
も
す
り
合
わ
せ
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
問
題
意
識

の
下
に
、
皆
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
準
備
し
た
は
ず
で
す
。
本

省
の
責
任
者
で
あ
る
担
当
課
長
が
ア
メ
リ
カ
の
責
任
者
に
直
接
関
心
や
懸
念

を
伝
え
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
で
す
。
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
顔
見

せ
の
意
味
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
け
ど
。 

吉
田 

こ
の
あ
た
り
か
ら
、
ソ
連
の
提
案
の
中
に
三
沢
基
地
の
Ｆ−

16
が
含

ま
れ
て
い
る
と
い
う
話
が
出
て
く
る
と
思
う
の
で
す
が
、
ご
記
憶
の
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。 

宮
本 

そ
れ
は
も
う
安
保
課
が
一
番
神
経
を
と
が
ら
せ
る
問
題
で
す
。
三
沢

の
Ｆ−

16
が
な
く
な
れ
ば
対
ソ
抑
止
力
が
低
下
し
ま
す
。
ソ
連
に
対
し
て
意

味
を
持
つ
の
は
航
空
戦
力
と
海
上
戦
力
で
あ
り
、
対
ソ
抑
止
の
た
め
に
三
沢

に
米
空
軍
を
置
き
、
そ
の
抑
止
力
の
中
核
が
最
新
の
戦
闘
機
群
で
す
。
日
本

の
世
論
に
対
す
る
揺
さ
ぶ
り
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
ソ
連
が
そ
う
い
う
こ

と
を
や
っ
て
き
た
こ
と
に
は
、
安
保
課
が
一
番
ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
ま
し
た
。 

吉
田 

実
は
、
先
ほ
ど
大
使
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
前
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
間

で
、
核
に
関
す
る
Ｆ−

16
の
運
用
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と

い
う
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
Ｆ−

16
が
日
本
に
い
る
間
は
核
は
な
い
は
ず
で
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す
け
れ
ど
も
、
Ｆ−

16
が
ソ
連
を
た
た
く
際
に
は
ど
こ
で
核
を
積
む
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 
お
そ
ら
く
安
保
課
長
も
含
め
て
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｄ
（N

eith
er C

on
firm

 

N
or D

en
y

）
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
も
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
で
あ
り
、

軍
縮
課
長
が
知
る
術
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

吉
田 

ア
メ
リ
カ
は
何
も
言
わ
な
い
の
で
す
ね
。 

宮
本 

言
わ
な
い
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

日
本
側
と
し
て
は
、
こ
こ
は
知
り
得
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。 

宮
本 

核
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
条
約
上
、
当
然
事
前
協
議
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
ね
。
事
前
協
議
し
て
い
な
い
か
ら
持
ち
込
ん
で
な
い
と
い

う
の
が
、
安
保
課
の
ロ
ジ
ッ
ク
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

Ｆ−

16
の
場
合
、
艦
艇
も
そ
う
で
す
が
、
す
ぐ
に
ど
こ
か
別
の
基
地

に
行
け
る
か
ら
、
例
え
ば
韓
国
で
積
ん
だ
り
す
る
の
か
な
な
ど
と
推
測
し
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
話
も
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
。 

宮
本 

軍
縮
課
長
、
知
る
べ
か
ら
ず
、
で
す
よ
。 

吉
田 

や
は
り
こ
の
辺
は
安
保
課
の
領
域
。 

宮
本 

そ
う
、
聖
域
で
す
。 

岩
間 

三
沢
は
こ
の
時
代
Ｆ−

16
で
、
韓
国
に
も
ま
だ
核
は
結
構
あ
っ
た
と

思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
の
も
含
め
て
ア
ジ
ア
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
と
か
、
そ
う
い
う
協
議
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

少
な
く
と
も
軍
縮
課
の
議
論
で
は
韓
国
フ
ァ
ク
タ
ー
は
全
く
入
っ
て

き
て
い
ま
せ
ん
。 

吉
田 

Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
に
戻
り
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
も
一
〇
月
の
末
に
新
提
案

を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ア
メ
リ
カ
側
提
案
の
中
に
「
ア
ジ
ア
部
に
お
け
る

ソ
連
の
Ｓ
Ｓ−

20
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
削
減
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
削
減
と
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ナ
ル
と
い
う
こ
と
だ
と

思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
言
葉
は
日
本
と
し
て
は
歓
迎
す
べ
き
も
の
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

た
だ
、
日
本
は
基
本
的
に
は
ゼ
ロ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
で
す
か
ら
ね
。
前

回
あ
な
た
た
ち
が
出
し
て
く
れ
た
外
務
省
の
資
料
（
第
二
回
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ

ス
ト
リ
ー
参
考
資
料
⑦
）
を
読
み
直
し
て
も
、
外
務
省
と
い
う
か
日
本
政
府

は
ゼ
ロ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。
で
す
か
ら
、
「
プ

ロ
ポ
ー
シ
ョ
ナ
ル
だ
」
と
喜
ん
だ
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

日
本
に
と
っ
て
は
、
次
善
の
妥
協
案
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

西
ド
イ
ツ
の
抱
え
る
国
内
世
論
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ゼ
ロ
・
オ
プ
シ

ョ
ン
で
な
け
れ
ば
断
固
反
対
と
い
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
ア
メ
リ
カ
国
内

で
も
早
期
解
決
を
望
む
声
が
あ
る
。
基
本
は
ゼ
ロ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
で
、
具
体

的
対
応
は
上
手
に
や
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
姿
勢
で
す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
側
に
は
日
本
の
感
触
は
伝
え
た
と
思
い
ま

す
が
、
ア
メ
リ
カ
も
真
剣
に
日
本
の
意
見
を
考
慮
す
る
段
階
に
は
至
っ
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

こ
の
段
階
で
は
ま
だ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。 

宮
本 

私
自
身
は
、
八
五
年
一
〇
月
は
ま
だ
勉
強
中
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。 

吉
田 
と
い
う
こ
と
は
、
課
長
に
な
っ
て
か
ら
ア
メ
リ
カ
が
出
し
た
一
〇
月

末
の
案
は
、
宮
本
課
長
に
と
っ
て
そ
こ
ま
で
大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
と
い
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う
こ
と
で
す
か
ね
。 

宮
本 

我
々
と
し
て
は
、
八
三
年
と
か
そ
の
ぐ
ら
い
か
ら
ず
っ
と
、
米
ソ
交

渉
を
日
本
の
安
全
保
障
と
結
び
つ
け
て
議
論
を
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
ア
ジ

ア
、
す
な
わ
ち
日
本
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
軽
視
さ
れ
た
と
国
民
の
目
に
映
る

こ
と
が
、
日
米
安
保
体
制
の
基
礎
を
揺
る
が
す
こ
と
を
心
配
し
て
き
た
。
ア

ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
同
じ
割
合
で
減
っ
て
い
け
ば
日
本
に
と
っ
て
文
句
は

つ
け
に
く
い
で
す
が
、
し
か
し
ア
ジ
ア
が
置
き
去
り
に
さ
れ
る
心
配
は
常
に

あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
「
ア
メ
リ
カ
に
正
面
切
っ
て
文
句
言
う
段
階
か
な
あ
」

と
い
う
こ
と
で
、
見
守
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。 

吉
田 

八
六
年
二
月
の
中
曽
根
書
簡
の
話
が
後
で
出
て
く
る
の
で
、
「
文
句

言
う
」
と
こ
ろ
は
改
め
て
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
あ
と
も
う
一
つ
、
八
五

年
一
一
月
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
米
ソ
首
脳
会
談
が
六
年
半
ぶ
り
に
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
会
談
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
に
関
す
る
暫
定
合
意
だ
と
か
核
兵

器
の
五
〇
％
削
減
と
か
、
一
部
現
実
的
な
要
素
、
一
部
理
想
的
な
要
素
が
出

た
会
談
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
会
談
に
関
し
て
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。 

宮
本 

そ
れ
は
、
我
々
も
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
対
す
る
期
待
を
持
ち
始
め
た
と

い
う
こ
と
で
す
よ
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
ソ
連
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
、
方

向
転
換
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
伝
わ
っ
て
く
る

わ
け
で
す
。
そ
の
中
で
の
提
案
で
す
か
ら
ね
。
し
た
が
っ
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
新
政
権
の
動
向
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
彼
ら
の
前
向
き
な
と
こ

ろ
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
殺
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
そ
う
い
う
対
応
を
ア
メ
リ

カ
も
含
め
て
西
側
は
や
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
ソ
連
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ

が
ウ
ラ
ム
（A
dam

 B
. U

lam

）
の
言
う
ソ
連
な
の
で
す
ね
。
我
々
は
、
そ

れ
ま
で
ソ
連
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
確
信
を
持
っ
て
、
変
わ
ら
な
い
ソ
連
と

表
面
的
な
交
渉
を
し
て
も
意
味
は
な
い
と
考
え
て
や
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
な
っ
て
ソ
連
は
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
始
め
た
と

い
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 

や
は
り
そ
れ
ほ
ど
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
国
内
で
ど
れ
く
ら
い
や
れ

る
か
と
い
う
問
題
も
あ
り
、
お
手
並
み
拝
見
と
い
う
側
面
は
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
前
回
も
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
外
務
省
の
ソ
連
の
専
門
家
の
意
見
は
、

書
記
長
と
い
う
ポ
ス
ト
が
大
事
で
あ
り
、
書
記
長
と
な
っ
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

は
か
な
り
の
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
れ
は
世
界
の
ソ
連
専

門
家
の
共
通
認
識
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
は
何
か
や
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
期
待
は
確
実
に
あ

り
ま
し
た
。 

 

何
と
い
っ
て
も
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
五
〇
何
歳
と
若
く
、
し
か
も
頭
脳
明
晰

な
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
私
た
ち
は
、
も
し
か
し
た
ら
ソ
連
が
変
わ
る
か

も
し
れ
な
い
と
本
当
に
希
望
を
持
ち
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
西
側
の
首
脳
も
、

「
こ
の
人
と
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
け
ば
ソ
連
は
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
期
待
が
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
を
あ
あ

い
う
方
向
に
ソ
連
を
も
っ
て
い
か
せ
た
一
つ
の
誘
因
で
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
提
案
も
、
同
じ
こ
と
を
ブ
レ
ジ
ネ
フ
が
や
っ
た
ら

我
々
は
歯
牙
に
も
か
け
な
い
。
し
か
も
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
と
も
に
シ
ュ
ワ
ル

ナ
ゼ
（E

du
ard S

h
evardn

adze

）
が
登
場
し
た
。
グ
ロ
ム
イ
コ
だ
っ
た
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ら
ま
だ
疑
心
暗
鬼
で
す
が
、
シ
ュ
ワ
ル
ナ
ゼ
に
な
っ
た
期
待
も
あ
り
ま
し
た
。 

吉
田 

そ
の
一
方
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
に
な
っ
て
も
ま
だ
ソ
連
の
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
と
い
う
の
は
あ
っ
た
の
で
す

か
。 

宮
本 

当
然
そ
れ
は
あ
り
ま
し
た
。
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
組
織
と
し
て
の
マ
シ

ー
ン
の
一
部
で
あ
り
、
上
が
代
わ
っ
た
だ
け
で
全
体
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
な
っ
た
か
ら
急
に
民
主
的
な
や
り
方
に
な
る
と
は

誰
も
思
わ
な
い
。
発
想
も
や
り
方
も
基
本
は
ソ
連
の
枠
組
み
で
な
さ
れ
る
こ

と
は
し
よ
う
が
な
い
。
そ
う
し
な
い
と
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
国
内
で
あ
っ
と

い
う
間
に
失
脚
で
す
よ
。 

吉
田 

日
本
か
ら
見
る
と
、
こ
の
段
階
で
は
両
輪
が
動
い
て
い
る
と
い
う
感

じ
で
す
か
。 

宮
本 

例
え
ば
、
私
が
こ
の
前
ち
ょ
っ
と
言
っ
た
け
れ
ど
も
、
イ
ギ
リ
ス
の

外
務
省
の
評
価
も
、
「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
新
し
い
」
と
か
、
「
全
体
と
し

て
新
味
は
な
い
が
、
こ
こ
は
注
目
し
て
い
る
」
と
か
、
そ
う
い
う
見
方
で
す

よ
。
む
し
ろ
変
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
一
生
懸
命
探
し
て
い
ま
し
た
。 

吉
田 

な
る
ほ
ど
、
変
化
に
注
目
し
て
探
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
。 

宮
本 

何
か
新
し
い
動
き
が
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
必
死
で
探
ろ
う
と
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
形
で
我
々
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
い
し
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
形
で
、
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
の
発
言
を
見
て
い
ま
し
た
ね
。 

吉
田 

後
世
の
人
間
が
文
書
を
読
む
と
き
の
指
針
に
も
な
り
ま
す
ね
。
勉
強

に
な
り
ま
す
。 

宮
本 

従
来
と
違
う
と
こ
ろ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中
し
て
丁
寧
に
読
む
。
そ

れ
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
何
を
我
々
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
一
生
懸

命
に
探
ろ
う
と
す
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
西
側
の
外
交
官
を
含
む
情
報
機

関
の
人
た
ち
が
ソ
連
の
外
交
官
と
か
Ｋ
Ｇ
Ｂ
に
接
触
す
る
わ
け
で
す
よ
。
そ

し
て
、
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
が
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
こ
と
の
確
認

に
か
か
る
わ
け
で
す
。
全
世
界
、
西
側
で
数
多
く
の
人
た
ち
が
そ
の
た
め
に

動
く
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
得
ら
れ
た
情
報
が
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
集

め
ら
れ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
言
っ
た
こ
と
の
真
意
は

何
だ
ろ
う
か
と
い
う
最
終
的
な
分
析
を
す
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

判
断
と
い
う
の
が
そ
こ
で
固
ま
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス

と
ア
ナ
リ
シ
ス
の
関
係
で
す
ね
。 

吉
田 

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
談
の
時
点
で
は
、
そ
れ
な
り
に
新
し
い
要
素
は
出
て

き
て
い
る
と
い
う
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
段
階
で
す
か
。 

宮
本 

少
し
は
ね
。
で
も
、
ま
だ
苦
労
し
て
い
る
な
と
。
だ
っ
て
、
既
存
の

シ
ス
テ
ム
は
ま
だ
全
然
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
す
か
ら
。 

吉
田 

ま
だ
な
っ
た
ば
っ
か
り
で
す
し
ね
。 

宮
本 

な
っ
た
ば
っ
か
り
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
で
す
よ
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が

ソ
連
を
変
え
て
い
く
の
は
。 

 

■ 

Ｓ
Ｄ
Ｉ 

 

吉
田 
で
は
３
番
に
。
八
六
年
に
入
っ
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
二
〇
〇
〇
年

ま
で
に
核
兵
器
廃
絶
を
す
る
と
い
う
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
提
案
を
し
ま
し
た
。
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そ
し
て
そ
の
一
部
と
し
て
、
欧
州
部
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
を
中
期
的
に
全
廃
す
る
と
い

う
内
容
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
先
ほ
ど
話
題
に
上
が
っ
た
資
料
②
の
軍
縮

課
の
「
取
り
敢
え
ず
の
評
価
」
が
こ
れ
と
関
連
し
ま
す
が
、
こ
の
提
案
に
関

し
て
ご
記
憶
の
点
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
点
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
り

ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

こ
の
文
書
を
も
う
一
回
読
み
ま
し
た
け
ど
、
よ
く
書
け
て
い
る
と
思

い
ま
す
よ
。
こ
れ
は
上
田
さ
ん
が
原
案
を
書
い
て
私
が
手
を
入
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
け
ど
。
こ
れ
を
超
え
る
も
の
を
今
コ
メ
ン
ト
で
き
ま
せ
ん
ね
。
あ

の
時
以
上
に
勉
強
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
。
あ
の
当
時
、
こ
の
問
題
に
関
し

て
は
私
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
状
態
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

皆

さ

ん

方

に

注

目

し

て

も

ら

い

た

い

の

は

、

こ

こ

で

Ｓ

Ｄ

Ｉ

（S
trategic D

efen
se In

itiative: 

戦
略
防
衛
構
想
）
に
触
れ
て
い
る
こ

と
で
す
ね
。
こ
れ
は
前
回
も
お
話
し
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ソ
連
に
対
し
て

相
当
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
ソ
連
に
軍
備
管
理
交
渉
を
一
生
懸
命

に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
わ
せ
た
最
大
の
動
機
づ
け
は
、
こ
の
Ｓ
Ｄ

Ｉ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
こ
れ
を
ア
メ
リ
カ
に
本
気
で
や
ら
れ
た
ら
困
る
。

だ
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
が
発
展
し
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
と
の
間
の
い

わ
ゆ
る
キ
ャ
ッ
ピ
ン
グ
、
つ
ま
り
こ
れ
以
上
ア
メ
リ
カ
が
強
く
な
ら
な
い
よ

う
に
、
で
き
れ
ば
全
体
と
し
て
下
げ
て
い
く
。
そ
う
い
う
戦
略
的
な
安
定
性

と
安
全
性
を
、
ソ
連
が
本
気
で
追
求
し
始
め
た
。
そ
の
原
因
を
つ
く
っ
た
の

は
Ｓ
Ｄ
Ｉ
だ
と
思
い
ま
す
。
調
べ
て
み
た
ら
、
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
は
八
三
年
三

月
二
三
日
の
テ
レ
ビ
演
説
で
こ
れ
に
言
及
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
し
た
が

っ
て
、
八
三
年
か
ら
ず
っ
と
、
ソ
連
の
軍
備
管
理
交
渉
に
対
す
る
基
本
的
姿

勢
は
こ
れ
に
影
響
さ
れ
続
け
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｉ
の
議

論
が
ど
う
な
っ
て
い
っ
た
か
。
皆
さ
ん
は
研
究
者
で
す
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
に
つ

い
て
の
ア
メ
リ
カ
国
内
の
議
論
と
ソ
連
の
対
応
に
つ
い
て
の
比
較
を
し
て
み

た
ら
面
白
い
で
す
よ
。 

吉
田 

そ
れ
ら
が
相
関
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

相
関
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
ソ
連
が
一
番
怖
が
っ
て
い
た
の
は

こ
れ
で
す
よ
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
で
す
か
ら―

―

こ
れ
は
過

大
な
表
現
で
す
け
れ
ど
も
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
次
の
米
ソ
軍
備
管
理
交
渉

が
宇
宙
も
含
む
よ
う
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
怖
い
か
ら
で
す
よ
。
こ
こ
も
抑

え
込
ん
で
お
か
な
い
と
ソ
連
は
引
き
離
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
ず
っ
と
総
合

国
力
に
お
い
て
、
科
学
技
術
も
含
め
て
引
き
続
き
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
あ
の

頃
ソ
連
は
頭
打
ち
。
米
国
の
力
を
誇
示
さ
れ
る
と
ソ
連
と
し
て
は
異
常
な
危

機
感
を
持
つ
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
ね
。
Ｓ
Ｄ
Ｉ
と
い
う
の
は
、
私

は
キ
ー
フ
ァ
ク
タ
ー
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
よ
く
レ
ー
ガ
ン
の
対
ソ
軍
拡
競
争

が
ソ
連
の
崩
壊
を
招
い
た
と
言
う
で
し
ょ
う
。
軍
拡
競
争
の
鍵
は
こ
の
Ｓ
Ｄ

Ｉ
で
す
よ
。 

吉
田 

こ
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
提
案
に
対
す
る
軍
縮
課
の
評
価
で
、
特
段
新
し

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
や
は
り
興
味
深
い
な
と
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
が
、
ア
ジ
ア
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
扱
い
の
部
分
で
す
。
ア
ジ
ア
に
関

し
て
は
、
ソ
連
は
何
も
言
っ
て
い
な
か
っ
た
。
軍
縮
課
の
見
立
て
で
は
、
こ

れ
は
西
欧
と
ア
ジ
ア
の
分
断
を
図
る
動
き
だ
と
い
う
ふ
う
に
分
析
さ
れ
て
い

ま
す
ね
。
こ
う
い
っ
た
見
方
と
い
う
の
は
、
当
時
の
軍
縮
課
の
中
で
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 
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宮
本 

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
私
は
丹
波
さ
ん
た
ち
に
ソ
連
に

対
す
る
見
方
を
す
り
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
当
然
そ
う
判
断
し
ま
し
た
。 

吉
田 
丹
波
さ
ん
の
見
方
と
い
う
の
は
、
や
は
り
大
き
い
の
で
す
ね
。 

宮
本 
私
も
、
も
の
の
見
方
と
し
て
そ
れ
が
正
し
い
と
判
断
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
も
の
の
見
方
に
つ
い
て
影
響
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、

個
々
の
判
断
が
違
う
こ
と
は
十
分
あ
り
得
ま
す
。
ベ
ー
ス
に
な
る
考
え
方
が

ソ
連
課
で
訓
練
を
受
け
た
も
の
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
八
三
年
の
大

韓
航
空
機
事
件
で
も
、
ソ
連
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
い
う
も
の
の
実
態
を
私
は

身
を
も
っ
て
知
り
ま
し
た
か
ら
。 

吉
田 

「
撃
っ
て
い
な
い
」
と
。 

宮
本 

必
要
だ
っ
た
ら
う
そ
も
平
気
で
つ
く
。
狙
い
は
責
任
回
避
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
世
論
工
作
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 

そ
の
世
論
工
作
と
も
重
な
る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
提
案
の
中
に
核
実
験
の
禁
止
、
無
条
件
の
停
止
と
い
う
の
も
盛
り
込
ま
れ

て
い
て
、
こ
れ
に
対
し
て
日
本
と
し
て
は
軽
々
と
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

宮
本 

要
す
る
に
世
界
中
に
反
核
感
情
が
あ
っ
て
、
日
本
だ
け
で
な
く
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
も
こ
れ
が
広
が
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
う
す
る
と
、
反
核

に
至
る
非
常
に
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
が
核
実
験
の
禁
止
だ
と
い
う
こ
と
を
皆
知

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
核
実
験
の
禁
止
は
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
の
非
常
に
良
い
手
で
す
。
実
際
問
題
と
し
て
、
ソ
連
は
既
に
十
分

実
験
を
し
て
自
分
は
必
要
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
提
案
を
し
て
く
る
わ
け
で

す
。
だ
か
ら
、
こ
の
提
案
は
各
国
の
国
民
世
論
を
動
揺
さ
せ
る
た
め
に
な
さ

れ
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
す
。
専
門
家
は
欺
け
ま
せ
ん
が
、
「
ソ
連
は
良
い
こ

と
言
っ
て
い
る
」
と
思
っ
て
く
れ
る
相
手
国
国
民
が
一
割
で
も
い
れ
ば
、
そ

れ
は
成
功
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

こ
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
提
案
に
あ
る
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
核
兵
器
廃
絶

と
い
う
の
が
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
本
音
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
の
も
一
つ

の
論
点
か
と
思
う
の
で
す
が
、
当
時
ど
う
い
う
ふ
う
に
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
か
。 

宮
本 

本
気
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

こ
こ
は
本
気
で
は
な
い
と
。 

宮
本 

だ
っ
て
、
専
門
家
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
ゼ
ロ
に
す
る
の
は
い
い
が
、

ゼ
ロ
で
あ
り
続
け
る
こ
と
の
検
証
の
難
し
さ
は
十
分
に
分
か
っ
て
い
ま
す
。

軍
備
管
理
交
渉
し
て
い
る
人
間
な
ら
当
然
、
兵
器
の
削
減
と
検
証
と
い
う
も

の
を
表
裏
一
体
の
も
の
と
し
て
考
え
て
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ゼ
ロ
に
す
る

と
言
っ
て
も
、
二
〇
〇
〇
年
に
検
証
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ど
う
や
っ
て
確
立
す
る

の
で
す
か
。
あ
ま
り
に
非
現
実
的
で
す
。 

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
思
い
つ
き
で
、
軍
当
局
が
「
ノ
ー
」
と
言
わ
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
軍
当
局
は
で
き
な
い
こ
と
は
よ
く
分
か
っ
て
い

る
。
実
務
当
局
は
、
で
き
な
い
こ
と
を
百
も
承
知
で
、
「
こ
れ
で
欧
米
の
世

論
が
湧
く
の
だ
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
と
い
う
程
度
で
し
ょ
う
。 

岩
間 

Ｓ
Ｄ
Ｉ
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
外
務
省
の
中
の
印
象

は
ど
ん
な
感
じ
だ
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 
難
し
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
し
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
も
、
レ

ー
ガ
ン
さ
ん
が
打
ち
出
し
た
あ
の
Ｓ
Ｄ
Ｉ
は
難
し
い
と
い
う
の
が
専
門
家
の
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意
見
で
し
た
。
で
も
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
は
一
度
言
っ
た
ら
引
っ
込
め
ま
せ
ん
か

ら
関
係
者
は
対
応
に
困
っ
て
い
た
と
い
う
の
が
実
態
で
し
た
。
「
『
悪
の
帝

国
』
ソ
連
を
打
ち
負
か
す
た
め
に
、
そ
し
て
親
愛
な
る
国
民
を
盾
に
せ
ず
に

ア
メ
リ
カ
の
安
全
を
守
る
た
め
に
必
要
だ
」
と
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
は
信
じ
込
ん

で
い
ま
し
た
し
、
大
統
領
で
い
る
間
こ
れ
を
続
け
て
い
く
と
皆
思
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
や
れ
る
と
思
っ
て
い
た
人
は
ア
メ
リ
カ
当
局
に
も
ほ
ぼ
い
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
そ
の
後
い
わ
ゆ
る
ミ
サ
イ
ル
防
衛
と
い
う

形
で
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｉ
が
進
展
し
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。
変
化
す
る
わ
け
で
す
。 

岩
間 

Ｓ
Ｄ
Ｉ
は
実
現
不
可
能
だ
ろ
う
と
考
え
つ
つ
も
、
こ
れ
を
交
渉
材
料

に
し
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
た
人
も
中
に
は
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

そ
れ
は
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
ソ
連
と
ア
メ
リ
カ
は
違

い
ま
す
。
ソ
連
は
嘘
を
つ
い
て
も
国
内
的
に
何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ア
メ
リ
カ
は
大
統
領
の
発
言
は
国
民
と
の
約
束
で
す
。
い
い
加
減
な
こ
と
は

言
え
な
い
。
基
本
的
に
は
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
の
理
想
で
あ
り
、
レ
ー
ガ
ン
さ
ん

は
具
体
的
中
身
に
関
心
な
い
の
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
と
し
て
最
終
的
に
打
ち
出
さ
れ

た
具
体
的
中
身
は
も
っ
と
ま
と
も
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
。
も
う
一
回

検
証
さ
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ち
ゃ
ん
と
科
学
技
術
的
に
も

不
可
能
な
も
の
じ
ゃ
な
い
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
レ
ー
ガ

ン
さ
ん
が
当
初
構
想
し
た
「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
で
は
な
い
。
し
か
し
、
同

じ
呼
称
で
呼
ん
で
い
る
の
で
す
。
実
現
不
可
能
な
も
の
は
、
実
務
家
は
国
の

ペ
ー
パ
ー
に
は
書
け
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
国
の
、
国
防
総
省
の
計
画
に
な
っ

た
と
き
に
は
、
も
っ
と
ま
と
も
な
も
の
に
必
ず
変
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。 

吉
田 

国
防
総
省
は
国
民
を
守
る
た
め
の
Ｓ
Ｄ
Ｉ
を
志
向
し
て
い
た
の
で
は

な
く
て
、
あ
く
ま
で
ミ
サ
イ
ル
・
サ
イ
ロ
を
守
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
面
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。 

宮
本 

国
民
を
守
る
た
め
に
ど
の
戦
略
が
正
し
い
か
の
問
題
で
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
「
恐
怖
の
均
衡
」
を
維
持
し
て
き
た
の
は
相
互
確
証
破
壊
戦

略
と
い
う
、
お
互
い
に
相
手
を
破
壊
で
き
る―

―

国
民
を
殺
せ
る―

―

こ
と

を
確
証
し
合
っ
て
、
だ
か
ら
相
手
に
は
手
を
出
さ
な
い
と
い
う
戦
略
で
し
た
。

こ
れ
に
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
は
反
発
し
た
。
同
時
に
ソ
連
の
核
の
高
度
化
が
進
み
、

核
の
全
面
戦
争
を
も
た
ら
す
こ
と
な
く
核
使
用
が
可
能
な
シ
ナ
リ
オ
も
出
て

き
た
。
相
互
確
証
破
壊
戦
略
破
綻
の
可
能
性
が
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
の
専
門
家
の
間
に
攻
撃
で
は
な
く
防
御
に
力
点
を
移
す
考
え

が
出
て
き
て
い
た
の
も
事
実
で
す
。
そ
こ
で
Ｓ
Ｄ
Ｉ
と
な
っ
た
。
ミ
サ
イ

ル
・
サ
イ
ロ
の
た
め
だ
し
、
あ
の
頃
は
宇
宙
に
関
し
て
は
ア
メ
リ
カ
が
圧
倒

的
に
優
勢
だ
っ
た
の
で
、
宇
宙
を
使
っ
て
ソ
連
を
押
し
込
む
こ
と
に
つ
い
て

は
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
し
た
よ
。 

吉
田 

同
じ
Ｓ
Ｄ
Ｉ
で
も
中
身
が
全
く
違
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

違
う
と
い
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 

Ｓ
Ｄ
Ｉ
の
話
が
出
た
の
で
、
少
し
先
に
飛
ん
で
し
ま
う
の
で
す
が
、

４
の
（
４
）
の
Ｓ
Ｄ
Ｉ
研
究
の
日
本
の
参
加
に
つ
い
て
伺
わ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
八
六
年
九
月
に
日
本
政
府
が
Ｓ
Ｄ
Ｉ
研
究
へ
の
参
加
を

表
明
す
る
の
で
す
が
、
軍
縮
課
は
こ
の
決
定
過
程
に
関
与
さ
れ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。 

宮
本 
も
ち
ろ
ん
関
与
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
安
保
協
力
に
な
り
ま

す
か
ら
、
安
保
課
主
管
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の
記
憶
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
と
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い
う
も
の
は
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
が
考
え
る
よ
う
に
極
め
て
魅
力
あ
る
コ
ン
セ
プ

ト
な
の
で
す
が
、
同
時
に
、
そ
れ
は
現
在
我
々
が
享
受
し
て
い
る
ス
ト
ラ
テ

ジ
ッ
ク
・
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
著
し
く
動
揺
さ
せ
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
わ

け
で
す
。
す
な
わ
ち
、
米
ソ
の
競
争
を
宇
宙
に
拡
大
し
、
し
か
も
い
わ
ゆ
る

Ａ
Ｂ
Ｍ
（A

n
ti-ballistic M

issile: 

弾
道
弾
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
）
条
約
で
や

っ
て
い
る
こ
の
枠
組
み―

―

Ａ
Ｂ
Ｍ
条
約
で
自
分
た
ち
の
防
衛
能
力
を
制
限

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ
ク
・
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
の
は
確
立

さ
れ
、
あ
の
と
き
の
抑
止
と
い
う
の
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
い
る―
―

の
根
本

に
動
揺
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
そ
う
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
我
々
に
は
大
き

な
躊
躇
が
あ
り
ま
し
た
よ
。
し
か
し
、
研
究
に
参
加
し
な
い
こ
と
の
デ
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
し
、
対
米
関
係
を
考
慮
し
た
上
で
、
研
究
参
加
だ
け
を
決
定
し

ま
し
た
。
そ
の
次
の
段
階
に
参
加
す
る
か
ど
う
か
は
未
定
で
の
研
究
参
加
で

す
。
Ｓ
Ｄ
Ｉ
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
相
互
確
証
破
壊
戦
略
を
超
え
た
戦
略

不
在
の
状
況
で
す
の
で
、
大
き
な
リ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
日
本
外
務
省
は
持
っ

て
い
ま
し
た
。 

吉
田 

研
究
参
加
し
な
か
っ
た
場
合
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
ど
う
い
う

こ
と
が
挙
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

日
本
が
研
究
に
参
加
し
な
く
て
も
ア
メ
リ
カ
は
進
め
ま
す
。
参
加
す

る
こ
と
に
よ
り
日
米
協
力
を
強
化
で
き
ま
す
し
、
研
究
の
中
身
を
早
く
深
く

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
宇
宙
が
戦
略
環
境
と
し
て
こ
れ
か
ら
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
な
る
と
い
う
の
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
置
い
て
い
か
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
の
安
全
保
障
上
マ
イ
ナ
ス
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
研

究
に
は
参
加
で
す
。 

吉
田 

日
本
が
研
究
に
参
加
す
る
こ
と
で
西
側
の
結
束
と
い
う
も
の
を
ソ
連

に
知
ら
し
め
て
、
そ
れ
で
軍
備
管
理
を
促
進
す
る
と
い
う
考
え
は
あ
っ
た
の

で
す
か
。 

宮
本 

Ｓ
Ｄ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
似
た
よ
う
な
感
じ
で

し
た
。
だ
か
ら
西
側
の
結
束
と
い
う
か
、
ア
メ
リ
カ
と
の
結
束
で
す
ね
。
ア

メ
リ
カ
と
の
結
束
の
た
め
に
、
力
を
入
れ
ず
に
手
を
握
り
合
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
ア
メ
リ
カ
も
、
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
だ
け
が
一
生
懸
命
拳
を
振
り
上
げ

て
い
て
、
官
僚
機
構
も
含
め
て
冷
静
に
対
応
し
て
い
た
。
そ
れ
で
、
日
本
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
そ
れ
に
お
付
き
合
い
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

岩
間 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
日
本
以
上
に
こ
の
問
題
で
は
世
論
が
反
発
し
て
い

ま
し
た
よ
ね
。
特
に
西
ド
イ
ツ
な
ん
か
は
す
ご
く
政
府
は
や
り
に
く
か
っ
た

だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
よ
ね
。 

宮
本 

私
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。 

岩
間 

民
間
企
業
や
科
技
庁
は
入
っ
て
き
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

基
本
は
安
保
課
マ
タ
ー
で
す
の
で
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
あ
の
当

時
、
科
技
庁
と
は
相
談
し
て
い
な
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｉ
に
つ
い
て

は
、
安
保
課
が
防
衛
庁
と
相
談
し
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
科
学
技
術
庁

を
入
れ
る
発
想
が
あ
り
ま
し
た
か
ね
、
あ
の
頃
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ア

ラ
ン
ス
の
制
度
が
整
っ
て
い
な
い
日
本
で
、
不
慣
れ
な
人
を
入
れ
る
こ
と
に

対
す
る
心
配
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。 
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■ 

中
曽
根
首
相
と
安
倍
外
相 

 
吉
田 
Ｓ
Ｄ
Ｉ
の
研
究
参
加
に
関
す
る
官
邸
の
意
向
と
い
う
の
は
、
伝
わ
っ

て
き
て
い
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

大
臣
も
総
理
も
世
の
中
の
こ
と
を
心
配
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
ア
メ
リ
カ
と
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
こ
の
研
究
参
加
ぐ
ら
い
は
せ
ざ
る
を

得
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
共
通
認
識
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

安
倍
外
相
も
よ
く
分
か
っ
て
お
ら
れ
た
し
、
中
曽
根
総
理
は
本
当
に
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
よ
く
分
か
っ
て
お
ら
れ
た
。 

岩
間 

中
曽
根
さ
ん
自
身
は
、
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
の
Ｓ
Ｄ
Ｉ
に
対
す
る
一
種
宗

教
的
な
飛
躍
し
た
考
え
と
い
う
の
を
ど
う
い
う
ふ
う
な
距
離
感
で
見
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

あ
ま
り
こ
れ
に
つ
い
て
は
総
理
と
私
が
直
接
話
し
た
記
憶
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
ん
な
に
我
々
の
感
覚
と
違
う
と
い
う
よ
う
に
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
最
低
限
、
総
理
は
我
々
の
考
え
方
を
正
確
に
理
解
さ
れ
、
そ
し
て
そ

う
い
う
方
向
で
間
違
い
な
い
と
正
確
に
判
断
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
「
下
が

言
う
か
ら
や
る
」
と
い
う
人
で
は
全
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
分
か
っ
た

上
で
、
「
こ
れ
で
い
い
」
と
判
断
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

「
そ
れ
じ
ゃ
、
こ
う
し
ろ
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
総
理
か
ら
は
下
り
て
こ

な
か
っ
た
と
い
う
の
が
私
の
記
憶
で
す
。 

 

こ
れ
も
調
べ
て
も
ら
っ
た
ら
分
か
り
ま
す
が
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
に
関
し
、
国

連
特
別
総
会
の
機
会
に
緊
急
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
を
開
く
と
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
が
言

い
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
私
も
担
当
課
長
と
し
て
同
行
す

る
の
で
す
が
、
日
本
で
サ
ミ
ッ
ト
に
臨
む
た
め
の
勉
強
会
を
最
低
二
回
、
も

し
か
す
る
と
三
回
や
っ
て
い
ま
す
よ
、
一
回
一
時
間
ぐ
ら
い
。
資
料
を
準
備

し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
ご
説
明
を
し
て
、
総
理
か
ら
の
ご
質
問
も
あ
っ
て
、

そ
れ
を
二
回
か
三
回
東
京
で
や
っ
て
、
も
う
一
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
勉
強
会

を
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
サ
ミ
ッ
ト
が
始
ま
る
直
前
、
「
ち
ょ
っ
と
み
ん
な

聞
い
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
で
、
慌
て
て
国
連
代
表
部
の
大
使
の
部
屋
に
駆

け
込
ん
で
、
そ
こ
で
総
理
が
お
も
む
ろ
に
ホ
テ
ル
の
便
箋
を
引
っ
張
り
出
さ

れ
て
、
「
君
た
ち
の
話
を
い
ろ
い
ろ
聞
い
た
が
、
自
分
は
今
日
の
会
議
で
は

こ
う
い
う
ふ
う
に
言
お
う
と
思
っ
て
い
る
が
、
ど
う
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、

自
分
で
お
書
き
に
な
っ
た
も
の
を
お
読
み
に
な
る
。
そ
れ
が
完
璧
の
出
来
な

の
で
す
。
一
〇
〇
％
理
解
し
て
お
ら
れ
る
。
中
曽
根
さ
ん
が
す
ご
い
の
は
、

そ
れ
を
全
部
自
分
の
言
葉
で
語
ら
れ
る
。
「
こ
れ
で
ど
う
だ
」
と
言
わ
れ
る

か
ら
、
「
そ
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
我
々
も
舌
を
巻
く
わ
け
で
す
。

四
回
も
勉
強
会
を
や
っ
た
後
で
す
よ
。
中
曽
根
康
弘
と
い
う
人
は
そ
う
い
う

人
な
の
で
す
。
そ
の
ホ
テ
ル
の
便
箋
の
書
き
付
け
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
ポ
ン
と
入

れ
て
、
も
う
二
度
と
出
し
ま
せ
ん
。
サ
ミ
ッ
ト
の
場
で
は
自
分
の
言
葉
で
自

分
の
立
場
と
し
て
紙
を
見
る
こ
と
な
く
堂
々
と
発
言
さ
れ
る
。
だ
か
ら
「
中

曽
根
は
す
ご
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
中
曽
根
さ
ん
は
間
違
い
な
く
正
確

に
理
解
し
て
お
ら
れ
た
。 

安
倍
晋
太
郎
と
い
う
人
も
頭
の
良
い
人
で
す
よ
。
私
は
ソ
連
課
の
と
き

に
、
ソ
連
関
係
の
訪
問
者
の
た
め
に
直
前
に
一
五
分
ぐ
ら
い
ブ
リ
ー
フ
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
発
言
要
領
を
読
ん
で
く
れ
と
言
わ
れ
、
我
々
が
読
み
上

げ
る
と
、
安
倍
外
相
は
目
を
つ
ぶ
っ
て
聞
い
て
お
ら
れ
る
。
会
談
の
場
で
は
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そ
れ
を
一
言
一
句
、
正
確
に
話
さ
れ
る
。
一
切
修
正
不
要
。
と
て
も
頭
の
良

い
人
で
し
た
。 

吉
田 
安
倍
外
相
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
に
つ
い
て
も
か
な
り
熱
心
に
諸
外
国
と
協
議

し
て
い
る
感
じ
を
受
け
ま
す
。 

宮
本 

あ
の
当
時
、
中
曽
根
、
安
倍
と
い
う
極
め
て
優
れ
た
政
治
家
が
い
て

く
れ
た
と
い
う
こ
と
も
、
我
々
に
と
っ
て
と
て
も
プ
ラ
ス
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。 

 

た
だ
、
私
が
軍
縮
課
長
だ
っ
た
と
き
に
は
、
外
相
が
表
に
出
て
交
渉
を
さ

れ
た
と
い
う
記
憶
は
な
い
で
す
ね
。
ソ
連
課
時
代
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
話

し
た
よ
う
な
強
い
印
象
が
あ
る
の
で
す
が
。
軍
縮
課
時
代
に
私
が
ど
れ
く
ら

い
安
倍
さ
ん
と
ダ
ブ
っ
て
い
ま
し
た
か
。
安
倍
さ
ん
は
何
年
ま
で
で
す
か
。 

吉
田 

八
六
年
七
月
で
す
ね
。 

宮
本 

軍
縮
課
長
と
し
て
は
一
年
足
ら
ず
の
お
付
き
合
い
で
す
ね
。
安
倍
外

相
は
、
大
き
な
派
閥
の
長
で
あ
り
、
次
の
総
理
候
補
で
し
た
し
、
よ
く
理
解

さ
れ
て
い
た
の
で
、
す
べ
て
に
お
い
て
存
在
感
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
八

三
年
の
例
の
Ｇ
７
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
宣
言
の
発

出
に
尽
力
さ
れ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
た
だ
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
問
題
に

関
し
て
い
え
ば
、
中
曽
根
さ
ん
の
存
在
感
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
安
倍
外

相
の
秘
書
官
が
元
軍
縮
課
長
の
高
野
さ
ん
で
し
た
か
ら
、
現
職
の
軍
縮
課
長

が
の
こ
の
こ
顔
を
出
さ
な
く
て
も
、
ペ
ー
パ
ー
さ
え
配
っ
て
お
け
ば
後
は
高

野
さ
ん
が
上
手
に
説
明
し
て
く
れ
る
と
い
う
安
心
感
は
あ
り
ま
し
た
ね
。
ち

な
み
に
高
野
さ
ん
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
の
と
き
の
軍
縮

課
長
で
す
。 

武
田 

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
の
と
き
の
日
本
の
対
応
と
い
う
の
は
、
中
曽

根
首
相
が
主
導
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

そ
う
で
す
ね
。
既
に
触
れ
た
よ
う
に
安
倍
外
相
も
尽
力
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
よ
。
し
か
し
サ
ミ
ッ
ト
の
場
に
な
っ
て
く
る
と
相
当
首
脳
の
意
向
が

反
映
さ
れ
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
中
曽
根
首
相
主
導
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
前
の
議
論
を
練
る
段
階
で
、
皆
さ
ん
が
参
考
に
さ
れ
て
い
る
外
務
省
の

あ
あ
い
う
意
見
（
第
二
回
参
考
資
料
⑧
）
は
、
当
然
中
曽
根
さ
ん
に
も
あ
る

わ
け
で
す
。
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
中
曽
根
さ
ん
は
非
常
に
よ
く
勉

強
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
そ
う
い
う
勉
強
さ
れ
て
い
る
と
き
に
、
あ
あ
い

う
ロ
ジ
ッ
ク
が
中
曽
根
さ
ん
の
頭
の
中
に
入
っ
て
い
く
。
あ
の
人
は
ロ
ジ
カ

ル
な
人
で
す
か
ら
、
ロ
ジ
ッ
ク
が
頭
に
入
っ
て
、
そ
れ
は
そ
う
だ
と
い
う
ふ

う
に
お
考
え
に
な
っ
て
、
そ
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
従
っ
て
サ
ミ
ッ
ト
の
場
で
必
要

な
議
論
と
い
う
の
を
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
た
だ
い
た
。
や
っ
ぱ
り
総
理
が
発

言
を
し
、
総
理
が
そ
う
い
う
方
向
で
持
っ
て
い
か
れ
な
い
と
、
下
だ
け
の
力

で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
中
曽
根
総
理
に
や
っ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う

ふ
う
に
思
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
ア
イ
デ
ィ
ア
自
体
が
中
曽
根
総
理
か
ら
来
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
そ
れ
は
事
務
当
局
と
の
い
ろ
い
ろ
な
す
り
合
わ

せ
の
中
で
総
理
の
頭
に
入
っ
た
と
い
う
の
が
一
番
自
然
な
見
方
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

吉
田 

サ
ミ
ッ
ト
つ
な
が
り
で
す
が
、
先
程
伺
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
サ

ミ
ッ
ト
が
い
つ
頃
だ
っ
た
か
、
ご
記
憶
あ
り
ま
す
か
。 

宮
本 
私
の
軍
縮
課
長
時
代
の
Ｇ
７
特
別
サ
ミ
ッ
ト
で
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
こ

れ
、
調
べ
て
み
て
下
さ
い
。
い
つ
だ
っ
た
か
。
国
連
総
会
の
あ
れ
で
す
か
ら
、
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お
そ
ら
く
九
月
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
で
す
よ
。
せ
い
ぜ
い
一
〇
月
（
特
別

サ
ミ
ッ
ト
は
八
五
年
一
〇
月
の
国
連
創
立
四
〇
周
年
記
念
会
期
中
に
開
催
さ

れ
た
）
。 

 

■ 

一
九
八
六
年
二
月
の
レ
ー
ガ
ン
・
中
曽
根
書
簡 

 

吉
田 

質
問
票
に
戻
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
提
案

が
一
月
に
な
さ
れ
て
、
翌
月
、
ア
メ
リ
カ
も
新
し
い
提
案
を
出
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
有
名
な
レ
ー
ガ
ン
の
中
曽
根
宛
書
簡
が
届
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
「
欧
州
部
ゼ
ロ
、
ア
ジ
ア
部
五
〇
％
削
減
」
と

い
う
、
日
本
に
と
っ
て
問
題
の
あ
る
内
容
で
し
た
。
こ
の
お
話
は
既
に
Ｇ
Ｒ

Ｉ
Ｐ
Ｓ
で
の
第
一
三
回
公
開
研
究
会
の
と
き
に
お
伺
い
し
て
い
る
の
で
す
が
、

大
使
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

宮
本 

皆
さ
ん
の
資
料
を
も
う
一
回
読
ん
で
み
る
と
、
二
月
六
日
に
レ
ー
ガ

ン
書
簡
が
来
て
い
る
。
こ
れ
が
ワ
シ
ン
ト
ン
時
間
な
の
か
東
京
時
間
な
の
か

と
い
う
こ
と
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
調
べ
た
ら
二
月
六
日
は
木
曜
日
。 

吉
田 

そ
う
で
す
ね
。
佐
藤
行
雄
大
使
の
回
顧
録
（
『
差
し
か
け
ら
れ
た

傘
：
米
国
の
核
抑
止
力
と
日
本
の
安
全
保
障
』
（
時
事
通
信
社
、
二
〇
一
七

年
）
）
に
は
、
八
日
が
土
曜
日
だ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

宮
本 

だ
か
ら
六
日
は
木
曜
日
。
レ
ー
ガ
ン
書
簡
は
六
日
に
来
た
し
、
返
信

で
「
二
月
六
日
付
の
貴
書
簡
を
拝
読
し
ま
し
た
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
書

簡
の
日
付
は
六
日
で
す
ね
。
こ
れ
が
ワ
シ
ン
ト
ン
時
間
か
ど
う
か
と
い
う
の

が
非
常
に
気
に
な
り
ま
す
。
ワ
シ
ン
ト
ン
時
間
だ
っ
た
ら
、
下
手
す
る
と
日

本
側
に
手
渡
さ
れ
た
の
は
七
日
の
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
普
通
は
大
使
館

が
受
け
と
っ
て
、
大
使
館
が
現
地
の
時
間
、
日
付
を
入
れ
る
可
能
性
も
あ
る

か
ら
、
こ
の
点
は
今
と
な
っ
て
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
ね
。
い
ず
れ
に
し
て

も
レ
ー
ガ
ン
書
簡
が
六
日
付
で
、
時
差
の
こ
と
を
と
り
あ
え
ず
捨
象
し
て
考

え
て
も
、
一
〇
日
に
は
返
事
の
書
簡
を
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ラ
ウ
ニ
ー

が
説
明
に
来
て
い
る
の
で
す
ね
。 

吉
田 

そ
う
で
す
ね
。
七
日
に
ラ
ウ
ニ
ー
が
来
日
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

宮
本 

七
日
に
来
日
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
？ 

吉
田 

は
い
。 

宮
本 

六
日
か
ら
ラ
ウ
ニ
ー
が
来
る
ま
で
の
間
に
、
サ
ブ
ス
タ
ン
ス
に
つ
い

て
は
相
当
練
り
上
げ
て
お
か
な
い
と
、
ラ
ウ
ニ
ー
に
対
す
る
説
明
と
総
理
の

返
事
が
食
い
違
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
六
日
に
書
簡
を
受
け
と
っ
て
か
ら
ラ
ウ

ニ
ー
が
来
て
説
明
す
る
ま
で
の
間
に
猛
烈
に
作
業
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

 

私
の
記
憶
で
は
佐
藤
行
雄
さ
ん
の
印
象
が
強
過
ぎ
て
、
佐
藤
さ
ん
が
デ
ィ

ク
テ
ー
ト
し
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
書
い
た
よ
う
に
錯
覚
し
て
い
た
気
も
し

ま
す
が
、
今
回
一
月
付
の
軍
縮
課
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
提
案
に
対
す
る
コ
メ
ン

ト
（
参
考
資
料
②
）
を
読
ん
で
、
軍
縮
課
も
相
当
勉
強
し
て
お
り
、
よ
く
分

か
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
軍
縮
課
の
力
で
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
書
け
て
い
た
。
で
す
か
ら
、
中
曽
根
さ
ん
の
レ
ー
ガ
ン
宛
の
書
簡

を
私
が
書
い
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
ワ
シ
ン
ト
ン
の
大
使
館
に
対
す
る
訓
令

を
岡
本
さ
ん
が
書
い
た
わ
け
で
す
ね
。
岡
本
さ
ん
の
訓
令
案
の
中
で
新
し
い

の
は
、
い
わ
ゆ
る
代
替
案
の
と
こ
ろ
で
す
ね
。
ア
ジ
ア
部
に
残
置
さ
れ
る
Ｓ

Ｓ−

20
を
ア
ジ
ア
部
西
端
な
い
し
中
央
部
の
基
地
に
集
め
さ
せ
る
と
い
う
代
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替
案
を
安
保
課
が
中
心
に
考
え
た
と
い
う
の
は
、
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
き
な
と
こ
ろ
に
関
し
て
は
軍
縮
課
も
理
解
し
た
上
で
や
っ
て
い

た
。 Ｉ

Ｎ
Ｆ
交
渉
の
結
果
次
第
で
日
米
安
保
体
制
が
打
撃
を
受
け
る
と
い
う

考
え
方
は
、
丹
波
さ
ん
の
ソ
連
課
長
時
代
に
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
丹
波

さ
ん
の
前
任
の
安
保
課
長
で
あ
る
佐
藤
行
雄
さ
ん
も
同
じ
考
え
方
だ
と
思
っ

て
い
い
で
す
よ
。
し
た
が
っ
て
、
安
保
課
長
経
験
者
の
共
通
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
と
し
て
佐
藤
さ
ん
は
そ
れ
を
強
く
主
張
し
て
、
そ
れ
に
強
く
彩
ら
れ
た
中

曽
根
書
簡
、
説
明
文
書
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
佐
藤
色
が
一
番

出
て
い
る
の
は
、
そ
こ
か
な
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
ね
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
一
九
八
六
年
一
月
の
段
階
で
軍
縮
課
自
体
は
あ
れ
だ
け
の
も
の
を
書
く

力
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
柳
谷
（
謙
介
）
次
官
用
の
発
言
要

領
に
つ
い
て
も
、
そ
う
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
ラ
ウ
ニ
ー
が
来
る
前
に
案
を

つ
く
っ
て
、
そ
れ
を
安
保
課
に
も
見
せ
、
総
務
課
長
に
も
相
談
し
た
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。 

と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
明
確
に
記
憶
し
て
い
ま
す
け
ど
、
二
月
六
日
に

レ
ー
ガ
ン
書
簡
が
来
て
ど
う
回
答
し
よ
う
か
と
い
う
こ
と
で
悩
ん
で
い
た
と

き
に
、
前
に
も
話
し
た
よ
う
に
（
第
一
三
回
公
開
研
究
会
）
、
外
務
省
の
先

輩
で
対
米
関
係
を
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
方
に
「
こ
う
い
う
書
簡
が
来
た
け
れ

ど
も
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
相
談
し
た
ら
、
「
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
が
『
こ
う

い
う
ふ
う
に
し
た
い
の
だ
け
れ
ど
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
』
と
言
っ
て
い
る
。

日
米
関
係
上
、
ア
メ
リ
カ
が
『
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
た
い
の
で
す
』
と
言
っ

た
と
き
に
、
宮
本
君
、
ノ
ー
は
な
い
よ
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
で
日

米
交
渉
の
歴
史
と
い
う
も
の
を
垣
間
見
た
気
が
し
ま
し
た
が
、
ア
ジ
ア
が
は

っ
き
り
と
差
別
的
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
そ
う
も
い
か
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
、
帰
国
後
間
も
な
く
の
佐
藤
行
雄
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
相
談
に
行
っ
た
わ
け

で
す
。
佐
藤
さ
ん
は
、
「
駄
目
だ
よ
、
我
々
に
意
見
が
あ
る
の
だ
か
ら
言
う

べ
き
だ
。
レ
ー
ガ
ン
書
簡
の
最
後
に
『
も
し
ご
意
見
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
下
さ

い
』
と
書
い
て
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
。
我
々
の
意
見
が
あ
る
の
だ
か
ら
出
そ
う

よ
」
と
い
う
こ
と
で
、
例
の
四
人
（
佐
藤
総
務
課
長
、
加
藤
条
約
課
長
、
岡

本
安
保
課
長
、
宮
本
軍
縮
課
長
）
が
集
ま
っ
て
二
月
六
日
に
打
合
せ
を
し
た

わ
け
で
す
ね
。 

 

今
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
と
、
二
月
六
日
に
打
合
せ
を
し
て
、
そ
し
て

お
そ
ら
く
柳
谷
さ
ん
が
ラ
ウ
ニ
ー
に
会
う
と
き
の
発
言
要
領
も
そ
の
晩
に
つ

く
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
ラ
ウ
ニ
ー
対
策
を
す
る
。
あ
わ
せ
て
中
曽
根
書
簡
と

説
明
案
に
つ
い
て
作
成
を
続
け
、
そ
の
中
で
安
保
課
か
ら
あ
あ
い
う
代
替
案

が
出
て
き
た
。
お
そ
ら
く
ラ
ウ
ニ
ー
の
と
き
に
は
、
代
替
案
の
説
明
は
な
か

っ
た
は
ず
で
す
。 

吉
田 

実
は
、
こ
の
ラ
ウ
ニ
ー
訪
日
時
の
文
書
が
外
交
史
料
館
の
フ
ァ
イ
ル

か
ら
出
て
こ
な
い
の
で
す
。 

宮
本 

あ
る
と
思
う
け
ど
ね
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ラ
ウ
ニ
ー
の
発
言
は
レ

ー
ガ
ン
書
簡
の
焼
き
写
し
だ
っ
た
と
い
う
印
象
で
し
た
よ
。
ラ
ウ
ニ
ー
か
ら

「
ぜ
ひ
こ
の
案
を
飲
ん
で
く
れ
。
飲
ん
で
く
れ
な
け
れ
ば
困
る
」
と
い
う
発

言
は
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。 

吉
田 
そ
こ
ま
で
強
い
要
請
で
は
な
か
っ
た
？ 

宮
本 

も
し
大
統
領
特
使
か
ら
そ
う
い
う
発
言
が
あ
っ
た
ら
外
務
省
は
相
当
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動
揺
し
た
で
し
ょ
う
。
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
の
本
意
が
そ
こ
に
あ
る
の
だ
と
い
う

こ
と
で
す
か
ら
。
そ
れ
は
な
か
っ
た
と
思
う
。 

吉
田 
実
は
こ
の
辺
の
ア
メ
リ
カ
の
史
料
が
少
し
開
い
て
い
て
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の

会
議
で
も
同
盟
国
に
聞
い
て
か
ら
最
終
決
定
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
だ
っ
た

よ
う
で
す
。 

宮
本 

そ
れ
で
、
土
日
か
か
っ
て
案
を
準
備
し
ま
し
た
。
月
曜
日
の
朝
一
番

に
柳
谷
次
官
の
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
外
務
省
と
し
て
の
意
思
決
定

を
す
る
会
議
を
開
い
た
わ
け
で
す
。 

吉
田 

柳
谷
次
官
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
そ
し
て
こ
の
前
（
第
一
三
回
公
開
研
究
会
）
話
し
た
よ

う
に
、
会
議
室
に
入
る
前
に
佐
藤
行
雄
さ
ん
か
ら
「
ト
ン
チ
ン
カ
ン
な
議
論

を
す
る
先
輩
が
必
ず
い
る
か
ら
驚
く
な
」
と
言
わ
れ
て
い
て
、
現
に
そ
ん
な

先
輩
が
い
て
ね
。
確
か
に
ア
ー
ム
ズ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
軍
備
管
理
の
考
え

方
と
い
う
の
は
、
彼
ら
か
ら
す
る
と
子
供
の
遊
び
に
見
え
る
の
で
す
ね
。

「
こ
こ
に
あ
っ
た
も
の
を
あ
っ
ち
に
動
か
し
、
あ
っ
ち
に
あ
っ
た
も
の
を
こ

っ
ち
に
動
か
す
ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
本
当
に
ど
れ
だ
け
の
意
味

が
あ
る
ん
だ
」
と
思
う
人
が
出
て
き
て
も
し
よ
う
が
な
い
世
界
で
は
あ
り
ま

す
。
軍
備
管
理
と
い
う
の
は
、
外
務
省
で
も
ご
く
一
部
の
人
た
ち
の
世
界
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
月
曜
日
の
朝
一
番
か
、
遅
く
と
も
一
〇
時
に
は
会

議
を
開
い
て
、
お
そ
ら
く
一
一
時
に
は
そ
の
会
議
は
終
わ
っ
て
い
る
と
思
う

か
ら
、
そ
の
足
で
す
ぐ
長
谷
川
（
和
年
）
総
理
秘
書
官
と
高
野
大
臣
秘
書
官

に
同
時
に
、
こ
う
い
う
書
簡
と
発
言
案
で
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
決
裁
を

求
め
た
。
た
し
か
中
曽
根
さ
ん
か
ら
午
後
二
時
か
三
時
に
は
オ
ー
ケ
ー
が
来

ま
し
た
よ
。 

吉
田 

早
い
の
で
す
ね
、
す
ぐ
来
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
れ
は
急
が
な
い
と
。
長
谷
川
秘
書
官
に
対
し
て
も
、
「
早
く
や
ら

な
い
と
、
ア
メ
リ
カ
が
自
分
の
意
見
を
固
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
い
く
ら
総
理

の
手
紙
で
日
本
の
意
見
を
注
入
し
て
も
ア
メ
リ
カ
は
立
場
を
変
え
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
早
急
に
日
本
の
考
え
方
を
ア
メ
リ
カ
に
示
し
て
お
く
こ
と
が

こ
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
鍵
で
す
。
総
理
の
了
承
を
す
ぐ
に
も
ら
っ
て
下
さ

い
」
と
お
願
い
し
た
ら
、
す
ぐ
に
オ
ー
ケ
ー
が
来
た
。
そ
れ
で
二
月
一
〇
日

付
の
中
曽
根
書
簡
と
対
米
発
言
案
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
が
ワ
シ
ン
ト
ン

に
発
電
さ
れ
て
具
体
的
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
い
ろ

い
ろ
な
公
開
資
料
を
見
て
い
て
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
は

っ
き
り
し
て
き
ま
し
た
。 

吉
田 

一
〇
日
の
外
務
省
の
会
議
な
の
で
す
が
、
「
Ｓ
Ｓ−

20
を
動
か
す
な

ん
て
い
う
の
は
ゲ
ー
ム
だ
」
と
言
っ
た
の
は
次
官
で
は
な
い
で
す
ね
？ 

宮
本 

次
官
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
某
幹
部
で
す
。 

吉
田 

そ
れ
以
外
に
異
論
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

吉
田 

こ
れ
で
オ
ー
ケ
ー
だ
と
。 

宮
本 

ア
ー
ム
ズ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
軍
備
管
理
を
理
解
し
て
い
た
人
が
、

外
務
省
で
も
い
か
に
少
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。 

岩
間 

た
だ
、
中
曽
根
さ
ん
自
身
は
、
多
分
も
う
二
重
決
定
の
頃
か
ら
Ｉ
Ｎ

Ｆ
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 

も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
。 
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岩
間 

で
す
の
で
、
す
ぐ
オ
ー
ケ
ー
が
出
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
落
と
し
ど
こ
ろ
と
い
う
の
が
中
曽
根
さ
ん
の
中
に
は
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
。 

宮
本 
我
々
の
書
い
た
ペ
ー
パ
ー
は
、
二
重
決
定
前
後
も
含
め
た
日
本
政
府

の
基
本
方
針
か
ら
い
さ
さ
か
も
逸
脱
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
そ
れ
を
踏
襲
し
て
、

な
お
か
つ
ア
メ
リ
カ
が
飲
め
る
よ
う
に
知
恵
を
出
し
た
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、

安
倍
さ
ん
の
場
合
も
、
そ
れ
か
ら
中
曽
根
さ
ん
の
場
合
も
、
分
か
っ
た
上
で
、

「
こ
れ
で
い
い
」
と
い
う
ふ
う
に
了
解
し
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

岩
間 

外
務
省
幹
部
の
中
で
も
、
官
邸
は
こ
っ
ち
の
方
向
だ
と
い
う
の
を
知

っ
て
い
る
人
は
知
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

知
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。 

岩
間 

外
務
省
と
し
て
は
、
そ
う
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
の
で
す
か
？ 

宮
本 

大
多
数
の
外
務
省
幹
部
に
と
り
、
あ
の
当
時
、
「
ホ
ワ
ッ
ト
・
イ

ズ
・
ア
ー
ム
ズ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
？
」
な
ん
で
す
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
か

ア
ー
ム
ズ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
世
界
と
い
う
の
を
分
か
っ
て
い
る
人
は
少
な

い
。
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
の
で
す
よ
。
本
当
に
狭
い
範
囲
の
人
間
だ
け
が

ア
ー
ム
ズ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
わ
っ
て
い
た
。 

岩
間 

多
分
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
も
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
逆
説
的
に
突

破
口
が
開
け
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。 

宮
本 

そ
れ
は
そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
政
治
家
は
そ
れ
で
構
わ
な
い
の
で

す
が
、
問
題
は
あ
の
時
代
、
日
本
の
中
で
い
か
に
層
が
薄
か
っ
た
か
と
い
う

こ
と
で
す
。 

合
六 

一
九
八
六
年
一
月
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
核
廃
絶
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
か

ら
レ
ー
ガ
ン
か
ら
の
二
月
書
簡
が
中
曽
根
首
相
に
届
く
ま
で
約
一
か
月
あ
る

と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
史
料
を
見
る
と
こ
の
期
間
に
ア
メ
リ
カ
で
は
政

権
内
で
ど
う
い
う
ふ
う
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
提
案
に
対
応
す
る
か
と
い
う
の
で

意
見
が
割
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
先
ほ
ど
大
使
も
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
提
案
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
旧
来
的
な
見

方
と
、
こ
の
提
案
す
べ
て
を
受
け
い
れ
な
い
に
し
て
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
部
分

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ど
う
対
応
す
る
か
が
議
論
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
た

だ
、
同
盟
国
に
も
協
議
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
形
で
最
終
的
に
決
定
が
下
さ

れ
て
、
ラ
ウ
ニ
ー
を
派
遣
し
た
り
レ
ー
ガ
ン
か
ら
書
簡
を
送
っ
た
り
と
い
う

流
れ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
書
簡
が
来
る
ま
で
の
約
一
か
月
の

間
に
、
外
務
省
の
中
で
ア
メ
リ
カ
の
動
き
を
探
っ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
と

い
う
の
は
記
憶
と
し
て
ご
ざ
い
ま
す
か
。
い
き
な
り
書
簡
が
来
て
、
ち
ょ
っ

と
驚
い
た
と
い
う
感
じ
で
す
か
。 

宮
本 

情
報
収
集
は
日
常
的
に
行
う
も
の
で
す
。
動
い
て
い
る
重
要
な
案
件

に
つ
い
て
は
い
つ
も
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ

ろ
が
政
策
を
検
討
中
の
段
階
は
、
関
係
国
政
府
に
中
身
を
伝
え
る
こ
と
は
厳

禁
で
す
。
こ
れ
が
常
識
で
す
。
で
す
か
ら
日
本
大
使
館
に
も
、
ア
メ
リ
カ
政

府
か
ら
は
な
か
な
か
情
報
が
入
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
北
京
で
も
そ
う
で
す

け
ど
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
は
街
の
う
わ
さ
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
イ
ン
ナ
ー
サ

ー
ク
ル
の
連
中
か
ら
漏
れ
て
く
る
の
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
「
ち
ょ
っ
と
お
か

し
い
ぞ
」
と
い
う
く
ら
い
の
こ
と
は
東
京
に
も
伝
わ
っ
て
き
て
い
た
と
思
い

ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
「
び
っ
く
り
し
た
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
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そ
れ
に
対
し
て
ど
う
回
答
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
悩
ま
し
い
で
し
ょ
う
。
初

め
て
従
来
の
基
本
方
針
か
ら
少
し
逸
脱
す
る
事
態
に
な
る
わ
け
で
す
。
ま
し

て
や
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
が
そ
う
い
う
方
向
に
傾
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
日
本
政
府
と
し
て
の
対
応
は
悩
ま
し
い
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
私
が
一
番

悩
ん
だ
の
は
そ
こ
で
す
。
驚
い
て
「
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
パ
ニ
ッ
ク
に

な
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
ど
こ
ま
で
「
ノ
ー
」
と
言
え

る
の
か
、
や
れ
る
の
か
。
私
が
ア
メ
リ
カ
の
専
門
で
は
な
い
の
で
自
信
が
な

い
。
そ
こ
で
聞
い
て
回
っ
た
わ
け
で
す
。 

少
し
後
の
こ
と
で
す
が
、
私
た
ち
は
、
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
の
米
ソ
首
脳
会

談
は
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
は
何
を
「
イ
エ
ス
」
と
言
う
か

分
か
ら
な
い
し
、
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
と
い
う
こ
と
で
、
本
当
に

緊
張
し
ま
し
た
。 

合
六 

や
は
り
レ
ー
ガ
ン
に
対
す
る
不
安
感
と
い
う
も
の
は
あ
っ
た
の
で
す

ね
。 

宮
本 

あ
り
ま
し
た
。
あ
の
人
は
、
ロ
ジ
ッ
ク
と
か
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
で
判
断

す
る
人
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
で
「
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

は
良
い
や
つ
だ
」
な
ん
て
言
っ
て
「
イ
エ
ス
」
と
言
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
次
元
の
不
安
を
我
々
は
持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
レ
ー
ガ
ン
さ

ん
は
結
構
カ
リ
ス
マ
性
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
間
違
っ
た
決
定
で
も
ア
メ
リ

カ
の
中
で
通
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
を
私
た
ち
は
恐
れ
ま
し
た
。 

吉
田 

先
ほ
ど
の
中
曽
根
書
簡
に
戻
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
書
簡
と
訓
令

を
首
相
官
邸
に
届
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
課
長
直
々
で
は
な
い

で
す
よ
ね
。
課
員
が
届
け
た
？ 

宮
本 

急
ぐ
と
き
に
は
課
員
に
持
っ
て
い
か
せ
ま
す
。
直
接
持
っ
て
行
っ
て
、

長
谷
川
秘
書
官
に
直
接
渡
し
ま
す
。
長
谷
川
秘
書
官
に
は
、
「
今
至
急
持
っ

て
行
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
私
が
電
話
し
て
、
そ
れ
と

一
緒
に
人
が
す
っ
飛
ん
で
い
っ
て
、
だ
か
ら
一
〇
分
後
に
は
長
谷
川
さ
ん
の

と
こ
ろ
に
届
い
て
い
る
。 

吉
田 

実
は
、
こ
の
点
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
中
曽
根
首
相
の
オ

ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
『
中
曽
根
康
弘
が
語
る
戦
後
日
本
外
交
』
（
新
潮

社
、
二
〇
一
二
年
）
）
を
読
む
と
、
「
こ
の
書
簡
を
私
が
了
承
し
た
の
か
ね
」

と
か
い
う
く
だ
り
が
出
て
く
る
の
で
す
。
間
違
い
な
く
外
務
省
か
ら
案
を
出

し
て
、
そ
し
て
許
可
も
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。 

宮
本 

当
然
で
す
。
中
曽
根
総
理
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
宛
返
信
で
す
か
ら
、

署
名
も
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
外
務
省
の
文
書
は
外
務
大
臣
の
決
裁
ま
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
総
理
決
裁
の
欄
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
必
ず
総
理
の

ご
了
承
は
と
り
ま
す
。 

吉
田 

た
ま
に
欄
外
に
「
総
理
秘
書
官
」
と
書
い
て
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

ね
。 

宮
本 

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
資
料
を
届
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
決
裁
じ
ゃ
な

い
で
す
ね
。 

吉
田 

決
裁
で
は
な
い
の
で
す
か
。 

宮
本 

決
裁
書
の
欄
外
に
総
理
秘
書
官
ご
了
承
と
書
い
て
お
く
こ
と
は
あ
り

ま
す
。
実
際
上
は
総
理
の
了
承
を
得
て
い
る
け
れ
ど
も
、
形
式
的
に
は
全
て

は
外
務
大
臣
で
す
。
電
報
も
外
務
大
臣
が
政
府
と
し
て
の
命
令
を
在
外
公
館

長
に
出
し
ま
す
。 
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吉
田 

長
谷
川
秘
書
官
を
通
じ
て
、
総
理
も
「
オ
ー
ケ
ー
だ
」
と
い
う
の
を

連
絡
し
て
き
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 
当
然
で
す
。
総
理
の
書
簡
を
総
理
の
ご
了
承
な
く
出
す
こ
と
な
ど
あ

り
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 

で
は
、
こ
こ
は
間
違
い
な
い…

…

。 

宮
本 

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

吉
田 

先
ほ
ど
、
大
使
の
と
こ
ろ
に
了
承
の
電
話
も
か
か
っ
て
き
た
と
伺
い

ま
し
た
。 

宮
本 

長
谷
川
さ
ん
か
ら
か
か
っ
て
き
た
の
を
、
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。 

吉
田 

こ
の
中
曽
根
さ
ん
の
言
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
よ
ね
。 

宮
本 

お
忘
れ
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
あ
れ
だ
け
重
大

な
こ
と
を
あ
れ
だ
け
沢
山
こ
な
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
か
ら
、
我
々
に
と
っ

て
重
大
で
も
中
曽
根
さ
ん
に
と
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
だ
か
ら
徐
々
に
記
憶
か
ら
外
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

そ
う
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
九
〇
歳
を
越
え
ら
れ
た
後
に

話
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
。 

宮
本 

長
谷
川
さ
ん
に
説
明
を
し
て
、
そ
し
て
午
後
二
時
か
三
時
か
、
非
常

に
早
く
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
間
違
い
な
い
。 

吉
田 

中
曽
根
首
相
は
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
案
が
届
い
た
と
き
に
、
「
白
人
の

連
中
が
中
心
に
な
っ
て
話
を
ま
と
め
て
、
日
本
は
犠
牲
に
な
っ
て
も
い
い
と

軽
視
さ
れ
た
と
感
じ
た
。
憤
り
を
覚
え
た
」
と
い
う
ふ
う
に
語
ら
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
外
務
省
で
も
こ
う
い
っ
た
感
覚
は
あ
り
ま
し
た
か
。 

宮
本 

そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
こ
の
感
触
は
私
た
ち
に
は
伝
え

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

吉
田 

も
っ
と
冷
静
と
言
い
ま
す
か…

…

。 

宮
本 

冷
静
と
い
う
か
、
こ
の
時
代
は
ま
だ
ア
ジ
ア
を
日
本
が
代
表
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
は
あ
り
ま
し
た
が
、
中
曽
根
総
理
の
世
代
ほ
ど

欧
米
に
対
す
る
否
定
的
感
情
は
少
な
く
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

あ
っ
た
と
し
て
も…

…

。 

宮
本 

少
な
く
と
も
我
々
の
世
代
に
は
そ
う
い
う
の
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。 

吉
田 

逆
に
中
曽
根
首
相
か
ら
、
日
本
の
国
際
的
な
地
位
を
意
識
し
た
よ
う

な
指
示
が
来
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
。 

宮
本 

そ
れ
は
特
に
記
憶
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
皆
さ
ん
も
そ
う
だ
と
思

い
ま
す
が
、
日
本
の
国
際
的
地
位
を
高
め
、
世
界
の
尊
敬
さ
れ
る
国
に
な
る

と
い
う
こ
と
自
体
は
、
我
々
も
そ
う
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
中
曽
根

総
理
の
そ
う
い
う
ご
指
示
が
あ
っ
た
と
し
て
も
特
に
違
和
感
は
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
は
特
に
よ
か
っ
た
し
、
あ

れ
が
な
か
っ
た
ら
そ
の
後
の
展
開
は
本
当
に
難
し
か
っ
た
。
日
本
の
安
全
保

障
政
策
の
大
き
な
一
つ
の
節
目
だ
っ
た
の
は
も
う
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
を
や
っ
て
い
た
だ
い
た
の
は
中
曽
根
さ
ん
だ
か
ら
当
然
評
価
す
る
わ
け
で

す
。 

吉
田 

「
ギ
ャ
ン
グ
・
オ
ブ
・
フ
ォ
ー
」
の
話
、
他
に
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ

う
か
。 

宮
本 

何
で
私
ら
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
特
別
に
見
ら
れ
る
の
か
よ
く
分
か
ら

な
い
面
も
あ
る
の
で
す
が
、
私
た
ち
は
当
然
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
や
っ
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
そ
う
す
べ
き
だ
と
比
較
的
強

103



く
信
じ
て
い
る
者
が
一
緒
に
仕
事
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち

は
何
の
違
和
感
も
な
く
、
当
然
の
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
で
や
っ

た
の
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
中
か
ら
は
「
何
だ
。
日
本
が
ノ
ー
と
言
っ
て
く

る
の
は
珍
し
い
し
、
な
お
か
つ
代
替
案
を
持
っ
て
く
る
と
は
、
一
体
何
が
起

こ
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
で
、
東
京
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
に
調
査
訓

令
が
来
て
、
そ
し
て
調
べ
た
結
果
こ
の
四
人
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
話
題

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
話
は
、
私
も
ア
メ
リ
カ
の
友
人
か

ら
聞
き
ま
し
た
。 

吉
田 

八
七
年
の
電
報
に
「
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

だ
っ
た
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。 

宮
本 

ま
あ
「
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
当
然
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
特
別
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
意
識
は
全
く
な
か
っ
た

で
す
ね
。 

吉
田 

訓
令
を
精
読
し
て
、
今
ま
で
と
少
し
違
う
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
た

点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
何
か
と
言
い
ま
す
と
、
今
回
の
ア
メ
リ
カ
案
が
ソ

連
に
よ
る
日
米
分
断
と
か
日
欧
分
断
に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点

が
書
か
れ
て
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
意
図
的
に
そ

う
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
偶
然
か
。
あ
る
い
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
丹
波

色
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
丹
波
さ
ん
が
い
な
か
っ
た
か
ら
そ
の
色
が
弱
ま
っ

た
の
か
。 

宮
本 

岡
本
さ
ん
が
書
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

観
点
が
少
し
異
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
ね
。 

宮
本 

私
が
書
い
て
い
た
ら
入
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。 

吉
田 

そ
こ
は
丹
波
イ
ズ
ム
の
継
承
者
ら
し
く
書
い
て
い
た
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
言
い
換
え
る
と
、
大
使
と
し
て
は
日
米
分
断
に
寄
与
し
て
し

ま
う
と
い
う
危
機
感
は
あ
っ
た
と
解
釈
し
て
も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

こ
れ
は
ソ
連
の
対
日
外
交
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。

ソ
連
課
の
視
点
で
す
。
ソ
連
課
の
視
点
か
ら
す
る
と
ず
っ
と
そ
う
な
ん
で
す
。

そ
れ
が
外
務
省
の
視
点
に
な
る
か
と
い
う
と
、
人
に
よ
っ
て
濃
淡
が
出
て
く

る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
岡
本
さ
ん
は
少
し
視
点
を
異
に
す
る
。 

吉
田 

む
し
ろ
、
日
米
の
安
保
の
観
点
。 

宮
本 

と
に
か
く
短
時
間
で
お
互
い
に
書
き
上
げ
ま
し
た
か
ら
、
お
互
い
の

こ
と
を
あ
ま
り
チ
ェ
ッ
ク
す
る
暇
が
な
い
し
、
基
本
的
に
は
岡
本
さ
ん
に
任

せ
た
文
章
で
す
。 

吉
田 

日
曜
日
も
ず
っ
と
お
仕
事
を
。 

宮
本 

こ
の
週
は
、
当
然
週
末
を
潰
し
て
の
作
業
で
し
た
。 

 

■ 

軍
縮
課
長
の
欧
州
出
張
と
米
国
の
軍
備
管
理
関
係
者
の
訪
日 

 

吉
田 

で
は
、
次
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
若
干
関
連
し
て
く
る
と
思
う

の
で
す
が
、
こ
の
書
簡
と
訓
令
を
出
さ
れ
た
後
、
大
使
が
欧
州
に
、
岡
本
行

夫
安
保
課
長
が
ア
メ
リ
カ
に
と
い
う
形
で
、
出
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
訪
欧
中
の
や
り
と
り
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
伺
え
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

宮
本 

主
戦
場
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
り
、
実
は
こ
の
と
き
の
訪
欧
の
記
憶
は
あ
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ま
り
な
く
、
大
き
な
印
象
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
公
開
情
報
に
こ
の
と
き
の

記
録
が
あ
れ
ば
確
認
で
き
る
の
で
す
が
。
な
ぜ
行
っ
た
か
と
い
う
と
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
崩
れ
る
と
い
う
不
安
が
常
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
と
り
わ
け
西
ド

イ
ツ
で
す
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
に
、
「
日
本
と
し
て
も
困
る
」
と
直
接
働
き

か
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
の
判
断
に
な
る
わ
け
で
す
。
結
局
、
本
省
の
責

任
者
が
直
接
や
っ
た
方
が
良
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
行
っ
た
と
思
い
ま
す
。

よ
く
出
張
し
ま
し
た
。
頻
繁
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
、
つ
ま
り
Ｇ
７
の

関
係
国
に
出
張
し
て
、
彼
ら
の
考
え
方
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
動
揺
し
て
い
な
い

か
ど
う
か
確
認
し
、
我
々
の
考
え
方
を
注
入
す
る
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
ぐ
ら
い
注
意
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
巻
き
返
し
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。 

吉
田 

崩
れ
る
と
し
た
ら
西
ド
イ
ツ
か
ら
だ
と
い
う
認
識
だ
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

西
ド
イ
ツ
で
し
ょ
う
し
、
西
ド
イ
ツ
が
動
揺
す
る
と
フ
ラ
ン
ス
も
イ

タ
リ
ア
も
動
揺
し
ま
す
。
そ
の
意
味
で
こ
の
イ
ギ
リ
ス
関
係
の
資
料
（
参
考

資
料
④
）
を
も
う
一
回
読
み
直
す
と
、
や
っ
ぱ
り
イ
ギ
リ
ス
は
頼
り
に
な
る

わ
け
で
す
よ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
イ
ギ
リ
ス
が
最
も
我
々
の
助
け
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
ね
。 

吉
田 

イ
ギ
リ
ス
も
、
一
九
八
六
年
二
月
の
ア
メ
リ
カ
の
案
に
は
、
か
な
り

強
く
反
対
し
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
大
使
の
報
告
に
あ
る
と
お
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
核
が
な
く
な
る
と
い
う
の
を
、
イ
ギ
リ
ス
は
不
信
感
を
持
っ
て

見
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。 

宮
本 

持
っ
て
い
る
し
、
ま
さ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
の
分
断
と
い
う

の
を
心
配
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。 

吉
田 

イ
ギ
リ
ス
は
そ
ち
ら
を
。 

宮
本 

イ
ギ
リ
ス
は
心
配
し
て
い
る
。
そ
れ
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
問
題
、
国

民
世
論
の
問
題
で
は
な
く
、
安
全
保
障
の
い
わ
ゆ
る
軍
事
態
勢
の
問
題
と
し

て
そ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
り
得
る
危
険
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
き
ち
っ
と

分
か
っ
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
が
そ
う
い
う
動
き
を
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
必
ず
く
ぎ
を
刺
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
姿

勢
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
ね
。 

岩
間 

英
語
の
メ
デ
ィ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
メ
デ
ィ
ア
の
論
調
は
こ
の
当

時
、
ほ
ぼ
こ
ん
な
感
じ
で
し
た
ね
。
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
と
か
が
猛
反
対
し

て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

宮
本 

イ
ギ
リ
ス
は
で
す
ね
。
西
ド
イ
ツ
は
ど
う
で
し
た
、
あ
の
頃
は
？ 

岩
間 

西
ド
イ
ツ
は
苦
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
頃
か
ら
だ
ん
だ
ん
ゲ

ン
シ
ャ
ー
（H

an
s-D

ietrich
 G

en
sch

er

）
が
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
寄
っ
て

い
き
ま
し
た
。
結
局
最
後
ま
で
コ
ー
ル
の
路
線
と
ゲ
ン
シ
ャ
ー
の
路
線
は
う

ま
く
合
わ
な
か
っ
た
で
す
け
ど
、
両
者
の
齟
齬
が
出
始
め
る
の
が
こ
の
頃
だ

と
思
う
の
で
す
よ
ね
。
ゲ
ン
シ
ャ
ー
は
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
（C

on
feren

ce on
 

S
ecu

rity an
d C

ooperation
 in

 E
u

rope: 

全
欧
安
保
協
力
会
議
）
を
重

視
し
始
め
る
。
ゲ
ン
シ
ャ
ー
は
す
ご
く
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ー
ル
は
何

か
鈍
い
と
い
う
印
象
を
一
般
に
は
持
た
れ
て
い
た
。
両
者
の
路
線
に
は
差
異

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

宮
本 

や
っ
ぱ
り
最
後
頼
り
に
な
る
の
は
イ
ギ
リ
ス
だ
と
い
う
認
識
を
強
め

た
し
、
私
の
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
の
高
い
評
価
と
い
う
の
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
の
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
国
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
眺
め
て
い
て
大
局
的
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な
判
断
が
で
き
る
国
だ
な
と
い
う
印
象
を
、
こ
の
と
き
に
も
強
く
持
ち
ま
し

た
。 

吉
田 
フ
ラ
ン
ス
も
こ
の
ア
メ
リ
カ
案
に
は
反
対
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

フ
ラ
ン
ス
は
ど
う
い
う
感
じ
で
し
た
か
。 

宮
本 

フ
ラ
ン
ス
に
も
行
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
フ
ラ
ン
ス
は
あ
ま
り
強
い

印
象
は
な
い
で
す
ね
。
イ
ギ
リ
ス
だ
と
こ
っ
ち
の
味
方
に
つ
い
た
ら
ず
っ
と

味
方
し
て
く
れ
る
け
れ
ど
、
偏
見
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
フ
ラ
ン
ス
は
途
中
で

変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
イ
タ
リ
ア
も
そ
う
で
す
が
。
西
ド
イ

ツ
も
こ
っ
ち
に
つ
い
て
く
れ
た
ら
信
頼
で
き
る
の
で
す
が
、
西
ド
イ
ツ
は
そ

の
と
き
動
揺
し
て
い
ま
し
た
し
、
西
ド
イ
ツ
外
務
省
は
間
違
い
な
く
ゲ
ン
シ

ャ
ー
の
指
揮
下
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
。
し
た
が
っ
て
、
西
ド
イ
ツ
外
務
省
は

必
ず
し
も
我
々
と
肌
合
い
が
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
ね
。 

岩
間 

西
ド
イ
ツ
も
時
々
は
行
か
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 

結
構
行
き
ま
し
た
よ
。
ボ
ン
の
西
ド
イ
ツ
外
務
省
の
、
乗
っ
た
り
降

り
た
り
自
分
で
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
ド
ア
の
な
い
止
ま
ら
な
い
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
。 

岩
間 

パ
ー
テ
ル
ノ
ス
テ
ル
。 

宮
本 

あ
の
時
代
で
す
よ
。 

岩
間 

い
や
、
ま
だ
あ
り
ま
す
。
あ
れ
は
ベ
ル
リ
ン
で
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

宮
本 

あ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
け
ら
れ
て
ね
。
そ
れ
で
何
年
で
し
た
か

ね
、
「
い
つ
に
な
っ
た
ら
首
都
に
な
っ
た
ベ
ル
リ
ン
に
行
け
る
ん
だ
ろ
う
」

と
西
ド
イ
ツ
の
外
務
省
の
連
中
に
聞
く
と
、
「
い
や
、
自
分
が
生
き
て
い
る

間
は
難
し
い
だ
ろ
う
」
な
ん
て
言
っ
て
い
ま
し
た
よ
。 

岩
間 

そ
う
で
す
よ
ね
。
日
本
大
使
館
を
ち
ょ
う
ど
建
て
替
え
よ
う
と
か
言

っ
て
い
た
頃
で
す
よ
ね
。 

宮
本 

そ
う
そ
う
。 

吉
田 

質
問
項
目
に
は
書
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
気
づ
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
大
使
の
欧
州
出
張
の
後
に
、
中
曽
根
首
相
が
四
月
に
キ
ャ
ン
プ
・

デ
ー
ビ
ッ
ド
で
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
に
会
っ
た
り
、
安
倍
外
相
が
ソ
連
に
行
っ
て

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
会
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
に
関
し

て
何
か
ご
記
憶
の
こ
と
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。 

宮
本 

特
に
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
曽
根
首
相
も
安
倍
外
相
も
言
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
き
ち
ん
と
言
う
人
で
す
か
ら
、
我
々
の
懸
念
事
項

と
か
関
心
事
項
と
い
う
の
は
確
実
に
提
起
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
日
本
政
府
と
し
て
言
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
ち
ゃ
ん
と
言
っ
て

い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

も
う
安
心
し
て
。 

宮
本 

安
心
し
て
い
ま
し
た
。 

吉
田 

で
は
次
に
。
七
月
に
入
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
重
要
な
軍
備
管
理
・

軍
縮
担
当
者
が
三
人
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
先
ほ
ど
少
し
お
話
に
上
が
っ

た
グ
リ
ッ
ト
マ
ン
が
来
て
、
こ
こ
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
す
が
そ
の
後

に
エ
ー
デ
ル
マ
ン
（K

en
n

eth
 L

. A
delm

an

）
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ
長
官
が
来
て
、

最
後
に
ラ
ウ
ニ
ー
が
来
る
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。
こ
の
訪
日
及
び
翌
月
の

大
使
の
ア
メ
リ
カ
出
張
に
つ
い
て
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
お
伺
い
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 
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宮
本 

我
々
の
動
き
を
「
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
だ
」

と
い
う
の
を
、
私
は
今
回
知
っ
た
わ
け
で
す
が
、
あ
の
当
時
は
全
く
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
全
体
と
し
て
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
と
も
協
議
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
気
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
「
相
談
し
て
く

れ
」
と
言
う
だ
け
で
は
駄
目
で
、
相
談
し
た
ら
成
果
が
あ
る
、
相
談
す
る
こ

と
で
自
分
た
ち
に
も
収
穫
が
あ
る
と
相
手
に
思
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、
相
手
は
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
人
も
来
た
と
い
う
の
は
、
グ
リ

ッ
ト
マ
ン
の
よ
う
に
我
々
が
呼
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
と

協
議
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
来
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

エ
ー
デ
ル
マ
ン
は
鍵
と
な
る
人
で
す
。
米
ソ
軍
備
管
理
交
渉
の
政
府
の

組
織
と
し
て
は
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ
が
一
番
重
要
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
我
々
の
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
は
国
務
省
で
は
な
く
、
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
国
務
省

の
日
本
部
と
か
に
は
連
絡
は
と
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
私

も
よ
く
会
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
実
際
上
の
仕
事
は
す
べ
て
Ａ

Ｃ
Ｄ
Ａ
で
し
た
。
そ
の
長
官
に
も
来
て
も
ら
っ
て
、
ラ
ウ
ニ
ー
も
来
る
、
グ

リ
ッ
ト
マ
ン
も
来
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

グ
リ
ッ
ト
マ
ン
は
、
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
に
つ
い
て

の
機
微
な
と
こ
ろ
ま
で
聞
き
出
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
で
強
く
お
願
い
し
て

来
て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ
は
我
々
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
で
す
か
ら
敬
意
を
表
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
ラ
ウ
ニ
ー
さ
ん
は
、
対
日
窓

口
と
し
て
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
か
ら
指
名
さ
れ
て
い
る
。
向
こ
う
側
で
競
い
合
っ

た
可
能
性
は
あ
る
気
は
し
ま
す
。 

吉
田 

そ
れ
で
各
省
庁
が
個
別
に
説
明
を
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。 

宮
本 

急
に
日
本
の
重
要
性
が
増
し
て
、
日
本
と
協
議
す
る
こ
と
が
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。 

吉
田 

大
使
の
報
告
で
も
、
ラ
ウ
ニ
ー
さ
ん
は
日
本
と
の
連
絡
役
を
や
り
た

が
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
実
際
に
情
報
を
握
っ
て
い
る
の
は
グ
リ
ッ
ト
マ
ン

だ
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
ね
（
前
段
部
分
は
参
考
資
料
⑦
を
、

後
段
部
分
は
軍
縮
課
長
「
米
ソ
軍
備
管
理
交
渉
（
対
米
協
議
）
（
メ
モ
）
」

一
九
八
六
年
四
月
八
日
（
外
交
史
料
館
、
二
〇
一
八―

〇
七
六
〇
）
を
参

照
）
。 

宮
本 

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
私
の
報
告
（
参
考
資
料
⑦
）

の
中
に
も
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
ラ
ン
ク
か
ら
し
て
ラ
ウ
ニ
ー
が
私
に
会
う

必
要
は
な
か
っ
た
。
私
は
課
長
で
、
局
長
で
も
何
で
も
な
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
大
使
ク
ラ
ス
の
ラ
ウ
ニ
ー
が
、
私
が
行
っ
た
ら
会
う
で
し
ょ
う
。
と

い
う
こ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
日
本
側
が
自
分
を
外
す
こ
と
を
心
配
し
た
の
で
す

ね
。 

吉
田 

彼
に
そ
う
い
う
不
安
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
い
う
ふ
う
に
私
は
読
ん
だ
わ
け
で
す
。
そ
う
じ
ゃ
な
け
れ
ば
、

私
に
直
接
会
う
の
で
は
な
く
、
デ
ピ
ュ
テ
ィ
か
何
か
に
会
わ
せ
て
、
そ
の
報

告
を
聞
け
ば
い
い
。
「
ど
う
も
こ
の
宮
本
と
い
う
の
は
四
人
組
の
一
人
で
、

注
意
し
て
お
か
な
き
ゃ
な
ら
ん
」
と
い
う
意
識
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
ラ
ウ
ニ
ー
が
会
い
た
い
と
言
っ
て
き
た
の
に
は
び
っ
く

り
し
ま
し
た
ね
。 

吉
田 
直
接
？ 

宮
本 

も
ち
ろ
ん
在
米
日
本
大
使
館
に
対
し
て
で
す
が
。 
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吉
田 

こ
の
エ
ー
デ
ル
マ
ン
の
訪
日
に
関
し
て
資
料
を
見
つ
け
た
の
が
最
近

な
の
で
、
今
チ
ャ
ッ
ト
で
お
送
り
し
ま
し
た
。
画
面
共
有
し
ま
す
。
こ
の
資

料
（
追
加
資
料
）
の
中
に
、
ま
だ
研
究
者
に
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
伺
い
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
日
米
軍
備
管

理
・
軍
縮
協
議
が
、
こ
の
エ
ー
デ
ル
マ
ン
訪
日
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
て
い

る
よ
う
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ご
記
憶
に
あ
り
ま
す
か
。 

宮
本 

そ
の
可
能
性
は
高
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
形
が
な
い
と
エ
ー
デ

ル
マ
ン
も
来
に
く
い
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

新
し
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
つ
く
る
と
。
こ
れ
が
エ
ー
デ
ル
マ
ン
が
来
る

と
き
の
資
料
で
、
軍
縮
課
が
用
意
し
た
文
書
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
同
席
者

に
宮
本
課
長
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
資
料
の
最
初
の
部
分
に
、
定
期
化

さ
れ
た
日
米
軍
備
管
理
・
軍
縮
協
議
を
行
い
た
い
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
今
回
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、
今
後
続
け
て
い
く
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
の
背
景
に
つ
い
て
ご
記
憶

で
す
か
。 

宮
本 

お
そ
ら
く
、
こ
れ
は
日
本
側
が
提
起
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
と
思
い
ま

す
よ
。 

吉
田 

い
つ
頃
で
す
か
ね
。 

宮
本 

そ
れ
は
私
に
な
っ
て
か
ら
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

や
は
り
大
使
の
時
代
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
の
前
は
、
や
る
必
要
が
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
ら
。
特

に
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
見
て
と
い
う
こ
と
で
す
が
。 

吉
田 

き
っ
か
け
は
今
回
の
レ
ー
ガ
ン
書
簡
で
す
か
ね
。
二
月
の
レ
ー
ガ
ン

書
簡
が
あ
っ
て
、
や
は
り
も
っ
と
連
絡
を
密
に
し
た
ほ
う
が
良
い
と
。 

宮
本 

そ
う
し
た
方
が
良
い
と
ア
メ
リ
カ
が
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ

れ
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
は
ず
で
す
。 

吉
田 

実
は
、
こ
の
協
議
の
詳
細
を
知
り
た
い
な
と
思
っ
た
の
は
、
前
回
少

し
伺
い
次
回
本
格
的
に
伺
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列

島
へ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
の
話
が
、
こ
の
場
で
出
て
い
た
よ
う
な
の
で
す
ね
。
で

す
の
で
、
こ
こ
で
ご
記
憶
の
こ
と
を
伺
え
れ
ば
と
思
っ
た
次
第
で
す
。 

宮
本 

ち
ょ
っ
と
そ
こ
の
記
憶
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
ア
リ
ュ

ー
シ
ャ
ン
列
島
の
件
は
、
私
が
直
接
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ
の
ノ
セ
ン
ゾ
に
伝
え
た
記
憶

は
あ
り
ま
す
。
恐
ら
く
こ
の
協
議
が
初
め
て
で
は
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

協
議
の
定
期
化
と
い
う
の
は
外
務
省
で
働
い
て
い
れ
ば
す
ぐ
思
い
つ
く
ア
イ

デ
ィ
ア
で
す
よ
。 

吉
田 

協
議
の
定
期
化
と
い
う
の
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
か
。 

宮
本 

協
議
を
定
期
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
関
係
を
緊
密
化
し
一
歩
格
上

げ
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
く
使
う
手
で
す
。
不
定
期
だ
と

非
常
に
不
安
定
で
あ
り
、
定
期
協
議
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
着
実
に
話
し
合

う
、
相
談
し
合
う
関
係
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 

こ
ち
ら
は
、
宮
本
大
使
が
メ
イ
ン
で
出
席
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

い
や
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
向
こ
う
は
局
長
ク
ラ
ス
で
す
か
ら
。 

吉
田 

じ
ゃ
あ
、
中
平
（
立
）
局
長
で
す
か
ね
。 

宮
本 

当
然
、
中
平
さ
ん
が
エ
ー
デ
ル
マ
ン
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て

出
て
い
た
は
ず
で
す
。
話
を
聞
き
な
が
ら
、
エ
ー
デ
ル
マ
ン
と
中
平
局
長
の

協
議
の
場
面
を
思
い
出
し
て
き
ま
し
た
よ
。 
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岩
間 

こ
の
時
期
で
す
け
れ
ど
も
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
の
事
故
で
西
ド

イ
ツ
の
中
の
空
気
が
変
わ
る
の
で
す
よ
ね
。
「
牛
乳
に
放
射
能
は
」
な
ど
の

話
も
出
て
き
て
、
国
中
が
大
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
あ

れ
で
さ
ら
に
西
ド
イ
ツ
の
方
向
性
が
他
の
国
と
ず
れ
て
き
た
と
思
う
の
で
す

け
れ
ど
も
、
何
か
記
憶
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。 

宮
本 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
と
り
わ
け
西
ド
イ
ツ
で
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
イ

ン
パ
ク
ト
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
我
々
に
と

っ
て
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は
あ
る
意
味
で
は
対
岸
の
火
事
で
、
ち
ょ
っ
と
の
ほ

ほ
ん
と
し
て
い
ま
し
た
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
本
当
に
強
く
反
応
し
ま
し
た
か

ら
、
当
然
反
核
感
情
と
い
う
も
の
が
強
ま
る
。
だ
か
ら
、
世
論
的
に
は
軍
備

管
理
が
ま
す
ま
す
平
和
論
的
な
核
軍
縮
、
平
和
主
義
、
そ
う
い
う
こ
と
に
引

っ
張
ら
れ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
当
然
我
々
も
心
配
し
ま
し
た
。 

 

私
は
西
ド
イ
ツ
外
務
省
に
、
「
軍
備
管
理
の
問
題
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
が
危
殆
に
瀕
す
る
よ
う
な
大
き
な
イ
シ
ュ
ー
で
あ
り
、
西
ド
イ

ツ
の
国
内
の
こ
と
だ
け
で
判
断
し
な
い
で
欲
し
い
。
日
本
は
、
自
国
ひ
い
て

は
西
ド
イ
ツ
を
含
む
グ
ロ
ー
バ
ル
な
安
全
保
障
の
た
め
に
何
を
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
を
必
死
で
考
え
取
り
組
ん
で
い
る
。
日
本
の
立
場
は
日
本

の
狭
い
利
益
を
超
え
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
利
益
に
も
配
慮
し
た
も
の
に
し
て
い

る
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
、
あ
ら
ゆ
る
ロ
ジ
ッ
ク
と
フ
ァ
ク
ツ
を
使
っ
て

説
明
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
分
か
ら
せ
な
い
と
、
「
脅
威
の
度
合
い
が
違

う
日
本
が
、
せ
っ
か
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
核
軍
縮
が
進
も
う
と
し
て
い
る
の
を
、

ま
た
自
分
の
都
合
で
邪
魔
し
て
い
る
」
と
い
う
ふ
う
に
思
わ
れ
か
ね
な
い
の

で
す
。
そ
う
思
わ
れ
て
は
困
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
は
一
生
懸
命
や
り
ま

し
た
し
、
ボ
ン
に
も
結
構
な
頻
度
で
行
き
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
共
通
項
が

多
く
、
心
を
慰
め
ら
れ
る
旅
で
し
た
が
、
私
の
説
得
の
重
点
は
や
は
り
ボ
ン

で
し
た
ね
。
西
ド
イ
ツ
外
務
省
の
人
た
ち
と
は
、
口
角
泡
を
飛
ば
し
て
机
を

た
た
い
て
議
論
し
合
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
彼
ら
も
西
ド
イ
ツ
の
立
場

の
こ
と
を
淡
々
と
言
う
し
、
私
も
日
本
の
こ
と
を
淡
々
と
説
明
す
る
。
「
お

互
い
に
大
変
だ
な
」
と
理
解
し
合
い
な
が
ら
、
最
後
は
、
や
っ
ぱ
り
西
側
の

一
体
性
を
保
ち
な
が
ら
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
終
わ
る
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。 

岩
間 

八
七
年
一
月
に
連
邦
議
会
選
挙
が
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で

緑
の
党
が
大
躍
進
し
て
八
・
三
％
を
得
票
し
て
い
ま
す
。
逆
に
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ

Ｓ
Ｕ
は
前
回
の
得
票
率
か
ら
四
・
五
％
も
下
げ
て
い
る
の
で
、
コ
ー
ル
さ
ん

は
つ
ら
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。 

宮
本 

だ
か
ら
私
た
ち
は
コ
ー
ル
首
相
を
評
価
し
た
わ
け
で
す
。
コ
ー
ル
さ

ん
が
い
て
く
れ
る
の
で
西
ド
イ
ツ
は
ま
だ
し
っ
か
り
と
我
々
の
陣
営
に
残
っ

て
や
っ
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
コ
ー
ル
さ
ん
に
対
す
る
評
価
は
高

か
っ
た
で
す
ね
。 

岩
間 

だ
と
思
い
ま
す
。
西
ド
イ
ツ
は
、
本
当
に
コ
ー
ル
が
い
な
か
っ
た
ら

厳
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
コ
ー
ル
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
（G

eorge H
. W

. 

B
u

sh

）
が
い
て
く
れ
た
こ
と
が
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
非
常
に
よ
か
っ
た
と
言

っ
て
い
ま
し
た
け
ど
。 

宮
本 

そ
う
で
す
か
。 

岩
間 
で
も
逆
に
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
も
、
コ
ー
ル
が
八
〇
年
代
に
い
な

か
っ
た
ら
も
っ
と
ぶ
れ
て
い
た
か
な
と
思
い
ま
す
よ
ね
。 
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■ 

戦
略
核
戦
力
の
諸
問
題 

 
吉
田 
本
日
最
後
の
項
目
、
戦
略
兵
器
の
軍
備
管
理
と
、
既
に
Ｓ
Ｄ
Ｉ
は
大

分
伺
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
、
防
御
・
宇
宙
兵
器
の
軍
備
管
理
に
つ
い
て
伺

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
４
の
（
１
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ

（S
trategic A

rm
s L

im
itation

 T
alk

s: 

戦
略
兵
器
制
限
交
渉
）
II
の
遵

守
問
題
に
な
り
ま
す
。
八
四
年
か
ら
八
六
年
ま
で
の
比
較
的
長
い
間
、
問
題

が
出
た
り
消
え
た
り
す
る
の
で
す
が
、
こ
れ
に
関
し
て
外
務
省
の
立
場
が
ど

う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
、
ご
記
憶
の
範
囲
で
お
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

宮
本 

安
保
課
と
も
共
有
し
て
い
た
見
方
で
す
が
、
今
日
ま
で
続
い
て
き
た

戦
略
的
安
定
性
を
損
な
い
か
ね
な
い
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
が
い
ろ
い
ろ
や
っ
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
、
我
々
は
大
き
な
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た
し
、
そ

の
危
機
感
を
、
遠
慮
な
く
ア
メ
リ
カ
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。
現
在
あ
る
ス
ト

ラ
テ
ジ
ッ
ク
・
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
代
替
す
る
、
ア
ナ
ザ
ー
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ

ク
・
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
も
た
ら
す
も
の
を
ア
メ
リ
カ
が
提
案
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
そ
れ
が
提
案
で
き
な
い
ま
ま
崩
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
日
本
は
反
対
で
あ
る
、
と
明
確
に
伝
え
ま
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
日
米

関
係
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
何
が
何
で
も
反
対
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

ア
メ
リ
カ
が
そ
れ
で
も
行
く
と
言
っ
た
と
き
に
は
、
少
な
く
と
も
日
本
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
で
反
対
を
表
明
す
る
か
ど
う
か
は
別
問
題
で

す
。
現
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
で
は
最
低
限
反
対
は
し
な
か

っ
た
。
し
か
し
実
際
問
題
と
し
て
は
、
そ
の
次
が
見
え
な
い
ま
ま
こ
う
い
う

ふ
う
に
戦
略
的
に
漂
う
状
況
、
あ
る
い
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
入
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
あ
の
当
時
の
我
々
は
、
心
構
え
が
十
分
に
で
き

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
も
先
が
見
え
な
い
の
で
す
か
ら
。
そ
れ
で
も
ア
メ

リ
カ
が
先
に
進
も
う
と
し
た
背
景
に
は
、
相
互
確
証
破
壊
戦
略
が
破
綻
し
か

か
っ
て
い
る
と
い
う
危
機
感
と
、
科
学
技
術
も
含
め
て
ア
メ
リ
カ
が
圧
倒
的

に
優
位
に
あ
り
、
そ
の
次
に
く
る
も
の
は
今
よ
り
も
ソ
連
に
対
し
て
有
利
な

ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ
ク
・
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た

か
ら
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

し
か
し
、
そ
れ
自
体
は
ど
う
い
う
も
の
に
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
。 

宮
本 

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
我
々
は
、
そ
う
い
う
世
界
に
放
り
込
ま
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
基
本
は
ノ
ー
で
し
た
。 

地
下
核
実
験
を
ア
メ
リ
カ
が
始
め
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
戦
術
核
が
開

発
さ
れ
て
高
破
壊
力
・
小
周
辺
損
害
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
た
状
況
で
し

た
。
ど
ん
ど
ん
核
の
使
用
の
ス
レ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ル
ド
が
下
が
る
わ
け
で
す
。

こ
の
状
況
を
ア
メ
リ
カ
は
ず
っ
と
続
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
安
保
課
長
は
い

ざ
し
ら
ず
、
少
な
く
と
も
軍
縮
課
長
に
と
っ
て
は
、
日
本
の
軍
縮
政
策
上
、

日
本
政
府
を
困
っ
た
立
場
に
置
く
わ
け
で
す
。
軍
縮
政
策
の
観
点
か
ら
核
実

験
の
再
開
に
は
同
意
で
き
な
い
、
と
ア
メ
リ
カ
に
は
っ
き
り
と
伝
え
続
け
ま

し
た
。 

吉
田 

核
実
験
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
米
で
若
干
摩
擦
が
あ
っ
た
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

宮
本 
摩
擦
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
ア
メ
リ
カ
は
軍
事
安
全
保
障
の

判
断
か
ら
必
要
な
ら
ゴ
ー
・
ア
ヘ
ッ
ド
し
ま
す
か
ら
、
こ
っ
ち
も
言
う
こ
と
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は
言
っ
て
お
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。 

吉
田 

日
本
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
を
止
め
る
梃
子
は
な
い
？ 

宮
本 
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
ア
メ
リ
カ
は
本
気
で
や
ら
な
き
ゃ
い
か
ん
と
思
っ

た
と
き
は
や
り
ま
す
。
そ
れ
は
百
も
承
知
の
上
で
、
し
か
し
我
々
の
懸
念
は

伝
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
少
な
く
と
も
、
私
が
軍
縮
課
長

の
時
代
は
、
そ
し
て
そ
の
後
の
軍
備
管
理
・
科
学
担
当
審
議
官
の
と
き
も
、

ア
メ
リ
カ
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。 

吉
田 

こ
う
い
っ
た
懸
念
を
伝
え
る
先
は
、
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ
が
メ
イ
ン
で
す
か
。 

宮
本 

そ
う
で
す
ね
。 

吉
田 

Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ
が
政
府
内
で
押
さ
え
る
方
向
に
動
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

国
防
総
省
が
逆
の
方
向
に
動
く
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。 

宮
本 

Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ
も
そ
ん
な
に
強
い
役
所
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
国
防
総
省
が
決

め
れ
ば
ア
メ
リ
カ
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
こ
の
問
題

の
担
当
と
窓
口
は
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ
で
し
た
。
た
だ
、
あ
の
当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
強

か
っ
た
か
ら
、
既
存
の
約
束
事
を
踏
み
に
じ
っ
て
も
、
そ
の
後
出
て
く
る
世

界
を
ア
メ
リ
カ
に
有
利
な
も
の
に
で
き
る
と
い
う
自
信
を
持
っ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
は
行
き
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
に
と
っ

て
も
、
軍
備
管
理
は
大
事
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
よ
。 

合
六 

一
点
目
の
「
既
存
の
戦
略
的
安
定
性
を
損
な
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
困

る
」
と
い
う
こ
と
で
意
見
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
前
提
に

は
七
〇
年
代
か
ら
続
く
米
ソ
間
の
戦
略
的
安
定
は
日
本
の
目
か
ら
見
て
も
安

定
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。 

宮
本 

そ
れ
は
あ
り
ま
し
た
。 

合
六 

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
が
軍
拡
を
進
め
る
こ
と
で
、
彼
ら
と
し
て
は
優

位
な
形
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
果
た
し
て
本
当
の

意
味
で
の
米
ソ
間
の
安
定
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
疑
問
を
持
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
我
々
が
教
科
書
的
に
読
ん
だ
本
は
全
部
、
米
ソ
の
戦
略

的
安
定
と
、
そ
の
前
提
と
な
る
相
互
確
証
破
壊
戦
略
を
前
提
に
書
か
れ
て
い

ま
す
。
抑
止
と
い
う
の
は
、
極
め
て
心
理
的
な
も
の
な
の
で
す
。
要
す
る
に
、

我
々
が
ミ
サ
イ
ル
を
一
〇
〇
〇
発
持
て
ば
抑
止
が
で
き
る
と
い
う
、
数
や
数

式
の
世
界
じ
ゃ
な
い
。
一
〇
〇
〇
発
を
持
っ
た
結
果
、
相
手
側
が
そ
れ
を
脅

威
と
判
断
し
、
手
を
出
せ
ば
自
分
た
ち
は
大
変
な
被
害
に
遭
う
と
確
信
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
抑
止
が
成
り
立
つ
わ
け
で
す
。
米
ソ
は
、
そ
の
確
信
を
持

て
な
い
か
ら
地
球
を
何
回
も
破
壊
で
き
る
よ
う
な
大
量
の
核
を
製
造
し
た
わ

け
で
す
。
こ
の
心
理
ゲ
ー
ム
は
、
相
手
の
心
理
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

成
り
立
ち
ま
す
。
現
在
、
中
国
の
核
が
問
題
に
さ
れ
ま
す
が
、
最
も
問
題
な

の
は
我
々
が
中
国
の
心
理
を
正
確
に
理
解
で
き
て
い
な
い
点
で
す
。 

相
互
確
証
破
壊
戦
略
の
前
提
は
防
御
を
放
棄
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
を
定
め
て
い
る
の
が
Ａ
Ｂ
Ｍ
条
約
で
す
。
ア
メ
リ
カ
が
そ
れ
を
破
棄
す

る
と
、
こ
の
抑
止
の
公
式
が
崩
れ
ま
す
。
ソ
連
か
ら
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の

ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
が
出
来
上
が
っ
た
後
だ
と
、
ソ
連
の
核
は
無
力
化

さ
れ
ま
す
か
ら
、
そ
の
前
に
チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け
て
先
に
撃
ち
込
ん
で
お
か

な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
今
度
は
逆
に
、
ソ
連
か
ら
撃
た
れ

る
前
に
ア
メ
リ
カ
が
撃
っ
て
お
か
な
い
と
、
ソ
連
の
攻
撃
で
無
力
化
さ
れ
た

後
で
は
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
な
る
と
抑
止
力
が
効
か

111



な
く
な
る
。
こ
の
抑
止
力
と
い
う
の
は
、
お
互
い
に
相
手
を
確
実
に
破
壊
で

き
る
と
い
う
前
提
で
成
り
立
っ
て
い
て
、
相
互
確
証
破
壊
、
Ｍ
Ａ
Ｄ

（M
u

tu
al A

ssu
red D

estru
ction

）
な
ん
で
す
。
こ
の
Ｍ
Ａ
Ｄ
が
壊
れ

る
こ
と
に
な
る
。 

そ
れ
を
私
た
ち
は
心
配
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
Ｍ
Ａ
Ｄ
が
壊
れ
た
と
き

に
、
何
が
我
々
の
抑
止
を
確
実
に
す
る
か
。
そ
れ
は
い
ず
れ
圧
倒
的
に
強
い

ア
メ
リ
カ
が
出
現
す
れ
ば
、
そ
の
と
き
は
相
手
方
に
壊
滅
的
打
撃
を
与
え
る

新
た
な
手
段
を
獲
得
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
抑
止
に
な
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
移
行
期
間
を
ど
う
す
る
の
か
。
移
行
期
間
の
抑
止

を
ど
う
す
れ
ば
安
全
を
確
実
な
も
の
に
で
き
る
の
か
。
だ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ

は
「
段
階
的
に
移
行
し
、
同
盟
国
と
も
し
っ
か
り
相
談
し
て
い
き
ま
す
」
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
我
々
に
説
明
す
べ
き
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

も
や
ら
な
い
、
あ
る
い
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
は
不
安
を
覚
え
た

わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

ア
メ
リ
カ
の
圧
倒
的
な
優
位
が
あ
れ
ば
抑
止
が
成
立
す
る
と
い
う
考

え
方
に
は
、
ア
メ
リ
カ
は
現
状
維
持
国
家
だ
と
い
う
の
が
あ
る
と
い
う
前
提

が
あ
り
ま
す
か
。
圧
倒
的
優
位
が
あ
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
は
攻
撃
的
な
行
動

に
は
出
な
い
と
い
う
前
提
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

出
な
い
と
い
う
前
提
で
す
ね
。
そ
れ
は
民
主
主
義
国
家
で
す
か
ら
。 

吉
田 

そ
こ
に
対
す
る
信
頼
が
あ
る
。 

宮
本 

ア
メ
リ
カ
の
民
主
制
度
に
対
す
る
信
頼
で
す
よ
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領

が
例
え
ば
一
億
人
を
先
制
核
攻
撃
で
殺
す
よ
う
な
こ
と
を
、
ア
メ
リ
カ
国
民

は
許
し
ま
す
か
。 

吉
田 

許
し
ま
せ
ん
ね
。 

宮
本 

許
さ
な
い
。
立
ち
ど
こ
ろ
に
政
権
崩
壊
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
ア
メ

リ
カ
は
そ
う
い
う
形
で
民
主
主
義
が
ア
メ
リ
カ
を
暴
走
さ
せ
な
い
よ
う
に
担

保
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
ソ
連
に
は
そ
れ
が
な
い
。
だ
か
ら
、
米
ソ
の
間

に
は
Ｍ
Ａ
Ｄ
を
成
立
さ
せ
る
し
か
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。 

吉
田 

レ
ー
ガ
ン
政
権
は
原
子
力
潜
水
艦
を
新
し
く
建
造
し
た
り
、
あ
る
い

は
Ｂ−

52
を
増
加
さ
せ
た
り
し
て
、
戦
略
核
戦
力
の
増
強
も
行
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
こ
ち
ら
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
日
本
に
と
っ
て
悪
い
も
の
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。 

宮
本 

そ
れ
は
そ
う
で
す
ね
。
核
バ
ラ
ン
ス
は
ソ
連
に
有
利
に
傾
い
て
い
る

と
い
う
の
が
、
我
々
の
判
断
だ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
加
え
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
も
通
常
兵
器
で
ソ
連
が
優
位
に
立
っ
て
い
る
。
核
戦
力
で
も
ソ
連
の

ほ
う
が
明
々
白
々
優
位
に
な
っ
た
と
き
に
何
が
起
こ
る
か
。
ア
メ
リ
カ
の
全

面
核
攻
撃
は
な
い
と
踏
ん
で
、
通
常
兵
器
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
攻
撃
を
始
め
か
ね

な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に
全
部
心
理
戦
で
す
。
そ

う
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ゲ
ー
ム
で
相
手
を
制
圧
で
き
る
と
思
う
か
、

制
圧
で
き
な
い
と
思
わ
せ
る
か
の
問
題
な
の
で
す
。
米
ソ
の
核
戦
略
ゲ
ー
ム

を
す
る
人
た
ち
の
心
理
ゲ
ー
ム
で
す
。
科
学
の
よ
う
で
科
学
で
も
な
い
。
心

理
学
も
科
学
の
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
相
手
を
し
っ
か
り
診
断
で
き
て
初
め

て
役
に
立
つ
結
論
が
出
る
。
核
戦
略
ゲ
ー
ム
の
場
合
は
、
そ
の
よ
う
な
診
断

は
で
き
な
い
。
不
確
定
要
素
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
側
が
そ
こ
の
心
理
的
な
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
持
た
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
軍
事
力
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
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私
た
ち
も
納
得
し
ま
し
た
。 

吉
田 

４
の
（
１
）
（
３
）
（
４
）
に
つ
い
て
は
大
体
伺
い
ま
し
た
の
で
、

４
（
２
）
が
今
日
の
最
後
の
質
問
に
な
り
ま
す
。
ソ
連
が
新
提
案
を
出
し
て

き
て
、
先
ほ
ど
も
少
し
出
て
き
た
Ｆ
Ｂ
Ｓ
（F

orw
ard-B

ased S
ystem

: 

前
方
基
地
シ
ス
テ
ム
）
を
交
渉
か
ら
除
外
す
る
と
す
る
一
方
、
Ｓ
Ｌ
Ｃ
Ｍ

（S
ea-L

au
n

ch
ed C

ru
ise M

issile: 

海
上
・
海
中
発
射
巡
航
ミ
サ
イ
ル
）

は
交
渉
対
象
に
含
め
る
と
い
う
提
案
を
し
ま
す
。
こ
の
ソ
連
提
案
に
つ
い
て
、

宮
本
大
使
は
ど
の
よ
う
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

資
料
⑨
も
ま
だ
読
め
て
な
い
ん
で
す
ね
。 

吉
田 

す
み
ま
せ
ん
、
た
く
さ
ん
送
っ
て
し
ま
い
ま
し
て
。
こ
の
文
書
も
一

級
の
史
料
だ
な
と
思
っ
て
読
ん
で
い
た
の
で
す
が
。 

宮
本 

こ
れ
は
お
そ
ら
く
私
が
上
田
さ
ん
と
一
緒
に
書
い
た
と
思
い
ま
す
よ
。 

吉
田 

「
未
定
稿
」
と
は
な
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
す
ご
い
内
容
の

文
書
で
す
。 

宮
本 

外
務
省
と
し
て
最
終
結
論
を
出
せ
な
い
、
あ
る
い
は
出
す
の
が
不
適

当
な
場
合
に
、
関
係
者
の
判
断
の
参
考
と
す
る
た
め
に
「
未
定
稿
」
と
い
う

便
利
な
や
り
方
が
あ
り
ま
す
。
「
未
定
稿
」
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
と
正
式
に
協
議
せ
ず
に
、
軍
縮
課
の
現
時
点
で
の
見
方
と
し
て
出
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 

こ
の
文
書
の
作
成
に
は
、
安
保
課
も
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。 

宮
本 

安
保
課
に
は
当
然
配
っ
て
い
ま
す
。 

吉
田 

そ
れ
を
た
た
き
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
か
。 

宮
本 

「
協
議
し
て
な
い
が
、
軍
縮
課
の
現
時
点
の
見
方
で
す
。
も
し
意
見

が
あ
れ
ば
伝
え
下
さ
い
。
最
終
稿
を
出
す
場
合
に
は
参
照
し
ま
す
」
と
い
う

意
味
で
す
。
急
ぐ
と
き
と
か
相
談
し
て
も
意
味
が
な
い
と
き
は
、
未
定
稿
で

出
し
、
軍
縮
課
の
判
断
を
各
課
、
あ
る
い
は
上
層
部
と
共
有
す
る
。
そ
の
後

の
政
策
決
定
を
し
て
い
く
と
き
に
、
我
々
の
判
断
が
前
提
に
あ
る
か
な
い
か

で
結
論
は
全
然
違
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
ソ
連
提
案
が
ど
う
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
か
と
い
う
の
は
、
軍
備
管
理
を
や
っ
て
い
る
人
し
か
分
か
り
ま
せ
ん

か
ら
ね
。 

吉
田 

分
か
ら
な
い
で
す
ね
、
ぱ
っ
と
見
て
も
。 

宮
本 

外
務
省
の
中
で
も
軍
縮
課
、
安
保
課
、
安
保
政
策
室
な
ど
以
外
の
部

署
の
人
は
、
多
く
が
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
決
裁
権
を
持
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
決
裁
権
を
持
っ
て
い
る
人
に
事
情
を
ち
ゃ
ん
と
説
明
し
て
お

か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
こ
う
い
う
ペ
ー
パ
ー
を
配
る
こ
と
は
意
識
的
に

や
り
ま
し
た
よ
。
軍
備
管
理
と
い
う
の
が
外
務
省
の
中
で
も
、
い
か
に
特
殊

な
分
野
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
当
に
関
心
の
あ
る
、
数
少
な
い

人
し
か
、
こ
の
こ
と
の
本
当
の
意
味
は
分
か
っ
て
く
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
私
は
こ
の
ペ
ー
パ
ー
を
読
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
書
い
て
あ
る

以
上
の
知
恵
は
私
に
は
な
い
は
ず
で
す
。 

吉
田 

分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
文
書
が
面
白
か
っ
た
の
は
、
Ｓ
Ｌ
Ｃ
Ｍ
に
関

す
る
記
述
が
充
実
し
て
い
た
こ
と
で
し
た
。
西
太
平
洋
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ

の
Ｓ
Ｌ
Ｃ
Ｍ
の
軍
事
的
意
味
と
、
こ
れ
が
米
ソ
の
交
渉
で
対
象
と
な
っ
た
場

合
の
日
本
へ
の
影
響
と
い
う
の
が
、
非
常
に
興
味
深
い
。 

宮
本 

さ
き
ほ
ど
私
も
書
い
た
と
言
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
上
田
さ
ん
の
も
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の
で
す
ね
。
そ
う
い
う
軍
事
的
な
兵
器
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る

部
分
は
全
部
上
田
さ
ん
の
知
見
で
す
。
具
体
的
な
兵
器
が
実
際
上
ど
う
い
う

ふ
う
な
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
か
と
い
う
の
は
、
航
空
自
衛
官
で
あ

る
上
田
さ
ん
で
す
ね
。
ソ
連
課
に
は
海
上
自
衛
隊
か
ら
、
安
保
課
に
は
航
空

自
衛
隊
と
陸
上
自
衛
隊
か
ら
、
西
欧
一
課
に
は
航
空
自
衛
隊
か
ら
、
そ
れ
以

外
の
課
に
も
自
衛
隊
の
優
秀
な
人
た
ち
が
来
て
い
ま
し
た
か
ら
、
自
衛
官
仲

間
の
相
談
は
あ
っ
た
は
ず
で
す
。 

吉
田 

そ
う
い
う
つ
な
が
り
は
あ
っ
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 

自
衛
官
仲
間
が
相
談
し
て
、
我
々
の
質
問
に
対
し
て
彼
ら
が
答
え
ら

れ
る
よ
う
な
体
制
に
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
私
は
、
軍
事
的
な
も
の
は

基
本
的
に
彼
ら
に
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

岩
間 

森
本
敏
さ
ん
が
安
保
課
に
。 

宮
本 

森
本
さ
ん
も
安
全
保
障
政
策
室
長
で
い
た
は
ず
で
す
。
森
本
さ
ん
も

大
変
な
専
門
家
で
す
か
ら
、
当
然
、
相
談
し
ま
す
ね
。 

岩
間 

森
本
さ
ん
は
七
七
年
か
ら
七
九
年
ま
で
安
保
課
に
出
向
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。
七
九
年
に
外
務
省
に
入
省
し
ま
す
。
そ
の
後
タ
フ
ツ
大
学
に
行
っ
て
、

在
米
大
使
館
一
等
書
記
官
な
ど
を
経
て
、
情
報
調
査
局
安
保
政
策
室
長
。 

宮
本 

私
は
八
七
年
一
一
月
に
大
臣
秘
書
官
な
る
わ
け
で
す
が
、
途
中
で
安

保
政
策
室
長
に
森
本
さ
ん
が
来
て
、
一
緒
に
仕
事
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

知
恵
が
あ
る
人
に
は
相
談
す
る
と
い
う
の
が
私
の
や
り
方
で
す
か
ら
、
当
然

そ
う
し
た
は
ず
で
す
。 

武
田 

森
本
さ
ん
は
八
七
年
か
ら
室
長
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
重
な
っ
て
い
る
時
期
が
あ
る
。 

吉
田 

ち
な
み
に
ご
記
憶
の
範
囲
で
結
構
で
す
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｓ

Ｌ
Ｃ
Ｍ
、
西
太
平
洋
に
あ
る
Ｓ
Ｌ
Ｃ
Ｍ
が
、
ソ
連
の
ど
こ
を
攻
撃
す
る
と
か

い
う
話
は
出
て
い
ま
し
た
か
。 

宮
本 

私
は
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
自
衛
官
の
人
た

ち
は
考
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
よ
。 

吉
田 

ま
さ
に
軍
事
マ
タ
ー
で
す
ね
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
こ
の
頃
戦
艦

「
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
」
が
日
本
に
寄
港
す
る
と
思
う
の
で
す
が
、
何
か
覚

え
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。 

宮
本 

あ
ま
り
な
い
で
す
ね
。
こ
れ
は
安
保
課
の
最
大
の
問
題
で
す
の
で
、

軍
縮
課
は
休
憩
さ
せ
て
下
さ
い
。 

吉
田 

こ
れ
で
今
日
の
質
問
事
項
は
全
部
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
日

も
長
い
時
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
終
回
と
な
り
ま
す

が
、
ま
た
来
週
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

―

了―
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質 問 票 
 

１．本日は、主に 1986 年 10 月のレイキャビク会談前夜から 87 年 11 月の軍縮課長離任

までの軍備管理・軍縮問題についてお尋ねします。まずは、レイキャビクでの米ソ首

脳会談に向けた動きについて伺わせていただきます。 

（1）9 月、米ソの LRINF の弾頭を「欧州部 100、アジア部 100」に制限する米国の新

提案に関し、米国政府から検討要請が入ります。この検討過程について、ご記憶に

残っていることをお聞かせください。【参考資料①】 

（2）10 月、松永駐米大使から本省に、INF 交渉に関する日本の立場を確定するべきと

いう見解が提示されました【参考資料②】。このきっかけは、何だったのでしょう

か。また、レイキャビク会談を前に、日本として妥協できる数値や方法などに関す

る検討は、行われたのでしょうか。 

 

※参考資料 

① 外務省「アジア INF 対米回答電案」1986 年 9 月 18 日（外交史料館、2018-0759） 

② 部内連絡（松永大使発外務大臣宛）1986 年 10 月 2 日（外交史料館、2018-0757） 

 

２．86 年 10 月、レーガン大統領とゴルバチョフ書記長がレイキャビクで会談を行い、直

後にはラウニー顧問が説明のために訪日します。【参考資料③】 

（1）米ソ首脳は、LRINF の弾頭について、「グローバル 100、欧州 0、ソ連アジア部

100、米国内 100」という線で暫定的に合意します。この合意に対する外務省の見

解およびその前提にあった考慮は、どのようなものだったのでしょうか。【参考資

料④】 

（2）戦略核兵器については、米ソ首脳は、2000 年までに弾道ミサイルの全廃を含む大

幅削減に暫定的に合意します。この合意に対する外務省の見解およびその前提に

あった考慮についてお聞かせください。【参考資料④】 

（3）レイキャビク会談に関する首相官邸とのやりとりについて、お聞かせいただければ

幸いです。中曽根首相の捉え方や意向が伝わってくることはございましたでしょ

うか。 

（4）レイキャビク会談後、大使は、軍備管理・軍縮問題への日本の対応に関する問題提

起を行われます【参考資料⑤】。これを行った背景、およびその影響についてお聞

かせください。あわせて、86 年 12 月の欧州出張に関して印象に残っていることも

伺えれば幸いです【参考資料⑥】。 

 

※参考資料 

③ 国連局軍縮課「ラウニー大使と柳谷次官の協議」1986 年 10 月 16 日（外交史料館、

2017-0265 (1)） 
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④ 軍縮課「米ソ首脳会合における軍備管理問題（とりあえずのコメント）」1986 年 10

月 23 日（外交史料館、2018-0763） 

⑤ 軍縮課長「軍備管理・軍縮問題の今後の課題――包括的アプローチの必要性」1986

年 11 月 21 日（外交史料館、2017-0265 (1)） 

⑥ 軍縮課長「欧州出張報告」1986 年 12 月 20 日（外交史料館、2017-0265 (1)） 

 

３．次に、レイキャビク後の INF 交渉への日本の対応について伺います。 

（1） 87 年 2 月、外務省内で日本の立場に関する検討が行われます。(イ) LRINF の「欧

州 0、アジア 100」からの後退の可能性、(ロ) ソ連 SS-20 と米国 LRINF の配備場

所、(ハ) SRINF が重要事項と思われますが、この検討の過程と内容について、詳

しくお聞かせください。【参考資料⑦】 

（2） 87 年 3 月以降、中曽根首相や後藤田官房長官への INF 問題に関するブリーフィン

グが、毎週ないし隔週のペースで行われました【参考資料⑧】。何かきっかけがあ

ったのでしょうか。また、4 月の首相訪米に向け、INF に関する諸資料も策定され

ます【参考資料⑨】。官邸へのブリーフィングで記憶や印象に残っていることがご

ざいましたら、お聞かせください。 

（3） 87 年 7 月には、ゴルバチョフ書記長がいわゆる「グローバル・ダブル・ゼロ」を

提示し、9 月には INF に関する基本合意が成立します。これは、基本的に日本に

とって歓迎すべきことだったと理解してよろしいでしょうか。外務省は、この展開

を予想していましたか。また、それを促した原因およびソ連側の動機は、どのよう

なものだったとお考えになりますか。 

（4）  7 月以降、INF 交渉の焦点は検証の問題に絞られますが、日本にとって重要だった

のは、どのような点だったのでしょうか。あわせて、9 月の基本合意や 11 月の条

約調印に関して、ご記憶やご印象に残っていることがございましたら、ご教示くだ

さい。 

 

※参考資料 

⑦ 軍縮課「米ソ軍備管理交渉に対する我が国の対応に関する省内会議開催について」

1987 年 2 月 12 日（外交史料館、2019-1770） 

⑧ 軍縮課・ソ連課「ソ連の INF 分離提案（その 1）」1987 年 3 月 4 日、軍縮課「米ソ

軍備管理交渉（INF 協定ドラフト）」87 年 3 月 4 日（外交史料館、2019-1773） 

⑨ 中曽根首相訪米関係資料（1987 年 4 月）（外交史料館、2019-1770） 
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４．最後に、軍縮課長離任後の米ソ軍備管理・軍縮交渉および総括的なお考えについて伺

わせていただきます。 

（1） 大使は、87 年 11 月から 89 年 9 月まで、宇野・三塚外務大臣秘書官を務められま

すが、外相レベルで日本が START や D&S 交渉に対応することはございましたで

しょうか。また、日本にとって重要な点は、どこにあったとご記憶でしょうか。【参

考資料⑩『外交青書』1988-89 年度版】 

（2） 抽象的な質問となりますが、大使は、80 年代の米ソ軍備管理・軍縮交渉において、

日本はいかなる存在だったとお考えになりますでしょうか。逆に、同交渉の日本へ

の教訓はいかなるものだとお考えになりますか。 

 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

■参考：当時の主な出来事 

1986 年 9 月   NST における米国の新提案（INF 欧州 100、アジア 100） 

1986 年 9 月   宮本軍縮課長の訪米 

1986 年 10 月  NST 第 6 ラウンド 

1986 年 10 月   レイキャビク首脳会談 

1987 年 1 月   中曽根首相の東欧歴訪 

1987 年 1 月   NST 第 7 ラウンド 

1987 年 2 月   INF の他分野からの切り離しに関するソ連提案 

1987 年 3 月   米国による INF 協定草案の提示 

1987 年 4 月   NST 第 8 ラウンド 

1987 年 4 月   米ソ外相会談 

1987 年 4 月   中曽根首相・倉成外相の訪米 

1987 年 6 月   ベネチア・サミット 

1987 年 7 月   ゴルバチョフによる「グローバル・ダブル・ゼロ」提案 

1987 年 9 月   INF 基本合意（11 月条約調印） 

1988 年 11 月   START・D&S 交渉の休会 

1989 年 6 月   START・D&S 交渉再開 

1990 年 6 月   START 基本合意（91 年 7 月調印） 
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■参考：外務省・国連局・軍縮関連局課の陣容 

外務大臣   1982 年 11 月～1986 年 7 月   安倍晋太郎 

       1986 年 7 月～1987 年 11 月   倉成正 

外務事務次官 1985 年 1 月～1987 年 6 月   柳谷謙介 

1987 年 7 月～1989 年 8 月    村田良平 

外務審議官  1985 年 8 月～1987 年 3 月   梁井新一 

1987 年 3 月～1987 年 7 月    村田良平 

1987 年 8 月～1989 年 8 月    栗山尚一 

国連局長   1983 年 8 月～1985 年 11 月   山田中正 

1985 年 11 月～1987 年 8 月   中平立 

1987 年 8 月～1989 年 11 月  遠藤実 

軍縮課 

首席事務官 高松明 → 高田稔久 → 楠田かおる 

課長補佐  高田稔久、棚木元、小畑正比呂、楠田かおる、松本好隆、渡辺正人、 

上田完二 

北米局長   1984 年 7 月～1985 年 11 月   栗山尚一 

1985 年 11 月～1988 年 1 月   藤井宏昭 

安保課長    1985 年 8 月～1988 年 7 月    岡本行夫 
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■ 

レ
ー
ガ
ン
と
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ 

 
吉
田 
本
日
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
１
か
ら
４
ま
で
質
問
を
つ
く
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
の
部
分
で
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
首
脳
会
談
前
夜
の
お

話
を
伺
っ
て
、
２
で
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
会
談
そ
の
も
の
の
お
話
を
い
た
だ
き
、

３
で
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
後
の
日
本
の
対
応
に
つ
い
て
伺
っ
た
後
、
４
で
軍
縮
課

長
離
任
後
の
お
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
ず
１
で
す
が
、
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
前
夜
の
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
で
の
米
ソ
首
脳
会
談
が
一
九
八
六
年
一
〇
月
一
一

日
か
ら
一
二
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
前
月
の
九
月
に
ア
メ
リ
カ
政
府

か
ら
日
本
政
府
に
対
し
、
「
欧
州
部
一
〇
〇
、
ア
ジ
ア
部
一
〇
〇
」
と
い
う

形
で
米
ソ
の
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｆ
（L

on
g-R

an
ge In

term
ediate N

u
clear 

F
orces: 

長
射
程
中
距
離
核
戦
力
）
の
弾
頭
を
制
限
す
る
案
の
検
討
要
請
が

入
り
ま
す
。
こ
の
検
討
過
程
に
つ
い
て
ご
記
憶
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

お
聞
か
せ
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

宮
本 

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
も
ら
っ
て
あ

り
が
た
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
は
記
憶
の
中
で
自
分
の
過
去
を
ず
っ
と
た

ど
っ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
こ
う
い
う
文
書
（
参
考
資
料
）
を
出
さ
れ
て
別

の
形
で
自
分
が
何
を
や
っ
た
の
か
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。 

こ
れ
ら
の
文
書
を
見
て
感
じ
る
の
は
、
レ
ー
ガ
ン
（R

on
ald W

. 

R
eagan

）
大
統
領
は
掛
け
値
な
し
に
核
の
な
い
世
界
を
信
じ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
彼
は
大
変
な
タ
カ
派
、
対
ソ
強
硬
派
で
あ
り
、
オ
バ
マ

（B
arak

 H
. O

bam
a

）
と
は
全
く
違
う
。
し
か
し
オ
バ
マ
と
は
全
く
違
う

観
点
か
ら
、
彼
も
核
の
な
い
世
界
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
何

度
も
説
明
し
て
き
た
よ
う
に
、
彼
は
「
国
民
を
盾
に
し
て
国
の
安
全
を
守
る

こ
と
が
一
国
の
指
導
者
と
し
て
許
さ
れ
る
の
か
」
と
い
う
根
本
的
疑
問
を
持

っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
国
民
の
た
め
に
尽
く
す
、
国
民
を
守
る
の
が
合
衆

国
大
統
領
の
責
務
だ
と
信
じ
て
い
る
人
か
ら
す
る
と
、
国
民
を
盾
に
差
し
出

し
て
国
家
の
安
全
を
担
保
す
る
確
証
破
壊
戦
略
に
対
す
る
本
能
的
な
嫌
悪
感

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
国
民
を
盾
に
せ
ず
に
国
民
を
守
る
道
を
見
つ
け
ろ
」

と
い
う
指
示
に
な
る
わ
け
で
す
。
大
統
領
が
決
意
す
れ
ば
何
が
で
き
る
か
は

ト
ラ
ン
プ
（D

on
ald J. T

ru
m

p

）
に
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
大
統
領
と
い
う
の
は
そ
れ
ぐ
ら
い
の
力
を
持
っ
て
い
る
。
あ
の
当

時
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
の
人
た
ち
が
や
っ
た
の
は
、
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
の

信
念
、
希
望
を
最
大
限
に
酌
み
と
り
つ
つ
実
際
の
安
全
保
障
が
リ
ス
ク
に
侵

さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
Ｍ
Ａ
Ｄ
（M

u
tu

al 

A
ssu

red D
estru

ction
: 

相
互
確
証
破
壊
）
の
否
定
は
軍
事
戦
略
上
で
き

ま
せ
ん
」
と
い
う
回
答
は
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
下
で
働
い
て
い
る
人
た
ち

は
出
せ
な
い
の
で
す
。
彼
ら
は
、
大
統
領
が
そ
う
願
い
、
そ
う
す
べ
き
だ
と

思
っ
た
こ
と
の
た
め
の
知
恵
を
出
し
た
わ
け
で
す
。 

と
い
う
こ
と
は
、
我
々
は
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
の
米
ソ
首
脳
会
談
が
心
配
に

な

る

わ

け

で

す

。

こ

の

と

き

ソ

連

は

ゴ

ル

バ

チ

ョ

フ

（M
ik

h
ail 

G
orbach

ev

）
に
な
っ
て
お
り
、
よ
り
巧
妙
な
平
和
攻
勢
を
か
け
て
く
る
可

能
性
が
あ
り
ま
し
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
今
に
な
っ
て
考
え
る
と
単
な
る

平
和
攻
勢
だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
確
か
に
あ
の

当
時
ソ
連
の
実
態
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
出
し
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て
く
る
提
案
は
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
要
素
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
軍
拡
競
争
か

ら
ソ
連
を
救
い
出
す
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
欧
米
と
の
関
係

を
改
善
し
て
一
息
つ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
も
う
一

回
ソ
連
全
体
の
立
て
直
し
を
図
っ
て
み
た
い
と
い
う
の
が
、
今
考
え
る
と
、

当
時
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
と
っ
て
の
最
大
の
関
心
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
あ
の
当
時
外
か
ら
見
て
い
て
、
そ
う
は
っ
き
り
と
は
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
「
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
だ
な
」
と
思
い
な
が
ら
、
「
か
な
り
思
い
切
っ

た
手
を
打
っ
て
く
る
な
」
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
今
に
な
っ
て
思
え
ば
、
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
が
あ
あ
い
う
形
で
和
平
提
案
を
し
て
く
る
の
は
、
か
な
り
本
気

だ
っ
た
の
で
す
ね
。 

吉
田 

当
時
の
大
使
は
、
必
ず
し
も
本
気
だ
と
は
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。 

宮
本 

そ
こ
ま
で
は
読
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
ソ
連
の
持
つ
体
制
的
な
制
約
か

ら
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
や
れ
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
と
皆
見
て
い
ま
し
た
。

他
方
、
ア
メ
リ
カ
は
レ
ー
ガ
ン
の
信
念
を
尊
重
し
て
「
本
当
に
核
は
な
く
す

べ
き
だ
。
攻
撃
兵
器
は
な
く
す
べ
き
だ
」
と
言
い
出
し
、
い
ろ
い
ろ
な
提
案

を
考
え
て
く
る
。
そ
れ
で
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
の
サ
ミ
ッ
ト
を
心
配
し
た
わ
け
で

す
。 

吉
田 

何
が
出
て
く
る
か
分
か
ら
な
い
。 

宮
本 

レ
ー
ガ
ン
が
自
分
の
信
念
で
、
そ
の
場
で
「
攻
撃
兵
器
ゼ
ロ
、
い
い

じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
い
出
し
か
ね
な
い
わ
け
で
す
。
そ
の
後
、
あ
れ
だ
け
中

距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
撤
廃
に
一
生
懸
命
だ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
、
こ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
ミ
サ
イ
ル
が
全
廃
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
途
端
に
、
次
の
心

配
を
し
始
め
た
で
し
ょ
う
。
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
が
一
つ
の
兵
器
シ
ス
テ
ム
を
全

廃
さ
せ
た
ら
、
当
然
安
全
保
障
上
の
問
題
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
わ
け
で
す
。

「
よ
く
準
備
も
せ
ず
に
勝
手
な
こ
と
を
言
い
出
さ
な
い
で
く
れ
！
」
と
い
う

の
が
率
直
な
気
持
ち
で
し
た
。
あ
の
当
時
、
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
が
や
り
た
が
っ

て
い
た
Ｉ
Ｎ
Ｆ
（In

term
ediate N

u
clear F

orces: 

中
距
離
核
戦
力
）
で

の
大
き
な
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
は
、
彼
の
核
廃
絶
の
願
望
の
流
れ
に
も
沿
っ
て

い
ま
す
。
タ
カ
派
で
あ
り
な
が
ら
核
廃
絶
。
し
た
が
っ
て
、
防
衛
兵
器
で
あ

る
Ｓ
Ｄ
Ｉ
（S

trategic D
efen

se In
itiative: 

戦
略
防
衛
構
想
）
は
、
国

民
を
守
る
た
め
だ
し
、
非
核
兵
器
で
対
応
可
能
だ
か
ら
良
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
そ
の
結
果
、
戦
略
的
な
安
定
を
損
な
う
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
「
ア
イ
・
ド
ン
ト
・
ケ
ア
。
イ
ッ
ツ
・
ユ
ア
・
ジ
ョ

ブ
！
」
と
い
う
こ
と
で
す
。 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
皆
さ
ん
の
資
料
（
参
考
資
料
①
～
④
）
の
中

に
あ
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
協
議
に
ど
の
よ
う
に
対
応
を
す
る
か
に

つ
い
て
、
我
々
の
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
後
の
私
の
ペ
ー
パ
ー
（
参
考

資
料
⑤
⑦
）
を
見
る
と
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
Ｉ
Ｎ
Ｆ
問
題
に
つ
い
て
対
応
す

る
か
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
考
え
方
が
、
私
の
中
で
徐
々
に
醸

成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
が
外
務
省
の
同
僚
た
ち
と
シ

ェ
ア
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
一
方
的
に
日
本
の

主
張
ば
か
り
し
て
い
れ
ば
、
「
こ
れ
ま
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
を
心
配
し
て

い
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
日
本
も
文
句
を
言
い
始
め
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

レ
ー
ガ
ン
さ
ん
が
「
何
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
思
い
始
め
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
Ｉ
Ｎ
Ｆ
に
関
し
、
首
席
代
表
の
グ
リ
ッ
ト
マ
ン
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（M
ayn

ard W
. G

litm
an

）
大
使
が
「
何
が
何
で
も
や
り
た
い
」
と
思
っ

て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
「
や
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
の
は
レ
ー
ガ
ン
で

あ
り
、
そ
の
気
持
ち
に
棹
差
す
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
注
意
を
要

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
に
ア
メ
リ
カ
政
府
の
中
で
、
全
部
で
は
あ
り
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
一
部
、
レ
ー
ガ
ン
の
意
向
に
沿
っ
て
本
気
で
や
ろ
う
と
し
て

い
る
人
た
ち
も
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
し
た
が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
慎
重
に
や
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
日
本
の
抱
え
て
い
る
問
題
に
関
し
て
は
き
ち
っ
と
手
段
を
担

保
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア

に
一
〇
〇
残
す
と
い
う
こ
の
程
度
の
変
化
球
は
、
最
終
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ゼ
ロ
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
受
け
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
資
料
③
の
ラ
ウ
ニ
ー
（E

dw
ard L

. R
ow

n
y

）
の

日
本
側
へ
の
説
明
に
も
あ
る
と
お
り
、
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が

「
双
方
グ
ロ
ー
バ
ル
一
〇
〇
、
ソ
連
は
ア
ジ
ア
部
に
一
〇
〇
、
米
国
は
欧
州

ゼ
ロ
、
米
国
内
に
一
〇
〇
」
と
い
う
提
案
を
し
、
レ
ー
ガ
ン
が
そ
れ
を
原
則

と
し
て
受
諾
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
同
じ
資
料
の
次
官
の

発
言
に
も
あ
る
と
お
り
、
日
本
側
は
大
幅
な
削
減
で
あ
る
点
は
評
価
し
な
が

ら
も
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
暫
定
的
合
意
だ
と
捉
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ゼ
ロ

を
追
求
し
続
け
る
こ
と
、
ア
ジ
ア
部
に
残
る
一
〇
〇
も
「
ソ
連
中
央
部
」
と

呼
び
う
る
場
所
に
移
す
こ
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ゼ
ロ
の
最
終
目
標
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
改
め
て
要
求
し
て
い
ま
す
。
そ
の
前
提
で
、

対
外
的
に
は
米
国
の
決
定
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
し
た
わ
け
で
す
。
米
国

が
受
諾
し
た
も
の
を
「
ノ
ー
」
と
言
っ
て
突
き
返
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
日
本
の
要
求
は
出
し
続
け
る
。
ト
ー
タ
ル
す
る
と
ア
メ
リ
カ
は
日
本

の
意
見
、
要
望
に
も
よ
く
配
慮
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。
米
国
に

一
〇
〇
置
く
と
い
う
こ
と
は
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
も
含
む
わ
け
で
、
ソ
連

ア
ジ
ア
部
を
た
た
け
る
わ
け
で
す
。 

 

■ 

レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
会
談
前
夜
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉 

 

吉
田 

最
後
の
「
欧
州
ゼ
ロ
」
の
お
話
は
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
の
結
果
で
す
か
ね
。

す
み
ま
せ
ん
、
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
の
話
は
後
ほ
ど
改
め
て
伺
わ
せ
て
下
さ
い
。

細
か
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
恐
縮
な
の
で
す
が
、
質
問
１
の
と
こ
ろ
は
ま
だ
欧

州
部
に
も
一
〇
〇
残
る
と
い
う
提
案
で
し
た
。
そ
れ
が
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
で
は
、

欧
州
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
ア
ジ
ア
だ
け
が
一
〇
〇
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

宮
本 

こ
の
と
き
は
「
欧
州
部
一
〇
〇
、
ア
ジ
ア
部
一
〇
〇
」
だ
っ
た
の
で
、

日
本
と
し
て
何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
。
何
度
も
繰
り
返
し
て
恐
縮
で
す
が
、

最
後
は
日
本
国
民
が
納
得
し
、
米
国
の
拡
大
抑
止
の
信
頼
性
と
日
米
安
保
体

制
へ
の
信
頼
が
損
な
わ
れ
な
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
判
断
で
し
た
。 

吉
田 

一
点
気
に
な
っ
た
の
は
、
八
三
年
一
一
月
に
ア
メ
リ
カ
が
同
じ
よ
う

な
案
を
出
そ
う
と
し
た
と
き
に
、
駐
米
大
使
館
の
一
等
書
記
官
だ
っ
た
岡
本

（
行
夫
）
さ
ん
が
「
こ
の
案
は
飲
め
な
い
」
と
突
っ
ぱ
ね
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
で
す
。
「
も
と
も
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
う
が
多
く
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
弾
頭
の
数
が
最
終
的
に
ア
ジ
ア
と
一
緒
に
な
る
と
い
う
の
で
は
、
ア
ジ
ア

の
ほ
う
が
削
減
量
が
少
な
い
と
い
う
解
釈
が
で
き
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
日
本

に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
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時
期
に
な
っ
て
受
け
い
れ
た
の
は
、
な
ぜ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

よ
り
厳
格
に
考
え
れ
ば
日
本
の
立
場
は
岡
本
さ
ん
の
言
っ
た
立
場
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
側
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
に
対
す
る

姿
勢
の
変
化
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
が
本
気
で
ま

と
め
る
姿
勢
を
示
し
た
か
ら
、
日
本
は
Ｓ
Ｓ−

20
を
ソ
連
中
央
部
に
移
す
の

だ
っ
た
ら
二
六
五
の
弾
頭
ま
で
い
い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
了
解
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
。 

吉
田 

八
六
年
二
月
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
こ
で
一
度
、
欧
州
ゼ
ロ
で
あ
っ
て
も
や
む
を
得
な
い
と
い
う
判
断

と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
欧
州
一
〇
〇
、
ア
ジ
ア
一
〇
〇
だ
っ

た
ら
、
文
句
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

一
回
出
し
た
案
が
重
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

結
局
、
ア
メ
リ
カ
が
本
気
で
ま
と
め
る
姿
勢
を
示
し
、
日
米
の
間
の

す
り
合
わ
せ
が
や
っ
と
本
格
的
に
や
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
意
思
疎
通

と
、
そ
れ
ま
で
と
は
違
う
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
八
三
年
頃
、
ア
メ
リ
カ

は
ど
れ
ほ
ど
本
気
で
日
本
と
相
談
す
る
気
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
よ
く
分

か
り
ま
せ
ん
が
。 

吉
田 

そ
の
真
剣
に
考
え
た
結
果
の
一
〇
〇
と
は
違
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。
資
料
①
は
何
で
し
た
か
ね
。 

吉
田 

資
料
①
が
、
外
務
省
の
立
場
を
決
定
し
て
ア
メ
リ
カ
に
出
し
た
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。 

宮
本 

八
六
年
九
月
一
八
日
の
松
永
（
信
雄
）
・
ラ
ウ
ニ
ー
会
談
で
ア
メ
リ

カ
側
か
ら
「
グ
ロ
ー
バ
ル
二
〇
〇
、
ア
ジ
ア
一
〇
〇
、
欧
州
一
〇
〇
を
提
案

す
る
」
と
言
っ
て
き
た
の
に
対
す
る
回
答
で
す
ね
。 

吉
田 

こ
こ
で
日
本
側
と
し
て
は
問
題
な
い
と
い
う
回
答
を
し
て
い
ま
す
ね
。

た
だ
、
こ
の
松
永
・
ラ
ウ
ニ
ー
会
談
の
後
で
す
が
、
１
の
（
２
）
に
あ
る
よ

う
に
、
松
永
大
使
か
ら
日
本
の
立
場
が
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
部

分
が
あ
る
と
い
う
電
報
が
、
一
〇
月
三
日
付
部
内
連
絡
の
形
で
届
い
て
い
ま

す
（
参
考
資
料
②
）
。 

宮
本 

こ
れ
を
説
明
し
て
お
き
ま
す
と
、
部
内
連
絡
は
外
務
省
内
部
の
連
絡

で
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
言
い
ま
す
と
、
冒
頭
に
「
中
平
国
連
局
長
へ
」
と
あ

り
ま
す
か
ら
、
松
永
大
使
か
ら
中
平
（
立
）
局
長
へ
の
連
絡
で
す
。 

吉
田 

事
務
方
の
間
の
連
絡
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
こ
れ
は
非
公
式
文
書
で
す
。
だ
か
ら
、
部
内
連
絡
と
言

っ
た
と
き
に
は
普
通
は
次
官
以
下
し
か
回
し
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

は
、
日
本
政
府
の
意
思
決
定
ま
で
の
あ
く
ま
で
も
参
考
の
た
め
の
意
思
疎
通

で
す
。 

吉
田 

こ
れ
は
大
使
か
ら
の
意
見
具
申
と
は
違
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

意
見
具
申
は
「
意
見
具
申
」
と
書
き
ま
す
。 

吉
田 

意
見
具
申
は
よ
り
正
式
度
が
高
い
の
で
す
ね
。 

宮
本 

こ
の
部
内
連
絡
は
、
本
省
を
困
っ
た
立
場
に
置
く
か
も
し
れ
な
い
の

で
念
の
た
め
に
注
意
喚
起
し
て
お
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
意
見
具
申
、
そ

れ
も
駐
米
大
使
の
意
見
具
申
は
、
大
使
の
正
式
の
見
解
と
し
て
当
然
総
理
、

外
務
大
臣
に
ご
覧
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
重
み
が
違
い
ま
す
。 

吉
田 
松
永
大
使
は
、
そ
う
い
う
お
考
え
か
ら
部
内
連
絡
と
い
う
形
で
こ
の

電
報
を
送
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。 
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宮
本 

こ
の
部
内
連
絡
は
も
っ
と
下
の
レ
ベ
ル
で
も
や
り
ま
す
。
し
か
し
、

大
使
が
お
や
り
に
な
る
と
当
然
相
手
は
次
官
か
局
長
に
な
り
ま
す
。
大
使
の

立
場
か
ら
す
れ
ば
、
米
国
か
ら
案
が
出
さ
れ
て
本
省
に
い
ち
い
ち
問
い
合
わ

せ
し
て
い
た
の
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
間
に
合
わ
な
い
し
、
日
頃
の
対

応
も
不
正
確
に
な
る
。
だ
か
ら
、
自
分
に
腰
だ
め
の
対
応
を
予
め
送
れ
と
い

う
こ
と
で
す
よ
。
「
一
々
相
談
し
な
く
て
も
そ
の
範
囲
内
で
自
分
が
や
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 

松
永
大
使
が
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
た
の
は
、
や
は

り
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
を
前
に
し
て
何
か
動
く
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
い
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 

こ
の
松
永
大
使
か
ら
の
部
内
連
絡
を
受
け
て
、
本
省
で
検
討
は
な
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
こ
の
部
分
は
文
書
の
空
白
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
、
ま
だ
前
後
の
展
開
が
つ
か
め
て
い
ま
せ
ん
。 

宮
本 

も
う
一
度
読
み
直
し
て
も
、
極
め
て
ま
と
も
な
ご
指
摘
で
す
ね
。
政

府
の
最
終
方
針
を
決
め
た
か
ど
う
か
は
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
常
識
的
に

考
え
て
、
既
に
触
れ
た
一
〇
月
一
六
日
に
柳
谷
（
謙
介
）
次
官
が
ラ
ウ
ニ
ー

大
使
に
お
述
べ
に
な
っ
た
線
が
、
日
本
政
府
の
、
一
〇
月
三
日
も
含
め
た
あ

の
頃
の
感
触
だ
っ
た
は
ず
で
す
。 

吉
田 

政
府
と
し
て
の
方
針
は
、
ま
だ
決
ま
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。 

宮
本 

我
々
の
腰
だ
め
的
な
感
触
は
あ
っ
た
が
、
総
理
ま
で
了
解
を
と
っ
た

方
針
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
に
近
い
で
し
ょ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
案
や

最
終
的
な
落
ち
ど
こ
ろ
が
見
え
な
い
も
の
の
対
処
方
針
の
策
定
は
不
可
能
に

近
い
で
す
ね
。
多
く
の
不
確
定
要
素
が
あ
る
場
合
、
原
則
的
な
立
場
以
外
の

も
の
は
つ
く
り
に
く
い
。
ま
し
て
や
最
後
は
総
理
の
了
解
を
得
な
い
と
決
め

ら
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
先
走
り
は
難
し
い
。
だ
か
ら
松
永
大
使
も

「
部
内
連
絡
」
に
し
て
本
省
の
逃
げ
道
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

正
式
に
本
省
の
意
見
を
聞
く
と
き
は
「
請
訓
」
し
ま
す
。
こ
れ
が
来
る
と
本

省
は
正
式
に
回
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
も
し
ア
メ
リ
カ
に
厳

し
い
訓
令
に
な
る
と
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
大
使
館
も
困
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
部

内
連
絡
」
で
す
と
何
ら
か
の
感
触
を
伝
え
て
お
け
ば
そ
れ
で
済
み
ま
す
。
あ

の
段
階
で
の
回
答
は
と
て
も
難
し
い
で
す
よ
。
だ
か
ら
し
ば
ら
く
し
た
後
、

私
の
文
章
（
一
一
月
二
一
日
付
参
考
資
料
⑤
）
の
中
に
そ
れ
ら
に
対
す
る
回

答
が
整
理
さ
れ
た
形
で
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

少
し
後
に
出
て
き
ま
す
。 

宮
本 

し
か
し
、
一
〇
月
三
日
の
時
点
で
は
、
出
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
松
永
さ
ん
が
宿
題
を
出
し
た
わ
け
だ
か
ら
、
軍
縮
課
長
は
そ

れ
に
答
え
ら
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。 

吉
田 

非
常
に
大
き
な
問
題
で
す
ね
。 

宮
本 

だ
か
ら
私
は
考
え
て
答
え
を
出
し
た
と
思
い
ま
す
。
一
〇
月
三
日
は
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
何
か
出
し
て
い
れ
ば
、
そ

れ
は
総
理
決
裁
を
必
要
と
し
ま
す
か
ら
文
書
に
残
り
ま
す
。 

吉
田 

私
の
好
奇
心
で
細
か
く
な
っ
て
本
当
に
恐
縮
で
す
け
れ
ど
も
、
実
は
、

一
〇
月
三
日
に
松
永
大
使
か
ら
部
内
連
絡
が
来
た
後
、
一
〇
月
六
日
に
総
理

か
ら
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
に
宛
て
た
書
簡
が
あ
る
よ
う
な
の
で
す
。
で
も
、
こ
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れ
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
文
書
（
追
加
資
料
）
に
「
一

〇
月
六
日
付
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
宛
書
簡
に
も
ら
れ
た
中
曽
根
総
理
の
考
え
方
」

と
い
う
言
及
が
あ
り
ま
す
。 

宮
本 
そ
う
で
あ
れ
ば
、
総
理
ま
で
決
裁
を
と
っ
て
、
そ
の
時
点
で
の
日
本

政
府
の
考
え
方
を
伝
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
私
は
、
こ

う
い
う
の
を
一
々
記
憶
す
る
の
は
苦
手
で
し
て
ね
。 

吉
田 

そ
う
で
す
よ
ね
。
何
度
も
同
じ
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
上
が
っ
て
い
ま

す
か
ら
ね
。 

宮
本 

レ
ー
ガ
ン
さ
ん
に
直
接
駄
目
を
押
し
て
お
か
な
い
と
何
す
る
か
分
か

ら
な
い
と
い
う
不
安
も
あ
り
、
松
永
大
使
の
懸
念
を
踏
ま
え
て
、
総
理
書
簡

と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
（
追
加
資
料
五
ペ
ー
ジ
）
の
上
に
「
点
は
」

と
書
い
て
あ
り
、
そ
れ
は
「
中
曽
根
総
理
の
考
え
方
を
反
映
し
た
も
の
」
と

書
い
て
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
「
点
」
の
上
の
と
こ
ろ
が
、
中
曽
根
書
簡
に

書
い
て
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
よ
。 

吉
田 

そ
う
な
り
ま
す
ね
。 

宮
本 

こ
う
い
う
内
容
の
も
の
を
返
事
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 

レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
の
前
に
、
日
本
と
し
て
飲
め
る
数
字
を
一
定
程
度
提

示
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
。 

宮
本 

い
や
、
そ
れ
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
今
の
資
料
（
追
加
資
料
）

に
書
か
れ
て
い
た
よ
う
な
こ
と
を
中
曽
根
さ
ん
は
言
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

検
討
し
て
、
中
曽
根
さ
ん
が
書
簡
と
い
う
形
で
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
に
駄
目
押
し

を
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
駄
目
押
し
の
仕
方
は
慎
重
を
要
し

ま
す
よ
。
具
体
的
数
字
で
良
い
悪
い
と
い
う
の
は
下
策
で
す
。
何
度
も
申
し

上
げ
た
と
お
り
、
抑
止
力
は
心
理
ゲ
ー
ム
で
あ
り
数
字
で
は
な
い
。
全
体
と

し
て
ア
メ
リ
カ
の
日
本
を
守
る
と
い
う
意
思
が
明
確
に
な
れ
ば
良
い
の
で
あ

っ
て
、
ま
し
て
や
合
衆
国
大
統
領
の
手
足
を
細
か
く
縛
る
こ
と
な
ど
で
き
や

し
ま
せ
ん
し
、
外
交
的
に
す
る
べ
き
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
中
曽
根
書

簡
の
文
言
に
な
る
わ
け
で
す
。
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
は
何
す
る
か
分
か
ら
な
い
の

で
、
注
意
喚
起
は
改
め
て
し
て
お
こ
う
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
実
際
問
題

と
し
て
、
下
で
い
く
ら
言
っ
て
も
、
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
が
「
分
か
り
ま
し
た
」

と
現
場
で
発
言
し
た
ら
そ
れ
で
決
ま
る
。
現
場
で
発
言
し
た
も
の
を
否
定
で

き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
レ
ー
ガ
ン
対
策
は
実
は
と
て
も
大
変
だ
っ

た
の
で
、
中
曽
根
書
簡
が
出
て
い
た
と
す
れ
ば
、
間
違
い
な
く
中
曽
根
さ
ん

が
言
っ
た
と
い
う
形
で
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
の
頭
の
中
に
し
み
込
ま
せ
よ
う
と
し

た
の
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

外
務
省
は
、
レ
ー
ガ
ン
・
マ
タ
ー
に
相
当
神
経
を
使
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
れ
を
松
永
さ
ん
も
心
配
さ
れ
て
、
一
定
の
範
囲
内
で
自
分
も
や
ろ

う
と
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
指
示
が
な
く
て
も
自
分
の
判
断
で
お

や
り
に
な
る
、
松
永
大
使
は
そ
う
い
う
立
派
な
大
使
で
し
た
よ
。 

吉
田 

中
曽
根
書
簡
の
趣
旨
は
、
ア
メ
リ
カ
に
そ
こ
に
収
め
さ
せ
る
よ
う
に
、

こ
ち
ら
か
ら
大
ま
か
な
ラ
イ
ン
を
示
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
可
能
性

が
高
い
わ
け
で
す
ね
。 

宮
本 

大
き
な
ラ
イ
ン
が
分
か
れ
ば
、
松
永
さ
ん
だ
っ
た
ら
お
や
り
に
な
れ

る
。
し
か
し
、
総
理
の
関
心
事
項
で
も
あ
り
、
慎
重
を
要
す
る
こ
と
も
事
実

で
す
。
そ
こ
で
一
〇
月
六
日
の
中
曽
根
書
簡
を
出
し
て
日
本
政
府
の
あ
の
時
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点
で
可
能
な
限
り
の
明
確
な
ラ
イ
ン
を
出
し
た
の
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

な
る
ほ
ど
。
こ
の
文
書
は
見
つ
け
次
第
、
今
伺
っ
た
前
提
で
検
証
し

て
み
ま
す
。 

宮
本 
是
非
そ
う
し
て
下
さ
い
。
た
い
し
た
こ
と
が
書
い
て
な
か
っ
た
ら
申

し
訳
な
い
け
ど
。 

吉
田 

い
え
、
す
ご
く
重
要
な
こ
と
が
書
い
て
あ
る
匂
い
が
し
ま
す
。 

 

ま
と
ま
っ
た
文
書
は
出
て
き
て
い
な
い
の
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、

九
月
に
宮
本
大
使
が
訪
米
さ
れ
て
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
担
当
官
で
あ
る
リ
ン
ハ
ー
ド

（R
obert E

. L
in

h
ard

）
と
お
会
い
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
す
け
れ
ど

も
、
ご
記
憶
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。 

宮
本 

も
う
頻
繁
に
訪
米
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
一
々
に
つ
い
て
は
覚
え
て

い
ま
せ
ん
。
始
終
行
っ
て
お
か
な
い
と
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
し
、
日

本
の
意
見
を
注
入
し
続
け
る
必
要
も
あ
り
ま
し
た
。 

吉
田 

ア
メ
リ
カ
の
動
き
を
見
て
お
く
と
い
う
こ
と
で
す
か
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
外
交
と
い
う
も
の
は
、
今
日
言
っ
た
こ
と
が
明
日
は
変

わ
り
得
る
。
そ
れ
が
政
治
の
実
態
で
す
。
「
今
日
こ
う
言
っ
て
も
ら
っ
た
か

ら
、
も
う
安
心
だ
」
な
ど
と
思
っ
て
い
た
ら
、
こ
の
世
界
で
は
生
き
て
い
け

ま
せ
ん
。
政
治
も
外
交
も
、
や
っ
て
い
る
の
は
人
で
あ
り
、
理
屈
だ
け
で
は

な
い
。
突
然
変
わ
り
う
る
の
で
す
。 

吉
田 

ワ
シ
ン
ト
ン
の
空
気
を
直
に
感
じ
に
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

感
じ
に
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
し
、
や
っ
ぱ
り
直
接
言
っ
て
お
か
な

い
と
。
大
使
館
も
よ
く
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、
直
接
肌
で
知
り
た
い

し
、
釘
を
刺
し
て
お
き
た
い
。
私
の
言
う
現
場
主
義
で
あ
り
、
私
の
ス
タ
イ

ル
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

当
時
軍
縮
課
は
国
連
局
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
局
の
予
算
と
旅
費
を
握

っ
て
い
る
右
翼
課
長
の
天
江
（
喜
七
郎
）
国
連
政
策
課
長
に
は
大
変
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
よ
く
旅
費
を
つ
け
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
軍
縮
課
長
の
と

き
に
は
本
当
に
よ
く
海
外
出
張
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

吉
田 

期
間
は
ど
れ
ぐ
ら
い
行
か
れ
る
の
で
す
か
。 

宮
本 

一
週
間
と
か
、
下
手
す
る
と
現
地
一
泊
の
三
日
と
か
。
と
に
か
く
ア

メ
リ
カ
に
行
っ
て
帰
っ
て
く
る
。
ア
メ
リ
カ
に
三
回
行
く
間
に
一
回
ぐ
ら
い

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

吉
田 

内
容
と
は
関
係
な
い
の
で
す
が
、
大
使
は
ジ
ェ
ッ
ト
ラ
グ
を
感
じ
な

い
方
で
す
か
。 

宮
本 

感
じ
ま
す
よ
。 

吉
田 

も
ろ
と
も
せ
ず
。 

宮
本 

も
ろ
と
も
せ
ず
と
い
う
か
、
若
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。 

岩
間 

当
時
の
在
米
大
使
館
は
、
何
人
ぐ
ら
い
で
Ｉ
Ｎ
Ｆ
問
題
に
臨
ん
で
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

担
当
は
い
ま
し
た
。 

吉
田 

折
田
さ
ん
、
斎
藤
さ
ん
と
い
う
方
が
、
電
報
に
は
よ
く
出
て
き
ま
す

ね
。
折
田
正
樹
大
使
。 

宮
本 

そ
う
そ
う
、
折
田
さ
ん
と
斎
藤
泰
雄
さ
ん
。 

岩
間 

政
務
班
で
す
か
。 

宮
本 
政
務
班
。
折
田
さ
ん
が
政
務
班
長
で
、
斎
藤
さ
ん
が
軍
備
管
理
担
当

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 
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■ 

レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
会
談 

 
吉
田 
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
会
談
に
合
わ
せ
て
、
外
務
省
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に

人
を
送
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

宮
本 

イ
ギ
リ
ス
に
あ
る
大
使
館
か
ら
飛
ん
で
も
ら
い
、
ア
メ
リ
カ
側
と
随

時
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
側
の
通
報
を
待
っ
て

い
て
は
対
応
が
遅
れ
、
リ
カ
バ
リ
ー
が
難
し
く
な
る
か
ら
で
す
。
一
番
近
く
、

し
っ
か
り
し
た
ス
タ
ッ
フ
を
持
っ
て
い
る
の
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
大
使
館
な
の

で
、
そ
こ
か
ら
行
っ
て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

何
か
そ
こ
で
情
報
が
入
っ
て
き
た
と
い
う
ご
記
憶
は
あ
り
ま
す
か
。 

宮
本 

い
や
、
難
し
か
っ
た
で
す
ね
。
と
い
う
の
は
、
普
通
は
同
じ
ラ
ン
ク

の
相
手
と
し
か
接
触
で
き
な
い
し
、
相
手
の
ラ
ン
ク
が
下
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
ね
。 

吉
田 

ア
メ
リ
カ
の
側
で
も
、
知
っ
て
い
る
人
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。 

宮
本 

ラ
ン
ク
は
上
で
も
首
脳
会
談
に
出
て
い
な
い
人
は
知
ら
な
い
。
ア
メ

リ
カ
で
も
、
大
変
な
数
の
人
が
大
統
領
に
同
行
し
ま
す
が
、
首
脳
会
談
に
同

席
で
き
る
の
は
ご
く
少
数
で
す
よ
。
そ
う
す
る
と
、
何
が
起
こ
っ
た
か
と
い

う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
側
も
正
確
に
分
か
っ
て
い
な
く
て
、
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
の

と
き
の
情
報
収
集
は
大
変
だ
っ
た
と
い
う
記
憶
は
は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
と
き
に
は
我
々
が
ア
ッ
と
驚
く
よ
う
な
話
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た

ね
。
し
か
し
そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
を
知
る
。 

吉
田 

や
は
り
び
っ
く
り
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

そ
れ
は
驚
き
ま
し
た
。
「
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
、
や
っ
て
く
れ
た
な
」
と

い
う
感
じ
で
す
。
た
だ
米
国
内
に
一
〇
〇
残
し
ま
す
の
で
、
大
き
な
と
こ
ろ

は
担
保
さ
れ
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
。 

吉
田 

そ
れ
で
ど
う
に
か
相
殺
で
き
る
。 

宮
本 

こ
れ
で
ど
う
に
か
説
明
が
つ
く
と
い
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ゼ
ロ
と
い
う
の
は
び
っ
く
り
だ
っ
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
身
が
驚
い
た
く
ら
い
で
す
か
ら
。 

吉
田 

そ
う
で
す
ね
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
身
が
驚
い
て
嫌
が
っ
て
い
た
。 

宮
本 

あ
な
た
が
送
っ
て
く
れ
た
資
料
を
も
う
一
回
読
ん
で
み
る
と
、
そ
の

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ゼ
ロ
に
な
る
の
は
ロ
ン
グ
・
レ
ン
ジ
Ｉ
Ｎ
Ｆ
で
あ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
日
々
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
シ
ョ
ー
ト
・
レ
ン
ジ
Ｉ
Ｎ
Ｆ

は
残
る
わ
け
で
す
。
驚
い
た
の
は
我
々
だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。 

吉
田 

世
界
中
が
驚
い
た
。 

宮
本 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
連
中
は
、
自
分
た
ち
で
「
ゼ
ロ
・
ゼ
ロ
」
と
言
っ
て

お
き
な
が
ら
ね
。 

吉
田 

そ
こ
が
引
っ
か
か
る
の
で
す
よ
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
さ
ん
ざ
ん
「
ゼ

ロ
」
と
言
っ
て
い
た
の
に
、
ゼ
ロ
が
出
た
途
端
に
態
度
が
変
わ
る
。 

宮
本 

ま
あ
世
界
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
思
っ
た
ら
い
い
で
す
よ
。
一
つ
の

問
題
に
こ
だ
わ
っ
て
、
他
が
見
え
な
い
。
そ
の
問
題
が
自
分
の
思
う
と
お
り

に
解
決
し
て
も
、
そ
れ
が
新
た
な
問
題
を
引
き
お
こ
し
て
、
ま
た
大
騒
ぎ
す

る
。
そ
れ
の
連
続
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
く
れ
ぐ
れ
も
、
外
交
の
現
場
が
キ

ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
（H

en
ry A

. K
issin

ger

）
み
た
い
に
何
で
も
見
通
し
て
や
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ら
れ
て
き
た
と
は
思
わ
な
い
で
下
さ
い
。
実
際
は
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
想
定

し
な
い
こ
と
が
山
ほ
ど
出
て
き
た
と
思
い
ま
す
よ
。
で
も
全
部
、
自
分
の
計

算
の
中
で
動
い
た
と
い
う
よ
う
な
書
き
方
で
し
ょ
う
。 

吉
田 
読
ん
で
い
る
ほ
う
は
錯
覚
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
ね
。 

宮
本 

私
た
ち
も
教
科
書
的
に
真
面
目
に
読
み
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
現
場

を
経
験
し
て
い
く
と
そ
う
で
は
な
い
と
気
づ
き
ま
す
。 

吉
田 

驚
き
が
世
界
中
に
あ
ふ
れ
た
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
会
談
の
直
後
に
ラ
ウ
ニ

ー
顧
問
が
訪
日
し
ま
す
が
、
ラ
ウ
ニ
ー
顧
問
は
首
脳
会
談
に
は
同
席
さ
れ
て

い
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

ス
モ
ー
ル
・
グ
ル
ー
プ
の
会
談
に
同
席
し
た
か
ど
う
か
は
知
り
ま
せ

ん
が
、
ラ
ウ
ニ
ー
は
代
表
団
の
一
員
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

吉
田 

冒
頭
で
少
し
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ラ
ウ
ニ
ー
顧
問
が
日
本

に
来
ら
れ
た
際
の
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
に
関
す
る
対
日
説
明
で
ご
記
憶
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。 

宮
本 

特
に
大
き
く
残
っ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
記
録
（
参
考

資
料
③
）
に
書
い
て
あ
る
よ
う
な
話
で
す
ね
。
記
録
を
読
み
直
し
て
、
あ
の

当
時
の
外
務
省
の
幹
部
も
含
め
て
、
よ
く
軍
備
管
理
の
こ
と
を
勉
強
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

吉
田 

大
問
題
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

我
々
が
つ
く
っ
た
資
料
を
ち
ゃ
ん
と
参
考
に
さ
れ
て
、
立
派
に
対
応

さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
軍
備
管
理
と
い
う
の
は
、
極
め
て
専
門
性
の
高
い
複
雑

な
、
今
読
み
返
し
て
も
し
っ
か
り
読
ま
な
い
と
意
味
を
と
り
に
く
い
よ
う
な

世
界
な
の
に
、
次
官
を
は
じ
め
幹
部
は
き
ち
っ
と
対
応
さ
れ
て
い
る
。 

吉
田 

軍
縮
課
か
ら
上
が
っ
て
き
た
文
書
を
読
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。 

宮
本 

上
が
っ
て
き
た
も
の
を
読
み
、
理
解
さ
れ
て
い
る
。 

吉
田 

こ
の
問
題
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
数
字
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
変
わ

っ
た
り
し
ま
す
も
の
ね
。
こ
の
次
官
へ
の
ブ
リ
ー
フ
は
軍
縮
課
長
が
行
わ
れ

る
の
で
す
か
。 

宮
本 

大
体
、
軍
縮
課
長
が
や
り
ま
す
。
課
長
不
在
で
急
ぐ
と
き
は
首
席
事

務
官
や
担
当
官
が
や
る
こ
と
も
あ
る
。
外
務
省
は
、
こ
う
い
う
所
は
リ
ベ
ラ

ル
で
す
よ
。
総
理
、
大
臣
に
対
し
て
は
局
長
が
や
り
軍
縮
課
長
同
席
と
い
う

の
が
基
本
パ
タ
ー
ン
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

総
理
へ
の
ブ
リ
ー
フ
も
同
席
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。 

宮
本 

外
務
省
の
ど
の
案
件
で
も
基
本
は
担
当
課
長
同
席
で
す
。 

吉
田 

専
門
性
が
高
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
か
。 

宮
本 

外
務
省
と
い
う
か
、
霞
が
関
は
「
課
長
行
政
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、

課
長
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
課
長
は
朝
か

ら
晩
ま
で
自
分
の
問
題
を
考
え
猛
烈
に
勉
強
す
る
。
ス
タ
ッ
フ
も
い
る
。
だ

か
ら
課
長
の
言
う
こ
と
が
考
え
抜
か
れ
た
案
と
し
て
通
る
の
で
す
。
そ
う
し

な
い
課
長
の
意
見
が
通
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
よ
。
軍
備
管
理
の
場
合
、
あ
の

時
代
、
日
本
に
本
当
の
専
門
家
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
外
国
の
専
門

家
と
議
論
し
て
知
識
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。
兵
器
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
前
回
も
言
っ
た
よ
う
に
、
全
部
上
田
（
完
二
）
さ
ん
は
じ
め
自

衛
隊
か
ら
外
務
省
に
出
向
し
て
い
る
人
た
ち
に
助
け
て
も
ら
う
。
こ
れ
を

我
々
は
寸
暇
を
惜
し
ん
で
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
局
長
が
課
長
と
同
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じ
レ
ベ
ル
で
細
部
を
理
解
す
る
と
い
う
の
は
不
可
能
で
す
。
し
か
し
幅
広
い

知
見
は
年
次
の
高
い
局
長
の
ほ
う
が
お
持
ち
な
の
で
、
大
き
な
方
向
性
と
か

外
交
政
策
と
し
て
の
整
合
性
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
局
長
の
判

断
が
非
常
に
大
切
に
な
り
ま
す
。 

 

■ 

Ｉ
Ｎ
Ｆ
に
関
す
る
米
ソ
暫
定
合
意 

 

吉
田 

レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
会
談
の
後
、
ラ
ウ
ニ
ー
顧
問
が
日
本
に
来
る
前
に
、

リ
ン
ハ
ー
ド
特
別
補
佐
官
か
ら
電
話
が
入
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
『
読
売
新

聞
』
が
報
じ
て
い
ま
す
（
『
読
売
新
聞
』
一
九
八
六
年
一
一
月
二
日
。
実
際

に
は
、
同
記
事
に
は
、
電
話
は
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
会
談
後
に
リ
ン
ハ
ー
ド
が
か

け
た
も
の
で
は
な
く
、
会
談
の
最
中
に
米
国
代
表
団
の
誰
か
が
か
け
た
も
の

だ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
）
。 

宮
本 

リ
ン
ハ
ー
ド
か
ら
誰
に
？ 

吉
田 

誰
に
と
い
う
の
は
書
い
て
な
い
の
で
す
が
、
リ
ン
ハ
ー
ド
が
外
務
省

に
電
話
を
か
け
て
、
「
欧
州
ゼ
ロ
、
ア
ジ
ア
一
〇
〇
と
い
う
案
で
ど
う
だ
」

と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
と
。
大
使
が
受
け
た
の
か
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

大
使
は
こ
の
電
話
を
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。 

宮
本 

覚
え
て
い
ま
せ
ん
。 

吉
田 

ラ
ウ
ニ
ー
顧
問
が
日
本
に
来
た
後
に
、
冒
頭
で
少
し
お
話
し
い
た
だ

い
た
「
欧
州
ゼ
ロ
、
ソ
連
ア
ジ
ア
部
一
〇
〇
、
ア
メ
リ
カ
国
内
一
〇
〇
」
と

い
う
合
意
の
検
討
が
始
ま
り
ま
す
が
、
外
務
省
と
し
て
は
、
こ
れ
は
受
け
い

れ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
解
釈
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う

か
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
こ
れ
は
何
度
も
申
し
上
げ
ま
す
け
ど
、
今
回
の
資
料
を

見
て
私
が
感
じ
た
の
は
、
や
は
り
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
意
向
が
強
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
単
に
ア
メ
リ
カ
政
府
に
反
対
じ
ゃ
な
く
て
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領

に
反
対
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
の
持
っ
て
い
る
重
み
と
い
う
の
は
、

く
れ
ぐ
れ
も
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
ね
。 

国
と
国
と
の
外
交
と
い
う
の
は
、
形
式
的
、
抽
象
的
な
国
と
国
と
の
交

渉
や
お
付
き
合
い
で
は
な
く
て
、
政
府
を
構
成
す
る
人
と
人
と
の
関
係
な
の

で
す
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
思
考
様
式
、
考
え
方
に
、
国
の
利
益
と
い
う
抽

象
的
な
も
の
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
ま
す
。
国
益
を
踏
ま
え
た
国
家
の
意
思
や

意
向
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
は
そ
の
個
人
を
通
じ
て
発
信
さ
れ
て
い
く
わ

け
で
す
。
そ
れ
で
両
国
の
関
係
と
い
う
も
の
が
つ
く
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
。

そ
れ
が
実
際
の
生
き
た
外
交
で
、
生
き
た
国
と
国
と
の
関
係
に
な
る
。 

そ
う
す
る
と
、
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
が
大
統
領
で
、
中
曽
根
さ
ん
が
首
相
に

い
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
二
人
の
関
係
が
両
国
関
係
に
当
然
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
わ
け
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
常
に
大
統
領
の
意
向
が
強
い
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。 

吉
田 

し
か
も
、
今
回
は
米
ソ
首
脳
会
談
の
結
果
で
す
し
ね
。 

宮
本 

え
え
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
受
け
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
か
、
ア
メ
リ
カ
一
〇
〇
が
残
っ
て
い
る
か
ら
、
ま
だ
生
き
る
道

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 
や
は
り
こ
の
ア
メ
リ
カ
一
〇
〇
が
大
き
い
の
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。 
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吉
田 

こ
の
ア
メ
リ
カ
一
〇
〇
と
い
う
の
は
日
本
側
が
提
案
し
た
の
か
な
と

推
量
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
ア

メ
リ
カ
側
の
ア
イ
デ
ア
で
す
か
。 

宮
本 
例
の
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
米
軍
基
地
に
置
く
と
い
う
案
は
、
日

本
も
言
い
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
も
考
え
て
い
ま
し
た
。 

吉
田 

実
は
、
先
ほ
ど
ご
覧
い
た
だ
い
た
文
書
に
あ
っ
た
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
前

の
中
曽
根
書
簡
に
、
ア
メ
リ
カ
一
〇
〇
と
い
う
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
の
か

な
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。 

宮
本 

本
人
の
記
憶
と
い
う
の
は
い
か
に
不
正
確
か
と
い
う
の
は―

―

全
く

同
じ
場
を
経
験
し
た
別
の
人
の
語
る
状
況
と
私
の
覚
え
て
い
る
の
と
、
え
ら

く
違
っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
自
分
の
記
憶
が
い
か
に
信
用
で

き
な
い
か
と
い
う
の
が
私
の
経
験
則
で
す
が
、
私
の
直
感
で
は
総
理
書
簡
で

細
か
な
提
案
は
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
普
通
、
や
る
と
し
て
も
補
足
説
明
で

書
簡
を
届
け
た
者
が
や
る
。
た
だ
具
体
的
な
数
字
の
交
渉
を
し
た
記
憶
は
あ

り
ま
せ
ん
。
前
に
も
触
れ
た
と
お
り
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
先
の
ほ
う

に
空
軍
基
地
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
打
て
ば
極
東
の
ソ
連
基
地
に
届
く
と
ア

メ
リ
カ
に
言
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。 

吉
田 

シ
エ
ミ
ヤ
と
い
う
基
地
の
よ
う
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
こ
に
パ
ー
シ
ン
グ
II
を
配
備
す
れ
ば
届
き
ま
す
よ
と
。
我
々
が

八
六
年
か
ら
や
っ
て
き
た
の
は
、
後
で
出
て
く
る
私
の
ペ
ー
パ
ー
（
参
考
資

料
⑦
）
の
中
に
も
そ
の
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
軍
事
安
全
保

障
の
観
点
か
ら
は
、
ソ
連
の
日
本
に
対
す
る
核
攻
撃
は
米
ソ
核
戦
争
に
な
ら

な
い
限
り
は
な
い
と
い
う
前
提
で
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
本

側
と
し
て
は
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
国
内
世
論
が
日
米
安
保
体
制
へ
の
信

頼
を
失
わ
な
い
よ
う
に
す
る
か
、
そ
こ
に
焦
点
を
当
て
て
議
論
し
て
い
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
に
一
〇
〇
置
く
と
い
う
こ
と
は
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
に
置
け

ば
極
東
の
ソ
連
軍
を
た
た
け
る
の
で
、
そ
れ
を
使
っ
て
ソ
連
ア
ジ
ア
部
の
一

〇
〇
を
撤
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
の
暫
定
合
意
は
、
ア
メ
リ
カ
が

日
本
の
こ
と
も
十
分
考
え
て
対
応
し
た
の
で
す
よ
、
と
い
う
説
明
を
日
本
国

民
に
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
説
明
が
可
能
に
な
る
メ
リ
ッ
ト

は
、
著
し
く
大
き
い
。
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
一
〇
〇
と
い
う
の
を
我
々
は
飲
め

た
わ
け
で
す
。 

吉
田 

や
は
り
こ
の
ア
メ
リ
カ
一
〇
〇
を
重
視
さ
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 

ア
メ
リ
カ
一
〇
〇
、
そ
れ
で
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
で
す
。 

吉
田 

文
書
に
は
ア
ラ
ス
カ
と
い
う
の
が
よ
く
出
て
き
ま
す
が
、
実
際
に
は

ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
こ
か
ら
で
な
い
と
ソ
連
に
届
き
ま
せ
ん
か
ら
。
そ
れ
で
、
そ
う
い

う
説
明
を
国
民
に
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
、
軍
事
安
全
保
障
上

の
問
題
で
は
な
い
。
こ
の
ア
イ
デ
ア
は
私
が
ア
メ
リ
カ
に
伝
え
た
可
能
性
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
資
料
を
丹
念
に
調
べ
て
み
て
下
さ
い
。 

吉
田 

後
で
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
話
し
合
わ
れ
た
形
跡
は
見
つ
か
っ

た
の
で
す
が
、
そ
の
も
の
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
よ
。 

宮
本 

出
て
き
た
ら
、
こ
れ
に
上
田
完
二
の
名
前
を
付
け
加
え
て
あ
げ
て
下

さ
い
。
彼
の
案
で
す
か
ら
。 

た
だ
他
方
、
「
そ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
は
一
〇
〇
ず
つ
と
か
言
っ
て
い
た

の
に
、
何
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ゼ
ロ
に
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
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ま
し
た
ね
。 

吉
田 

レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
会
談
の
中
で
急
に
変
わ
り
ま
し
た
か
ら
ね
。 

宮
本 
こ
の
点
に
つ
い
て
、
我
々
も
最
後
ま
で
き
ち
っ
と
し
た
説
明
を
し
て

も
ら
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
が
ゼ
ロ
に
こ
だ

わ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
き
ち
っ
と
し
た
説
明
を
ア
メ
リ
カ
の
当
局

も
で
き
な
い
。
そ
の
場
に
い
た
人
が
、
「
ア
ジ
ア
一
〇
〇
」
な
ん
て
話
が
出

て
き
た
か
ら
「
ア
メ
リ
カ
一
〇
〇
」
と
か
何
と
か
言
っ
て
ま
と
め
た
の
で
し

ょ
う
。 

合
六 

レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
首
脳
会
談
の
会
談
録
が
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が

（S
vetlan

a 
S

avran
slaya 

an
d 

T
h

om
as 

B
lan

ton
, 

T
he 

L
ast 

S
uperpow

er S
um

m
its: C

onversations that E
nded the C

old W
ar 

(B
u

dapest: C
en

tral E
u

ropean
 U

n
iversity P

ress, 2016), D
ocs. 

28-33

）
、
確
か
に
レ
ー
ガ
ン
自
身
が
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
対
し
て
「
一
〇

〇
・
一
〇
〇
」
で
受
け
い
れ
可
能
と
し
て
い
る
の
で
す
よ
ね
。 

宮
本 

そ
う
で
し
ょ
う
。 

合
六 

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
「
ソ
連
は
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
核
兵
器
を

こ
の
交
渉
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
大
き
な
妥
協
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
レ

ー
ガ
ン
も
同
じ
よ
う
に
妥
協
の
精
神
を
見
せ
ろ
」
と
い
う
こ
と
を
迫
っ
た
。

で
も
レ
ー
ガ
ン
は
、
「
ア
ジ
ア
で
の
現
状
凍
結
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
こ
だ

わ
っ
た
。
そ
こ
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
「
そ
こ
は
飲
む
が
、
ア
ジ
ア
を
削
減
す

る
代
わ
り
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
完
全
撤
去
す
る
の
は
ど
う
だ
」
と
提
起
し
て
、

レ
ー
ガ
ン
が
「
よ
し
」
と
言
う
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
な
の
で
す
。
た
だ
し
、

大
使
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
事
前
に
ア
メ
リ
カ
の
政
権
内
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
・
ゼ
ロ
と
い
う
の
を
詰
め
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
と
き
の
思
い
つ

き
で
言
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
と
き
の
会
談
の

出
席
者
と
い
う
の
は
、
一
日
目
の
会
談
は
首
脳
同
士
の
一
対
一
で
す
、
通
訳

は
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
二
日
目
の
妥
協
し
た
と
こ
ろ
の
会
談
に
は
両
外
相
が

出
て
い
る
。 

宮
本 

シ
ュ
ル
ツ
も
同
席
し
て
い
た
の
で
す
ね
。 

合
六 

シ
ュ
ル
ツ
と
シ
ュ
ワ
ル
ナ
ゼ
が
出
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
こ
に
彼
ら
は

介
入
し
て
い
な
く
て
、
完
全
に
レ
ー
ガ
ン
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
二
人
の
世
界

で
議
論
し
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
話
を
し
て
、
最
終
的
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
、

I ju
st su

m
m

arize ou
r position

.
 

と
、
会
談
の
最
後
に
最
終
的
な
ま

と
め
み
た
い
な
も
の
を
レ
ー
ガ
ン
に
確
認
し
て
い
て
、
そ
こ
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
完
全
に
な
く
す
か
わ
り
に
、
一
〇
〇
発
ず
つ
ア
メ
リ
カ
本
土
、
ソ
連
の

ア
ジ
ア
部
に
置
く
と
い
う
話
に
な
り
ま
す
。 

宮
本 

ア
メ
リ
カ
本
土
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
出
て
き
た
の
で
す

か
？ 

合
六 

英
語
の
表
現
と
し
て
は 

th
e form

u
la of 100 w

arh
eads on

 

S
oviet m

issiles in
 th

e A
sian

 part of th
e U

S
S

R
 an

d 100 w
arh

eads 

on
 U

.S
. m

issiles in
 A

m
erica

 

で
す
ね
。 

吉
田 

そ
れ
を
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
提
案
し
た
の
か
は
わ
か
り
ま
す
か
。 

合
六 

今
調
べ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
「
ア
ジ
ア
に

一
〇
〇
発
」
と
い
う
こ
と
を
言
い
続
け
て
、
最
後
の
最
後
で 

in
 

A
m

erica
 

と
い
う
表
現
が
出
て
い
る
の
で
、
記
録
に
残
さ
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
で
何
か
あ
っ
た
の
か
な
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

“
”

“”

“

”
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宮
本 

そ
れ
は
二
回
目
の
会
談
で
し
ょ
う
。 

合
六 

そ
う
で
す
。 

宮
本 
シ
ュ
ル
ツ
が
い
た
と
き
で
す
ね
。 

合
六 
そ
う
で
す
。 

宮
本 

会
談
記
録
に
残
ら
な
く
て
も
メ
モ
で
渡
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
よ
。 

合
六 

そ
う
で
す
よ
ね
。 

吉
田 

口
頭
で
は
話
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。 

宮
本 

お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
シ
ュ
ル
ツ
の
知
恵
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

レ
ー
ガ
ン
さ
ん
を
あ
ん
ま
り
過
小
評
価
し
て
は
い
け
な
い
け
ど
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
ア
ジ
ア
じ
ゃ
な
く
て
ア
メ
リ
カ
国
内
に
持
っ
て
行
っ
て
く
れ
た
こ

と
で
、
日
本
は
助
か
り
ま
し
た
よ
。 

合
六 

そ
の
点
に
つ
い
て
、
事
前
に
ど
こ
ま
で
ア
メ
リ
カ
の
政
権
内
で
協
議

が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
。
ソ
連
と
の
間
で
数
発
残
す
と
合
意
す
る
こ
と
に
な

っ
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
置
こ
う
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
決
ま
っ
て
い
た
の
か
ど

う
か
。
も
う
少
し
調
べ
て
み
ま
す
。 

 

■ 

Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
と
東
ア
ジ
ア
諸
国 

 

岩
間 

こ
の
文
書
（
参
考
資
料
③
）
の
冒
頭
に
、
ラ
ウ
ニ
ー
さ
ん
が
日
本
の

後
、
韓
国
、
中
国
に
行
き
、
別
途
エ
ー
デ
ル
マ
ン
（K

en
n

eth
 

L
. 

A
delm

an

）
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ａ
長
官
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
く
と
い
う
の
が
出

て
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
リ
ー
ジ
ョ
ン
の
中
の
横
の
つ
な
が
り
と
い
う
の
は
ど

の
程
度
意
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。
例
え
ば
韓
国
と
か
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
、

こ
う
い
う
こ
と
を
協
議
し
た
記
憶
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。 

宮
本 

ほ
と
ん
ど
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
Ｇ
７
の
問
題
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。
そ
れ
以
外
と
連
携
し
て
や
ろ
う
と
い
う
意
識
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
何
と
い
っ
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ワ
ー
で

あ
り
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
で
す
か
ら
、
重
要
な
同
盟
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
と
韓
国
、
そ
れ
か
ら
ソ
連
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
大
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
で
あ
る
中
国
と
話
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。 

岩
間 

朝
鮮
半
島
に
は
こ
の
時
代
ま
だ
戦
術
核
が
置
い
て
あ
る
と
思
う
の
で
、

そ
の
話
も
交
渉
の
行
方
次
第
に
よ
っ
て
は
出
て
き
か
ね
な
い
感
じ
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
期
、
そ
う
い
う
こ
と
は
特
に
検
討
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
か
。 

宮
本 

そ
の
頃
、
韓
国
と
ど
れ
く
ら
い
防
衛
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し

て
い
た
の
か
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
自
体
の
防
衛
力
の
整
備
と
い
う
の

が
著
し
く
遅
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
邁
進
す
る
の
が
当
時
の
日
本
で
し
た
し
、

ま
し
て
や
核
問
題
で
韓
国
と
話
を
す
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
が
軍
縮
課
に
い
た
間
は
、
韓
国
と
の
協
議
の
必
要
性
は
感
じ

ま
せ
ん
で
し
た
。 

岩
間 

当
時
ア
メ
リ
カ
は
、
ど
の
く
ら
い
の
距
離
感
で
中
国
に
こ
う
い
う
問

題
に
つ
い
て
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

一
九
七
二
年
に
衝
撃
的
な
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
が
あ
り
、
上
海
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
も
発
出
さ
れ
た
の
で
す
が
、
台
湾
問
題
も
あ
り
正
式
に
国
交
を
結
ん
だ
の

は
一
九
七
九
年
で
す
。
そ
れ
以
後
、
良
い
関
係
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
も

そ
も
米
中
は
対
ソ
共
同
戦
線
を
張
る
た
め
に
一
八
〇
度
方
向
転
換
を
し
た
わ
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け
で
す
。
ア
ジ
ア
部
に
残
る
ソ
連
の
一
〇
〇
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
は
、
主
と
し
て
中
国

が
対
象
で
す
。
常
識
的
に
考
え
て
、
中
国
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
と
し
て
は
中
国
と
話
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
た
の
で
し
ょ
う
。 

岩
間 

中
国
と
し
て
は
、
こ
の
交
渉
は
こ
う
い
う
形
で
決
着
し
て
欲
し
い
と

い
う
考
え
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

あ
ま
り
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
つ
ま
り
核
も
含
め
て
ソ
連
と
の

戦
力
差
が
あ
ま
り
に
あ
り
す
ぎ
て
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
が
一
〇
〇
残
っ
て
も
、
大
き
な

戦
略
環
境
の
変
化
で
は
な
い
。
そ
の
頃
、
核
戦
略
に
つ
い
て
真
面
目
に
考
え

て
い
な
い
と
い
う
か
、
毛
沢
東
の
人
民
戦
争
論
か
ら
次
の
戦
略
に
移
る
段
階

で
す
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
の
面
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
人
民
戦
争
論

は
、
人
民
の
海
の
中
に
敵
を
引
き
込
ん
で
せ
ん
滅
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か

ら
、
核
攻
撃
さ
れ
て
も
構
わ
な
い
。
生
き
残
っ
た
人
民
で
戦
う
と
い
う
こ
と

で
す
か
ら
、
欧
米
と
は
話
の
次
元
が
違
う
わ
け
で
す
。
ソ
連
が
核
攻
撃
し
て

く
る
こ
と
を
想
定
し
て
重
要
施
設
を
移
し
た
り
、
北
京
に
も
や
た
ら
と
地
下

壕
を
掘
っ
て
ソ
連
の
核
攻
撃
に
備
え
て
い
た
り
し
た
跡
が
あ
り
ま
し
た
。
核

戦
争
に
つ
い
て
の
覚
悟
は
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
き
ち
っ
と
し
た
核
戦
略
が

整
っ
て
き
た
の
は
、
九
〇
年
代
、
二
〇
〇
〇
年
代
で
は
な
い
で
す
か
。
私
は
、

ド
ゴ
ー
ル
の
最
低
抑
止
戦
略
を
中
国
も
使
っ
て
い
る
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
相
手
に
対
す
る
ミ
ニ
マ
ム
な
報
復
能
力
さ
え
持
っ
て
い
れ
ば
核
の

抑
止
は
効
く
と
い
う
こ
と
で
頭
を
整
理
し
て
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
に
お
金
を

使
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
我
々
の
よ
う
に
神
経
質
に
対
応
は
し

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
後
は
核
戦
争
で
や
ら
れ
て
も
、
ソ
連
の
人
口
以

上
の
動
員
は
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
か
ら
、
「
負
け
な
い
ぞ
」
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。 

吉
田 

人
民
戦
争
論
は
す
ご
い
発
想
で
す
よ
ね
。 

宮
本 

発
想
が
全
然
違
う
の
で
す
ね
。
国
土
は
広
い
し
、
中
国
人
は
ど
こ
か

で
生
き
残
る
。 

吉
田 

世
界
中
に
い
ま
す
し
ね
。 

宮
本 

生
き
残
っ
た
ら
必
ず
仕
返
し
し
て
や
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
は
違
っ
て
、
神
経
質
に
核
の
問
題
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
気
配
は

な
い
で
す
ね
。
国
内
建
設
の
問
題
で
大
忙
し
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
あ
る
意
味
で
あ
の
当
時
、
ソ
連
の
核
を
恐
れ
て
い
な
か
っ
た
気
も
し
ま

す
。
報
復
能
力
さ
え
持
っ
て
い
れ
ば
、
「
ソ
連
に
そ
の
度
胸
が
あ
る
か
」
と

い
う
感
じ
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。
今
の
中
国
の
軍
人
は
我
々
の
世
界
に
引
き
寄

せ
ら
れ
て
、
精
緻
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
よ
。
そ
れ
で
こ
れ

ま
で
心
配
も
し
な
か
っ
た
こ
と
を
心
配
し
始
め
る
。
抑
止
力
は
一
人
一
人
の

感
じ
方
の
問
題
だ
と
申
し
上
げ
た
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

心
理
の
問
題
で
す
ね
。 

宮
本 

中
国
は
そ
の
世
界
に
入
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。 

高
橋 

こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
中
国
課
と
協
議
す
る
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
し

た
か
。 

宮
本 

協
議
す
る
と
い
う
か
、
必
要
に
応
じ
資
料
を
回
し
て
い
ま
し
た
ね
。

当
時
前
軍
縮
課
長
の
槙
田
（
邦
彦
）
氏
が
中
国
課
長
を
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

中
国
つ
な
が
り
で
質
問
が
逸
れ
て
し
ま
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
米
ソ
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で
軍
備
管
理
が
進
ん
で
、
今
度
は
中
国
の
核
が
日
本
を
は
じ
め
西
側
に
与
え

る
脅
威
が
ど
う
な
っ
て
く
る
か
と
い
う
検
討
は
、
当
時
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

よ
ね
？ 

宮
本 
し
て
い
な
い
で
す
。 

吉
田 

今
の
感
覚
と
違
い
ま
す
よ
ね
。 

宮
本 

中
国
は
、
軍
事
的
に
も
経
済
的
に
も
圧
倒
的
に
小
さ
な
存
在
で
し
た

よ
。
し
か
も
中
国
は
国
内
第
一
、
国
内
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
。
米
ソ

交
渉
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
中
国
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
か
と
い
う
こ
と
が
分
か

っ
て
、
初
め
て
真
剣
に
軍
備
管
理
に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
、
ア
ジ
ア
部
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
に
関
し
て
は
、
ソ
連
は
抑
止
の
た
め
に
配

備
し
て
い
る
の
で
あ
り
攻
撃
の
た
め
で
は
な
い
、
と
中
国
は
見
越
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
ソ
連
は
逆
に
中
国
を
含
む
極
東
戦
線
で
は
常

に
通
常
兵
器
の
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
そ
の
た
め

の
戦
略
的
安
心
材
料
が
シ
ョ
ー
ト
・
レ
ン
ジ
も
含
め
た
Ｉ
Ｎ
Ｆ
と
い
う
側
面

は
確
か
に
あ
り
ま
し
た
。 

 

■ 

弾
道
ミ
サ
イ
ル
全
廃
の
米
ソ
暫
定
合
意 

 

吉
田 

そ
れ
で
は
質
問
票
に
戻
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
２
（
２
）
に
つ
い
て
伺

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
戦
略
兵
器
に
関
し
て
、
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
会
談
で
レ
ー

ガ
ン
大
統
領
と
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
は
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
弾
道
ミ
サ
イ

ル
を
全
廃
す
る
と
合
意
し
ま
し
た
。
既
に
お
話
し
い
た
だ
い
て
い
る
内
容
と

重
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
に
対
し
て
大
使
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
に
な
っ
た
か
、
伺
え
れ
ば
幸
い
で
す
。 

宮
本 

安
全
保
障
の
専
門
家
だ
っ
た
ら
、
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
兵
器
を
全

廃
す
る
と
い
う
こ
と
の
戦
略
的
環
境
や
安
全
保
障
に
対
す
る
影
響
を
当
然
考

え
ま
す
。
そ
れ
に
対
す
る
担
保
が
な
い
段
階
で
そ
う
す
る
こ
と
の
意
味
合
い

を
考
え
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
欧
州
正
面
で
の
通
常
兵
器
の
ソ
連
の
優
位
性
は
変

わ
ら
な
い
わ
け
で
す
か
ら
。
通
常
兵
器
に
お
け
る
ソ
連
の
優
位
性
を
押
さ
え

込
ん
で
ソ
連
に
よ
る
先
制
攻
撃
を
抑
止
す
る
の
が
い
わ
ゆ
る
エ
ス
カ
レ
ー
シ

ョ
ン
・
ラ
ダ
ー
、
柔
軟
反
応
戦
略
と
言
わ
れ
て
い
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
戦
略
の
根
本

で
す
か
ら
ね
。
そ
の
ラ
ダ
ー
の
一
つ
を
全
廃
し
て
し
ま
う
と
、
何
を
も
っ
て

そ
れ
が
担
っ
て
い
た
役
割
を
担
保
す
る
か
と
い
う
問
題
が
出
て
き
ま
す
。
安

全
保
障
の
現
場
で
は
、
お
そ
ら
く
ア
メ
リ
カ
で
も
、
核
を
廃
絶
し
た
い
と
い

う
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
の
気
持
ち
は
分
か
る
け
れ
ど
も
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
全
廃
は

実
現
し
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
人
が
圧
倒
的
多
数
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
い
く
ら
大
統
領
が
言
っ
た
っ
て
、
安
全
保
障
の
専
門
家
が
こ
こ
ま
で
ギ
ブ

ア
ッ
プ
す
る
か
。
そ
れ
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
の
は
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。 

吉
田 

国
防
総
省
な
ど
が
抵
抗
し
て
い
る
雰
囲
気
と
い
う
の
は
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。 

宮
本 

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ
た
私
の
所

感
（
参
考
資
料
⑥
）
で
も
、
や
っ
ぱ
り
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
「
冗
談
じ
ゃ
な
い
」
と

い
う
反
応
で
す
よ
ね
。
Ｍ
Ａ
Ｄ
と
い
う
概
念
、
そ
れ
か
ら
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
ラ
ダ
ー
に
代
表
さ
れ
る
柔
軟
反
応
戦
略
、
こ
う
い
う
も
の
が
戦
後
の
米

ソ
の
戦
略
的
な
安
定
を
生
み
、
核
戦
争
を
抑
止
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
こ
れ

は
間
違
い
な
い
事
実
で
す
。
そ
れ
を
Ｓ
Ｄ
Ｉ
は
壊
し
始
め
る
わ
け
で
す
。
だ
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か
ら
私
た
ち
は
と
て
も
警
戒
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
が
出
す
い
ろ
い
ろ
な
案

と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
も
の
を
壊
し
て
い
く
の
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
れ
に

代
わ
る
も
の
が
な
い
限
り
、
現
実
の
安
全
保
障
に
責
任
を
持
て
る
人
間
が

「
イ
エ
ス
」
と
言
え
ま
す
か
。
そ
れ
を
や
め
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
で
は
何

で
安
全
を
担
保
す
る
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
よ
ね
。 

吉
田 

Ｍ
Ａ
Ｄ
に
代
わ
る
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
何
か

ア
イ
デ
ア
が
出
て
く
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。 

宮
本 

な
い
で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｉ
が
完
璧
な
も
の
に
な
っ
て
、
防
御
兵
器
が
攻
撃

兵
器
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
安
全
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

し
か
し
、
そ
れ
は
も
う
夢
物
語
で
し
た
ね
。
ま
さ
に
「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」

を
や
り
、
宇
宙
を
制
圧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

米
中
が
そ
う
い
う
よ
う
な
世
界
に
入
り
か
か
っ
て
い
ま
す
け
ど
ね
。
幾
つ
か

の
問
題
に
つ
い
て
「
そ
れ
は
な
い
で
し
ょ
う
」
と
言
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
全
部
「
ノ
ー
」
と
言
う
の
は
、
レ
ー
ガ
ン
対
策
を
考
え

る
と
選
択
肢
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
言
い
方
に
は
気
を
つ
け
な
が
ら
「
結
論
を

出
す
の
は
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。 

吉
田 

外
務
省
を
は
じ
め
日
本
政
府
内
で
も
、
Ｍ
Ａ
Ｄ
崩
壊
へ
の
不
安
感
と

い
う
の
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

不
安
感
が
な
か
っ
た
と
い
え
ば
嘘
に
な
り
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
ア
メ

リ
カ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
た
ち
が
そ
れ
に
納
得
す
る
は
ず
は
な
い
と
い

う
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
れ
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
シ
ュ
ル
ツ
が
い
ま
し
た

し
、
こ
の
人
が
い
ざ
と
な
れ
ば
「
大
統
領
、
ち
ょ
っ
と
こ
れ
は
」
と
言
っ
て

く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
安
心
感
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
果
た
し
て
ソ

連
が
本
当
に
や
る
の
か
と
い
う
強
い
疑
念
は
あ
り
ま
し
た
。
ソ
連
が
本
気
で

や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
ど
こ
ま
で
が
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
な
の
か
と
い
う
話

で
す
。
実
現
し
な
い
こ
と
を
分
か
っ
て
揺
さ
ぶ
り
か
け
て
い
る
作
戦
か
も
し

れ
な
い
。
皆
「
お
お
っ
」
と
驚
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
あ
の
当
時
、
そ
れ
が

実
現
す
る
と
は
お
そ
ら
く
誰
も
思
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
感
覚
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

■ 

レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
会
談
と
中
曽
根
首
相 

 

吉
田 

で
は
２
の
（
３
）
、
首
脳
レ
ベ
ル
の
関
与
で
す
ね
。
先
ほ
ど
一
〇
月

六
日
の
書
簡
を
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
会

談
に
関
し
て
中
曽
根
総
理
も
何
か
し
ら
の
形
で
関
与
し
て
い
た
様
子
が
窺
え

ま
す
。
こ
の
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
会
談
に
関
し
て
、
首
相
官
邸
と
の
や
り
と
り
の

中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
首
相
の
捉
え
方
や
意
向
が

伝
わ
っ
て
き
た
り
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

定
期
的
に
次
官
が
官
邸
に
行
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
話
を
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
は
単
に
外
交
案
件
だ
け
で
は
な
く
、
人
事
と
か
も
含
ま
れ
ま
す
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
で
い
ろ
い
ろ
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は

必
ず
し
も
正
確
に
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。 

 
私
の
記
憶
で
は
、
中
曽
根
総
理
は
真
面
目
に
勉
強
さ
れ
た
と
い
う
感
じ
で

す
。
我
々
は
日
本
の
安
全
保
障
を
中
核
に
据
え
て
、
日
本
と
し
て
こ
う
す
る

べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
ま
し
た
か
ら
、
中
曽
根
総
理
の

お
考
え
は
基
本
的
に
我
々
と
同
じ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
日
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本
の
安
全
を
中
心
に
い
ろ
い
ろ
考
え
て
ア
メ
リ
カ
に
発
信
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
は
、
ま
さ
に
中
曽
根
総
理
の
お
考
え
で
も
あ
り
ま
す
。
我
々
は
そ
の
方

針
を
踏
ま
え
て
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
我
々
が
打
ち
出
し
た
結
論
に
つ
い
て

お
か
し
い
と
言
わ
れ
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

吉
田 

中
曽
根
総
理
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
『
中
曽
根
康
弘
が
語
る

戦
後
日
本
外
交
』
（
新
潮
社
、
二
〇
一
二
年
）
）
を
拝
見
す
る
と
、
レ
イ
キ

ャ
ビ
ク
会
談
に
関
す
る
憤
り
の
よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
が
、
そ

う
い
っ
た
も
の
が
伝
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か
。
中
曽
根
総
理
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
優
先
さ
れ
た
と
い
う
不
公
平
感
、
日
本
が
差
別
さ
れ
た
思
い

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
当
時
こ
う
い
う

こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
？ 

宮
本 

次
官
に
対
し
て
ど
う
い
う
感
触
を
漏
ら
さ
れ
た
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
、

我
々
課
長
レ
ベ
ル
の
と
こ
ろ
に
は
、
そ
の
感
触
は
伝
わ
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
。

お
そ
ら
く
中
曽
根
総
理
の
個
人
的
な
体
験
が
そ
う
い
う
反
応
と
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
中
曽
根
さ
ん
の
世
代
は
、
兵
士
と
し
て
ア
メ
リ
カ
と
実
際
に
戦
い
、

ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
占
領
と
い
う
日
本
の
国
家
始
ま
っ
て
以
来
の
外
国
人
に

よ
る
国
土
の
蹂
躙
と
い
う
も
の
を
経
験
し
て
い
る
。
そ
し
て
あ
あ
い
う
タ
イ

プ
の
人
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
の
屈
辱
感
と
か
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る

思
い
は
、
間
違
い
な
く
我
々
よ
り
は
る
か
に
強
い
も
の
を
お
持
ち
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
中
曽
根
総
理
は
そ
う
お
感
じ
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

が
、
僕
ら
は
そ
こ
ま
で
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
厳
し
い
事
情
も
あ
り
ま
し
た
し
。 

吉
田 

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
大
使
と
総
理
の
間
に
違
い
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

違
い
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
た
だ
他
方
、
先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
が
、

な
ぜ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ゼ
ロ
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
を
持
っ
て
い
ま

し
た
ね
。 

吉
田 

中
曽
根
総
理
は
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
ア
ラ
ス
カ
配
備
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
の
一
〇

〇
を
相
殺
す
る
と
い
う
考
え
も
容
認
で
き
な
か
っ
た
と
回
顧
さ
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
当
時
こ
の
点
に
つ
い
て
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

軍
事
的
に
は
完
全
に
相
殺
は
で
き
な
い
し
、
実
際
の
配
備
に
い
ろ
い

ろ
な
テ
ク
ニ
カ
ル
な
困
難
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど

も
、
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
の
進
め
る
方
向
で
日
本
の
立
場
を
守
る
唯
一
の
方
法
で

も
あ
り
ま
し
た
。
中
曽
根
さ
ん
は
そ
の
当
時
も
含
め
て
そ
う
い
う
お
気
持
ち

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
に
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
は
伝
わ
っ
て

き
て
い
ま
せ
ん
ね
。 

吉
田 

や
は
り
伝
わ
っ
て
は
い
な
い
の
で
す
ね
。 

宮
本 

「
そ
れ
は
や
め
ろ
」
と
い
う
話
は
な
か
っ
た
し
、
私
た
ち
は
こ
れ
で

十
分
国
内
に
説
明
が
つ
く
と
思
い
ま
し
た
か
ら
。 

吉
田 

こ
の
辺
の
中
曽
根
総
理
の
証
言
が
、
若
干
ぶ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ

も
あ
り
ま
す
。 

宮
本 

ぶ
れ
て
い
る
と
い
う
か
、
彼
は
や
っ
ぱ
り
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
す
か

ら
ね
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
は
思
い
出
す
と
腹
が
立
つ
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。 

吉
田 
そ
う
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

宮
本 

中
曽
根
さ
ん
は
国
士
だ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
差
別
さ
れ
て
い
る
と
い
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う
感
情
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

や
は
り
そ
の
感
覚
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 
私
た
ち
の
世
代
に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

は
少
な
く
な
る
し
、
世
代
が
若
く
な
る
ほ
ど
そ
う
で
し
ょ
う
。
中
曽
根
さ
ん

は
肩
を
張
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
向
き
合
う
姿
勢
を
と
っ
て
も
、
や
っ
ぱ
り
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
は
強
い
気
が
し
ま
す
。
あ
の
世
代
は
ア
メ
リ
カ
に
徹
底
的
に
負

か
さ
れ
た
世
代
で
す
か
ら
。 

吉
田 

そ
れ
が
感
覚
と
し
て
残
っ
て
い
る
。 

宮
本 

そ
う
思
い
ま
す
よ
。
そ
れ
で
そ
う
い
う
反
応
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、

少
な
く
と
も
総
理
大
臣
の
意
向
と
し
て
、
私
た
ち
に
下
り
て
き
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

吉
田 

直
接
的
に
政
策
に
つ
な
が
っ
て
い
る
可
能
性
は
必
ず
し
も
高
く
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
か
。 

宮
本 

あ
の
と
き
は
自
制
し
て
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。 

 

■ 

軍
縮
課
長
の
問
題
提
起 

 

吉
田 

レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
お
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。
２

（
４
）
に
あ
る
参
考
資
料
⑤
、
こ
の
文
書
も
一
級
の
史
料
だ
と
感
じ
て
い
た

の
で
す
が
、
宮
本
大
使
は
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
後
に
軍
備
管
理
・
軍
縮
問
題
へ
の

日
本
の
対
応
に
関
す
る
文
書
を
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
包
括
的
ア
プ
ロ
ー

チ
の
必
要
性
」
と
い
う
副
題
で
す
が
、
こ
れ
を
書
か
れ
た
背
景
、
そ
し
て
こ

の
文
書
が
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
ご
記
憶
の
こ
と
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

け
れ
ば
助
か
り
ま
す
。 

宮
本 

こ
れ
は
、
私
の
生
ま
れ
つ
き
の
性
格
と
い
う
か
、
も
の
の
考
え
方
が

こ
う
な
の
で
す
ね
。
全
体
が
分
か
ら
ず
に
一
つ
一
つ
が
ば
ら
ば
ら
で
や
っ
て

い
る
と
不
安
で
し
よ
う
が
な
い
。
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
て
や
る
こ
と
に
よ

っ
て
や
っ
と
落
ち
着
く
。
ず
っ
と
こ
う
い
う
感
じ
で
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た

か
ら
。
こ
の
と
き
、
も
う
ど
れ
く
ら
い
経
っ
て
い
ま
す
か
ね
、
軍
縮
課
長
に

な
っ
て
か
ら
。 

吉
田 

一
年
ち
ょ
っ
と
で
す
ね
、
一
年
三
カ
月
。 

宮
本 

脂
が
乗
り
始
め
た
こ
ろ
で
す
よ
。
内
容
の
濃
い
一
年
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
考
え
て
み
た
ら
、
我
々
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
に
特
化
し
た
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
だ

け
に
の
め
り
込
ん
だ
、
そ
う
い
う
対
応
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に

考
え
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
軍
縮
と
い
う
の
は
、
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
ス
タ
ー
ト
の
と
き
に
申
し
上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
日
本
の
安
全
保
障
を

支
え
る
重
要
な
柱
の
一
つ
に
位
置
づ
け
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
究

極
の
と
こ
ろ
は
日
本
の
安
全
保
障
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
続
け

て
、
そ
し
て
軍
縮
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。 

 

そ
う
す
る
と
、
こ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
を
ず
っ
と
見
て
い
た
と
き
に
、
そ
こ
と

の
関
連
が
な
い
こ
と
が
心
配
に
な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
要
す
る
に
、
Ｉ
Ｎ

Ｆ
交
渉
を
切
り
離
さ
れ
た
形
で
議
論
を
し
て
い
て
、
そ
こ
で
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
に

関
す
る
一
つ
の
基
本
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
い
う
の
が
出
来
上
が
っ
て
、
そ
れ
の
応

用
問
題
を
や
っ
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
考
え
て
み

れ
ば
Ｉ
Ｎ
Ｆ
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
大
き
な
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核
戦
略
、
大
き
な
国
防
戦
略
の
中
に
あ
る
も
の
な
の
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、

レ
ー
ガ
ン
の
あ
あ
い
う
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
の
ド
タ
バ
タ
が
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ

の
大
き
な
戦
略
が
揺
る
が
さ
れ
始
め
た
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
き
ち
っ
と
し
た

安
全
保
障
戦
略
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
米
ソ
の
相
互
抑
止
が
効
い
て

い
る
と
い
う
戦
略
的
な
、
あ
る
意
味
で
は
安
定
し
た
世
界
が
壊
さ
れ
始
め
た
。

そ
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
レ
ー
ガ
ン
と
い
う
二
人
の
ス
タ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー

を
眺
め
て
み
る
と
、
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
も
大
胆

に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
り
始
め
る
。
レ
ー
ガ
ン
は
こ
う
い
う
人
で
し
ょ
う
。

そ
う
な
っ
て
い
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
こ
れ
か
ら
変
わ
っ
て
い
く
と
い

う
想
定
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
あ
え
て
こ
う

い
う
の
を
書
い
て
省
内
に
配
布
し
ま
し
た
。
私
の
意
見
と
し
て
総
理
秘
書
官

ま
で
送
っ
た
は
ず
で
す
。 

 

た
だ
官
僚
機
構
で
す
か
ら
、
す
っ
と
は
進
ま
な
い
。
ま
し
て
や
一
課
長
が

言
っ
た
ぐ
ら
い
で
そ
う
は
な
ら
な
い
。
人
生
を
こ
れ
だ
け
や
っ
て
き
て
は
っ

き
り
し
た
の
で
す
が
、
大
体
私
は
常
に
早
過
ぎ
る
。
私
が
気
づ
い
た
と
き
に

は
、
他
の
人
は
ま
だ
そ
の
気
に
な
っ
て
く
れ
な
い
の
で
す
。
で
も
、
ご
く
少

数
で
す
が
、
支
持
し
て
く
れ
た
人
は
い
ま
し
た
が
。 

吉
田 

省
と
し
て
は
動
か
な
か
っ
た
？ 

宮
本 

動
き
ま
せ
ん
ね
。
し
か
し
少
し
ず
つ
は
動
く
。
今
は
防
衛
省
が
こ
れ

だ
け
軍
備
管
理
・
軍
縮
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
彼
ら
は
彼

ら
の
意
見
を
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
も
う
大
き
な
変
化
で
す
。 

吉
田 

こ
の
文
書
に
も
、
「
防
衛
庁
の
関
与
は
、
最
早
、
時
間
の
問
題
」
だ

と
あ
り
ま
す
ね
。 

宮
本 

あ
の
当
時
の
防
衛
庁
に
は
、
そ
れ
を
専
門
に
や
っ
て
い
る
人
、
部
課

が
な
い
わ
け
で
す
。
組
織
と
し
て
ど
こ
か
の
課
に
聞
け
ば
コ
メ
ン
ト
が
ち
ゃ

ん
と
返
っ
て
来
る
と
い
う
体
制
じ
ゃ
な
い
。
防
衛
庁
も
我
々
が
や
っ
て
い
る

こ
と
を
当
然
知
っ
て
い
て
、
敢
え
て
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
て
こ
な
か
っ
た
。
だ

か
ら
、
こ
う
い
う
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
政
府
全
体
で
総
合
的
に
考
え
て
、

我
々
の
安
全
保
障
政
策
を
や
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。 

 

長
い
目
で
見
れ
ば―

―

あ
の
当
時
は
室
で
し
た
が―

―

安
全
保
障
政
策
室

が
で
き
た
。
そ
れ
以
前
は
日
本
の
安
全
保
障
全
体
を
安
保
課
が
考
え
て
い
た

の
で
す
ね
。
補
佐
的
に
軍
備
管
理
の
面
を
軍
縮
課
が
や
っ
て
い
た
だ
け
だ
っ

た
。
そ
う
す
る
と
、
安
全
保
障
条
約
を
云
々
す
る
の
が
安
保
課
で
す
か
ら
、

そ
れ
が
全
体
の
安
全
保
障
を
担
当
す
る
と
い
う
の
は
建
て
つ
け
と
し
て
お
か

し
い
と
い
う
こ
と
で
安
全
保
障
政
策
室
が
で
き
て
、
そ
れ
が
そ
の
う
ち
総
合

外
交
政
策
局
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
形
に
収
斂
し
た
。 

今
は
内
閣
に
国
家
安
全
保
障
局
が
で
き
て
前
よ
り
は
体
制
は
強
化
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
問
題
は
お
そ
ら
く
今
は
内
閣
の
安
全
保
障
局
が

も
っ
と
関
与
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
ま
さ
に
総

合
的
に
通
常
兵
器
戦
略
と
密
接
不
可
分
の
も
の
と
し
て
核
戦
略
の
問
題
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

中
国
の
軍
事
的
拡
大
を
抑
止
す
る
の
は
、
最
後
は
核
戦
略
に
な
っ
て
き
ま
す
。

通
常
兵
力
で
中
国
が
優
位
に
な
っ
て
く
る
と
、
昔
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
域
と
似

た
よ
う
な
状
況
が
ア
ジ
ア
に
出
現
す
る
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
ア
メ
リ

カ
の
考
え
る
こ
と
は
核
抑
止
で
す
し
、
中
国
に
対
す
る
前
方
配
備
と
し
て
パ

ー
シ
ン
グ
II
の
よ
う
な
も
の
を
日
本
に
配
備
し
ろ
と
言
っ
て
く
る
。
そ
う
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い
う
ふ
う
に
全
て
の
問
題
が
安
全
保
障
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
の
で

す
。
そ
う
い
う
も
の
を
ト
ー
タ
ル
に
掘
り
下
げ
て
真
剣
に
考
え
る
べ
し
と
い

う
の
が
あ
の
当
時
の
私
の
意
見
で
し
た
し
、
今
も
そ
う
で
す
。 

吉
田 
こ
の
文
書
の
中
で
は
、
ト
ー
タ
ル
に
考
え
る
部
署
を
外
務
省
内
に
設

置
し
た
ほ
う
が
良
い
と
い
う
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
ま
ず
梁
井

（
新
一
）
外
務
審
議
官
の
と
こ
ろ
で
全
体
を
調
整
す
べ
き
と
い
う
よ
う
に
書

か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
何
か
意
図
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

新
た
な
組
織
を
つ
く
る
に
は
膨
大
な
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
か
か
り

ま
す
。
し
か
し
現
実
は
待
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ま
ず
ア
ド
ホ
ッ
ク
に

意
見
調
整
を
す
る
場
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
提
案
で
す
。
こ
れ
が
実

現
し
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
、
ど
こ
が
事
務
局
を
引
き
受
け
る
か

と
い
っ
た
権
限
争
い
が
始
ま
る
。 

吉
田 

事
務
局
と
し
て
の
能
力
は
梁
井
外
審
の
と
こ
ろ
に
は
な
か
っ
た
の
で

す
か
。 

宮
本 

梁
井
外
審
に
は
秘
書
が
二
人
い
る
だ
け
だ
か
ら
、
ど
こ
か
の
課
が
事

務
局
を
務
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
事
務
局
は
権
限
を
持
ち
ま
す
。
そ
こ

で
、
そ
の
事
務
局
を
ど
こ
に
置
く
か
で
ま
た
も
め
る
。
し
か
し
実
際
、
そ
こ

ま
で
行
っ
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

吉
田 

梁
井
外
審
の
と
こ
ろ
で
と
大
使
が
お
考
え
に
な
っ
た
の
は
、
何
か
特

別
な
意
図
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

こ
れ
は
政
務
担
当
外
務
審
議
官
だ
か
ら
で
す
。
局
長
は
そ
れ
ぞ
れ
の

課
の
利
益
を
反
映
し
ま
す
か
ら
、
全
体
を
俯
瞰
す
る
の
は
外
務
審
議
官
以
上

で
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
政
務
担
当
の
外
務
審
議
官
が
梁
井
さ
ん
で
す
か
ら
、

我
々
の
問
題
は
梁
井
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
く
の
が
良
い
だ
ろ
う
と
い
う
判
断

で
す
。 

吉
田 

こ
の
大
使
の
文
書
の
中
で
私
が
非
常
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
の
は
、

ソ
連
の
行
動
の
原
理
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
あ
る
と
い
う
点
で
し
た
。
こ
れ
が

お
そ
ら
く
文
書
全
体
を
包
む
一
つ
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
な
の
だ
ろ
う
な
と

拝
見
し
た
の
で
す
が
、
や
は
り
当
時
大
使
は
そ
う
い
う
感
覚
を
お
持
ち
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

ソ
連
課
を
三
年
近
く
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
私
な
り
の
ソ
連
に
対

す
る
見
方
と
い
う
の
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
私
自
身
、
現
実
の

ソ
連
に
直
面
し
た
わ
け
で
す
。
大
韓
航
空
機
撃
墜
事
件
も
あ
り
ま
し
た
し
、

外
務
省
員
が
Ｋ
Ｇ
Ｂ
の
魔
の
手
に
か
か
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
現
実
に
起

こ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
ソ
連
が
言
っ
て
い
る
こ
と
と
や
っ
て

い
る
こ
と
が
い
か
に
違
う
か
と
い
う
こ
と
も
、
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
の
を
踏
ま
え
て
私
の
ソ
連
認
識
が
あ
っ
て
、
同
時
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
を

取
り
巻
く
国
内
の
状
況
に
つ
い
て
も
理
解
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
ソ
連
課
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で
、
こ
う
い
う
対
ソ
分
析

が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 

完
全
な
「
も
し
」
論
で
す
が
、
も
し
大
使
が
ソ
連
課
に
行
か
れ
な
い

形
で
軍
縮
課
長
に
就
か
れ
て
い
た
ら
、
対
応
が
変
わ
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ

り
ま
す
か
。 

宮
本 

対
応
が
変
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
分
析
の
深

み
が
こ
こ
ま
で
い
か
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
点
付
け
加
え
て
お
く
べ
き

は
、
こ
う
い
う
対
ソ
認
識
は
特
殊
な
も
の
で
は
な
く
、
欧
米
の
主
流
の
見
方
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で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も
加
味
す
る
と
、
お
そ
ら

く
、
そ
ん
な
に
大
き
な
結
論
の
違
い
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

後
先
に
な
っ
て
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
あ
な
た
が
準
備
し
て
く
れ
た

質
問
票
に
あ
る
資
料
⑨
の
終
わ
り
の
ほ
う
に
発
電
案
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
佐

藤
行
雄
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
で
発
電
が
ス
ト
ッ
プ
し

ま
し
た
。 

吉
田 

と
り
や
め
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 

や
め
ま
し
た
。
私
が
ア
メ
リ
カ
の
経
験
が
浅
い
か
ら
、
佐
藤
さ
ん
の

こ
の
考
え
方
に
た
ど
り
着
か
な
か
っ
た
。 

吉
田 

ア
メ
リ
カ
の
発
言
を
規
定
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
は
望
ま
し
く
な

い
と
い
う
考
え
方
で
す
ね
。 

宮
本 

私
が
ア
メ
リ
カ
を
徹
底
的
に
勉
強
し
て
ア
メ
リ
カ
を
よ
く
知
っ
て
い

れ
ば
、
初
め
か
ら
佐
藤
さ
ん
み
た
い
に
考
え
た
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

も
う
一
点
、
大
使
が
書
か
れ
た
文
書
に
関
し
て
伺
い
た
い
と
思
っ
た

の
が
、
こ
の
ま
ま
い
く
と
弾
道
ミ
サ
イ
ル
も
全
廃
さ
れ
る
と
い
う
箇
所
で
す
。

そ
の
ま
ま
の
引
用
で
す
が
、
「
我
が
国
の
安
全
保
障
に
対
す
る
イ
ン
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
検
討
が
迫
ら
れ
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
次

の
質
問
に
出
て
く
る
欧
州
出
張
の
際
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
ア
メ
リ
カ

が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
・
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
を
言
い
出
し
た
時
点
で
信
頼
性
は
下

が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
、
と
書
き
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
こ

う
い
っ
た
考
え
方
は
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
。 

宮
本 

信
頼
性
が
下
が
っ
て
い
る
と
い
う
か
、
信
頼
性
を
判
断
す
る
専
門
家

集
団
が
グ
ル
ー
プ
と
し
て
日
本
に
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
態
で
し

ょ
う
。
や
は
り
ア
メ
リ
カ
に
お
任
せ
の
部
分
が
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、

圧
倒
的
に
優
勢
な
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
軍
が
い
る
中
で
ソ
連
と
対
峙
し
て

き
た
。
そ
の
中
で
彼
ら
は
必
死
に
な
っ
て
核
問
題
を
含
む
安
全
保
障
の
こ
と

を
考
え
続
け
た
。
当
然
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
優
秀
な
研
究
者
も
た
く
さ
ん
参
入
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
略
研

究
を
非
常
に
高
い
水
準
に
押
し
上
げ
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
も
高
か
っ
た

で
す
け
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
高
か
っ
た
で
す
よ
。
こ
う
い
う
専
門
家
集
団
か

ら
す
る
と
、
こ
れ
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
す
。
日
本
に
は
外
務
省
を
含
め
、

そ
れ
ほ
ど
の
専
門
家
集
団
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
基
本
戦
略
の

信
頼
性
云
々
の
問
題
に
な
か
な
か
な
っ
て
こ
な
い
。 

 

■ 

レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
会
談
後
の
欧
州
出
張 

 

吉
田 

長
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
２
（
４
）
の
最
後
の
と
こ

ろ
を
お
願
い
し
ま
す
。
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
後
に
欧
州
出
張
が
あ
っ
て
、
大
使
は

長
い
報
告
を
書
か
れ
て
い
ま
す
（
参
考
資
料
⑥
）
。
こ
の
出
張
の
内
容
も
非

常
に
面
白
い
と
こ
ろ
だ
と
拝
見
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ご
記
憶
の
範
囲
で
伺

え
れ
ば
幸
い
で
す
。 

宮
本 

ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
と
き
も
そ
う
で
す
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
そ
う
で

す
が
、
私
に
と
っ
て
は
勉
強
の
旅
で
す
よ
。
世
界
の
一
級
の
有
識
者
と
出
会

え
た
と
き
の
充
実
感
は
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。 

吉
田 
現
地
で
の
議
論
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
。 

宮
本 

具
体
的
な
議
論
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
覚
え
て
い
る
の
は
、
例
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え
ば
最
後
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
、
イ
ギ
リ
ス
で
ク
イ
ン
ラ
ン

（M
ich

ael Q
u

in
lan

）
労
働
省
次
官
と
会
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
彼
は
佐

藤
行
雄
さ
ん
の
友
人
で
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
ダ
ブ
ル
・
ト
ラ
ッ
ク
・
デ
ィ
シ
ジ
ョ

ン
の
と
き
の
国
防
副
次
官
で
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
実
施
ま
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

で
非
常
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
戦
略
家
で
す
。
佐
藤
さ
ん
に
「
今
度
イ
ギ
リ
ス

に
行
き
ま
す
」
と
言
う
と
、
「
ク
イ
ン
ラ
ン
に
会
え
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。

「
次
官
が
私
に
会
っ
て
く
れ
ま
す
か
ね
」
と
言
っ
た
ら
「
佐
藤
に
言
わ
れ
た

と
言
っ
て
会
っ
て
こ
い
」
と
い
う
こ
と
で
面
談
が
実
現
し
ま
し
た
。
あ
の
当

時
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
（M

argaret T
h

atch
er

）
首
相
官
邸
が
各
省
の
次
官
人

事
を
全
部
牛
耳
っ
て
い
て
、
ク
イ
ン
ラ
ン
さ
ん
は
こ
の
と
き
労
働
次
官
を
や

っ
て
い
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
次
官
は
組
織
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
り
、

政
策
は
や
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ど
こ
に
で
も
行
か
さ
れ
る
の
で
す
ね
。

ド
イ
ツ
だ
け
は
課
長
に
し
か
会
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
ド
イ
ツ
は
日
本

的
な
と
こ
ろ
で
ね
。
メ
モ
を
準
備
し
て
そ
の
と
お
り
に
言
わ
な
い
と
気
が
済

ま
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
こ
う
い
う
人
た
ち
に
会
う

と
ホ
ッ
と
し
ま
す
け
ど
ね
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
は
も
う
途
中
か
ら
私
の
や
り
方
に
な
り
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
覚
え
て
い
る
こ
と
だ
け
を
こ
う
い
う
形
で
書
き
残
す
こ
と
に

し
ま
し
た
。
一
対
一
で
や
る
と
き
以
外
は
、
誰
か
が
公
式
の
記
録
を
と
っ
て

く
れ
た
り
し
ま
す
し
ね
。
自
分
の
メ
モ
的
な
記
録
と
し
て
は
、
一
晩
寝
て
頭

に
残
っ
て
い
な
い
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
風
に
割
り
切
り
ま

し
た
。
重
要
だ
と
自
分
が
思
う
こ
と
だ
け
を
書
け
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
、

そ
れ
か
ら
こ
う
い
う
出
張
報
告
の
パ
タ
ー
ン
に
し
ま
し
た
。
私
の
頭
の
中
で

濾
過
さ
れ
ま
す
か
ら
、
整
理
さ
れ
て
い
る
。
何
が
ポ
イ
ン
ト
か
と
い
う
こ
と

が
そ
の
報
告
の
中
に
浮
き
出
て
き
ま
す
。
課
長
以
上
の
報
告
は
そ
う
い
う
こ

と
で
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
い
う
形
に
し
ま
し
た
。
あ
の
と
き

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ア
メ
リ
カ
と
は
別
の
次
元
の
議
論
が
さ
れ
て
い
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
軍
備
管
理
、
安
全
保
障
に
関
す
る
も
の
は
や
っ
ぱ
り
違
う
と
思
い

ま
し
た
。
日
本
と
桁
違
い
に
よ
く
勉
強
し
て
よ
く
考
え
抜
い
て
い
る
と
い
う

の
を
、
身
に
つ
ま
さ
れ
て
感
じ
ま
し
た
ね
。 

吉
田 

こ
の
訪
欧
中
の
や
り
と
り
の
中
で
面
白
い
点
が
何
個
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
（L

ord C
arrin

gton

）
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
事
務
総
長
か
ら
、
「
今
回
の
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
の
潜
在
合
意
は
日
本
に
と

っ
て
面
白
く
な
い
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

宮
本 

そ
れ
は
そ
う
で
し
ょ
う
。
や
っ
ぱ
り
ア
ジ
ア
部
の
一
〇
〇
が
残
り
ま

し
た
か
ら
。 

吉
田 

本
音
の
と
こ
ろ
、
面
白
く
な
い
の
で
す
か
。 

宮
本 

そ
れ
は
そ
う
で
す
よ
。
既
に
述
べ
ま
し
た
と
お
り
、
ア
ジ
ア
部
の
一

〇
〇
を
相
殺
す
る
手
段
も
担
保
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
で

抑
制
さ
れ
た
姿
勢
を
表
明
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
は
し
ゃ
ぐ
よ
う
な
結

果
で
な
い
の
は
一
目
瞭
然
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

ち
な
み
に
、
西
ド
イ
ツ
は
国
防
省
の
中
に
も
軍
縮
課
と
い
う
の
が
あ

る
の
で
す
ね
。 

宮
本 
あ
り
ま
す
。
ち
ゃ
ん
と
正
面
か
ら
国
防
省
も
軍
備
管
理
問
題
を
や
る

の
で
す
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
で
も
、
軍
事
委
員
会
議
長
の
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
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（W
olfgan

g A
lten

bu
rg

）
さ
ん
は
よ
く
会
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
ね
。 

合
六 

八
〇
年
代
初
頭
は
、
日
本
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
非
公
式
に
接
近
し
、
安
全

保
障
問
題
に
つ
い
て
も
話
し
始
め
よ
う
と
し
た
時
期
で
す
よ
ね
。 

宮
本 
ま
さ
に
Ｉ
Ｎ
Ｆ
を
中
心
と
し
た
戦
略
問
題
が
外
務
省
の
中
で
も
非
常

に
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
き
て
、
関
係
す
る
課
の
人
た
ち
は
こ
の
問
題
を

勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
プ
ロ
セ

ス
の
中
で
、
い
か
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
を―

―

日
独
、
日
仏
、
日
英
の
バ
イ
ラ
テ
ラ
ル
な
協
議
も
必
要
で
す
が
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

の
持
っ
て
い
る
圧
倒
的
な
重
要
性
、
個
別
国
家
を
超
え
た
重
要
性
と
い
う
も

の
を―

―

我
々
が
理
解
し
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
八
六
年
一
二

月
の
倉
成
（
正
）
外
相
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
本
部
訪
問
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
ご
く
一
部
の
人
た
ち
は
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
の
重
要
性
を
分
か
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
組
織
と
し
て
そ
う
い
う
こ

と
に
な
り
、
外
務
大
臣
も
訪
問
す
べ
き
だ
と
い
う
雰
囲
気
に
な
る
の
は
、
一

連
の
軍
備
管
理
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
い
う
か
、
こ
の
問
題
を
我
々
が
考

え
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

合
六 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
な
み
に
大
使
、
こ
の
本
（T

an
ya 

O
gilvie-W

h
ite, O

n
 N

u
clear D

eterrence: T
he C

orrespon
den

ce of 

S
ir M

ichael Q
uinlan

 (L
on

don
: R

ou
tledge, 2011)

）
は
ク
イ
ン
ラ
ン

氏
の
書
簡
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と
め
た
も
の
な
の
で
す
よ
。
核
に
つ
い
て

彼
が
い
ろ
い
ろ
し
た
た
め
た
も
の
と
か
が
含
ま
れ
て
い
る
。 

宮
本 

そ
う
で
す
か
。 

岩
間 

イ
ギ
リ
ス
で
も
、
ク
イ
ン
ラ
ン
は
す
ご
く
尊
敬
さ
れ
て
い
た
み
た
い

で
す
ね
。 

宮
本 

大
変
な
戦
略
家
な
の
に
気
さ
く
な
方
で
し
た
ね
。 

合
六 

気
さ
く
な
方
だ
っ
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 

え
え
、
非
常
に
気
さ
く
な
人
で
、
場
所
は
労
働
省
で
す
か
ら
、
労
働

省
と
関
係
な
い
話
を
す
る
の
で
秘
書
官
も
同
席
し
て
お
ら
ず
、
お
か
げ
で
私

と
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
の
人
と
三
人
で
話
が
で
き
ま
し
た
。 

 

■ 

レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
後
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
に
関
す
る
外
務
省
の
検
討 

 

吉
田 

で
は
、
３
番
で
す
ね
。
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
後
の
日
本
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
へ

の
対
応
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
は

レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
後
も
極
め
て
重
要
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
で
す
が
、

ひ
と
ま
ず
大
使
は
じ
め
外
務
省
内
で
の
検
討
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
（
１
）
の
部
分
に
な
り
ま
す
が
、
お
送
り
し
た
資
料
（
参
考
資
料
⑦
）

に
よ
る
と
、
八
七
年
二
月
に
四
～
五
名
の
課
長
に
よ
る
会
議
が
開
催
さ
れ
た

よ
う
で
す
。
私
が
勝
手
に
読
み
解
い
て
み
た
の
で
す
が
、
（
イ
）
（
ロ
）

（
ハ
）
の
三
点
が
重
要
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｆ

と
Ｓ
Ｓ−

20
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
配
備
場
所
、
Ｓ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｆ
（S

h
ort-

R
an

ge In
term

ediate N
u

clear F
orces: 

短
射
程
中
距
離
核
戦
力
）
か

と
思
い
ま
す
。
こ
の
検
討
に
つ
い
て
ご
記
憶
の
こ
と
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

宮
本 

細
か
な
こ
と
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
読
み
返
し
て
も
、
書
い
て
あ
る

以
上
の
こ
と
は
思
い
出
せ
ま
せ
ん
ね
。
こ
う
い
う
感
じ
で
、
ま
ず
課
長
レ
ベ

ル
で
議
論
す
る
わ
け
で
す
。
漫
然
と
議
論
し
て
も
意
味
が
な
い
の
で
、
い
わ
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ゆ
る
た
た
き
台
と
い
う
も
の
を
つ
く
る
の
で
す
。
こ
こ
に
あ
る
の
が
軍
縮
課

作
成
の
た
た
き
台
で
、
一
回
省
内
で
き
ち
ん
と
議
論
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
各
課
長
に
来
て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

吉
田 
こ
れ
は
討
論
の
た
め
の
会
議
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

形
式
的
で
は
な
く
中
身
を
議
論
す
る
会
議
で
す
か
ら
、
総
務
課
長
が

入
る
わ
け
で
す
。
決
裁
書
の
場
合
は
総
務
課
長
は
入
ら
な
い
（
宮
本
注
：
資

料
⑧
の
文
書
か
ら
「
決
裁
書
」
の
ひ
な
形
が
分
か
る
。
主
管
は
国
連
局
で
あ

り
、
決
裁
の
ラ
イ
ン
は
す
ぐ
に
官
房
長
以
上
と
な
る
。
そ
の
他
は
す
べ
て

「
協
議
先
」
で
あ
り
、
意
見
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
最
後
は
主
管
局
の

意
見
で
決
ま
る
。
資
料
⑧
の
場
合
は
、
お
そ
ら
く
軍
縮
課
長
の
判
断
で
、
官

房
長
以
上
の
決
裁
も
省
い
て
い
る
。
北
米
一
課
長
や
安
保
課
長
も
協
議
の
欄

か
ら
消
し
て
外
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
件
に
つ
い
て
両
課
長
と
既
に
明
確
な

意
思
の
一
致
が
あ
り
、
急
い
で
い
る
の
で
省
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
）
。 

吉
田 

こ
の
会
議
の
内
容
な
ん
て
、
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。 

宮
本 

覚
え
て
い
ま
せ
ん
ね
。 

吉
田 

こ
の
軍
縮
課
の
ペ
ー
パ
ー
に
異
論
が
生
じ
た
可
能
性
は
あ
り
ま
す
か 

宮
本 

そ
の
記
憶
も
あ
り
ま
せ
ん
。
恐
ら
く
大
体
こ
う
い
う
と
こ
だ
ろ
う
、

と
い
う
こ
と
で
会
議
は
終
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
よ 

吉
田 

大
筋
で
問
題
な
し
。 

宮
本 

新
し
い
問
題
を
議
論
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
後
の
新
し
い
局
面
に
入
り
、
先
ほ
ど
の
私
の
ペ
ー
パ
ー

（
参
考
資
料
⑤
）
に
書
い
た
よ
う
に
Ｉ
Ｎ
Ｆ
以
外
の
も
の
も
含
め
て
い
ろ
い

ろ
な
問
題
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
一
回
皆
で

議
論
し
直
す
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

こ
の
文
書
の
中
に
、
大
使
が
ご
記
憶
に
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

ア
ラ
ス
カ
配
備
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
配
備
の
話
が
少
し
だ
け
載
っ
て
い
ま
す
。

ペ
ー
ジ
数
が
書
い
て
な
い
の
で
す
が
、
「
そ
の
１―

―

Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｆ
」
の
三

ペ
ー
ジ
か
ら
四
ペ
ー
ジ
に
か
け
て
で
す
ね
。
四
ペ
ー
ジ
目
三
行
目
で
「
今
次

日
米
軍
備
管
理
・
軍
縮
協
議
に
お
い
て
、
米
側
よ
り
米
Ｉ
Ｎ
Ｆ
を
ア
リ
ュ
ー

シ
ャ
ン
列
島
の
先
端
シ
エ
ミ
ヤ
基
地
に
配
備
し
た
場
合
に
は
ソ
連
の
四
〇
〇

の
目
標
を
叩
く
こ
と
が
可
能
、
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
」
と
。 

宮
本 

こ
れ
ま
で
の
日
米
の
や
り
と
り
を
踏
ま
え
て
、
ア
メ
リ
カ
側
が
そ
う

い
う
説
明
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

こ
れ
が
十
分
役
に
立
つ
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。 

宮
本 

何
度
も
言
っ
た
よ
う
に
、
我
々
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
最
大
の
関
心

事
項
は
、
日
米
安
保
体
制
の
信
頼
性
の
護
持
に
あ
り
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
起
こ
っ
た
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
拡
大
抑
止
に
対
す
る
不
信
感
が
生
じ
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
そ
も
そ
も
の
出
発
点
で
す
。

「
ア
メ
リ
カ
は
日
本
を
軽
視
し
て
は
い
な
い
。
だ
か
ら
日
米
安
保
体
制
は
日

本
の
安
全
を
し
っ
か
り
保
障
し
て
い
る
の
で
す
よ
」
と
国
民
を
納
得
さ
せ
る

と
い
う
の
が
、
我
々
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
「
四
〇
〇

で
あ
ろ
う
と
一
〇
〇
で
あ
ろ
う
と
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
も
含
め
た
か
ら

米
本
土
か
ら
ソ
連
を
た
た
け
る
。
だ
か
ら
最
後
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
じ
よ
う

に
ゼ
ロ
に
で
き
ま
す
よ
」
と
い
う
説
明
が
で
き
れ
ば
、
当
座
の
問
題
は
ク
リ

ア
す
る
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ソ
連
の
ア
ジ
ア
部
に
配
備
さ
れ
た
Ｉ
Ｎ
Ｆ

一
〇
〇
基
が
か
な
り
の
部
分
が
中
国
向
け
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
ど
の
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よ
う
な
安
全
保
障
上
の
役
割
を
果
た
し
、
日
本
の
安
全
保
障
に
ど
の
よ
う
に

関
係
し
て
く
る
の
か
と
い
う
、
そ
の
次
の
検
討
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
対
世
論
、
日
米
安
全
保
障
体
制
の
ク
レ
デ
ィ
ビ
リ
テ
ィ
を
い
か
に
し
て

保
持
し
て
い
く
か
が
、
我
々
の
当
面
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

吉
田 

こ
の
提
案
を
い
つ
頃
さ
れ
た
か
、
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。 

宮
本 

何
度
も
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
い
る
し
、
い
つ
か
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。 

岩
間 

こ
れ
は
、
将
来
の
交
渉
の
梃
子
に
す
る
た
め
に
置
く
と
い
う
よ
う
な

文
脈
で
す
か
ら
、
い
わ
ば
「
ア
ジ
ア
版
ダ
ブ
ル
・
ト
ラ
ッ
ク
・
デ
ィ
シ
ジ
ョ

ン
」
と
い
う
感
じ
で
す
よ
ね
。
そ
の
割
に
は
す
ら
っ
と
出
て
き
て
い
ま
す
ね
。 

吉
田 

こ
れ
は
す
ご
く
重
要
で
す
ね
。 

宮
本 

こ
れ
が
僕
ら
に
と
っ
て
も
精
神
的
な
安
心
感
を
与
え
て
い
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
で
す
ね
。
こ
れ
は
上
田
さ
ん
が
コ
ン
パ
ス
を
使
っ
て
探
し
出
し

た
と
思
い
ま
す
よ
。 

吉
田 

半
径
何
キ
ロ
と
。 

宮
本 

「
届
き
ま
す
よ
」
と
彼
が
言
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
か
ら
ね
。 

合
六 

吉
田
さ
ん
、
「
今
次
軍
備
管
理
・
軍
縮
協
議
」
と
い
う
の
は
特
定
さ

れ
て
い
る
の
で
す
か
。 

吉
田 

い
や
、
こ
の
協
議
に
関
す
る
文
書
が
見
つ
か
っ
て
な
く
て
、
ま
だ
全

然
分
か
っ
て
な
い
の
で
す
よ
。 

合
六 

レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
の
後
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
？ 

吉
田 

分
か
ら
な
い
で
す
。 

宮
本 

こ
の
ペ
ー
パ
ー
は
二
月
？ 

吉
田 

八
七
年
二
月
で
す
。 

宮
本 

こ
う
い
う
動
い
て
い
る
案
件
の
と
き
に
大
昔
の
話
に
触
れ
た
り
は
し

ま
せ
ん
か
ら
、
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
の
後
だ
と
想
定
し
て
良
い
で
し
ょ
う
。
僕
ら

が
心
配
し
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
ア
ジ
ア
が
残
っ
た
と
き

に
、
そ
の
ア
ジ
ア
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
何
が
梃
子
に
な
る
か
で
す
ね
。
そ

れ
に
三
沢
の
空
軍
戦
力
が
使
わ
れ
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
国
防

に
直
接
結
び
つ
き
得
る
。
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
本
土
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
は
特
に
重
要
に

な
る
し
、
そ
う
い
う
こ
と
は
折
に
触
れ
て
向
こ
う
に
言
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
よ
。
こ
の
日
米
軍
縮
協
議
の
開
催
時
期
は
軍
縮
課
で
調
べ
て
も
ら
え
ば
分

か
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。 

吉
田 

こ
れ
か
ら
公
開
さ
れ
る
フ
ァ
イ
ル
も
若
干
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
含
ま

れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
ね
（
こ
の
日
米
軍
備
管
理
・
軍
縮
協
議
は
八

七
年
一
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
同
協
議
に
つ
い
て
は
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
『
沼
田
貞
昭
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
（
政
策
研
究
大
学
院

大
学
、
二
〇
二
二
年
）
二
八
一
～
二
八
三
ペ
ー
ジ
に
記
述
が
あ
る
）
。 

宮
本 

そ
う
い
う
場
で
出
し
た
可
能
性
も
あ
る
し
、
そ
の
前
に
非
公
式
に
伝

え
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
日
本
政
府
の
正
式
の
提
案
と
い
う
の
で
は

な
く
、
担
当
者
同
士
の
非
公
式
の
す
り
合
わ
せ
や
意
見
交
換
と
い
う
の
は
、

相
当
頻
繁
か
つ
率
直
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
が
あ

っ
て
訓
令
を
執
行
す
る
だ
け
が
外
交
じ
ゃ
な
い
わ
け
で
す
。
そ
れ
以
外
に
、

担
当
者
同
士
で
い
ろ
い
ろ
な
意
見
交
換
を
し
て
い
る
。
意
見
交
換
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
お
互
い
に
プ
ラ
ス
に
な
る
わ
け
で
す
。
相
手
が
こ
う
考
え
て
い
る
、

こ
う
い
う
ふ
う
に
や
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
予
め
知
り
、
そ
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れ
を
踏
ま
え
た
対
応
を
日
本
の
中
で
考
え
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
ほ
う
も
日
本
の
考
え
方
を
知
っ
て
お
け
ば
、
日
本
の
こ
と
を
踏

ま
え
た
も
の
を
担
当
の
、
起
案
す
る
人
が
初
め
か
ら
入
れ
て
お
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
担
当
者
同
士
の
日
頃
の
接
触
と
い
う
の
は
実
は
非
常

に
大
事
で
す
。
そ
の
報
告
電
は
必
ず
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
打
ち
込
ん
で
い
ま
す

の
で
、
全
て
詳
細
に
開
示
さ
れ
れ
ば
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
分
か
る
と
思
い

ま
す
。 

吉
田 

こ
れ
は
見
た
い
な
。 

宮
本 

そ
う
い
う
と
き
に
日
本
案
を
ぶ
つ
け
て
い
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
す

ね
。
何
度
も
言
い
ま
す
が
、
著
作
権
は
上
田
さ
ん
に
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。 

岩
間 

検
索
す
る
と
、
大
韓
航
空
機
事
件
と
の
関
係
で
シ
エ
ミ
ヤ
の
レ
ー
ダ

ー
が
引
っ
か
か
っ
て
き
ま
す
ね
。
も
し
か
す
る
と
、
そ
の
頃
の
こ
と
が
上
田

さ
ん
の
脳
裏
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

宮
本 

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
気
候
的
に
は
大
変

厳
し
い
場
所
ら
し
く
て
、
リ
ン
ハ
ー
ド
な
ど
は
「
あ
ん
な
と
こ
ろ
、
置
い
て

も
い
い
け
ど
俺
は
行
か
な
い
ぞ
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
嵐
が
吹
き
す
さ
び

大
波
が
打
ち
寄
せ
る
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
え
ら
い
島
ら
し
い
で
す
よ
。 

吉
田 

寒
い
上
に
何
も
な
い
。 

宮
本 

何
も
な
い
し
、
娯
楽
ゼ
ロ
。 

吉
田 

耐
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
環
境
で
す
ね
。 

宮
本 

し
か
し
、
彼
ら
は
い
ざ
と
な
れ
ば
、
い
つ
発
射
の
ボ
タ
ン
を
押
す
か

を
考
え
、
ち
ゃ
ん
と
押
す
で
し
ょ
う
。 

岩
間 

上
田
完
二
さ
ん
は
空
将
ま
で
な
ら
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
。
空
将
ま
で
な
り
ま
し
た
。 

岩
間 

自
衛
隊
幹
部
学
校
長
が
最
後
で
す
か
ね
。 

宮
本 

本
当
に
頭
の
良
い
人
で
し
た
ね
。 

吉
田 

こ
の
会
議
で
は
、
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
ペ
ー
パ
ー
が
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
シ
ョ
ー
ト
・
レ
ン
ジ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
、
Ｓ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｆ
に
関
す
る
ペ
ー
パ
ー

で
す
が
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
気
を
つ
け
る
べ
き
だ
と
い
う
ふ
う
に
お
考
え

に
な
っ
た
点
は
、
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
か
ら
ね
。

し
た
が
っ
て
、
全
体
に
も
波
及
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
我
々
も
考
慮
し
て
お

か
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 

日
本
の
北
半
分
が
引
っ
か
か
る
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
ね
。 

宮
本 

何
度
も
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
基
本
は
日
本
国
民
の
パ
ー
セ
プ
シ
ョ

ン
の
問
題
な
の
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
対
比
が
重
要
に
な
る
。

ア
ジ
ア
に
残
っ
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
残
っ
て
い
れ
ば
比
較
の
問
題
、
パ
ー
セ

プ
シ
ョ
ン
の
問
題
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
戦
略
的
に
は
、
ソ
連
の
核
は
ア
メ
リ

カ
の
核
で
抑
止
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
長
短
は
問
い
ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｒ
Ｉ

Ｎ
Ｆ
で
あ
ろ
う
と
ア
メ
リ
カ
の
核
が
抑
止
す
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
ア
ジ
ア
戦
域
で
は
通
常
兵
器
に
お
い
て
我
々
が
優
位
で
し
た
か

ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
問
題
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
の

拡
大
抑
止
の
信
頼
性
の
問
題
さ
え
担
保
さ
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
、
あ

そ
こ
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
ロ
ン
グ
・
レ

ン
ジ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
だ
け
で
は
な
く
、
Ｓ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｆ
に
本
当
に
危
機
感
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
、
日
本
と
し
て
も
、
こ
れ
を
ど
う
す
る
か
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と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
い

う
意
識
は
あ
り
ま
し
た
ね
。
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
の
問
題
と
し
て
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｆ

と
同
じ
問
題
が
起
こ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 
欧
州
で
の
懸
念
の
高
ま
り
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。 

宮
本 

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
れ
で
「
ス
リ
ン
フ
」
と
い
う
呼
び
方

を
す
る
と
い
う
の
を
そ
の
と
き
や
っ
と
学
ん
で
、
記
録
の
中
に
も
書
い
て
い

た
で
し
ょ
う
。 

吉
田 

そ
う
で
す
ね
。
ち
な
み
に
、
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
ほ
う
は
「
ル
リ
ン
フ
」

と
呼
ぶ
の
で
す
か
。 

宮
本 

い
や
、
こ
れ
は
呼
ん
で
な
か
っ
た
で
す
よ
。 

吉
田 

そ
の
ま
ま
「
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｆ
」
と
読
む
の
で
す
ね
。 

宮
本 

「
ル
リ
ン
フ
」
と
は
言
っ
て
な
か
っ
た
で
す
ね
。
何
で
あ
あ
い
う
ふ

う
に
書
い
た
か
と
い
う
と
、
こ
れ
か
ら
意
見
交
換
す
る
人
が
い
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
と
き
に
知
っ
て
お
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

■ 

官
邸
へ
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
と
中
曽
根
訪
米 

 

吉
田 

さ
て
、
軍
縮
課
の
仕
事
は
ペ
ー
パ
ー
の
起
草
だ
け
で
は
な
い
と
い
う

の
が
よ
く
分
か
る
の
で
す
が
、
こ
の
時
期
か
ら
毎
週
に
近
い
ペ
ー
ス
で
総
理

大
臣
や
官
房
長
官
に
ブ
リ
ー
フ
が
入
っ
て
い
ま
す
（
参
考
資
料
⑧
）
。
こ
れ

は
、
何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
一
九
八
七
年
三
月
四
日
が

最
初
の
日
付
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
後
毎
週
の
よ
う
に
総
理
ブ
リ
ー
フ
、
官

房
長
官
ブ
リ
ー
フ
が
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

宮
本 

動
き
が
早
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。 

吉
田 

Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
の
動
き
に
合
わ
せ
て
、
こ
ち
ら
も
ペ
ー
ス
を
上
げ
た
と

い
う
こ
と
で
す
か
。 

宮
本 

正
確
に
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
相
手
が
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
で
し
ょ
う
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
動
き
始
め
た
可
能
性
は
あ
り
ま
す
（
宮
本
注
：
資
料
⑨
の

中
の
「
八
七
年
四
月
二
四
日
付
総
理
訪
米
用
資
料
」
の
「
最
近
の
主
要
な
動

き
」
に
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
頻
繁
な
動
き
が
記
載
さ
れ
て
い
る
）
。
ま
た
八

七
年
の
四
月
末
か
ら
五
月
初
め
に
か
け
て
中
曽
根
総
理
の
訪
米
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
し
、
八
七
年
六
月
に
は
Ｇ
７
ベ
ニ
ス
・
サ
ミ
ッ
ト
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
ね
。
こ
の
問
題
が
必
ず
出
た
は
ず
で
す
。 

吉
田 

だ
か
ら
こ
そ
、
総
理
に
も
上
げ
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い
と
。 

宮
本 

上
げ
て
お
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 

こ
う
い
う
と
き
は
、
総
理
の
ほ
う
か
ら
「
上
げ
て
こ
い
」
と
言
う
こ

と
も
あ
る
の
で
す
か
。 

宮
本 

言
う
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
我
々
の
ほ
う
か
ら
上
げ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
そ
の
と
き
の
状
況
で
違
っ
て
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
総

理
の
お
耳
に
入
れ
て
お
い
た
方
が
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
そ

う
し
ま
す
し
、
総
理
の
ほ
う
か
ら
「
あ
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
い

う
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
も
や
り
ま
す
。 

吉
田 

官
房
長
官
は
当
時
、
後
藤
田
（
正
晴
）
官
房
長
官
で
し
た
ね
。 

宮
本 

見
事
に
霞
が
関
を
押
さ
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
よ
。 

吉
田 
大
使
は
、
総
理
へ
の
ブ
リ
ー
フ
は
ど
れ
も
担
当
さ
れ
た
の
で
す
か
。 

宮
本 

普
通
は
総
理
に
は
局
長
が
や
り
ま
す
。
局
長
が
い
て
担
当
課
長
が
同
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席
と
い
う
の
が
パ
タ
ー
ン
で
し
た
ね
。 

吉
田 

首
相
と
か
官
房
長
官
と
の
や
り
と
り
で
、
何
か
問
題
が
生
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
し
た
か
。 

宮
本 
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
少
な
く
と
も
記
憶
し
て
い
ま
せ
ん
。 

吉
田 

こ
の
首
相
ブ
リ
ー
フ
と
関
連
し
て
、
八
七
年
四
月
に
中
曽
根
総
理
が

訪
米
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
際
に
軍
縮
課
が
か
な
り
詳
細
な
発
言
要
領
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
（
参
考
資
料
⑨
）
。
先
ほ
ど
触
れ
ら
れ
た
佐
藤
総
務
課
長
か
ら

の
コ
メ
ン
ト
つ
き
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
訪
米
に
つ

い
て
何
か
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。 

宮
本 

こ
れ
が
も
し
か
し
た
ら
、
例
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
に
関
す
る
サ
ミ
ッ
ト
じ
ゃ
な

い
？ 

 

吉
田 

い
え
、
武
田
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
あ
れ
は
八
五
年
の

よ
う
で
す
ね
。
八
五
年
一
〇
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
特
別
サ
ミ
ッ
ト
が
あ
り

ま
し
た
。 

宮
本 

八
五
年
で
す
か
。
八
七
年
の
場
合
は
、
中
曽
根
さ
ん
に
は
こ
う
い
う

形
で
言
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
準
備
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
特
に

記
憶
に
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

吉
田 

先
ほ
ど
の
佐
藤
課
長
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
が
つ
い
て
い
た
文
書
で
す
が
、

あ
れ
は
ど
う
い
う
経
緯
で
作
成
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
レ
ー
ガ
ン

大
統
領
の
発
言
に
対
す
る
一
種
の
不
安
感
が
あ
っ
た
か
ら
、
一
定
程
度
こ
ち

ら
に
配
慮
し
た
こ
と
を
言
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い
と

い
う
ご
判
断
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

宮
本 

こ
こ
で
冒
頭
に
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ゼ
ロ
を
目
標

と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
何
が
何
で
も
担
保
し
た
い
し
、
少
な
く
と
も
新
聞
応

答
要
領
に
だ
け
は
入
れ
る
と
い
う
手
を
考
え
た
け
れ
ど
も
、
佐
藤
さ
ん
は
不

適
切
だ
と
判
断
さ
れ
た
わ
け
で
す
。 

吉
田 

新
聞
応
答
要
領
に
入
れ
る
許
可
を
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
得
て
お
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

レ
ー
ガ
ン
さ
ん
の
対
応
に
確
信
が
も
て
な
い
の
で
、
こ
う
い
う
手
を

考
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
中
で
は
、
こ
う
い
う
や
り
と
り
の
事
前
す
り

合
わ
せ
と
い
う
の
は
当
た
り
前
で
、
両
国
首
脳
も
準
備
さ
れ
た
発
言
原
稿
を

そ
の
ま
ま
読
ん
で
い
く
。
そ
こ
で
首
脳
の
発
言
に
な
い
も
の
で
も
双
方
の
国

内
対
策
上
必
要
な
も
の
は
プ
レ
ス
・
ブ
リ
ー
フ
で
付
け
加
え
る
こ
と
を
お
互

い
に
了
解
し
合
う
わ
け
で
す
。
私
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
ち
ょ
っ
と
早
と
ち

り
し
た
の
で
し
ょ
う
。
日
米
関
係
の
や
り
方
と
違
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ゼ
ロ
に
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
が
言
及
し
な
い
、
そ
れ
が
確
約

さ
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
や
は
り
ア
ジ
ア
に
は
Ｉ
Ｎ
Ｆ
が
置
き
っ
放
し
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
勉
強
し
始
め
、
ア
メ
リ
カ
の
一

〇
〇
だ
け
で
は
ア
ジ
ア
の
一
〇
〇
は
削
減
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
く
る
。
そ
う
な
る
と
「
日
本
は
置
い
て
い
か
れ
た
」
と
い
う
日
本

の
国
民
意
識
と
な
り
、
日
米
安
保
体
制
に
響
い
て
い
き
ま
す
。
そ
う
い
う
認

識
に
立
っ
て
、
最
終
的
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ゼ
ロ
だ
と
い
う
こ
と
だ
け
は
と

っ
て
お
き
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。 

吉
田 
こ
れ
は
極
め
て
詳
細
な
発
言
要
領
で
す
ね
。
こ
の
時
期
に
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交

渉
の
動
き
が
早
ま
っ
た
か
ら
、
首
相
の
口
か
ら
も
大
統
領
に
日
本
の
立
場
を
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伝
え
て
お
い
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

そ
う
で
す
。
中
曽
根
総
理
は
、
こ
の
軍
縮
課
の
ペ
ー
パ
ー
、
米
ソ
軍

備
管
理
交
渉
の
現
状
に
関
す
る
最
後
の
長
い
ペ
ー
パ
ー
ま
で
お
読
み
に
な
る

の
で
す
。 

吉
田 

し
っ
か
り
読
み
込
ま
れ
る
の
で
す
ね
。 

宮
本 

し
っ
か
り
読
ん
で
勉
強
し
、
分
か
ら
な
か
っ
た
ら
「
こ
れ
は
ど
う
い

う
こ
と
だ
」
と
お
聞
き
に
な
る
。
大
変
な
勉
強
家
で
す
よ
。 

吉
田 

そ
の
上
で
あ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
出
て
く
る
の
で
す
ね
。
こ
れ
で

大
体
お
話
を
伺
え
た
の
で
、
こ
の
後
は
も
う
総
理
が
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
は

減
っ
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
も
し
何
か
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
下

さ
い
。 

宮
本 

私
が
軍
縮
課
長
の
時
代
は
、
幸
い
な
こ
と
に
我
々
の
走
っ
て
い
る
路

線
と
総
理
の
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
一
致
し
て
い
た
の

で
、
そ
の
範
囲
内
で
我
々
が
知
恵
を
出
し
て
や
っ
て
い
き
基
本
的
に
了
承
し

て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
ア
メ
リ
カ
は
何
だ
」
と
い
う
気
持
ち

は
根
底
に
は
お
あ
り
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
我
々
に
示
す
こ

と
な
く
、
現
下
の
日
米
関
係
を
マ
ネ
ー
ジ
し
て
い
く
上
で
、
な
お
か
つ
日
本

の
利
益
を
確
保
す
る
上
で
、
「
そ
れ
で
い
い
だ
ろ
う
」
と
の
判
断
で
我
々
の

上
げ
た
も
の
を
支
持
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
の
が
、
大
体
の
と
こ
ろ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

■ 

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ダ
ブ
ル
・
ゼ
ロ
」
と
検
証
問
題 

 

吉
田 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
、
３
の
（
３
）
に
移
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
急
転
直
下
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
七
月
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長

が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ダ
ブ
ル
・
ゼ
ロ
」
と
い
う
形
で
Ｌ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｆ
も
Ｓ
Ｒ
Ｉ

Ｎ
Ｆ
も
全
部
ゼ
ロ
だ
と
い
う
こ
と
を
公
表
し
て
、
九
月
に
は
米
ソ
間
で
基
本

合
意
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
に
と
っ
て
は
歓

迎
す
る
べ
き
こ
と
だ
っ
た
と
解
釈
し
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
。 

宮
本 

大
歓
迎
で
す
ね
。
軍
備
管
理
交
渉
に
お
い
て
初
め
て
一
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
兵
器
が
全
廃
さ
れ
る
と
い
う
、
軍
備
管
理
の
歴
史
上
画
期
的
な
第
一

歩
が
こ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
だ
っ
た
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
何
の
問
題
も

な
い
し
、
む
し
ろ
大
歓
迎
で
し
た
ね
。
そ
れ
は
Ｉ
Ｎ
Ｆ
が
全
体
と
し
て
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ゼ
ロ
に
な
る
か
ら
で
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

ラ
ダ
ー
や
Ｍ
Ａ
Ｄ
戦
略
の
問
題
も
起
こ
ら
な
い
。
ま
し
て
や
東
ア
ジ
ア
は
通

常
兵
器
に
お
い
て
ソ
連
に
負
け
て
い
な
い
し
、
戦
略
ミ
サ
イ
ル
に
お
い
て
米

ソ
は
均
衡
し
て
い
る
。
日
本
が
心
配
し
た
の
は
日
米
安
保
体
制
へ
の
信
頼
性

の
問
題
で
し
た
か
ら
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
が
全
廃
さ
れ
れ
ば
そ
の
問
題
も
吹
っ
飛
び
ま

す
。
ソ
連
の
動
き
の
背
景
は
、
一
に
か
か
っ
て
ソ
連
の
国
内
情
勢
だ
と
思
い

ま
す
よ
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
欧
米
と
の
協
調
路
線
に
か
じ
を
切
っ
た
の
も
、

こ
れ
と
一
致
す
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
対
欧
米
外
交
路

線
の
整
合
性
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
み
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
よ
。
動
き
は
、

基
本
的
に
は
ソ
連
か
ら
来
た
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

ソ
連
国
内
と
い
う
こ
と
で
す
か
。 

149



宮
本 

ソ
連
国
内
と
い
う
か
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
そ
う
い
う
格
好
で
、
欧
米

と
の
関
係
を
修
復
し
て
、
そ
う
い
う
環
境
の
中
で
ソ
連
国
内
の
大
改
革
を
や

っ
て
い
か
な
い
限
り
、
ソ
連
と
い
う
国
は
や
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を

認
識
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
欧
米
と
対
立
し
て
い

る
余
裕
は
な
い
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
欧
米
と
の
協
調
関
係
を
い
か
に
し
て
つ

く
り
上
げ
て
い
く
か
と
い
う
ア
ジ
ェ
ン
ダ
設
定
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
か

な
り
早
い
段
階
で
出
て
き
た
の
が
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
撤
廃
条
約
で
は
な
い
で
す
か
。

こ
れ
か
ら
米
ソ
の
軍
備
管
理
が
進
ん
で
い
く
の
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
対
内

外
基
本
方
針
が
出
来
上
が
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

こ
れ
も
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
警
戒
心
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
か
。 

宮
本 

警
戒
心
は
常
に
あ
り
ま
す
。 

吉
田 

そ
れ
は
消
え
て
は
い
な
い
。 

宮
本 

あ
の
当
時
は
、
「
も
う
や
め
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
得
る
の
で
す
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
こ
れ
だ
け
真
剣
だ
っ
た
と
い
う
の
は
、
今
に
な
っ
た
か
ら

よ
く
分
か
り
ま
す
が
、
あ
の
当
時
、
一
〇
〇
％
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
を
信
用
す
る

人
な
ん
か
い
ま
せ
ん
よ
。
外
交
の
世
界
に
身
を
置
い
た
人
間
で
相
手
を
一
〇

〇
％
信
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
常
に
ど
こ
か
で
だ
ま
し
に
来
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
と
思
い
な
が
ら
付
き
合
う
の
が
我
々
の
世
界
で
す
か
ら
。
国

と
国
と
の
関
係
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
す
。 

吉
田 

（
４
）
番
に
移
り
ま
す
が
、
七
月
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ダ
ブ
ル
・
ゼ
ロ
」
を
言
っ
た
以
降
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
の
焦
点
が
検
証
の

問
題
に
絞
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
見
え
ま
す
。
こ
の
検
証
の
問
題
は
テ
ク
ニ
カ

ル
で
、
正
直
私
も
理
解
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
け

れ
ど
も
、
日
本
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
点
と
い
う
の
は
ど
こ
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。 

宮
本 

検
証
は
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
に
と
っ
て
著
し
く
重
要
で
、
「
ゼ
ロ

に
し
た
」
と
言
わ
れ
て
も
本
当
に
ゼ
ロ
に
な
っ
た
か
ど
う
か
を
確
認
し
な
け

れ
ば
自
国
の
安
全
は
担
保
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
相
手
を
だ
ま
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
相
手
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
段
階
で
こ
ち
ら
は
圧
倒
的
に
有
利
に
な
る

わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
確
実
に
そ
れ
が
削
減
さ
れ
る
と
い
う
確
認
の
段

取
り
を
専
門
家
同
士
で
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
れ
は
、
著
し

く
テ
ク
ニ
カ
ル
な
、
膨
大
な
数
の
専
門
家
集
団
を
巻
き
こ
む
プ
ロ
セ
ス
で
す

ね
。
こ
こ
に
入
る
と
一
つ
一
つ
の
細
部
が
死
命
を
制
し
か
ね
な
い
。
一
つ
の

細
部
が
抜
け
穴
に
な
る
と
、
相
手
が
秘
密
裏
に
持
つ
と
い
う
こ
と
を
許
す
こ

と
に
な
る
。
軍
事
バ
ラ
ン
ス
か
ら
す
る
と
非
常
に
大
き
い
問
題
な
の
で
す
。

検
証
は
専
門
家
集
団
が
納
得
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
も
の

す
ご
い
時
間
が
か
か
り
ま
す
よ
。 

 

上
田
さ
ん
は
途
中
で
彌
田
（
清
）
さ
ん
と
代
わ
り
ま
し
た
が―

―

彌
田
さ

ん
も
懸
命
に
勉
強
し
て
よ
く
助
け
て
く
れ
ま
し
た―

―

上
田
さ
ん
が
軍
縮
課

を
去
る
前
に
、
数
か
月
間
ア
メ
リ
カ
に
長
期
出
張
し
て
も
ら
い
検
証
問
題
に

つ
い
て
勉
強
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
彼
の
検
証
問
題
に
関
す
る
分
厚
い
報
告

書
が
あ
り
ま
す
よ
。
検
証
に
関
し
て
日
本
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
ゼ
ロ
で
す
。
「
核

兵
器
反
対
」
は
い
い
で
す
が
、
ど
う
や
っ
て
核
兵
器
を
廃
棄
す
る
の
か
、
廃

棄
の
プ
ロ
セ
ス
を
ど
う
や
っ
て
確
実
な
も
の
に
す
る
の
か
と
い
う
現
実
問
題

と
結
び
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
確
実
に
す
る
の
が
検
証
で
す
。 
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吉
田 

そ
れ
が
日
本
で
は
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。 

宮
本 

核
兵
器
に
関
す
る
知
識
も
な
い
上
、
検
証
の
知
識
も
ゼ
ロ
で
す
よ
。

こ
れ
じ
ゃ
や
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
彼
に
ベ
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
も
の
に
つ
い
て
勉
強
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ

に
行
っ
て
も
ら
い
、
検
証
に
関
す
る
厚
い
報
告
書
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

吉
田 

そ
ん
な
に
分
厚
か
っ
た
の
で
す
か
。
数
百
ペ
ー
ジ
レ
ベ
ル
で
す
ね
。

日
本
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、
一
挙
に
こ
の
検
証
に
関
す
る
知
識
を
得
た
。 

宮
本 

検
証
に
つ
い
て
の
基
礎
認
識
を
我
々
は
そ
れ
で
得
る
こ
と
が
で
き
た

わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
の
後
の
検
証
の
議
論
に
ど
う
に
か
こ
う
に
か
つ
い

て
い
く
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
す
。
あ
の
当
時
、
日
本
に
は
ど
こ
に
も
こ
の

分
野
の
専
門
家
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

吉
田 

軍
縮
課
長
時
代
は
、
そ
の
専
門
家
を
つ
く
り
出
し
た
時
期
で
も
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

宮
本 

つ
く
り
出
し
な
が
ら
、
ま
だ
自
転
車
操
業
の
日
々
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
以
来
ど
ん
ど
ん
合
意
の
方
向
に
動
き
始
め
て
お
り
、

確
実
に
検
証
が
重
要
に
な
る
こ
と
は
み
ん
な
分
か
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
検
証

が
注
目
さ
れ
始
め
る
わ
け
で
す
。 

吉
田 

そ
の
と
き
に
、
日
本
に
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
。 

宮
本 

日
本
は
全
く
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
検
証
と
い
う
の
は
極
め
て

技
術
的
で
す
。
例
え
ば
、
戦
略
核
兵
器
に
関
す
る
合
意
が
履
行
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
、
衛
星
か
ら
見
え
る
よ
う
に
す
る
検
証
措
置
を
決

め
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
核
弾
頭
も
お
互
い
に
見
え
る
よ
う
に
し
て
廃
棄
す

る
の
で
す
ね
。
専
門
家
か
ら
見
て
確
実
に
廃
棄
さ
れ
た
と
確
信
で
き
る
措
置

の
集
積
、
そ
れ
が
検
証
措
置
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
Ｍ
Ａ
Ｄ
戦
略
の
抑
止

を
確
保
し
な
が
ら
の
削
減
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
を
担
保
す
る
の
が
検
証
で
あ

り
、
大
変
技
術
的
な
も
の
で
、
合
意
書
は
分
厚
い
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。 

吉
田 

私
は
そ
の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
も
の
が
全
然
分
か
ら
ず
、
検
証
に
関
し
て

は
読
み
飛
ば
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

宮
本 

私
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
変
な
世
界
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 

そ
れ
を
上
田
さ
ん
が
ご
担
当
さ
れ
た
の
で
す
ね
。 

宮
本 

軍
備
管
理
交
渉
に
関
し
て
は
そ
う
で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
化
学
兵
器

な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
分
野
の
専
門
家
と
外
務
省
の
軍
縮
を
や

っ
て
き
た
人
た
ち
が
検
証
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。 

 

■ 

軍
縮
課
長
離
任
と
日
本
の
安
全
保
障
に
関
す
る
所
感 

 

吉
田 

こ
れ
で
軍
縮
課
長
の
時
代
を
聞
き
終
え
ま
し
た
が
、
よ
ろ
し
い
で
し

ょ
う
か
。
で
は
、
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
４
番
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

軍
縮
課
長
離
任
後
の
お
話
と
、
軍
縮
課
長
時
代
の
こ
と
を
含
め
て
総
括
的
な

お
話
を
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

宮
本 

軍
縮
課
長
の
後
に
大
臣
秘
書
官
に
な
り
ま
し
た
が
、
物
理
的
に
は
本

当
に
大
変
な
ポ
ス
ト
で
し
た
。
例
え
ば
軍
縮
課
だ
と
、
忙
し
い
時
期
が
終
わ

れ
ば
比
較
的
暇
に
な
り
ま
す
が
、
大
臣
秘
書
官
は
、
大
臣
が
そ
う
な
の
で
す

が
、
そ
の
と
き
外
務
省
で
一
番
忙
し
い
課
と
付
き
合
わ
さ
れ
続
け
ま
す
の
で
、

暇
に
な
る
と
き
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
臣
秘
書
官
に
連
絡
し
て
お
け
ば

大
臣
に
連
絡
し
た
こ
と
に
な
る
し
、
連
絡
漏
れ
が
永
田
町
、
霞
が
関
で
は
最
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も
や
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
、
時
間
と
関
係
な
く
と
に
か
く
沢
山
連

絡
が
来
ま
し
た
。
そ
う
い
う
の
を
整
理
し
て
、
翌
日
の
朝
大
臣
に
車
の
中
で

ご
説
明
し
ま
し
た
。 

 

国
会
が
あ
る
と
き
は
大
臣
用
の
国
会
答
弁
が
出
来
上
が
る
の
が
大
体
明
け

方
の
三
時
と
か
四
時
で
、
そ
れ
が
秘
書
官
の
自
宅
に
届
け
ら
れ
る
。
答
弁
書

に
は
一
応
目
を
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
六
大
紙
の
朝
刊
を
読
ん
で
、

大
臣
が
質
問
さ
れ
そ
う
な
も
の
に
は
担
当
課
長
と
話
し
て
準
備
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ほ
と
ん
ど
寝
る
時
間
も
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
そ
れ
が
続

い
た
の
が
大
臣
秘
書
官
の
一
年
八
か
月
だ
っ
た
の
で
、
軍
備
管
理
・
軍
縮
の

話
を
丹
念
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
時
間
的
、
精
神
的
余
裕
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

吉
田 

一
々
案
件
の
内
容
ま
で
把
握
す
る
余
裕
は
な
い
で
す
ね
、
こ
れ
は
。 

宮
本 

そ
れ
に
、
私
が
一
回
も
や
っ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
経
済
の
問
題
も
、

外
交
上
は
と
て
も
重
要
で
す
。
時
間
が
あ
れ
ば
経
済
局
の
人
に
来
て
も
ら
っ

て
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。 

吉
田 

宇
野
大
臣
が
軍
備
管
理
に
関
心
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で

す
か
。 

宮
本 

あ
ま
り
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。 

吉
田 

竹
下
（
登
）
総
理
は
？ 

宮
本 

竹
下
総
理
も
あ
ま
り
関
心
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

吉
田 

誰
も
関
心
が
な
い
。 

宮
本 

そ
れ
が
あ
の
時
代
だ
っ
た
の
で
す
。
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
の
時
代
は
、
例
外

的
な
指
導
者
と
一
部
の
官
僚
が
強
い
関
心
を
持
ち
、
考
え
悩
ん
だ
時
代
だ
っ

た
と
言
う
こ
と
で
す
。 

吉
田 

最
後
に
、
軍
縮
課
長
時
代
を
振
り
返
る
形
で
所
感
を
伺
え
れ
ば
と
思

う
の
で
す
が
、
八
〇
年
代
の
米
ソ
軍
備
管
理
・
軍
縮
交
渉
に
お
い
て
、
日
本

は
ど
う
い
う
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
の
か
あ
る
い
は
ど
う
い
う
位
置
づ
け
を
求

め
た
の
か
、
総
括
的
な
お
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

宮
本 

ソ
連
課
時
代
か
ら
一
応
は
眺
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
主
た
る
関
心
は
対
ソ
関
係
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
八
〇
年

代
と
い
う
期
間
を
通
し
て
軍
備
管
理
と
い
う
も
の
を
ち
ゃ
ん
と
見
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
ほ
う
が
ず
っ
と
勉
強
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
論
の
ほ

う
が
お
そ
ら
く
正
し
い
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
が
軍
縮
課
長
を
し
て
い

た
と
き
に
は
、
世
界
の
軍
備
管
理
の
問
題
に
日
本
は
明
確
に
関
与
し
て
い
る

と
い
う
意
識
は
あ
り
ま
し
た
。
軍
備
管
理
に
代
表
さ
れ
る
世
界
の
安
全
保
障

の
問
題
を
米
国
の
み
な
ら
ず
欧
州
と
も
恒
常
的
に
意
見
交
換
を
す
る
と
い
う

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス―

―

そ
の
後
い
つ
ま
で
続
い
た
か
知
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も―

―

は
、
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

軍
備
管
理
・
軍
縮
で
日
本
が
発
言
す
る
、
す
な
わ
ち
安
全
保
障
の
問
題
で

日
本
が
発
言
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
日
本
の
Ｇ
７
に
お
け

る
存
在
感
の
高
ま
り
に
な
る
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
日
本
は
経
済
が
中
心
で
安

全
保
障
で
は
浮
い
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
申
し
上
げ
た
と
思
い
ま
す
が
、

一
九
七
二
年
に
日
中
が
国
交
正
常
化
し
た
と
き
に
『
ボ
ス
ト
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
』

が
経
済
欄
で
田
中
角
栄
首
相
の
訪
中
を
数
行
書
い
た
。
こ
れ
が
戦
後
の
日
本

の
位
置
づ
け
だ
っ
た
の
で
す
。
「
日
本
は
経
済
に
つ
い
て
相
談
し
て
お
け
ば

い
い
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
九
八
三
年
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
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ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
安
全
保
障
は
不
可
分
で
あ
る
と
い
う
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
Ｇ
７
で
打
ち
出
し
た
あ
の
頃
か
ら
、
日
本
は
明
確
に
こ
の
プ
ロ

セ
ス
に
参
画
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
私
が
い
た
と
き
に
、
あ
る
意
味

で
そ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
し
て
そ
の
流
れ
の
中
で
、
そ
の
後
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
日
本
は
関

与
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
ソ
連
が
崩
壊
し
て
ロ
シ
ア
に
な
っ
た
と
き
に
、
ソ

連
の
核
廃
棄
の
問
題
が
起
こ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
に
、
そ
れ
を
経
済

的
に
倒
産
し
た
ロ
シ
ア
だ
け
に
や
ら
せ
る
の
は
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
、

Ｇ
７
の
国
々
は
お
金
を
出
し
て
ロ
シ
ア
の
核
廃
棄
を
手
伝
い
ま
し
た
。
国
際

社
会
と
し
て
は
核
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
脅
威
な
の
で
、
ロ
シ
ア
に

残
存
す
る
核
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
脅
威
を
軽
減
す
る
た
め
に
そ
れ
を
や
っ
た
わ

け
で
す
。
ロ
シ
ア
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
の
原
潜
解
体
に
、
日
本
は
関
与
し
て

い
ま
す
。
日
本
は
軍
備
管
理
に
明
確
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
Ｇ
７
の
中
で
の
存
在

感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 

し
か
し
同
時
に
、
日
本
は
安
全
保
障
と
い
う
も
の
を
正
面
か
ら
考
え
て
こ

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
戦
後
日
本
の
根
本
的
な
欠
陥
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
日
ま

で
も
続
い
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
総
合
安
全
保
障
と
い
う
概
念
が
示
さ
れ
た

と
き
も
、
経
済
の
安
全
保
障
、
地
球
の
安
全
と
い
う
方
向
に
関
心
が
向
い
て

し
ま
っ
て
、
肝
腎
要
の
自
国
の
軍
事
面
で
の
安
全
保
障
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
の
議
論
が
著
し
く
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
国
が
軍
拡
を

し
て
中
国
の
軍
事
的
な
脅
威
に
直
面
す
る
今
と
な
っ
て
も
、
ま
だ
そ
の
状
況

が
続
い
て
い
る
わ
け
で
す
。
中
国
に
対
し
て
腰
が
定
ま
ら
な
い
の
は
、
そ
こ

に
原
因
が
あ
る
わ
け
で
す
。
米
ソ
冷
戦
時
代
に
も
う
少
し
我
々
が
こ
の
議
論

を
し
て
お
け
ば
、
中
国
に
対
し
て
は
そ
の
応
用
問
題
で
よ
か
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
、
八
〇
年
代
も
含
め
て
こ
れ
ま
で
の
日
本
が
抱
え
て
い
る
問
題
で
す
。

何
度
も
言
う
よ
う
に
軍
備
管
理
・
軍
縮
と
い
う
の
は
安
全
保
障
と
い
う
盾
の

一
面
で
す
か
ら
、
も
う
一
つ
の
面
で
あ
る
本
来
の
国
防
面
で
の
安
全
保
障
が

し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と
軍
備
管
理
・
軍
縮
を
語
れ
な
い
の
で
す
ね
。 

私
の
ペ
ー
パ
ー
（
参
考
資
料
⑤
）
の
中
で
い
ろ
い
ろ
総
合
的
に
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
も
全
く
同

じ
考
え
で
す
。
ト
ー
タ
ル
に
日
本
の
安
全
保
障
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
や
る
の

か
。
そ
の
中
で
ア
メ
リ
カ
の
核
兵
器
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
位
置
づ
け
る
の
か
。

そ
う
い
う
核
兵
器
の
位
置
づ
け
の
中
で
具
体
的
な
日
米
協
力
と
い
う
も
の
を

ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
い
く
の
か
。
そ
う
い
う
ト
ー
タ
ル
な
包
括
的
な
議
論

も
な
く
、
イ
ー
ジ
ス
の
陸
上
配
備
と
か
敵
基
地
攻
撃
能
力
と
か
、
そ
う
い
う

部
分
的
な
も
の
ば
か
り
や
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
日
本
人
は
す
ぐ
に
個
々
の

問
題
、
部
分
に
は
ま
り
込
ん
で
し
ま
う
。
個
々
の
問
題
の
狭
い
範
囲
で
「
良

い
、
悪
い
」
と
い
う
こ
と
を
さ
ん
ざ
ん
議
論
し
て
結
論
を
出
す
。
し
か
し
全

体
を
眺
め
た
大
局
か
ら
見
れ
ば
間
違
っ
た
方
向
に
行
っ
て
い
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
の
で
す
。
こ
れ
が
戦
前
の
日
本
が
犯
し
た
本
質
的
な
間
違
い
だ
っ
た

わ
け
で
す
。
同
じ
よ
う
に
や
れ
ば
、
同
じ
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
北
朝
鮮

の
核
、
そ
れ
か
ら
中
国
の
核
（
宮
本
注
：
二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
以
降
、

ロ
シ
ア
の
核
も
要
考
慮
）
、
そ
う
い
う
も
の
を
踏
ま
え
た
と
き
に
、
将
来
的

に
ど
う
い
う
形
の
防
衛
体
制
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
。
そ
の
中

に
陸
上
配
備
の
イ
ー
ジ
ス
は
ど
う
い
う
位
置
づ
け
に
な
る
の
か
。
し
か
し
、

日
本
で
は
こ
う
し
た
ト
ー
タ
ル
な
議
論
に
は
な
ら
な
い
。
陸
上
配
備
の
マ
イ
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ナ
ス
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
た
め
に
海
上
配
備
す
る
、
そ
う
す
る
と
費

用
が
か
か
る
の
で
ど
う
す
る
の
か
、
そ
の
あ
た
り
の
議
論
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
安
全
保
障
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
大
き
な
発
想
が
見
え
て
き
ま
せ
ん

ね
。 私

は
、
国
民
の
前
に
今
の
日
本
の
安
全
保
障
の
抱
え
て
い
る
問
題
を
全

部
さ
ら
け
出
し
て
、
国
民
に
も
一
緒
に
考
え
て
も
ら
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

海
上
自
衛
隊
は
勤
務
が
厳
し
く
て
定
員
を
埋
め
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
と
聞

き
ま
す
。
装
備
を
準
備
し
て
も
、
そ
れ
を
動
か
す
人
が
い
な
く
て
ど
う
す
る

の
か
。
こ
れ
も
重
大
な
日
本
の
安
全
保
障
に
対
す
る
脅
威
で
す
よ
。
そ
う
い

う
問
題
も
含
め
て
全
部
さ
ら
け
出
し
て
、
「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
を
ち
ゃ
ん
と

押
さ
え
て
い
か
な
け
れ
ば
日
本
の
国
を
守
れ
ま
せ
ん
。
国
民
の
皆
さ
ん
、
ご

協
力
下
さ
い
」
と
い
う
こ
と
を
や
ら
な
け
れ
ば
駄
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ミ
サ
イ
ル
を
配
備
す
る
に
し
て
も
、
ど
こ
に
配
備
す
る
の
で
す
か
。
沖
縄
で

す
か
。
私
は
沖
縄
担
当
大
使
と
し
て
一
年
何
か
月
か
沖
縄
に
住
ん
で
い
ま
し

た
が
、
過
剰
な
基
地
負
担
に
あ
え
ぐ
沖
縄
の
人
を
ど
う
説
得
す
る
の
で
す
か
。

昔
、
西
ド
イ
ツ
が
直
面
し
た
よ
う
な
問
題
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
。
そ
う

い
う
こ
と
も
含
め
、
ト
ー
タ
ル
に
考
え
、
そ
れ
で
も
こ
れ
し
か
な
い
と
い
う

こ
と
を
国
民
と
と
も
に
考
え
、
国
民
の
理
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
八
〇
年
代
の
軍
備
管
理
の
位
置
づ
け
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
さ
ら

に
広
く
フ
ォ
ー
カ
ス
す
れ
ば
、
そ
う
い
う
努
力
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

の
が
、
戦
後
日
本
が
抱
え
る
根
本
的
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

つ
い
で
に
、
日
頃
の
不
満
を
さ
ら
に
ぶ
つ
け
る
と
、
日
本
は
危
機
管
理
体

制
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
安
全
保
障
は
、
ほ
ぼ
危
機
管
理
と

同
義
語
な
の
で
す
。
安
全
保
障
を
ち
ゃ
ん
と
や
れ
な
い
国
は
危
機
管
理
も
で

き
ま
せ
ん
。 

岩
間 

お
話
し
い
た
だ
け
る
範
囲
で
構
わ
な
い
の
で
す
が
、
安
全
保
障
、
特

に
核
が
関
わ
る
安
全
保
障
や
軍
縮
問
題
を
議
論
す
る
上
で
、
日
本
が
今
の
形

で
非
核
三
原
則
を
運
用
し
て
き
た
こ
と
が
、
政
策
担
当
者
に
と
っ
て
ど
う
い

う
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ

う
か
。 

宮
本 

こ
の
問
題
は
安
保
課
長
と
条
約
課
長
の
専
管
事
項
で
あ
り
、
軍
縮
課

長
と
し
て
こ
の
問
題
に
タ
ッ
チ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
核
の
問
題
に
つ

い
て
は
ア
メ
リ
カ
の
核
に
依
拠
し
て
日
本
の
安
全
を
保
つ
こ
と
を
Ｎ
Ｐ
Ｔ
条

約
に
入
っ
た
と
き
に
最
終
的
な
国
家
意
思
と
し
て
確
定
し
た
わ
け
で
す
。
日

本
の
安
全
は
米
ソ
冷
戦
時
代
、
ア
メ
リ
カ
の
核
に
全
面
的
に
依
存
し
て
い
た

わ
け
で
す
。
こ
の
現
実
と
、
国
内
の
政
治
的
要
請
か
ら
出
て
き
た
非
核
三
原

則
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
矛
盾
す
る
。
そ
れ
で
も
日
本
は
生
き
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
核
の
運
用
に
で
き
る
だ
け
障
害
に
な
ら

な
い
よ
う
に
協
力
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に

政
治
指
導
者
や
担
当
責
任
者
の
壮
絶
な
葛
藤
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
非
核
三
原
則
は
安
全
保
障
の
現
場
で

は
そ
う
い
う
緊
張
と
い
う
か
痛
み
と
い
う
か
傷
と
い
う
か
、
そ
れ
を
つ
く
り

出
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
日
本
は
基
本
的
に
、
ア
メ
リ
カ
の
核
に

依
存
し
て
他
国
の
核
を
抑
止
す
る
と
い
う
戦
略
に
立
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
。 北

朝
鮮
の
核
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
、
日
本
の
国
内
世
論
が
ど
う
な
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る
か
。
中
国
の
核
の
脅
威
を
日
本
が
直
接
感
じ
始
め
た
ら
ど
う
な
る
か
（
宮

本
注
：
ロ
シ
ア
も
極
東
で
核
の
恫
喝
を
す
る
可
能
性
が
出
て
き
た
）
。
ア
メ

リ
カ
に
対
す
る
信
頼
性
が
ど
う
な
る
か
。
最
終
的
に
最
も
信
頼
性
の
高
い
抑

止
力
と
い
う
の
は
、
結
局
は
自
分
で
核
を
持
つ
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
国
民

が
考
え
始
め
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
、
非
核
三

原
則
は
真
正
面
か
ら
挑
戦
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
核
不
拡
散
体
制
の

崩
壊
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
人
類
の
悲
劇
で
す
。
そ
う
な
ら

な
い
よ
う
に
英
知
を
絞
る
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
前
に
非
核
三
原
則
を

ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
答
え
を
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
い
い
で
す
か
、
岩
間
さ
ん
、
こ
ん
な
と
こ
ろ

で
。 

岩
間 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
政
権
が
吹
っ
飛
び
か
ね
な
い
政

治
問
題
で
す
か
ら
、
ど
う
や
っ
た
ら
突
破
で
き
る
か
と
い
う
の
は
、
我
々
に

と
っ
て
も
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
で
も
、
そ
こ
を
議
論
し
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
ね
。
最
近
、
中
国
の
中
距
離
の
ミ
サ
イ
ル
に
対
し
て
ど
う
す
る
か
と
い

う
話
が
す
ぐ
出
て
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
部
分
も
含
め
て
議
論
し
な
い
と
、

議
論
の
質
は
上
が
ら
な
い
で
す
よ
ね
。 

宮
本 

日
本
人
も
急
に
変
わ
り
ま
す
か
ら
ね
。 

岩
間 

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ん
だ
途
端
に
ミ
サ
イ
ル
防
衛
が
一
気
に
実

現
し
た
と
き
に
は
、
私
も
唖
然
と
し
ま
し
た
。 

宮
本 

そ
の
よ
う
に
、
日
本
の
雰
囲
気
も
変
わ
り
ま
す
。
念
の
た
め
に
言
っ

て
お
き
ま
す
と
、
私
は
日
本
が
核
保
有
し
な
い
こ
と
が
正
し
い
答
え
で
あ
る

と
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ロ
ケ
ッ
ト
に
し
ろ
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
し

ろ
、
核
兵
器
を
製
造
で
き
る
能
力
は
保
有
し
て
お
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
日
本
の
最
大
の
抑
止
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
ア
メ
リ
カ

の
将
来
も
、
中
国
の
将
来
も
、
不
確
実
性
が
増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
日

本
は
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
核
が
ゼ
ロ
に
な
る
日
は
、

来
た
と
し
て
も
遠
い
将
来
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
自
分
で
核
を
保
有
す
る

能
力
を
持
つ
と
い
う
の
は
、
日
本
に
と
っ
て
の
最
大
の
保
険
で
は
な
い
か
な

と
い
う
気
が
し
ま
す
。 

そ
れ
で
も
私
は
、
前
回
の
講
義
（
二
〇
二
〇
年
九
月
一
九
日
の
Ｇ
Ｒ
Ｉ

Ｐ
Ｓ
で
の
第
一
三
回
公
開
研
究
会
）
の
と
き
に
話
し
た
『
論
座
』
に
載
せ
た

軍
科
審
時
代
の
論
文
（
「
米
国
の
「
一
国
主
義
」
と
日
本
の
核
軍
縮
政
策
：

安
全
保
障
の
も
う
一
つ
の
柱
を
考
え
る
時
が
き
た
」
『
論
座
』
第
八
三
号

（
二
〇
〇
二
年
四
月
）
）
に
書
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
や
は
り
日
本
は
核
軍

縮
、
つ
ま
り
核
を
地
球
か
ら
な
く
す
こ
と
を
国
家
目
標
と
し
て
進
ん
で
い
く

べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
道
は
厳
し
い
と
い
う
現
実
的
な
視
点
を
持

っ
て
、
そ
れ
で
も
長
期
目
標
と
し
て
追
求
す
る
と
い
う
こ
と
を
日
本
の
根
本

的
核
戦
略
と
し
て
定
め
る
べ
き
で
す
。
核
の
増
強
の
動
き
に
負
け
な
い
ぐ
ら

い
核
軍
縮
の
動
き
は
強
め
た
ら
い
い
。
そ
う
す
る
価
値
は
十
分
あ
る
し
、
世

界
の
大
多
数
の
国
は
そ
れ
を
支
持
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
議
論
を
核

兵
器
国
が
耳
を
傾
け
る
も
の
に
で
き
る
か
ど
う
か
、
我
々
の
力
量
が
試
さ
れ

て
い
ま
す
。
工
程
表
を
つ
く
り
、
一
歩
ず
つ
目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く

姿
勢
を
示
す
こ
と
を
、
国
民
も
願
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

岩
間 
私
は
、
日
本
も
核
禁
条
約
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
参
加
す
れ
ば
い
い
と

時
々
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
賛
成
し
て
く
れ
る
人
は
い
ま
せ
ん
。 
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宮
本 

私
は
賛
成
で
す
よ
。
『
論
座
』
の
論
文
に
も
書
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

核
兵
器
ゼ
ロ
と
い
う
の
は
日
本
の
究
極
的
な
安
全
保
障
な
の
で
す
。
日
本
は

つ
く
る
意
思
と
い
う
の
を
国
家
と
し
て
放
棄
し
て
い
ま
す
か
ら
、
世
界
中
で

核
が
ゼ
ロ
に
な
る
と
い
う
の
は
絶
対
的
に
正
し
い
の
で
す
。
そ
の
最
終
的
な

目
標
を
、
核
兵
器
禁
止
条
約
と
共
有
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
日
本
は
「
手
段

に
つ
い
て
異
議
あ
り
。
だ
か
ら
反
対
」
と
い
う
こ
と
を
言
う
必
要
な
い
で
す

よ
。
こ
こ
は
ア
メ
リ
カ
と
違
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
は
国
連
に
核

兵
器
廃
絶
決
議
案
を
毎
年
出
し
て
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
が
反
対
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
決
議
案
は
、
日
本
の
国
民
世
論
、
国
民
の
意
思
の
表
れ

な
の
で
す
。
政
府
と
し
て
は
そ
の
た
め
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
国
民
に
示

し
て
い
る
わ
け
で
す
。
要
は
、
ア
メ
リ
カ
の
核
抑
止
力
を
実
質
的
に
損
な
う

よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
許
容
範
囲
だ
と
思
い
ま
す
。 

だ
か
ら
、
核
禁
条
約
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
派
遣
し
て
、
明
確
に
「
こ
こ

の
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
改
善
さ
れ
な
い
限
り
こ
の

条
約
に
日
本
政
府
が
入
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
核
軍
縮
、
核
の
最
終
的
な

廃
絶
と
い
う
最
終
目
標
に
つ
い
て
は
日
本
政
府
と
し
て
は
支
持
す
る
」
と
い

う
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。 

岩
間 

私
も
ど
こ
か
に
書
い
て
み
ま
す
か
ね
。 

宮
本 

是
非
そ
う
し
て
下
さ
い
。
以
前
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ

（C
om

preh
en

sive N
u

clear-Test-B
an

 T
reaty: 

包
括
的
核
実
験
禁
止

条
約
）
の
た
め
の
地
震
計
を
使
っ
た
核
実
験
探
知
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た

め
に
日
本
は
大
変
な
努
力
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
国
民
の
核
の
廃
絶
に
向
け

た
願
い
を
込
め
て
日
本
政
府
が
と
っ
た
具
体
的
行
動
な
の
で
す
。
そ
れ
と
ア

メ
リ
カ
の
核
抑
止
の
下
に
成
り
立
つ
日
本
の
安
全
保
障
を
両
立
さ
せ
て
い
る

の
で
す
よ
。
し
た
が
っ
て
核
兵
器
禁
止
条
約
に
関
し
て
言
え
ば
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
派
遣
ぐ
ら
い
は
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
理
屈
は
成
り
立
つ
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

吉
田 

本
日
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
全
四
回
、
本
当
に
濃
密
な
時

間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

宮
本 

そ
う
で
す
か
。
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。 

吉
田 

極
め
て
内
容
の
濃
い
お
話
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

宮
本 

皆
さ
ん
方
に
刺
激
さ
れ
て
記
憶
も
少
し
蘇
り
、
あ
の
時
代
の
こ
と
が

雰
囲
気
的
に
も
戻
っ
て
き
た
感
じ
が
し
ま
す
ね
。 

吉
田 

よ
か
っ
た
で
す
。
八
〇
年
代
の
軍
備
管
理
・
軍
縮
問
題
で
日
本
が
経

験
し
た
こ
と
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
今
も
今
後
も
役
立
つ
こ
と
が
多
い
と

思
う
の
で
、
研
究
者
と
し
て
し
っ
か
り
記
録
や
論
文
に
残
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
再
認
識
し
て
い
ま
す
。 

宮
本 

か
つ
政
策
的
に
も
発
信
し
て
下
さ
い
。 

吉
田 

頑
張
り
ま
す
。 

宮
本 

で
は
、
失
礼
し
ま
す
。 

―

了―
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